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森 作 宜 民

公益財団法人茨城県教育財団

理 事 長

　公益財団法人茨城県教育財団は、国や県などの各事業者からの委託

を受けて埋蔵文化財の調査と整理作業を実施することを主な目的とし

て、昭和 52 年に調査課が設置されて以来、数多くの遺跡の調査を実

施し、その成果として調査報告書を刊行してきました。

　この度、茨城県土浦土木事務所つくば支所による島名・福田一体型

特定土地区画整理事業に伴って実施した、つくば市島名本田遺跡の調

査報告書を刊行する運びとなりました。

　今回の調査によって、縄文時代から江戸時代にかけての竪穴建物跡

や掘立柱建物跡、井戸跡、区画溝、土坑墓などが多数確認でき、集落

跡と墓域の一端が明らかになりました。特に、室町時代から江戸時代

の屋敷跡の広がりを明確にでき、当時の集落構造を解明する上で貴重

な資料となりました。

　本書が、歴史研究の学術資料としてはもとより、郷土の歴史に対す

る理解を深め、教育・文化の向上のための資料として、広く活用いた

だければ幸いです。

　最後になりますが、調査から本書の刊行に至るまで、多大な御協力

を賜りました委託者であります茨城県土浦土木事務所つくば支所に対

し、厚く御礼申し上げますとともに、茨城県教育委員会、つくば市教

育委員会をはじめ、御指導、御協力をいただきました関係各位に対し、

心から感謝申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　令和７年３月

序



例 言

１　本書は、茨城県の委託により、公益財団法人茨城県教育財団が平成 23・29 ～ 31 年度、令和２年度に調査

　を実施した、茨城県つくば市島名字本田 1092 番地ほかに所在する島
しま

名
な

本
ほん

田
でん

遺跡の調査報告書である。

２　調査期間と整理期間は以下のとおりである。

　平成 30 年度

　首席調査員兼班長　駒沢悦郎　

　首席調査員　獅子内一成　平成 31 年２月１日～３月31日

　次席調査員   江原美奈子　平成 30 年４月１日～７月31日

　　　　　　　　　　　　　平成 31 年２月１日～ 28 日

　次席調査員   大武宣隆　　平成 30 年８月１日～３月31日

　調　査　員　萩原宏季

　調　査　員　根本佑　　平成 30 年 10 月１日～３月31日

　調　査　員　笠原佳真　平成 30 年４月１日～７月31日

　調　査　員　皆川貴之　平成 31 年 2 月１日～３月31日

　調　査　員　見越広幸　平成 31 年 3 月１日～ 31日

　嘱託調査員　仙波亨　　平成 30 年 9 月１日～ 30日  

　平成 29 年度

　首席調査員兼班長　奥沢哲也

　次席調査員　塙厚宜

　調　査　員　矢ノ倉正男　平成 29 年４月１日～６月30日

　調　査　員　近江屋成陽　平成 29 年７月１日～９月30日

　調査　平成 23 年９月１日～３月 31 日

　　　　平成 29 年４月１日～９月 30 日

　　　　平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日

　平成 31 年４月１日～令和元年 11 月 30 日

　令和２年４月１日～５月 31 日、７月１日～８月 31 日

　整理　令和５年１月１日～３月 31 日

　　　　令和５年４月１日～令和６年３月 31 日

　令和６年４月１日～令和７年３月 31 日

３　調査は、平成 23 年度が調査課長樫村宣行、平成 29 ～ 31 年度は副参事兼調査課長白田正子、令和２年度

　は調査課長酒井雄一のもと、以下の者が担当した。

　平成 31 年度（令和元年度）

　首席調査員兼班長　櫻井完介

　次席調査員　野内智一郎

　調　査　員　倉橋裕真　平成 31 年４月１日～ 30日

　調　査　員　近藤洋　　令和元年８月１日～ 11 月30日

　平成 23 年度

　首席調査員兼班長　稲田義弘

　首席調査員　荒蒔克一郎　平成 23 年９月１日～ 30日

　主任調査員　櫻井完介　　平成 23 年９月１日～ 30日

　主任調査員　兼子博史　平成 23 年 10 月１日～平成 24 年

　　　　　　　　　　　　　　　３月31日

　副主任調査員　清水哲　

　令和２年度

　首席調査員兼班長　塙厚宜

　次席調査員　田村雅樹　

　調　査　員　荒井保雄　令和２年８月１日～８月31日

　調　査　員　植木貴志　令和２年４月１日～５月31日

　　　　　　　　　　　　    令和２年 7 月１日～ 7月31日



４　整理と本書の執筆・編集は、令和４・５年度が整理課長本橋弘巳、令和６年度が整理課長櫻井完介のもと、

　以下の者が担当した。

　　次席調査員　田村雅樹　　令和５年４月１日～令和７年３月 31 日

　　次席調査員　江原美奈子　令和５年４月１日～８月 31 日

　　次席調査員　柳瀬彬　　　令和５年４月１日～５月 31 日

　　調　査　員　近江屋成陽　令和５年 1 月 1 日～ 3 月 31 日、令和５年 10 月１日～ 10 月 31 日

　　調　査　員　植木貴志　　令和５年９月１日～９月 30 日

　　調　査　員　根本佑　　　令和５年 10 月１日～ 10 月 31 日

　　調　査　員　市毛美津子　令和５年 11 月１日～ 11 月 30 日、令和６年１月１日～３月 31 日

　　調　査　員　天野早苗　　令和６年４月１日～４月 30 日

　　調　査　員　櫻井明理　　令和６年７月１日～８月 31 日

５　本書の執筆分担は、下記のとおりである。

　　次席調査員　田村雅樹　第３章第３節３⑵・４⑶～⑹・⑻・⒀・５⑷　第４章

　　次席調査員　江原美奈子　第３章第３節１・２⑴⑵・３⑴⑸・４⑴⑵⒀・５⑴⑵⑶

　　次席調査員　柳瀬彬　第３章第３節３⑸・４⒀

　　調　査　員　近江屋成陽　第１章～第３章第２節・第３節３⑴・⑷・４⑴～⑶⑹～⑻⒀・５⑵⑶

　　調　査　員　根本佑　第３章第３節４⒀

　　調　査　員　植木貴志　第３章第３節４⒀　

　　調　査　員　市毛美津子　第３章第３節４⒀

　　調　査　員　天野早苗　第３節４⑾⑿

　　調　査　員　櫻井明理　第３節３⑶・４⑼⑽⒁

６　本書の作成にあたり、木製品の保存処理と樹種同定、金属製品の保存処理、植物遺体の同定は、株式会社

　吉田生物研究所に委託した。銭貨の剥離作業と保存処理は、株式会社イビソクに委託した。出土人骨の分析

　は、国立科学博物館人類研究部の中山なな氏、梶ヶ山真里氏、坂上和弘氏に委託した。樹種同定と植物遺体

　の同定、出土人骨の分析結果については付章で掲載した。また、室町時代から江戸時代の集落跡や屋敷跡に

　ついては、葛飾区郷土と天文の博物館学芸員永越信吾氏にご教示をいただいた。

７　当遺跡の出土遺物と実測図・写真などは、茨城県埋蔵文化財センターで保管している。



１　当遺跡の地区設定は、日本平面直角座標第Ⅸ系座標に準拠し、Ｘ＝＋ 7,160 ｍ、Ｙ＝＋ 20,080 ｍの交点を
基準点（Ａ１a1）とした。なお、この原点は、日本測地系による基準点である。

この基準点を基に県遺跡地図（2022）に基づく、遺跡範囲内を東西・南北各々 40 ｍ四方の大調査区に分割し、
さらに、この大調査区を東西・南北に各々 10 等分し、４ｍ四方の小調査区を設定した。
　大調査区の名称は、アルファベットと算用数字を用い、北から南へＡ、Ｂ、Ｃ…、西から東へ１、２、
３…とし、「Ａ１区」のように呼称した。さらに小調査区は、北から南へ a、b、c…j、西から東へ 1、2、3
…0 と小文字を付し、名称は、大調査区の名称を冠して「Ａ１a1 区」のように呼称した。

２　実測図、遺構・遺物一覧などで使用した記号は次のとおりである。
　　遺構　　FP －炉跡　HT －方形竪穴遺構　Ｐ－ピット　PG －ピット群　SA －柱穴列　SB －掘立柱建物跡　SD －
　　　　　　溝跡・堀跡　SE －井戸跡　SF －道路跡　SI －竪穴建物跡　SK －土坑　TP －陥し穴　UP －地下式坑
　　土層　　Ｋ－撹乱
３　遺構・遺物実測図の作成方法については、次のとおりである。
　（1）遺構全体図は 400 分の１、各遺構の実測図は原則として 60 分の１の縮尺とした。種類や大きさにより

異なる場合は、個々に縮尺をスケールで表示した。
　（2）遺物実測図は、原則として３分の１の縮尺とした｡ 種類や大きさにより異なる場合は、個々に縮尺をス

ケールで表示した。
　（3）遺構・遺物実測図中の表示は、次のとおりである。

　　　　道路跡・焼土・赤彩・施釉陶器・溶解ガラス化　　　　　　火床面・炉床面・黒色処理・赤漆・
　　　茶漆　　　　　　竈部材・粘土・炭化材・炭化物・黒漆　　　　　　整地遺構・柱痕跡・柱あたり・煤・
　　　油煙・金泥　　　　　　須恵器断面

● 土器　 ○ 土製品　 □ 石器・石製品　 △ 金属製品　 ■ 瓦　 ▲ 木製品 　　　　　 硬化面
４　土層解説と遺物における色調の判定は、『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式

会社）を使用した。また、土層解説中の含有物の量、粘性・締まりの表示は、次のとおりである。
　　ローム－ロームブロック　焼土－焼土ブロック　粘土－粘土ブロック
　　A －多量　　B －中量　　C －少量　　D －微量　　〇’－極めて
　　サイズは「大・中・小・粒」で、炭化物については「材・物・粒」で表記した。
　　粘－粘性　締－締まり
　　A －強い　　B －普通　　C －弱い　　〇’－極めて
５　遺構・遺物一覧の表記は、次のとおりである。
　（1）計測値の単位はｍ、㎝、ｇで示した。なお、現存値は（　）を、推定値は［　］を付して示した。
　（2）遺物番号は遺構ごとの通し番号とし、本文、挿図、遺物一覧、写真図版に記した番号と同一とした。
　（3）遺物一覧の備考欄は、残存率、写真図版番号とその他必要と思われる事項を記した。
６　遺構の「主軸」は、長軸（径）を通る軸線とし、主軸方向は、軸線が座標北からみて、どの方向にどれだ

け振れているかを角度で表示した（例　Ｎ－ 10 ﾟ－Ｅ）。
７　本書の作成にあたり、遺構名を変更、欠番にしたものは、以下のとおりである。

凡 例

変更前 変更後

SB20 → 欠番

SB21P ４ → SB21P １

SB21P ５ → SB21P ２

SB21P ６ → SB21P ３

SB21P ７ → SB21P ４

PG19P89 → SB21P ５

変更前 変更後

SB21P9 → SB21P ６

SB21P10 → SB21P ７

SB21P11 → SB21P ８

SB21P12 → SB21P ９A

PG19P37 → SB21P ９B

SB21P13 → SB21P10A

変更前 変更後

PG19P318 → SB21P10B

SB21P １ → SB21P11A

SB19P124 → SB21P11B

SB19P41 → SB21P12

SB21P ３ → SB21P13

SB22P ３ → SB22P １

変更前 変更後

SB22P ４ → SB22P ２

SB22P ５ → SB22P ３

SB22P ６ → SB22P ４

SB22P ７ → SB22P ５

SB22P ８ → SB22P ６

SB22P １ → SB22P ７

変更前 変更後

SB22P ２ → SB22P ８

SB23P ５ → SB23P １

SB23P ６ → SB23P ２

SB23P ７ → SB23P ３

SB23P ８ → SB23P ４

SB23P ９ → SB23P ５



変更前 変更後

SB23P10 → SB23P ６

SB23P11 → 欠番

SB23P12 → SB23P ７

SB23P13 → SB23P ８

SB23P14 → SB23P ９

SB23P15 → SB23P10

SB23P １ → SB23P11

SB23P ２ → SB23P12

SB23P ３ → SB23P13

SB23P ４ → SB23P14

SB24P ５ → SB24P １

SB24P ６ → SB24P ２

SB24P ７ → SB24P ３

SB24P ８ → SB24P ４

SB24P ９ → SB24P ５

SB24P10 → SB24P ６

SB24P11 → SB24P ７

SB24P12 → SB24P ８

SB24P １ → SB24P ９

SB24P ２ → SB24P10

SB24P ３ → SB24P11

SB24P ４ → SB24P12

SB25P １ → PG20P487

SB25P ２ → PG20P488

SB25P ３ → PG20P489

SB25P ４ → PG20P490

SB25P ５ → PG20P491

SB25P ６ → PG20P492

SB25P ７ → PG20P505

SB25P ８ → PG20P506

SB25P ９ → PG20P507

SB25P10 → PG20P496

SB25P11 → PG20P497

PG19P257 → SB26P １

SB26P ４ → SB26P ２

SB26P ５ → SB26P ３

SB26P ６ → SB26P ４

SB26P ７ → SB26P ５

SK1066 → SB26P ６

SB26P ８ → SB26P ７

SB26P ９ → SB26P ８

SB26P10 → SB26P ９

SB26P11 → 欠番

SB26P12 → SB26P10

SB26P13 → SB26P11

SB26P １ → SB26P12

SB26P ２ → SB26P13

SB26P ３ → 欠番

SB27P １ → SB27P ４

SB27P ２ → SB27P ５

SB27P ３ → SB27P ６

SB27P ４ → SB27P ７

SB27P ５ → SB27P ８

SB27P ６ → SB27P ９

SB27P ７ → SB27P10

SB27P ８ → SB27P １

SB27P ９ → SB27P ２

SB27P10 → SB27P ３

SB31P ６ → SB31P １

SB31P ８ → SB31P ２

変更前 変更後

SB31P14 → SB31P ３

SB31P13 → SB31P ４

SB31P12 → SB31P ５

SB31P11 → SB31P ６

SB31P10 → SB31P ７

SB31P ９ → SB31P ８

SB31P ６ → SB31P ９

SB31P １ → SB31P10

SB31P ２ → SB31P11

PG38P44 → SB31P12

PG38P187 → SB31P13

PG38P63 → SB31P14

PG38P65 → SB31P15

PG38P50 → SB31P16

PG38P99 → SB31P17

PG38P97 → SB31P18

PG38P98 → SB31P19

PG38P24 → SB31P20

PG38P140 → SB31P21

PG38P57 → SB31P22
PG38P107・
108 → SB31P23

PG38P １ → SB31P24
PG38P101・
102 → SB31P25

PG38P340 → SB31P26

PG38P341 → SB31P27

PG38P25 → SB31P28
PG38P ６・
21 → SB31P29

PG38P45 → SB31P30

PG47P217 → SB32P １

PG47P159 → SB32P ２

SB32P18 → SB32P ３

SB32P41 → SB32P ４

SB32P42 → SB32P ５

SB32P43 → SB32P ６

PG47P21 → SB32P ７

PG47P207 → SB32P ８

PG47P486 → SB32P ９

PG47P424 → SB32P10

PG47P131 → SB32P11

PG47P42 → SB32P12

PG47P213 → SB32P13

PG47P209 → SB32P14

PG47P186 → SB32P15

PG47P185 → SB32P16

PG47P184 → SB32P17

SB32P ３ → SB32P18

PG47P489 → SB32P19

PG47P490 → SB32P20

PG47P349 → SB32P21

PG47P446 → SB32P22

PG47P445 → SB32P23

PG47P413 → SB32P24

PG47P415 → SB32P25

PG47P20 → SB32P26

PG47P22 → SB32P27

PG47P484 → SB32P28

PG47P60 → SB32P29

PG47P61 → SB32P30

PG47P423 → SB32P31

PG47P496 → SB32P32

変更前 変更後

PG47P495 → SB32P33

PG47P253 → SB32P34

PG47P252 → SB32P35

PG47P464 → SB32P36

PG47P36 → SB32P37

PG47P347 → SB32P38

PG47P230 → SB32P39

PG47P465 → SB32P40

SB32P ４ → SB32P41

SB32P ５ → SB32P42

SB32P ６ → SB32P43

PG47P157 → SB32P44

PG47P255 → SB32P45

SB33P ５ → SB33P １

SB33P13 → SB33P ２

SB33P18 → SB33P ３

SB33P23 → SB33P ４

SB33P21 → SB33P ５

SB33P19 → SB33P ６

SB33P14 → SB33P ７

SB33P ９ → SB33P ８

SB33P ３ → SB33P ９

SB33P ４ → SB33P10

SB33P11 → SB33P11

SB33P16 → SB33P12

PG44P122 → SB33P13

PG41P23 → SB34P ２

PG41P172 → SB34P ３

PG41P37 → SB34P ４

PG41P54 → SB34P ５

PG41P355 → SB34P ６

PG41P231 → SB34P ７

PG41P164 → SB34P ８

PG41P127 → SB34P ９

PG41P40 → SB34P10

PG47P313 → SB35P １

PG47P78 → SB35P ２

PG47P19 → SB35P ３

PG47P26 → SB35P ４

PG47P ４ → SB35P ５

PG47P ８ → SB35P ６

PG47P32 → SB35P ７

PG47P ２ → SB35P ８

SB36P11 → SB36P １

SB36P １ → SB36P ２

SB36P ２ → SB36P ３

SB36P ３ → SB36P ４

SB36P ４ → SB36P ５

SB36P ７ → SB36P ８

SB36P ８ → SB36P ９

SB36P ９ → SB36P10

SB36P10 → SB36P11

SK2320 → SB37P １

SK2209 → SB37P ２

SK2222 → SB37P ３

SK2668 → SB37P ４

SK2456 → SB37P ５

SK2457 → SB37P ６

SK2453 → SB37P ７

SK2693 → SB37P ８

変更前 変更後

SK2540 → SB37P ９

SK2669 → SB37P10

SK2325 → SB37P11

SB38P １ → SB38P １

SB38P ２ → SB38P ２

SB38P ３ → SB38P ３

SB38P ５ → SB38P ４

SB38P ６ → SB38P ５

SB38P ７ → SB38P ６

SB38P ８ → SB38P ７

SB38P ９ → SB38P ８

SB38P10 → SB38P ９

SB39 → 欠番

SB40P １ → SB40P １

SB40P ７ → SB40P ２

SB41P ２ → SB40P ３

SB42P ６ → SB40P ４

SB43P ３ → SB40P ５

SB44P ８ → SB40P ６

SB45P ４ → SB40P ７

SB46P ５ → SB40P ８

HT10 → SK1221

HT11 → SK1374

HT12 → HT12A・B

HT15 → SK2160

HT16 → SK1344

HT17 → SK2952

HT18 → SK2951

HT19 → SK2217

HT21 → SK2950

HT22 → SK2227

HT24 → SK2949

HT25 → SK2159

HT26 → SK2234

HT27 → SK2238

HT28 → SK2239

HT29 → SK2240

HT30 → SK2241

HT37 → SK2874

UP13 → SK2947

UP16 → SK2936・
2938・2943

UP18 → SK2145

UP22 → SK2940・
2944

UP23 → SK2937・
2939

UP24 → SK2945・
2946

SX ７ → SK2944

SX11 → 欠番

SX12 → 第７号
整地遺構

SX13 → 第４号
整地遺構

SX14 → 欠番

SX15 → 欠番

SX16 → 欠番

SE30 → SK862

SE116 → SE224

SE196 → SK2244

SF ８ → 欠番

SF ９ → 欠番

SF10 → 欠番

SF14 → SD66

変更前 変更後

SD26 → SD12

SD27 → SD22

SD30 → SD23

SD63 → SD63A 
SD63B

SD69 → SD70

SD70 → SD69

SD81 → SD81A・
SD81B

SD86 → SD86A・
SD86 B

SD87 → SD73

SD89 → SD69

SD94 → 欠番

SD96 → SD96A・
SD96B

SD107 → SD107A・
SD107B

SD119 → SD96A・B

SD120 → 欠番

SD157 → 第６号
整地遺構

SD161 → SD161A・
SD161B

SD162 → SD162A・
SD162B

SD164 → SD149

SD165 → SD300

SD167  → 欠番

SD168 → SD149

SD175 → SD190

SD176 → SD63A

SD179 → SD63A

SD182 → SD63A

SD183 → 第３号
段切状遺構

SD184 → SD63A

SD186 → SD63A

SD187 → SD187A・
SD187B

SD188 → SK1702

SD197 → SD185

SD205 → SD98

SD207 → SK2953

SD210 → SD80

SD226 → SD217

SD230 → SD225

SD231 → SD225

SD234 → 第６号
整地遺構

SD237 → 第６号
整地遺構

SD242 → SD162A

SD265 → SD166

SD287 → 欠番

SD288 → 欠番

SD295 → SD166

PG44P51 → SA ７P １

PG44P52 → SA ７P ２

PG44P78 → SA ７P ３

PG44P161 → SA ７P ４

FP ３ → FP ３A・B

FP ５ → 欠番

FP ６ → 欠番

FP ７ → 欠番

FP11 → 欠番

FP12 → 欠番

FP13 → 欠番

SK791 → SK794

SK801 → SK799



SK809 → SK807

SK811 → SK817

SK815 → 欠番

SK818 → SK838

SK824 → 欠番

SK836 → SK835

SK844 → 欠番

SK850 → 欠番

SK863 → SK849

SK873 → SE38

SK899 → SK880

SK1222 → SK1378

SK1247 → 第 1 号
火葬施設

SK1291 → SK1374

SK1329 → 欠番

SK1360 → 欠番

SK1376 → 欠番

SK1393 → 欠番

SK1395 → SK1394

SK1399 → 欠番

SK1414 → SK1415

SK1425 → SK1401

SK1450 → SK1415

SK1452 → 欠番

SK1453 → 欠番

SK1454 → SK1454A・
B

SK1485 → PG32P51

SK1505 → SI 116P5

SK1506 → SI 116P4

SK1521 → SI 116P3

SK1539 → 欠番

SK1627 → 欠番

SK1660 → FP14

SK1671 → 欠番

SK1672 → SD178

SK1678 → 欠番

SK1748 → PG41P128

SK1870 → 欠番

SK1885 → 欠番

SK1886 → 欠番

SK1901 → 欠番

SK1911 → 欠番

SK1933 → SD196

SK1936 → SD196

SK1938 → SD196

SK1940 → SD196

SK1945 → PG41P410

SK1950 → 欠番

SK2005 → SK2003

SK2025 → 欠番

SK2037 → 欠番

SK2054 → 欠番

SK2162 SK1344

SK2232 → SB38P ２

SK2285 → PG53P19

SK2287 → PG41P425

SK2301 → 欠番

SK2309 → PG41P426

SK2450 → SA18P １

SK2525 → SA19P ６

SK2526 → SA19P ５

SK2527 → SA19P ４

SK2663 → SA18P ２

SK2702 → 欠番

SK2766 → 第 30 号
土坑墓

SK2767 → 第 31 号
土坑墓

SK2768 → 第 32 号
土坑墓

SK2769 → 第 33 号
土坑墓

SK2770 → 第 34 号
土坑墓

SK2771 → 第 35 号
土坑墓

SK2780 → 第 36 号
土坑墓

SK2790 → 第３号
火葬施設

SK2826 → PG72P ８

SK2853 → 第２号
火葬施設

SK2913 → 欠番

SK2941 → UP26

SK2942 → UP26

SK2955 → FP13

PG ７ → PG79

PG ９ → PG80

PG16P １ → PG14P151

PG16P ２ → PG14P152

PG16P ３ → PG14P153

PG16P ４ → PG14P154

PG16P ５ → PG14P155

PG16P ６ → PG14P156

PG16P ７ → PG14P157

PG18 → 欠番

SD180P27 → PG39P25

SD180P １ → PG39P34

SD180P ２ → PG39P35

SD180P ３ → PG39P36

SD180P ４ → PG39P37

SD180P ５ → PG39P38

SD180P ６ → PG39P39

SD180P ７ → PG39P40

SD180P25 → PG39P42

SD180P ８ PG39P46

SD180P ９ → PG39P47

SD180P10 → PG39P48

SD180P11 → PG39P49

SD180P12 → PG39P50

SD180P13 → PG39P51

SD180P14 → PG39P52

SD180P15 → PG39P53

SD180P16 → PG39P54

SD180P17 → PG39P55

SD180P18 → PG39P56

SD180P19 → PG39P57

SD180P20 → PG39P58

SD180P21 → PG39P59

SD180P22 → PG39P60

SD180P23 → PG39P61

SD180P24 → PG39P62

SD180P26 → PG39P43

SD63AP28 → PG39P64

SD63AP １ → PG41P416

SD63AP ２ → PG41P417

SD63AP ３ → PG41P418

SD63AP ４ → PG41P419

SD63AP ５ → PG41P420

PG41P228 → PG42P44

PG41P229 → PG42P45

PG41P238 → PG42P46

PG41P239 → PG42P47

PG41P240 → PG42P48

PG41P241 → PG42P49

PG41P242 → PG42P50

PG41P243 → PG42P51

PG41P244 → PG42P52

PG41P104 → PG42P53

PG41P304 → PG42P54

PG41P305 → PG42P55

PG41P391 → PG42P56

PG41P392 → PG42P57

PG41P393 → PG42P58

PG41P394 → PG42P59

PG41P396 → PG42P60

PG41P397 → PG42P61

PG41P398 → PG42P62

PG41P399 → PG42P63

PG41P400 → PG42P64

PG41P401 → PG42P65

PG41P402 → PG42P66

PG41P404 → PG42P68

PG41P405 → PG42P69

PG41P408 → PG42P70

PG41P252 → PG42P71

PG41P403 → PG42P72

PG46P １ → PG47P504

PG46P ２ → PG47P505

PG46P ３ → PG47P506

PG46P ４ → PG47P507

PG46P ５ → PG47P508

PG46P ６ → PG47P509

PG46P ７ → PG47P510

PG46P ８ → PG47P511

PG46P ９ → PG47P512

PG46P10 → PG47P513

PG46P11 → PG47P514

PG46P12 → PG47P515

PG46P13 → PG47P516

PG46P14 → PG47P517

PG46P15 → PG47P518

PG46P16 → PG47P519

PG46P17 → PG47P520

PG46P18 → PG47P521

PG46P19 → PG47P522

PG46P20 → PG47P523

PG46P21 → PG47P524

PG46P22 → PG47P525

PG46P23 → PG47P526

PG46P24 → PG47P527

PG46P25 → PG47P528

PG46P26 → PG47P529

PG46P27 → PG47P530

PG46P28 → PG47P531

PG46P29 → PG47P532

PG46P30 → PG47P533

PG46P31 → PG47P534

PG46P32 → PG47P535

PG46P33 → PG47P536

PG46P34 → PG47P537

PG46P35 → PG47P538

PG46P36 → PG47P539

PG46P37 → PG47P540

PG46P38 → PG47P541

PG46P39 → PG47P542

PG46P40 → PG47P543

PG46P41 → PG47P544

PG46P42 → PG47P545

PG46P43 → PG47P546

PG46P44 → PG47P547

PG46P45 → PG47P548

PG46P46 → PG47P549

PG46P47 → PG47P550

PG46P48 → PG47P551

PG46P49 → PG47P552

PG46P50 → PG47P553

PG46P51 → PG47P554

PG46P52 → PG47P555

PG46P53 → PG47P556

PG46P54 → PG47P557

PG46P55 → PG47P558

PG46P56 → PG47P559

PG46P57 → PG47P560

PG46P58 → PG47P561

PG46P59 → PG47P562

PG46P60 → PG47P563

PG46P61 → PG47P564

PG46P62 → PG47P565

PG46P63 → PG47P566

PG46P64 → PG47P567

PG46P65 → PG47P568

PG46P66 → PG47P569

PG46P67 → PG47P570

PG46P68 → PG47P571

PG46P69 → PG47P572

PG46P70 → PG47P573

PG46P71 → PG47P574

PG46P72 → PG47P575

PG46P73 → PG47P576

PG46P74 → PG47P577

PG46P75 → PG47P578

PG46P76 → PG47P579

PG46P77 → PG47P580

PG46P78 → PG47P581

PG46P79 → PG47P582

PG46P80 → PG47P583

PG46P81 → PG47P584

PG47P369 → PG48P116

PG47P381 → PG48P118

PG47P384 → PG48P119

PG47P385 → PG48P120

PG37P386 → PG48P121

PG37P389 → PG48P122

PG37P390 → PG48P123

PG47P461 → PG49P26

PG47P462 → PG49P27

PG47P463 → PG49P28

PG48P75 → 欠番

PG48P76 → 欠番

PG41P431 → PG53P19

PG41P432 → PG53P20

PG41P433 → PG53P21

PG41P434 → PG53P22

PG41P435 → PG53P23

PG41P436 → PG53P24

PG41P437 → PG53P25

PG41P438 → PG53P26

PG41P439 → PG53P27

PG41P440 → PG53P28

PG41P441 → PG53P29

PG41P442 → PG53P30

PG53P20 → 欠番

PG75 → 欠番
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　　第１節 調査に至る経緯

　平成６年８月 18 日、茨城県知事は、茨城県教育委員会教育長あてに島名・福田坪一体型特定土地区画整理

事業地内における埋蔵文化財の所在の有無とその取扱いについて照会した。これを受けて、茨城県教育委員会

は、平成６年９月 19 日から 27 日に現地踏査を、平成 21 年 12 月 15・16 日、平成 22 年８月 10・11 日、９月

１日、11 月 17 日、平成 27 年 11 月 10・11 日、12 月 25 日、平成 28 年 11 月 29 日と令和元年 12 月３日、茨城

県教育委員会は試掘調査を実施し、遺跡の所在を確認した。平成 22 年 12 月 28 日、茨城県教育委員会教育長は、

茨城県つくばまちづくりセンター長あてに、事業地内に島名本田遺跡が所在すること、その取扱いについて別

途協議が必要であることを回答した。

　平成 28 年１月 29 日と平成 29 年１月４日、茨城県教育委員会教育長は、茨城県土浦土木事務所長あてに、

事業地内に島名本田遺跡が所在すること、その取り扱いについて別途協議が必要であることを回答した。

　令和２年１月 14 日、茨城県教育委員会教育長は、茨城県土浦土木事務所つくば支所長あてに、事業地内に

島名本田遺跡が所在すること、その取り扱いについて別途協議が必要であることを回答した。

　平成 23 年２月 14 日、茨城県つくばまちづくりセンター長は、茨城県教育委員会教育長あてに文化財保護

法第 94 条に基づく土木工事の通知を提出した。平成 23 年３月１日、茨城県教育委員会教育長は、茨城県つく

ばまちづくりセンター長あてに、現状保存が困難であることから記録保存のための調査が必要であると決定し、

工事着手前に調査を実施するように通知した。

　平成 28 年１月 29 日と平成 30 年２月 27 日、茨城県土浦土木事務所長は、茨城県教育委員会教育長あてに、

文化財保護法第 94 条に基づく土木工事の通知を提出した。平成 28 年２月３日と平成 30 年２月 27 日、茨城県

教育委員会教育長は、茨城県土浦土木事務所長あてに、現状保存が困難であることから記録保存のための調査

が必要であると決定し、工事着手前に調査を実施するように通知した。

   平成 23 年７月 21 日、平成 29 年２月 27 日、平成 30 年２月 28 日、平成 31 年２月 22 日、令和２年１月 29 日、

茨城県土浦土木事務所長は、茨城県教育委員会教育長あてに、島名・福田坪一体型特定土地区画整理事業に係

わる埋蔵文化財調査の実施について協議書を提出した。平成23年７月21日の変更協議時と平成29年２月28日、

平成 30 年２月 28 日、平成 31 年２月 25 日、茨城県教育委員会教育長は、茨城県土浦土木事務所長あてに、島

名本田遺跡について、発掘調査の範囲とその面積などについて回答し、併せて調査機関として公益財団法人茨

城県教育財団（平成 23 年度まで財団法人茨城県教育財団）を紹介した。平成２年２月 26 日、茨城県教育委員

会教育長は、茨城県土浦土木事務所つくば支所長あてに、島名本田遺跡について、発掘調査の範囲とその面積

などについて回答し、併せて調査機関として公益財団法人茨城県教育財団を紹介した。

　財団法人茨城県教育財団は、茨城県土浦土木事務所長から埋蔵文化財調査事業について委託を受け、平成

23 年９月１日から平成 24 年３月 31 日まで調査を実施した。

　公益財団法人茨城県教育財団は、茨城県土浦土木事務所長から埋蔵文化財調査事業について委託を受け、平

成 29 年４月１日から９月 30 日、平成 30 年４月１日から平成 31 年３月 31 日、平成 31 年４月１日から令和元

年 11 月 30 日、令和２年４月１日から５月 31 日と７月１日から８月 31 日 まで調査を実施した。

第１章　調 査 経 緯
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　　第２節 調 査 経 過

期間
工程

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

調 査 準 備
表 土 除 去
遺 構 確 認

遺 構 調 査

遺 物 洗 浄
注 記
写 真 整 理

補 足 調 査
撤 収

　平成 23 年度

　島名本田遺跡の調査は、平成 23 年９月１日から３月 31 日までの７か月間、平成 29 年４月１日から９月 30

日までの６か月間、平成 30 年４月１日から平成 31 年３月 31 日までの７か月間、平成 31 年４月１日から令和

元年 11 月 30 日までの８か月間、令和２年４月１日から５月 31 日までの２か月間と７月１日から８月 31 日ま

での２か月間にわたって実施した。以下、その概要を表で記載する。

　平成 29 年度

期間
工程

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

調 査 準 備
表 土 除 去
遺 構 確 認

遺 構 調 査

遺 物 洗 浄
注 記
写 真 整 理

補 足 調 査
撤 収

　平成 30 年度

　平成 31 年度

期間
工程

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

調 査 準 備
表 土 除 去
遺 構 確 認

遺 構 調 査

遺 物 洗 浄
注 記
写 真 整 理

補 足 調 査
撤 収

期間
工程

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

調 査 準 備
表 土 除 去
遺 構 確 認

遺 構 調 査

遺 物 洗 浄
注 記
写 真 整 理

補 足 調 査
撤 収

期間
工程

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

調 査 準 備
表 土 除 去
遺 構 確 認

遺 構 調 査

遺 物 洗 浄
注 記
写 真 整 理

補 足 調 査
撤 収

　令和２年度
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　島名本田遺跡は、茨城県つくば市島名字本田 1092 番地ほかに所在している。

　つくば市は、筑波山を北端として、その南東へ延びる標高 20 ～ 25 ｍの平坦な台地上に位置している。この

台地は筑波・稲敷台地と呼ばれ、東を霞ヶ浦へ流入する桜川、西は利根川に合流する小貝川によって区切られ

ている。両河川の間には、東から花室川、蓮沼川、小野川、谷田川、西谷田川などの中小河川が北から南に向

かって流れているため、台地は複雑に開析され、谷津や低地が細長く入り込んでいる。

　筑波・稲敷台地は、貝化石を含む海成層の成田層を基盤として、さらにその上に黄褐色砂や黄褐色荒沙層で

ある竜ケ崎層、さらに灰白色の粘土層である常総粘土層、そして表土下を厚く覆う褐色の関東ローム層が堆積

し、最上部は腐食土層となっている１）。

　つくば市南西部の島名地区は、谷田川と西谷田川に開析された、狭長な台地上の中央部に位置している。当

遺跡は、谷田川から延びた谷津に面した標高 20 ～ 23 ｍの台地に立地し、遺跡の範囲は南北約 500 ｍ、南西約

250 ｍである。

　島名本田遺跡周辺の台地には、縄文時代から近世にかけての遺跡が数多く存在している２）。特に谷田川・西

谷田川流域の遺跡のうち、旧石器時代から古代の遺跡については、『島名本田遺跡』（茨城県教育財団文化財調

査報告第 454 集）３）の中で触れているので、ここでは中・近世の遺跡について概観してみたい。

　島名地区周辺は、平安時代末期に八条院領として立荘された田中荘に組み込まれ、鎌倉時代以降は小田氏の

支配下となる。鎌倉時代から戦国時代まで小田氏の居城となった小田城跡は、筑波山地南端の宝鏡山南裾、桜

川左岸低地内より 1.5 ｍほど高い段丘上に位置している４）。３重の堀と曲輪が良好に残る平城で、昭和 10 年

に国の史跡に指定されている。室町時代には小田氏支配下の平井出氏が面野井城〈28〉を構えて、当地域を治

めたと言われている。島名本田遺跡は、５世紀中葉から集落が営まれはじめ、８世紀前葉にピークを迎える。

その後は集落規模を縮小しながら 10 世紀中葉まで継続するが、それ以降は土器焼成遺構などのわずかな遺構

が確認できるのみで、集落的には一度衰退する５）。

　この流れは谷を挟んで東に対峙し、嶋名郷で公的な役割を果たしたと考えられる島名熊の山遺跡〈２〉でも

概ね同様で、集落規模を縮小しながら 11 世紀代まで集落が営まれている。永仁五年（1297 年）には当遺跡の

谷を挟んだ東方に妙徳寺が開山する。島名熊の山遺跡では、妙徳寺のある台地西側を中心に、中・近世の遺構

が数多く確認されている。当遺跡と同様に溝や堀によって小区画がなされているが、特筆されるのは 13 世紀

末から 14 世紀初頭の梵鐘鋳造遺構や、15 世紀後半の土塁を伴う方形区画である。方形区画は幅 3.5 ｍの薬研

堀で囲まれた方半町（一辺約 60 ｍ）の区画で、内部に建物跡などは確認できなかったが、中世の中心的な屋

敷跡である可能性がある。また、妙徳寺正面から延びる 16 世紀代の参道と推定される側溝跡があり、この周

辺では墓域が形成されている６）。当遺跡と島名熊の山遺跡は、古墳時代以降から近世に至るまで、谷を挟んで

　　第１節 位 置 と 地 形

第２章　位 置 と 環 境

　　第２節 歴 史 的 環 境
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第 １ 図　島名本田遺跡周辺遺跡分布図（国土地理院 25,000 分の１「谷田部」）

関連し合う遺跡として捉えられる。

　関東地方では、13 世紀から 14 世紀にかけて、複数の居住区画が集合する集落跡が見られるようになり、つ

くば市域でも多くの集落跡が確認されている。当遺跡から南東約１㎞に位置する島名前野東遺跡〈８〉では、

方一町に巡る方形区画堀と掘立柱建物群からなる２つの方形居館跡が確認されている。時期は 13 世紀後半か

ら 15 世紀で、掘立柱建物跡の中には中門廊的施設を有するものと礎盤石を持つものなどがみられる。方形居

館が廃絶したあとは、地下式坑と火葬土坑などからなる墓域へと変遷したようである７）。また梶内向山遺跡で

も、13 世紀から 14 世紀にかけての区画溝と礎石建物を含む掘立柱建物群が数期にわたって変遷している。16 
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第１表　島名本田遺跡周辺遺跡一覧

世紀後半以降は区画溝を伴う墓域となっている８）。桜川右岸低地の小泉館跡では 15 世紀に堀に囲まれた３か

所の曲輪があり、曲輪Ⅰからは礎石を持つ大型の掘立柱建物跡が確認されている９）。関東地方の中世集落につ

いて研究されている永越信吾氏によると、14 世紀後半までに成立した集落は、多くが 15 世紀前半にその多く

が廃絶し、15 世紀後半になって新たに成立した集落が目立つことから、15 世紀代に集落の再編があったこと

を指摘されている 10）。つくば市域においても、15 世紀後半から 16 世紀にかけて方形かＬ字型の区画溝と掘

遺
跡
番
号

遺　跡　名

時　　　代
遺
跡
番
号

遺　跡　名

時　　　代

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
良
・
平
安

鎌
倉

～
桃
山

江

戸

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
良
・
平
安

鎌
倉

～

桃
山

江

戸

① 島 名 本 田 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 34 水 堀 道 後 前 遺 跡 ○
２ 島 名 熊 の 山 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 35 大 和 田 氏 屋 敷 跡 ○ ○
３ 島名熊の山古墳群 ○ 36 平 北 田 遺 跡 ○
４ 島 名 八 幡 前 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 37 平 後 遺 跡 ○ ○ ○
５ 島 名 薬 師 遺 跡 ○ 38 大白硲西ノ裏遺跡 ○
６ 島 名 中 代 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 39 大 白 硲 桜 下 遺 跡 ○
７ 島 名 前 野 遺 跡 ○ ○ 40 大白硲民部山遺跡 ○
８ 島 名 前 野 東 遺 跡 ○ ○ ○ 41 小白硲民部山遺跡 ○
９ 島 名 前 野 古 墳 ○ 42 小 白 硲 水 表 遺 跡 ○
10 島 名 一 町 田 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 43 真 瀬 西 原 塚 ○ ○
11 島名一町田西遺跡 ○ 44 真 瀬 中 畑 遺 跡 ○ ○ ○
12 島 名 境 松 遺 跡 ○ ○ ○ 45 真瀬新田谷津遺跡 ○
13 島名タカドロ遺跡 ○ ○ 46 真 瀬 新 田 古 墳 群 ○
14 島 名 榎 内 南 遺 跡 ○ ○ ○ 47 真 瀬 中 道 古 墳 ○ ○
15 島 名 榎 内 古 墳 群 ○ 48 真 瀬 堀 附 南 遺 跡 ○ ○
16 島 名 榎 内 西 古 墳 ○ 49 真 瀬 山 田 遺 跡 ○ ○ ○
17 島 名 榎 内 遺 跡 ○ 50 真 瀬 堀 附 北 遺 跡 ○
18 島 名 ツ バ タ 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 51 真 瀬 山 田 北 遺 跡 ○ ○
19 島 名 関 ノ 台 遺 跡 ○ 52 鍋沼新田長峰遺跡 ○ ○
20 島名関ノ台古墳群 ○ 53 下河原崎高山遺跡 ○ ○ ○
21 島 名 関 ノ 台 塚 ○ ○ 54 下河原崎高山古墳群 ○
22 島名関ノ台南Ａ遺跡 ○ ○ 55 下河原崎高山窯跡 ○
23 島名関ノ台南Ｂ遺跡 ○ ○ ○ ○ 56 下河原崎谷中台遺跡 ○ ○ ○ ○
24 高 田 和 田 台 遺 跡 ○ 57 下 河 原 崎 古 墳 群 ○
25 高 田 遺 跡 ○ ○ 58 元 宮 本 前 山 遺 跡 ○ ○
26 高 田 原 山 遺 跡 ○ ○ 59 元中北東藤四郎遺跡 ○ ○ ○
27 面 野 井 西 ノ 台 塚 ○ ○ 60 上河原崎前山遺跡 ○ ○
28 面 野 井 城 跡 ○ 61 元中北鹿島明神古墳 ○
29 面 野 井 古 墳 群 ○ 62 上河原崎本田遺跡 ○ ○ ○
30 面 野 井 南 遺 跡 ○ ○ ○ ○ 63 上河原崎小山台古墳 ○
31 水 堀 下 道 遺 跡 ○ ○ 64 上河原崎八幡脇遺跡 ○ ○
32 水 堀 遺 跡 ○ 65 中 別 府 宮 前 遺 跡 ○ ○ ○ ○
33 水 堀 屋 敷 添 遺 跡 ○ ○
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立柱建物跡、井戸跡、土坑などで構成される屋敷跡を伴う集落跡が確認できる。つくば市東部の金田西坪Ｂ

遺跡では、複数の区画溝を伴う屋敷跡が 15 世紀中葉から 16 世紀代に４期にわたる変遷が捉えられている 11）。

同じく桜川右岸の上野古屋敷遺跡は、複数次にわたる調査で、舌状台地上の集落跡の大部分を調査した例であ

る。一辺 30 ～ 40 ｍの小区画による複数の屋敷跡からなる集落であるが、掘立柱建物跡では桁行２間、梁間

１間から桁行５間、梁間１間の小規模なものが多く、前段階にあるような礎石を有する建物や居館を思わせる

区画は確認されていない 12）。また出土する陶磁器類、土器類のうち、嗜好品的なものは僅かで日常品が多い

ことなどから、永越氏は「土豪クラスの居住していない集落」と考えている 13）。当遺跡と金田西坪Ｂ遺跡も、

遺構の種類と配置、遺物の構成などは、上野古屋敷遺跡に類似している部分があり、参考となる。

　萱丸地区にある古屋敷遺跡は、17 世紀後葉を中心とした溝で区画された屋敷跡で、区画内には掘立柱建物

跡と井戸跡などがみられる。遺物は 15 世紀末に比定できる陶磁器類も出土しており、15 世紀後半に再編され

た中世集落から近世集落への連続的な移行を示している 14）。小野川左岸の新牧田遺跡では、15 世紀後半から

19 世紀前半の区画溝を伴う大規模な墓域が確認されている 15）。つくば市域において、これらの中世に成立し

た集落は、近世以前に廃絶する集落と近世まで継続する集落があり、その社会背景を視野に入れながら消長を

検討していく必要がある。
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第２図　島名本田遺跡調査区（発掘調査）区割図（つくば市都市計画図 2,500 分の１から作成）
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第３図　島名本田遺跡調査区（整理報告）区割設定図（つくば市都市計画図 2,500 分の１から作成）
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　島名本田遺跡は、つくば市の南西部に位置し、谷田川右岸の標高 20 ～ 23 ｍの台地上に立地している。当遺

跡は平成 23 年度から令和２年度までに断続的に７次の調査が行われており、今回報告する調査区は、遺跡の

北部に位置する平成 23 年度、平成 29 年度、平成 30 年度北部（Ｂ区）、平成 31 年度北部（Ｃ区）、令和２年度

にそれぞれ調査が行われた区域である。調査面積は、平成 23 年度が 7,486㎡、平成 29 年度が 5,052㎡、平成 30

年度北部（Ｂ区）が 7,438㎡、平成 31 年度北部（Ｃ区）が 4,689㎡、令和２年度が 2,109㎡で、調査前の現況は畑地、

田、用水路、山林、荒蕉地、市道、宅地である。なお、報告にあたっては、区割りを再編成した（第３図）。

　調査の結果、竪穴建物跡 20 棟（縄文時代１、古墳時代９、奈良・平安時代９、時期不明１）、掘立柱建物跡

17 棟（室町から江戸時代）、方形竪穴遺構 11 棟（室町から江戸時代）、地下式坑 24 基（室町から江戸時代）、

段切状遺構１か所（室町から江戸時代）、整地遺構４か所（室町から江戸時代）、井戸跡 174 基（奈良・平安時

代５、室町から江戸時代 166、時期不明３）、道路跡２条（奈良・平安時代１、室町から江戸時代１）、溝跡・

堀跡 183 条（奈良・平安時代１条、室町から江戸時代 182 条）、柱穴列 10 条（室町から江戸時代）、炉跡 12 基（室

町から江戸時代）、土坑墓 34 基（江戸時代）、火葬施設３基（室町時代）、陥し穴１基（縄文時代）、土坑 1,935

基（古墳時代 14、奈良・平安時代 25、室町から江戸時代 1,864、時期不明 32）、ピット群 50 か所（室町から

江戸時代）を確認した。

　遺物は、遺物収納コンテナ（60 × 40 × 20㎝）に 306 箱出土している。遺物は、縄文土器（深鉢）、土師器（坏・

高台付皿・鉢・甕・甑）、須恵器（坏・高台付坏・蓋・捏鉢・長頸瓶・甕・甑）、灰釉陶器（壺）、土師質土器（皿・

擂鉢・香炉・風炉・内耳鍋・甕）、瓦質土器（擂鉢・火鉢）、陶器（碗・天目茶碗・皿・水滴・花瓶・鉢・擂鉢・

甕）、磁器（碗・皿）、土製品（羽口・土鈴）、石器・石製品（砥石・硯・石臼・茶臼・五輪塔・宝篋印塔・板碑）、

木製品（椀・皿・曲物・羽子板・鍬・臼・桶・下駄・杓文字・包丁柄・杭）、金属製品（包丁・権・鉄砲玉・釘・

煙管）、銭貨（永楽通寳・寛永通寳・文久通寳）、自然遺物（馬骨・種子）などである。

　　第１節 調 査 の 概 要

第３章　調 査 の 成 果

　　第２節 基 本 層 序

　調査区 A 区の台地平坦部（Ｅ４a1 区）に設定したテストピットと、調査区 D 区の台地緩斜面部に所在する

第 211 号井戸跡の掘り方調査時に基本層序（第４図）の観察を行った。

　第Ⅰ層は、黒褐色を呈する表土である。層厚は 18 ～ 26㎝である。

　第Ⅱ層は、褐色を呈するハードローム層である。粘性は普通で締まりは強く、層厚は８～ 14㎝である。

　第Ⅲ層は、暗褐色を呈するハードローム層で、第２黒色帯に相当する。粘性は普通で締まりは極めて強く、

赤色粒子と黒色粒子を微量含む。層厚は 24 ～ 36㎝である。

　第Ⅳ層は、褐色を呈するハードローム層である。粘性は普通で締まりは第３層同様極めて強く、層厚は 14

～ 17㎝である。

　第Ⅴ層は、褐色を呈するハードローム層である。粘性と締まりがともに強く、クラックが発達している。層

厚は 24 ～ 55㎝である。
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第４図　基本土層図（全体図参照）

　第Ⅵ層は、褐色を呈するハードローム層である。粘性と締まりがともに強く、上層にクラックが発達してい

る。層厚は６～ 33㎝である。

　第Ⅶ層は、褐色を呈するハードローム層である。粘性と締まりがともに強く、層厚は 14 ～ 29㎝である。

　第Ⅷ層は、にぶい黄褐色を呈する粘土漸移層である。粘性と締まりがともに強く、粘土小ブロックを中量含む。

層厚は８～ 22㎝である。

　第Ⅸ層は、黄褐色を呈する粘土層である。粘性と締まりがともに極めて強く、粘土小ブロックを中量含む。

層厚は 16 ～ 24㎝である。

　第Ⅹ層は、灰白色を呈する常総粘土層である。粘性と締まりがともに極めて強く、粘土小ブロックを多量に

含み、黄橙色の粒子が斑状に入る。層厚は８～ 20㎝である。

　第Ⅺ層は、にぶい黄橙色を呈する常総粘土層と考えられる。粘性と締まりがともに極めて強く、黄橙色の粒

子が斑状に入る。層厚 42 ～ 44㎝である。

　第Ⅻ層は、青灰色を呈する砂質粘土層である。粘性と締まりがともに強く、グライ化している。層厚は 21

～ 25㎝である。

　第ⅩⅢ層は、黄灰色を呈する砂質粘土層である。粘性と締まりがともに強く、粘土粒子を微量に含んでいる。

層厚は 19 ～ 24㎝である。

　第ⅩⅣ層は、青灰色を呈する砂質粘土層である。粘性と締まりがともに強く、グライ化している。褐色の細

砂粒がラミナ状に堆積する。層厚は 24 ～ 26㎝である。

　第ⅩⅤ層は、黄灰色を呈する砂質粘土層である。粘性と締まりがともに強く、褐色の細砂粒がラミナ状に堆積

する。層厚は 30 ～ 34㎝である。

　第ⅩⅥ層は、黄灰色を呈する砂粒混じりの

砂質粘土層である。粘性は普通で締まりは

強く、褐色の細砂粒や鉄粒子を中量含んで

いる。層厚は 14 ～ 16㎝である。

　第ⅩⅦ層は、灰色を呈する砂質粘土層であ

る。粘性は弱く締まりは強い。褐色の細砂

粒や鉄粒子を中量含んでいる。層厚は 14

～ 16㎝である。

　第ⅩⅧ層は、緑灰色を呈する砂層である。

粘性は弱く締まりは普通である。層厚は

18 ～ 20㎝である。

　第ⅩⅨ層は、緑灰色を呈する砂層である。

粘性は弱く締まりはやや弱い。貝殻の小片

を微量に含む。層厚は 17 ～ 20㎝である

　第ⅩⅩ層は、明緑灰色を呈する砂層である。

粘性は弱く締まりはやや強い。層厚は 20

㎝までを確認した。

　遺構は、第Ⅱ～Ⅹ層の上面で確認した。
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Ⅺ
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　⑴　竪穴建物跡

１　縄文時代の遺構と遺物

　　竪穴建物跡１棟、陥し穴１基を確認した。以下、遺構と遺物について記述する。

第５図　第 128 号竪穴建物跡実測図

　第 128 号竪穴建物跡（第 5・６図　第２表　PL ７・53）　

位置　調査区 C 区北西部の G ２i3 区、標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 3.60 ｍ、短径 3.40 ｍの不整円形で、主軸方向はＮ－５°－Ｅである。壁は高さ 14 ～ 27㎝で、

外傾している。

床　ほぼ平坦で、炉の周辺からピットで囲まれた部分が硬化している。

炉　中央部に位置している。長径 80㎝、短径 70㎝の不整楕円形で、深さ 15㎝ほどの皿状を呈した地床炉である。

炉床面は、赤変硬化している。

　　第３節 遺 構 と 遺 物

土層解説
１　10YR5/4　 にぶい黄褐　ローム小B・粒B、焼土小D、炭化物C・粒C／粘B、締C
２　10YR4/3　 暗褐　 ローム小C・粒B、焼土小C、炭化物B・粒D／粘B、締B
３　10YR4/4　 褐　 ローム小C・粒B、焼土小D・粒C、炭化物C・粒D／粘B、締B
４　10YR4/4　 褐　 ローム小C・粒B／粘B、締B
５　10YR4/6　 褐　 ローム小B・粒B／粘B、締B
６　10YR3/3　 暗褐　 ローム小C・粒B、焼土中D・小C・粒C、炭化粒C／粘B、締B
７　５YR5/3　 にぶい赤褐　 ローム小C・粒B、焼土中D・小C・粒B、炭化粒D／粘B、締B
８　7.5YR3/4　暗褐　 ローム大D・中D・粒B／粘B、締B　

ピット土層解説（Ｐ1～Ｐ11共通）
１　7.5YR3/3　暗褐　ローム大D・粒B／粘B、締B
２　7.5YR4/6　褐　 ローム大D・粒A／粘B、締B
３　7.5YR3/3　暗褐　ローム大C・粒D、炭化粒D／粘B、締B
４　7.5YR3/2　黒褐　ローム粒D／粘B、締B
５　7.5YR4/6　褐　　ローム大B／粘B、締A
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遺物出土状況　縄文土器片９点（深鉢）が出土している。１は中央部南壁寄りの覆土下層から出土している。

２は東壁際中央部の床面上に分散して出土したものが接合している。

所見　時期は、出土土器から中期後葉の加曽利 E Ⅲ式期と考えられる。

ピット　11 か所。P １～ P ３・P ５～ P ９・P11 は、径 20 ～ 30cm、深さ 10 ～ 30cm で、位置と形状から主

柱穴である。南壁際に位置する P ４は、長径 70cm、短径 60cm、深さ 20cm の楕円形で、底面に深さ 15 ～

30cm の小ピット状の凹凸がある。位置と形状から、出入口施設に伴うピットである。P10 は径 20cm、深さ

16cm で、性格不明である。

覆土　５層に分層できる。ロームブロックや焼土ブロック、炭化物などを含む褐色土が周囲から流入しており、

自然堆積である。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴　 出土位置 備　考

１ 縄文土器 深鉢 － （5.7） － 長石・石英・黒
色粒子・細礫 にぶい橙 普通 内外面磨き 覆土下層 ５％　PL53

２ 縄文土器 深鉢 － （14.3） － 長石・石英・雲
母・細礫 にぶい黄橙 普通 地文縦位 RL 単節縄文　幅広い磨消縄文　 床面 10％　PL53

第２表　第 128 号竪穴建物跡出土遺物一覧（第６図　PL53）

第６図　第 128 号竪穴建物跡出土遺物実測図

　⑵　陥し穴

　第１号陥し穴（第７図　PL ７）

位置　調査区Ａ区南部のＧ３d6 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 1.97 ｍ、短径 1.68 ｍの楕円形で、長径方向はＮ－ 35 ﾟ－Ｗである。深さは 196㎝で、壁上

部はやや外傾し、中部はほぼ直立している。また、下部は北西壁の一部と、北東壁と南東壁の３か所は、奥行

12 ～ 30㎝ほど内彎している。底面は平坦で、平面形はやや不整な長楕円形を呈している。

覆土　14 層に分層できる。第１～３層は、周囲の流入を示す堆積状況から、自然堆積である。第４層以下は

ロームブロックを含んでいることから、人為堆積である。

所見　出土遺物がないため、時期は不明であるが、特徴的な形状から、縄文時代の陥し穴と考えられる。

１

２

０ （1:3） 10cm
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第７図　第１号陥し穴実測図

２　古墳時代の遺構と遺物

　　竪穴建物跡９棟、土坑 14 基を確認した。以下、遺構と遺物について記述する。

　⑴　竪穴建物跡

　第 112 号竪穴建物跡（第８・９図　第３表　PL ７・53）

位置　調査区 C 区西部の J ２c5 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 1334・1350・1375・1434 ～ 1437 号土坑、第 300 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 5.03 ｍ、短軸 4.67 ｍの方形で、主軸方向はＮ－４°－Ｅである。壁は高さ 10㎝ほどで、ほ

ぼ直立している。

床　ほぼ平坦で、コーナー部付近を除いて硬化している。貼床は、ロームブロックを含む第６層を５～ 10cm

埋土して構築している。壁溝は確認できた範囲で全周している。

竈　北壁中央部に位置している。規模は焚口部から煙道部まで 110cm で、燃焼部幅は 50cm である。竈は地

山を 10cm ほど楕円形に掘りくぼめ、ロームブロックと焼土粒子を含む第 11・12 層を埋土して整地している。

袖部は、地山上に第７～ 10 層を積み上げて構築している。火床部は床面を僅かに掘りくぼめている。火床面

は第 11 層上面で、不整形に赤変硬化している。煙道部は壁外に 30cm ほど張り出し、火床面から緩やかに立

ち上がっている

ピット　５か所。P １・P ２は深さ 63・67cm で、配置から主柱穴と考えられる。P ３・P ４は第 165 号溝に

掘り込まれているが、床面からの深さは 60・68cm と推定でき、配置から主柱穴と考えられる。P ５は深さ

20cm で、竈に対峙した位置にあることから、出入口施設に伴うピットと考えられる。覆土は P ２～ P ４の第

土層解説
１ 10YR3/3 暗褐 ローム粒C、炭化粒D／粘B、締B
２ 10YR3/3 暗褐 ローム小D・粒D、炭化粒C／粘B、締B
３ 10YR4/3 にぶい黄褐 ローム粒D／粘B、締B
４ 10YR3/3 暗褐 ローム小C・粒C、炭化粒D／粘B、締B
５ 10YR4/3 にぶい黄褐 ローム小D・粒D／粘B、締B
６ 10YR4/2 灰黄褐 ローム小C・粒D、炭化粒D／粘B、締B
７ 10YR4/3 にぶい黄褐 ローム小D・粒C、炭化粒D／粘B、締B
８ 10YR4/3 にぶい黄褐 ローム粒C／粘B、締B
９ 10YR4/3 にぶい黄褐 ローム小C・粒C／粘B、締B
10 10YR4/2 灰黄褐 ローム小D・粒C／粘B、締A
11 10YR4/4 褐 ローム中D・小C・粒C／粘B、締A
12 10YR3/3 暗褐 ローム小C・粒C／粘B、締B
13 10YR3/2 黒褐 ローム小B・粒C、炭化粒D／粘B、締B
14 10YR3/2 黒褐 ローム中D・小B・粒B、炭化粒D／粘B、締B
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第８図　第 112 号竪穴建物跡実測図

１層は柱痕跡、第３～７層は掘方の埋土である。いずれの底面からも硬化した径 12 ～ 30cm の柱あたりと考

えられる硬化部分を確認した。P １・P ５の覆土は、柱抜き取り後の流入土である。

覆土　５層に分層できる。ロームブロックを含む暗褐色土が主体で、周辺からの流入を示す堆積状況であるこ

とから、自然堆積である。第７・８層は P ５の堆積土である。

SD300

SK1334
Ｋ

Ｋ

SK1350

SD300

土層解説
１　10YR3/3　暗褐　 ローム小C、焼土小C、炭化粒D
   ／粘B、締B
２　10YR2/2　黒褐　 ローム小D、炭化粒D／粘B、締B
３　10YR3/3　暗褐　 ローム小C、焼土小C、炭化粒D、
　　  粘土小D／粘B、締B
４　10YR3/4　暗褐　 ローム中D・小C／粘B、締B
５　10YR4/3　にぶい黄褐　 ローム小D′・粒C、焼土粒D／粘B、締B
６　10YR4/3　にぶい黄褐　 ローム小B・粒B／粘B、締A
７　10YR3/2　黒褐　 ローム粒C、炭化粒D′／粘B、締C
８　10YR4/3　にぶい黄褐　 ローム小B・粒B、炭化粒D′／粘B、締B

ピット土層解説（各ピット共通）
１　10YR3/2　黒褐　 ローム小C・粒C／粘B、締C
２　10YR3/3　暗褐　 ローム小B、焼土粒D／粘B、締C
３　10YR4/3　にぶい黄褐　 ローム小A／粘B、締B
４　10YR3/4　暗褐　 ローム中D・小B、焼土粒D／粘B、締A
５　10YR3/4　暗褐　 ローム粒B／粘B、締B
６　10YR2/3　黒褐　 ローム小C／粘B、締B
７　10YU3/2　黒褐　 ローム小C、粒B／粘B、締B

竈土層解説
１　10YR3/2　 黒褐　 焼土小C、炭化粒C／粘B、締A
２　10YR3/2　 黒褐　 焼土小C・粒C、炭化粒D、砂質粘土小D
　　　　　　　　　　 ／粘B、締B
３　10YR4/3　 褐　 焼土粒C、炭化粒D／粘B、締B
４　10YR3/6　 暗赤褐　焼土小B・粒A、炭化粒D／粘C、締C
５　7.5YR3/4　暗褐　 焼土小C・粒C、炭化粒D、砂粒B
   ／粘B、締B
６　7.5YR4/4　褐　 焼土粒D、砂質粘土粒D／粘B、締A
７　10YR4/2　 灰黄褐　砂質粘土
８　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム小D、焼土粒D、砂質粘土小C
   ／粘B、締A
９　7.5YR3/4　暗褐　 ローム小C／粘B、締A
10　7.5YR3/4　暗褐　 ローム小C、焼土小D・粒D／粘B、締A
11　2.5YR5/6　明赤褐　焼土小B・粒A／粘C、締B
12　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小C、焼土粒D／粘B、締B
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第９図　第 112 号竪穴建物跡出土遺物実測図

遺物出土状況　土師器片 19 点（坏２、甕 17）、須恵器片１点（長頸瓶）が出土している。ほかに混入した土

師質土器片１点が出土している。遺物は全体的に少量で、後世の遺構に掘り込まれていないコーナー部を中心

に出土している。１は南壁際の床面付近に、３は北東コーナー部から竈前面の床面付近に散在した４点が接合

したものである。２は南東コーナー部の覆土上層と竈上面から出土した２点が接合している。４は P １の覆

土中から出土したもので、土師器甕の体部片を砥石に転用している。５は南東部の覆土中から出土したもので、

東海系の長頸瓶の一部である。

所見　時期は、出土土器から７世紀前半と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴　 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［9.8］ 3.9 － 長石・石英 黒褐 普通 口縁部横ナデ　外面黒色処理　体部外面ヘラ削
り　内面横ナデ　黒色処理　 床面 50％　PL53

２ 土師器 甕 ［25.2］（4.1） － 長石・石英・雲
母 にぶい橙 普通 口縁部弱い摘まみ上げ　内外面横ナデ 覆土上層 ５％　

３ 土師器 甕 － （26.3）［8.4］ 長石・雲母 褐 普通 体部外面ヘラ磨き　内面ヘラナデ 床面 40％

４ 土師器 甕 － （7.4） － 長石・石英・雲
母 にぶい橙 普通 体部外面横ナデ　刃物痕　内面ヘラナデ P １覆土 ５％　PL53

砥石転用　
５ 須恵器 長頸瓶 － （6.8） － 長石 灰黄 良好 ロクロナデ　釉暗オリーブ　 南東部

覆土
５％　PL53
東海系　

第３表　第 112 号竪穴建物跡出土遺物一覧（第９図　PL53）

０ （1:3） 10cm
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　第 113 号竪穴建物跡（第 10・11 図　PL ７・８）

位置　調査区 C 区西部の I ２i8 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸 3.43 ｍ、短軸 3.12 ｍの方形で、主軸方向はＮ－２°－Ｅである。壁は高さ７～ 24㎝で、ほ

ぼ直立している。

第 10 図　第 113 号竪穴建物跡実測図⑴

遺物出土状況　土師器片４点（坏１、甕３）が出土している。ほかに混入した土師質土器片１点が出土してい

る。遺物は少量で、細片のため図示できないが、土師器の坏片が北西部の覆土上層から、甕片が竈掘方内から

出土している。

所見　時期は、出土土器から７世紀前半と推定できる。

床　ほぼ平坦で、竈前面から主柱穴で囲まれた範囲が硬化している。貼床は、南東コーナー部を一段深く土坑

状に掘り込み、ロームブロックを含む第９・10 層を５～ 15cm 埋土して構築している。壁溝は全周している。

竈　北壁中央部に位置している。規模は焚口部から煙道部まで 86cm で、燃焼部幅は 40cm である。竈は地山

を 50cm ほど円形に掘りくぼめ、ロームブロックを含む第７～ 10 層を埋土して整地している。袖部は、整地

面の上に第５・６層を積み上げて構築している。火床部は床面とほぼ同じ高さである。火床面は第８層上面で、

楕円形に赤変硬化している。煙道部は壁外に 20cm ほど張り出し、火床面から緩やかに立ち上がっている。

ピット　７か所。P １～ P ４は深さ 22 ～ 54cm で、配置から主柱穴と考えられる。P ５は深さ 20cm で、竈

に対峙した位置にあることから、出入口施設に伴うピットと考えられる。P ６・P ７は深さ 20cm で、性格は

不明である。覆土はいずれも柱抜き取り後の流入土である。

覆土　８層に分層できる。ロームブロックを含む褐色土や粘土粒子を多く含む黄褐色土と、黒褐色土が不規則

に堆積していることから、人為堆積である。

土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　 ローム小C・粒B、炭化粒D／粘B、締A
２　10YR3/2　 黒褐　 ローム小C・粒D、焼土粒D／粘B、締B
３　10YR5/3　 にぶい黄褐 ローム小C・粒C、焼土小C、粘土粒A／粘A、締B
４　10YR4/4　 褐　　 ローム小C・粒B／粘B、締B
５　10YR3/2　 黒褐　 ローム小D・粒D／粘B、締B
６　10YR4/4　 褐　　 ローム小D・粒B／粘B、締B
７　10YR4/6　 褐　　 ローム小C・粒A／粘B、締B
８　10YR3/4　 暗褐　 ローム小D・粒C／粘B、締B
９　7.5YR4/4 褐　　 ローム小C・粒B／粘B、締B
10　7.5YR6/6 褐　 ローム小B・粒A／粘B、締B

ピット土層解説（各ピット共通）
１　10YR4/6　 褐　　　ローム小B・粒A／粘B、締B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム小C・粒C／粘B、締B
３　10YR4/4　 褐　　　ローム小B・粒C／粘B、締B
４　10YR4/4　 褐　　　ローム小B・粒B／粘B、締B
５　10YR3/4　 暗褐　　ローム小C・粒C／粘B、締B
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第 11 図　第 113 号竪穴建物跡実測図⑵

　第 115 号竪穴建物跡（第 12 図　PL ８）

位置　調査区 C 区西部の J ２b9 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 1331・1403・1426・1444・1447・1451・1462・1487 号土坑、第 34 号ピット群の P ８～ P11・

P15 に掘り込まれている。

遺物出土状況　土師器片 34 点（坏８、甕 26）、須恵器片１点（坏）が出土している。ほかに混入した土師質

土器片３点が出土している。遺物は少量で、細片のため図示できないが、覆土の全体に散在している。土師器

の坏片が竈２の袖部や覆土中から出土している。

所見　時期は、出土土器から７世紀前半と推定できる。

規模と形状　長軸 5.64 ｍ、短軸 5.44 ｍの方形で、主軸方向はＮ－７°－Ｅである。壁は高さ 10 ～ 20㎝で、ほ

ぼ直立している。

床　ほぼ平坦で、東・西壁際を除いた中央部が硬化している。壁溝は確認できた範囲で全周している。

竈　２か所。遺存状態から、竈１から竈２へ作り替えている。竈１は北壁中央部やや東寄りに位置し、撹乱と

竈２への作り替えのため、袖部は遺存していなかった。規模は焚口部から煙道部まで 110cm で、確認できた

燃焼部幅は 50cm である。地山を 10cm ほど楕円形に掘りくぼめ、ロームブロックや焼土ブロック・灰粒など

を含む第５層を埋土して整地している。火床部は床面から 10cm ほど皿状に掘りくぼめている。火床面は第５

層上面で、楕円形に赤変硬化している。煙道部は壁外に 10cm ほど張り出し、火床面から緩やかに立ち上がっ

ている。煙道部の上部に沿って、幅５～ 10cm の白色粘土が残存している。竈２は北壁中央部に位置し、規模

は焚口部から煙道部まで 100cm で、燃焼部幅は 50cm である。袖部は地山上に白色粘土を積み上げて構築し

ている。火床部は床面とほぼ同じ高さである。火床面は第４・９層の下面で、楕円形に赤変硬化している。煙

道部は壁外に 10cm ほど張り出し、火床面から緩やかに立ち上がっている。

ピット　６か所。P １～ P ４は深さ 40 ～ 60cm で、配置から主柱穴と考えられる。P ５は深さ 50cm で、竈に

対峙した位置にあることから、出入口施設に伴うピットと考えられる。竈１の前に位置するP６は深さ60cmで、

性格は不明である。覆土は第１層が柱痕跡、第２・３層が掘方埋土、第４・５層が柱抜き取り後の流入土である。

覆土　９層に分層できる。ロームブロックや焼土ブロック、粘土ブロックを含む暗褐色土や灰褐色土が主体で、

周囲からの流入を示す堆積状況であることから、自然堆積である。
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竈土層解説
１　7.5YR4/3　褐　　　焼土粒D、粘土小D／粘B、締B
２　7.5YR3/3　暗褐　　焼土粒C／粘B、締B
３　7.5YR4/2　灰褐　　焼土小B・粒C、炭化粒D／粘B、締B
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７　7.5YR3/4　暗褐　　炭化粒D、粘土小D／粘B、締B
８　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小D・粒D／粘B、締B

９　7.5YR4/6　褐　　　ローム小C・粒B／粘B、締B
10　7.5YR3/3　暗褐　　ローム中D・小D・粒C／粘B、締B
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第 12 図　第 115 号竪穴建物跡実測図

土層解説
１　7.5YR3/4　暗褐　ローム小C・粒C、焼土粒C／粘B、締C
２　7.5YR4/4　褐　　ローム小C・粒C／粘B、締C
３　7.5YR4/4　褐　　ローム中C・粒C／粘B、締B
４　7.5YR5/2　灰褐　ローム小C／粘B、締B
５　7.5YR5/2　灰褐　ローム中C／粘B、締C

６　7.5YR3/4　暗褐　ローム小C、白色粘土中Ｃ・小Ｃ／粘B、締C
７　7.5YR3/4　暗褐　ローム粒C、焼土小C／粘B、締B
８　7.5YR3/4　暗褐　焼土中C、白色粘土小C／粘C、締B
９　7.5YR3/4　暗褐　ローム粒C／粘C、締C

ピット土層解説（Ｐ1～Ｐ６共通）
１　10YR3/2　 黒褐　ローム小C・粒B
                               ／粘B、締C
２　10YR3/3　 暗褐　ローム小C／粘B、締B
３　10YR3/4　 暗褐　ローム小C／粘B、締B
４　10YR3/2　 黒褐　焼土粒D、粘土小D
                               ／粘B、締B
５　10YR3/2　 黒褐　ローム小D／粘B、締B

竈１土層解説
１　５YR6/1　 褐灰　 ローム中C・小B・粒C、焼土中B・小C粒B／粘B、締B
２　2.5YR6/3 にぶい橙 ローム小C、焼土小C・粒B／粘A、締C
３　2.5YR4/3 にぶい赤褐 焼土小C・粒C、粘土粒A／粘A、締B
４　2.5YR4/3 にぶい赤褐 焼土大C・中B・粒A、灰粒Ｂ／粘B、締C
５　7.5YR5/3 にぶい褐 ローム中C・小B、焼土小C、灰粒C、黒色粒D／粘B、締C

竈２土層解説
１　7.5YR4/2　灰褐　 焼土粒D、粘土小C／粘B、締B
２　7.5YR3/1　黒褐　 ローム小D、焼土粒D／粘B、締B
３　7.5YR3/3　暗褐　 ローム小D、焼土小D、粘土小D／粘B、締B
４　7.5YR3/1　黒褐　 ローム小D／粘B、締B
５　7.5YR3/4　暗褐　 ローム小C・粒C／粘B、締B
６　7.5YR4/2　灰褐　 ローム小D、焼土粒C／粘B、締B
７　7.5YR3/4　暗褐　 ローム中B・小C、焼土粒D／粘B、締B
８　2.5YR5/6　明赤褐 焼土粒A／粘C、締B
９　7.5YR3/4　暗褐　 ローム小D／粘B、締B
10　7.5YR3/3　暗褐　 ローム小D、焼土粒D、粘土小C／粘B、締B
11　7.5YR3/4　暗褐　 ローム中D・小C／粘B、締A
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　第 116 号竪穴建物跡（第 13・14 図　第 4 表　PL ８・53）

第 13 図　第 116 号竪穴建物跡実測図

ピット土層解説（各ピット共通）
１　10YR3/2　 黒褐　 ローム小D、焼土粒D／粘B、締C
２　10YR3/4　 暗褐　 ローム小C・粒B、焼土小D／粘B、締B
３　10YR3/3　 暗褐　 ローム小B／粘B、締A
４　7.5YR2/3　極暗褐 ローム小D／粘B、締B
５ 7.5YR3/3　暗褐　 ローム小D／粘B、締B
６ 7.5YR3/3　暗褐 ローム小B・粒B／粘B、締B 

竈土層解説
１　５YR4/2　 灰褐　 ローム小D、焼土小D、粘土小C／粘B、締A
２　7.5YR3/2　黒褐　　焼土小C・粒C／粘B、締B
３　2.5YR3/6　暗赤褐　焼土小C・粒B／粘B、締B
４　2.5YR5/6　明赤褐　焼土中B・小B・粒B／粘C、締B

土層解説
１　10YR3/2　 黒褐　ローム小D・粒D／粘B、締B
２　10YR3/2　 黒褐　ローム小D・粒C、焼土粒D／粘B、締B
３　10YR3/3　 暗褐　ローム中D・小C・粒C、焼土粒D／粘B、締B
４　10YR3/3　 暗褐　ローム小D／粘B、締B
５　10YR3/3　 暗褐　ローム中D・小C・粒C／粘B、締B
６　10YR3/3　 暗褐　ローム小C・粒C、粘土小C／粘B、締B
７　10YR3/3　 暗褐　ローム小C・粒C／粘B、締B
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　第 117 号竪穴建物跡（第 15・16 図　PL ８・９）

位置　調査区 C 区西部の J ２f0 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 1541・1542・1788・1790 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　大半が撹乱を受けているため、南壁側と竈一部などを確認した。確認できた規模は、南壁から竈

２の煙道部までは 4.66 ｍ、掘方の長軸は 4.42 ｍ、短軸は 4.35 ｍである。方形と推定され、主軸方向はＮ－６°

－Ｅである。壁は高さ６㎝ほどで、外傾している。

床　撹乱のため、硬化面は確認できなかった。貼床は、ロームブロックを含む第３・４層を 10 ～ 15cm 埋土

位置　調査区 C 区西部の J ３a1 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 20 号地下式坑、第 1504 号土坑、第 169 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　西部が中世の遺構群に掘り込まれているため、確認できた規模は南北軸 5.40 ｍ、東西軸 3.40 ｍ

である。方形と推定され、主軸方向はＮ－４°－Ｅである。壁は高さ 10 ～ 40㎝で、ほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で、北東・南東コーナー部を除いて硬化している。壁溝は確認できた範囲で全周している。

竈　北壁中央部に位置していると推定できる。煙道部が撹乱のため、確認できた規模は焚口部から煙道部側に

80cm で、燃焼部幅は 45cm である。袖部は、地山の上に白色粘土を積み上げて構築している。火床部は床面

をわずかに掘り込んでいる。火床面は第４層下面で、楕円形に赤変硬化している。

ピット　６か所。P １・P ２は深さ 56・60cm で、配置から主柱穴と考えられる。P ４～ P ６は深さ 15 ～ 38cm で、

竈に対峙した位置にあることから、出入口施設に伴うピットと考えられるが、重複などは不明である。P ３は

深さ 18cm で、性格は不明である。覆土は第１・２・４～６層が柱抜き取り後の流入土、第３層が掘方埋土である。

覆土　７層に分層できる。ロームブロックを含む黒褐色土や暗褐色土が主体で、周囲からの流入を示す堆積状

況であることから、自然堆積である。

遺物出土状況　土師器片 59 点（坏７、甕 52）、須恵器片２点（蓋、短頸壺ヵ）、凝灰岩製砥石１点が出土している。

ほかに混入した土師質土器片１点、磁器３点、石器１点が出土している。遺物は東部の覆土上層から多く出土

している。１・２は、南東コーナー部の床面から出土している。

所見　時期は、出土土器から７世紀前半と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴　 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［10.8］ 7.1 5.7 長石・石英 明赤褐 普通 口縁部外面横ナデ　体部・底部ヘラ削り　内面
口縁部～体部上半横ナデ　下半～底部ヘラナデ 床面 60％　PL53

２ 土師器 甕 ［25.0］（6.5） － 長石・石英・雲
母・細礫 にぶい橙 普通 口縁部摘まみ上げ　外面横ナデ　内面口縁部横

ナデ　頸部ヘラナデ　 床面 10％　PL53

第４表　第 116 号竪穴建物跡出土遺物一覧 ( 第 14 図）

第 14 図　第 116 号竪穴建物跡出土遺物実測図

０ （1:3） 10cm

２１
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第 15 図　第 117 号竪穴建物跡実測図

土層解説
１　7.5YR3/1　黒褐　 ローム中D'・小D・粒D、焼土粒D、炭化粒D'、白色粘土小D
　　　　　　　　　　　 ／粘B、締B
２　7.5YR3/3　暗褐　 ローム小D'、焼土粒D'／粘B、締B
３　7.5YR4/4　褐　　 ローム大C・中B・小B・粒C／粘B、締A
４　7.5YR3/2 黒褐　　ローム大D'・中D'・小B・粒B、炭化粒D'／粘B、締B          

ピット土層解説（各ピット共通）
１　7.5YR3/3　暗褐　ローム小D・粒D／粘B、締B
２　7.5YR3/2　黒褐　ローム中C・小C・粒C／粘B、締B
３　7.5YR3/2　黒褐　ローム中D・小C・粒C／粘B、締B
４　7.5YR3/4　暗褐　ローム中D・小D・粒D／粘B、締B
５　7.5YR3/3　暗褐　ローム粒D'／粘B、締B
６　7.5YR3/2　黒褐　ローム小D・粒D／粘B、締B
７　7.5YR3/3　暗褐　ローム小D・粒D、焼土粒D'、炭化粒D'／粘B、締B
８　7.5YR3/2　黒褐　ローム小D・粒D／粘B、締B

竈土層解説
１ 2.5YR4/4　 にぶい赤褐 ローム粒D'、焼土大D・中C・小A・粒A、炭化物C・粒B、白色粘土粒D／粘B、締B
２ 7.5YR4/3 褐　　 ローム小C・粒D、焼土粒D、炭化粒D／粘B、締B
３ 10YR7/2　 にぶい黄橙 白色粘土大A'／粘B、締A
４ ５YR4/2　 灰褐　 ローム粒D、焼土中C・小B・粒B、炭化物B・粒B／粘B、締B
５ ５YR3/4　 暗赤褐 ローム小D・粒D、焼土小D・粒D、炭化粒D、白色粘土粒C／粘B、締B
６ 2.5YR3/3 暗赤褐 ローム小D・粒D、焼土大C・中D・小D・粒D、炭化粒D'／粘B、締B
７ ５YR3/3　 暗赤褐 ローム大D'・小D・粒C、焼土大D'・小D・粒D、炭化粒D／粘B、締B
８ 2.5YR3/6　暗赤褐 ローム小D・粒D、焼土大D'・中C・小B・粒B、炭化粒D／粘B、締B
９ 10YR4/4　 褐　　 ローム大A・中C・小D・粒D、焼土粒D'／粘B、締B
10 ５YR4/6　 赤褐　 ローム大C・中C・小B・粒B、焼土大D'・中C・小C・粒B、炭化粒D／粘B、締B
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遺物出土状況　土師器片 10 点（甕）が、竈の覆土中と掘方覆土中から出土している。ほかに本跡を掘り込ん

でいる攪乱中から、土師器片 26 点（坏３、甕 23）、須恵器片 10 点（坏２、甕８）、土師質土器片１点が出土

している。いずれも細片である。

所見　時期は、出土土器から７世紀前半と推定できる。

第 16 図　第 117 号竪穴建物跡掘方実測図

して構築している。特に主柱穴付近は、土坑状を呈している。壁溝は、確認できた南壁直下に巡っている。

竈　２か所。遺存状態から、竈２から竈１へ作り替えている。竈１は北壁東寄りに位置し、撹乱のため、袖部

と煙道の一部を確認した。確認できた規模は、燃焼部幅が約 50cm で、地山を 10 ～ 15cm ほど掘り下げ、ロ

ームブロックや焼土ブロックを含む第５層を埋土して整地している。袖部は、整地面の上に第３・４層を積み

上げて構築している。火床部は撹乱のため不明である。煙道部は壁外へ 30 ～ 40cm 張り出し、緩やかに立ち

上がっている。竈２北壁中央部に位置し、撹乱のため、煙道部と掘方の整地面を確認した。掘方は地山を 15

～ 20cm 掘り下げ、ロームブロックや焼土ブロックを含む第８～ 10 層で埋土して整地している。煙道部は壁

外に 30cm ほど張り出し、整地面から緩やかに立ち上がっている。

ピット　10 か所。P １～ P ４・P ７～ P10 は、床面からの深さが 30 ～ 40cm と推定でき、配置から主柱穴と

考えられる。重複関係から P ７～ P10 から P １～ P ４へ作り替えられたものと推定される。P ５は床面から

の深さが 24cm と推定でき、竈２に対峙した位置にあることから、出入口施設に伴うピットと考えられる。P

６は深さ 26cm で、性格は不明である。覆土はいずれも柱抜き取り後の流入土である。

覆土　２層に分層できる。部分的な確認のため、堆積状況は不明である。
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　第 118 号竪穴建物跡（第 17 ～ 19 図　第５表　PL ９・53・54）　

位置　調査区 C 区西部の J ２g2 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 163・247 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 4.54 ｍ、短軸 4.30 ｍの方形で、主軸方向はＮ－５°－ E である。壁は高さ 22 ～ 30㎝で、外

傾している。

床　ほぼ平坦で、東・西壁際を除いた中央部が硬化している。貼床は、四隅を一段深く土坑状に掘り込み、ロ

ームブロックや焼土粒子を含む暗褐色土などを 20 ～ 25cm 埋土して、その他はロームブロックやローム粒子

を含む第 15 ～ 17 層を３～ 15cm 埋土して構築している。確認できた範囲で壁溝は巡っている。

竈　北壁中央部に位置している。天井部は大きく崩落しており、右袖部は残存していない。規模は焚口部か

ら煙道部まで 120cm で、想定される燃焼部幅は 60cm ほどである。竈は地山を 10 ～ 15cm ほど楕円形に掘り

くぼめ、ローム粒子や焼土粒子を含む第 14 ～ 16 層を埋土して整地している。袖部は、整地面の上に第 11 ～

第 17 図　第 118 号竪穴建物跡実測図

土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒D、焼土粒D／粘B、締B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム小C・粒C、焼土粒D／粘B、締B
３　10YR2/3　 黒褐　　焼土粒D／粘B、締B
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム中D・小C・粒D、焼土粒D、白色粘土粒D／粘B、締B
５　10YR3/4　 暗褐　　ローム小D・粒C、焼土粒C／粘B、締B
６　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒D、焼土粒D／粘B、締B
７　10YR4/4　 褐　　　ローム小C・粒B／粘B、締B
８　10YR4/6　 褐　　　ローム粒C／粘B、締B
９　10YR3/4　 暗褐　　ローム中D・小D・粒D、焼土粒D、白色粘土粒D／粘B、締B
10　10YR4/4　 褐　　　ローム小B・粒B、焼土粒D、白色粘土粒C／粘B、締B
11　10YR4/4　 褐　　　ローム小B・粒A、焼土粒C、白色粘土粒C／粘B、締B
12　10YR4/6　 褐　　　ローム中D・小A・粒A、焼土粒C、白色粘土粒D／粘B、締B
13　10YR3/4　 暗褐　　ローム小C・粒C／粘B、締C
14　10YR4/6　 褐　　　ローム小C・粒B／粘B、締B
15　10YR3/3　 暗褐　　ローム小D・粒C／粘B、締B
16　10YR4/4　 褐　　　ローム中D・小D・粒D／粘B、締A
17　10YR3/4　 暗褐　　ローム小C・粒C／粘B、締B

ピット土層解説（Ｐ６）
１　10YR4/2　 灰黄褐　ローム小B・粒B、焼土中C・小B・粒B／粘B、締B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム中C・小B・粒B、焼土中C・小B・粒A／粘B、締B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム大C・中C・小B・粒A／粘B、締B
４　10YR4/6　 褐　　　ローム大C・中B・小B・粒A／粘B、締B

ピット土層解説（Ｐ1～Ｐ４共通）
１　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム小C・粒C、炭化粒D／粘B、締B
２　10YR4/4　 褐　　　ローム小C・粒B／粘B、締B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム中C・小C・粒B／粘B、締B
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第 18 図　第 118 号竪穴建物跡・掘方実測図

竈土層解説
１　7.5YR2/2　黒褐　 ローム小C・粒B、焼土粒D、炭化粒D／粘B、締A
２　7.5YR3/2　黒褐　 ローム中C・小B・粒B、焼土小C・粒B、炭化粒C、
　　　　　　　　　　 白色粘土中C・小B・粒B／粘B、締C
３　7.5YR3/2　黒褐　 ローム中C・小B・粒B、焼土粒C、白色粘土粒B／粘B、締B
４　7.5YR2/3　極暗褐 ローム小B・粒B、焼土小C・粒C、炭化粒D、
　　　　　　　　　　 白色粘土小C・粒C／粘B、締B
５　7.5YR5/4　にぶい褐 ローム小C・粒B、焼土中C・小B・粒B、炭化粒D、
　　　　　　　　　　 白色粘土大D・中C／粘B、締B
６　7.5YR5/8　明褐　 ローム小C・粒C、焼土小D・粒C、炭化粒D、
　　　　　　　　　　 白色粘土中C・小C・粒B／粘B、締A
７　7.5YR3/3　暗褐　 ローム小C・粒B、焼土小B・粒B、炭化粒D／粘B、締B
８　7.5YR4/3　褐　　 ローム小C・粒C、炭化粒D、白色粘土中C・粒B／粘B、締B
９　7.5YR4/6　褐　　 ローム小C・粒C、焼土大C・中B・小B・粒A、炭化粒C／
　　　　　　　　　　 粘B、締C
10　7.5YR3/4　暗褐　 ローム小B・粒B、焼土小C・粒B、炭化粒D、白色粘土中C・
　　　　　　　　　　 小C・粒B／粘B、締B

11　7.5YR3/4　暗褐　 ローム小B・粒B、焼土大D・中C・小B・粒B、炭化粒D／
　　　　　　　　　　 粘B、締B
12　7.5YR5/4　にぶい褐 ローム小C・粒B、焼土粒D、炭化粒D、白色粘土大D・
　　　　　　　　　　　 中C・小C／粘B、締B
13　7.5YR5/6　明褐　 ローム小D・粒C、焼土中B・小B・粒A、炭化粒D・粒C／
　　　　　　　　　　 粘B、締C
14　7.5YR5/6　明褐　 ローム小D・粒D、焼土大C・中B・小B・粒A、炭化粒D／
　　　　　　　　　　 粘B、締A
15　10YR3/4　 暗褐　 ローム小C・粒C、焼土粒D／粘B、締B
16　10YR4/6　 褐　　 ローム小C・粒B／粘B、締B

炉土層解説
１　５YR3/3　 暗赤褐 ローム小C・粒C、焼土小B・粒B／粘B、締A
２　５YR4/6　 赤褐　 ローム小C・粒C、焼土大C・中C・小B・粒B／粘B、締A
３　５YR2/4　 極暗赤褐 ローム小C・粒B、焼土小D・粒C／粘B、締B

貼床掘方土層解説
１　10YR4/4　 褐　　　ローム小C・粒B、焼土小D・粒C／粘B、締B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム小C・粒C、焼土粒D／粘B、締B
３　10YR4/6　 褐　　　ローム中D・小C・粒C、焼土粒D／粘B、締A
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13 層を積み上げて構築している。火床部は床面より５cm ほど上位に位置している。火床面は第 14 層上面で、

楕円形に赤変硬化している。煙道部は、壁外に 60cm ほど張り出し、火床面から緩やかに立ち上がっている。

煙道部先端の壁面が被熱により、赤変硬化している。

炉　中央部に位置している。長径 74cm、短径 48cm の楕円形で、床面からの深さ 15cm ほどの地床炉である。

火床面は第１層上面で、赤変硬化している。

ピット　６か所。P １～ P ４は深さ 42 ～ 58cm で、規模や配置から主柱穴である。第１層は柱痕跡、第２・

３層は掘方の埋土である。いずれの底面からも、硬化した径 10 ～ 15cm の柱あたりと考えられる硬化部分を

確認した。P ５は深さが 16cm で、竈に対峙した位置にあることから、出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土は柱抜き取り後の流入土である。P ６は深さ 26cm で、性格は不明である。

覆土　12 層に分層できる。ロームブロックやローム粒子を含む暗褐土を主体とし、周囲からの流入を示す堆

積状況であることから、自然堆積である。第４・８～ 12 層は白色粘土粒子を含む褐色土を主体とし、崩落し

遺物出土状況　土師器片 109 点（坏 23、鉢３、甕 82、甑１）、須恵器片８点（坏２、蓋５、壺１）、焼成粘土塊１点、

鉄滓１点が出土している。遺物は中央部と北東コーナー部の覆土上層から多く出土している。１は北東コーナ

ー付近の下層から出土した２点と、南西コーナー付近の覆土上層から出土した１点が接合したものである。２・

３は中央部の炉西側の床面から、４は中央部の覆土下層から、それぞれ出土している。５は中央部西寄りの床

面から出土した１点と、覆土中に散らばった４点が接合している。

所見　時期は、出土土器から７世紀後半と考えられる。中央部に非常によく硬化した炉跡があること、少量の

鉄滓が出土していることなどから、鍛冶工房の可能性が考えられる。

第 19 図　第 118 号竪穴建物跡出土遺物実測図

た竈構築土である。第 13・14 層は P ５の覆土である。

０ （1:3） 10cm
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２
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４ ５
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴　 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［21.0］ 6.8 － 長石・石英・黒
色粒子・細礫 にぶい赤褐 普通 口縁部横ナデ　体部外面ヘラ削り　内面ナデ　

北東コーナー覆土
下層・南西コーナ

ー部覆土上層
90％　PL53

２ 土師器 坏 ［15.4］（4.8） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 口縁部横ナデ　体部外面ヘラ削り　内面ナデ　 中央部

床面 10％

３ 須恵器 蓋 － （1.4） － 長石・石英・雲
母 にぶい橙 普通 天井部回転ヘラ削り 中央部

床面
20％　
新治窯

４ 須恵器 壺 － （5.2） － 長石 灰黄 普通 ロクロナデ　外面灰オリーブの自然釉　 中央部
覆土下層

10％　PL54
東海系ヵ　

５ 土師器 甕 ［24.8］（24.6） － 長石・石英・雲
母 にぶい褐 普通 口縁部横ナデ　体部外面ヘラ磨き　内面ヘラナ

デ
竈・西部上
層北東部・
南部床面

20％　PL54

第５表　第 118 号竪穴建物跡出土遺物一覧（第 19 図）

　第 122 号竪穴建物跡（第 20 図　第６表　PL10）

位置　調査区 C 区西部の I ２d9 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 2443 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　遺構確認面がほぼ床面であるため、北部では一部を除いて壁が確認できなかった。長軸 4.57 ｍ、

短軸 3.84 ｍの長方形で、主軸方向はＮ－ 84°－ W である。残存する南部の壁は高さ４～８㎝で、外傾している。

床　ほぼ平坦で、竈前面から南部が硬化している。貼床は、ロームブロックやローム粒子を多く含む第４・５

層を５～ 10cm 埋土して構築している。確認できた範囲で壁溝は巡っている。

竈　西壁中央部に位置している。規模は焚口部から煙道部まで 90cm で、撹乱のため確認できた燃焼部幅は

50cm ほどである。地山を 10cm ほど隅丸長方形に掘りくぼめ、ロームブロックやローム粒子を多く含む第６

層を埋土して整地している。袖部は、地山の上に第４・５層を積み上げて構築している。火床部は床面とほぼ

同じ高さである。火床面は第６層上面で、楕円形に赤変硬化している。煙道部は壁外に 30cm ほど張り出し、

火床面から外傾して立ち上がっている。

ピット　５か所。P １～ P ４は深さが 30 ～ 76cm で、配置から主柱穴と考えられる。P ５は深さ 30cm で、

竈に対峙した位置にあることから、出入口施設に伴うピットと考えられる。覆土はいずれも柱抜き取り後の流

入土である。

覆土　３層に分層できる。層厚が薄いため、堆積状況は不明である。また、長径 60cm、短径 30 ～ 36cm、厚

さ３～５cm の焼土が、西壁際の床面に堆積している。第６～８層は P ５の覆土で、柱抜き取り後の流入土で

ある。

遺物出土状況　土師器片７点（坏２、甕５）が出土している。ほかに混入した土師質土器片１点、陶器片１点

が出土している。遺物は少量で、いずれも細片である。１は南西部の掘方内から出土している。

所見　時期は、出土土器から６世紀後半と推定できる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴　 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［11.2］（2.9） － 長石・石英・雲
母 にぶい黄橙 普通 口縁部横ナデ　体部外面ヘラ削り　内面横ナデ 南西部

掘方 ５％

第６表　第 122 号竪穴建物跡出土遺物一覧（第 20 図）
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第 20 図　第 122 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

土層解説
１　10YR4/4　 褐　 ローム小C・粒B／粘B、締B
２　10YR4/6　 褐　 ローム小B・粒A／粘B、締B
３　10YR3/4　 暗褐 ローム小D・粒C／粘B、締B
４　10YR4/4　 褐　 ローム粒A／粘B、締A
５　10YR4/6　 褐　 ローム小A・粒A／粘B、締A
６　10YR3/3　 暗褐　 ローム小D・粒C／粘Ｂ、締Ｂ
７　10YR3/4　 暗褐　 ローム小C・粒D／粘Ｂ、締Ｂ
８　10YR4/4　 褐　　 ローム小B・粒A／粘Ｂ、締Ｂ
ピット土層解説（P１）　
１　10YR3/4　 暗褐　 ローム中D・小C・粒B／粘Ｂ、締Ｂ
２　10YR3/3　 暗褐　 ローム小B・粒A／粘Ｂ、締Ｂ
３　10YR5/6　 黄褐　 ローム中C・小B・粒A／粘Ｂ、締Ｂ
４　10YR6/6　 明黄褐 ローム小B・粒A／粘Ｂ、締Ｂ
ピット土層解説（P２・３）　
１　10YR5/8　 黄褐　 ローム小B・粒A／粘Ｂ、締Ｂ
２　10YR5/6　 黄褐　 ローム中B・小A／粘Ｂ、締Ｂ
３　10YR6/6　 明黄褐 ローム小A・粒A'／粘Ｂ、締Ｂ
ピット土層解説（P４）　
１　10YR3/4　 暗褐　 ローム粒B、焼土粒C、炭化粒C／粘Ｂ、締Ｂ
２　10YR4/6　 褐　　 ローム小B・粒A／粘Ｂ、締Ｂ
３　10YR4/4　 褐　　 ローム中C・小B・粒A／粘Ｂ、締Ｂ
４　10YR5/8　 黄褐　 ローム中B・小A・粒A'／粘Ｂ、締Ｂ

竈土層解説
１　7.5YR3/4　暗褐　　焼土小C・粒D、炭化粒D／粘B、締B
２　7.5YR5/6　明褐　　焼土粒B、炭化粒D／粘B、締B
３　2.5YR3/3　暗赤褐　焼土小C・粒C、炭化物D・粒D／粘B、締B

４　7.5YR3/4　暗褐　　ローム粒D、焼土粒C、炭化粒D'／粘B、締B
５　7.5YR4/3　褐　　　ローム粒D、焼土小D'・粒C、炭化粒D、粘土小D／粘B、締B
６　10YR4/6 褐 ローム小A・粒A、／粘B、締A
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　第 123 号竪穴建物跡（第 21・22 図　第７表　PL10・53・54）

第 21 図　第 123 号竪穴建物跡実測図

竈土層解説
１　7.5YR6/3　にぶい褐 焼土小D・粒C、粘土小C・粒B／粘A、締B
２　7.5YR4/4　褐　　 焼土小B・粒B、炭化粒C、粘土粒C／粘B、締B
３　7.5YR3/4　暗褐　 ローム粒D、焼土粒D／粘B、締B
４　7.5YR3/3　暗褐　 焼土粒C、炭化粒D／粘B、締B
５　7.5YR6/3　にぶい褐 焼土小D・粒C、粘土小C・粒B／粘A、締B
６　7.5YR4/4　褐　　 焼土小B・粒B、炭化粒C、粘土粒C／粘B、締B
７　7.5YR3/4　暗褐　 ローム粒D、焼土粒D／粘B、締B
８　7.5YR3/3　暗褐　 ローム小D・粒C、焼土小C・粒C／粘B、締B
９　7.5YR4/3　褐　　 ローム小B・粒A／粘B、締B

土層解説
１　10YR3/2　 黒褐　 焼土中D・小C・粒C、炭化粒D／粘B、締B
２　10YR3/4　 暗褐　 焼土小C・粒D、炭化粒C／粘B、締B
３　10YR3/3　 暗褐　 焼土中C・小C・粒D、炭化粒C／粘B、締B
４　10YR4/3　 にぶい黄褐 焼土中B・小C・粒C、炭化物C・粒C／
　　　　　　　　　　　 粘B、締B
５　10YR3/3　 暗褐　 焼土小B・粒D、炭化物C・粒D／粘B、締B
６　10YR4/6　 褐　　 ローム小C・粒D／粘B、締B
７　10YR4/4　 褐　　 ローム粒D／粘B、締B
８　10YR4/4　 褐　　 ローム小C・粒C／粘B、締A
ピット土層解説（Ｐ1～４共通）
１　10YR4/6　 褐　　　ローム小C・粒B／粘Ｂ、締Ｂ
２　10YR4/4　 褐　　　ローム小D・粒B／粘Ｂ、締Ｂ
３　10YR4/6　 褐　　　ローム小C・粒A／粘Ｂ、締Ｂ
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム小C・粒B／粘Ｂ、締Ｂ
５　10YR4/4　 褐　　　ローム中D・小C・粒B／粘Ｂ、締Ｂ
６　10YR3/3　 暗褐　　ローム小D・粒C、焼土粒D／粘Ｂ、締Ｂ
７　10YR4/6　 褐　　　ローム小C・粒A／粘Ｂ、締A
８　10YR3/2　 黒褐　　ローム小D・粒D／粘Ｂ、締Ｂ
９　10YR2/3　 黒褐　　ローム粒D／粘Ｂ、締Ｂ
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位置　調査区 C 区西部の I ２e8 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 36 号掘立柱建物、第 2474 号土坑に掘り込まれている。

第 22 図　第 123 号竪穴建物跡出土遺物実測図
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遺物出土状況　土師器片 94 点（坏６、椀１、甕 84、甑３）が出土している。ほかに混入した陶器片１点が出

土している。遺物は中央部から南部の覆土中、特に竈周辺の覆土下層から多く出土している。１は竈左袖部前

の床面から、６は覆土下層からそれぞれ出土している。２は竈左袖部前と西壁際の２点が接合したものである。

５は竈の崩落土中に逆位で出土した破片と、右袖部脇の位置した２点が接合している。７は竈付近の２点と南

西部の１点が接合したものである。また、北西部と南部の覆土下層から炭化材が出土している。

所見　時期は、出土土器から７世紀前半と考えられる。遺物などの出土状況から、建物廃絶後ほどなくして焼

土や炭化材、土器片などを廃棄したものと考えられる。

規模と形状　長軸 5.55 ｍ、短軸 4.15 ｍの長方形で、主軸方向はＮ－ 103°－ W である。壁は高さ８～ 20㎝で、

外傾している。

床　ほぼ平坦で、壁際を除いた中央部が硬化している。貼床は、ロームブロックやローム粒子を含む第８層を

５～ 10cm 埋土して構築している。壁溝は全周している。

竈　西壁やや南寄りに位置している。規模は焚口部から煙道部まで 110cm で、燃焼部幅は 40cm である。地

山を 10cm ほど楕円形に掘りくぼめ、ロームブロックやローム粒子、焼土ブロックを含む第８・９層を埋土し

て整地している。袖部は、整地層の上に第５～７層を積み上げて構築している。火床部は床面とほぼ同じ高さ

である。火床面は第８層上面で、楕円形に赤変硬化している。煙道部は壁外に 20cm ほど張り出し、火床面か

ら緩やかに立ち上がっている。

ピット　４か所。P ３は深さが 20cm で、竈に対峙した位置にあることから、出入口施設に伴うピットと考え

られる。P １・P ２・P ４は深さ 20 ～ 25cm で、不規則な位置にあり、性格は不明である。覆土はいずれも柱

抜き取り後の流入土である。

覆土　７層に分層できる。第１～５層は、焼土ブロックや炭化物・炭化粒子を含む暗褐色主体の土で人為堆積

で、壁際にロームブロックを含む第６・７層は、周囲から流れ込むように堆積していることから自然堆積であ

る。また、中央部の床面上と、北西部・南部の覆土下層を中心に、厚さ３～ 10cm の焼土が堆積している。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴　 出土位置 備　考

１ 土師器 椀 ［9.5］ 7.2 4.4 長石・石英・黒
色粒子・細礫 明赤褐 普通 口縁部横ナデ　体部外面ヘラ削り　内面ヘラナ

デ　底部木葉痕　内外面とも磨滅
南西部

覆土下層 95％　PL53

２ 土師器 坏 ［10.8］ 3.2 － 長石・石英 赤褐 普通 口縁部横ナデ　体部外面ヘラ削り　内面ヘラ磨
き

北西部・南西
部覆土下層 20％　PL54

３ 土師器 坏 ［12.0］（4.8） － 長石・石英・細
礫 にぶい赤褐 普通 口縁部横ナデ　体部外面ヘラ削り　内面放射状

のヘラ磨き
北西部

覆土下層 20％

４ 土師器 甕 ［14.8］（6.1） － 長石・石英・細
礫 灰褐 普通 口縁部横ナデ　体部外面ヘラ削り　内面ヘラナ

デ
北東部

覆土上層 10％

５ 土師器 甕 23.1 （21.5） － 長石・石英・雲
母・細礫 にぶい黄褐 普通 口縁部弱い摘まみ上げ　内外面横ナデ　体部外

面ヘラ磨き　内面ヘラナデ　
竈付近

覆土下層 30％　PL54

６ 土師器 甕 － （33.5）［9.6］ 長石・石英・雲
母・細礫 明赤褐 普通 体部外面ヘラ磨き　内面ヘラナデ　底部木葉痕 南西部

覆土下層 40％

７ 土師器 甑 － （9.5）［10.2］長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 体部外面ヘラ削り後一部ヘラ磨き　内面ヘラ磨

き
竈付近

覆土下層 20％

第７表　第 123 号竪穴建物跡出土遺物一覧（第 22 図）

　第 125 号竪穴建物跡（第 23・24 図　第８・９表　PL10・11・54）

位置　調査区 C 区西部の I ２h8 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸 3.47 ｍ、短軸 3.28 ｍの方形で、主軸方向はＮ－８°－ E である。壁は高さ 25㎝ほどで、外

傾している。
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第 23 図　第 125 号竪穴建物跡実測図

土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　 ローム小D、焼土粒D、炭化粒D、粘土小D／粘B、締B
２　10YR3/4　 暗褐　 ローム粒D、焼土粒D／粘B、締B
３　10YR3/4　 暗褐　 ローム中C・小D・粒D、炭化粒D／粘B、締B
４　10YR5/3　 にぶい黄褐 ローム中C・小D、炭化粒D／粘B、締B
５　10YR4/3　 にぶい黄褐 ローム中C・小C、炭化粒D／粘B、締B
６　10YR4/3　 にぶい黄褐 ローム粒C、炭化物D・粒C／粘B、締B
７　10YR3/4　 暗褐　 ローム粒D、焼土粒D／粘B、締B
８　10YR4/6　 褐　　 ローム小C・粒B／粘B、締B
９　10YR3/2　 黒褐　 ローム粒D、焼土粒C、炭化粒D／粘B、締B
10　10YR4/4　 褐　　 焼土小C・粒C、炭化粒D／粘B、締B
11　10YR4/4　 褐　　 ローム粒D、焼土粒D／粘B、締B
12　7.5YR4/3 褐　　 ローム中D・小C・粒A／粘B、締B
13　7.5YR4/4 褐　　 ローム小B・粒A／粘B、締B

ピット・貯蔵穴土層解説
１　10YR4/4　 褐　　ローム小C・粒D／粘B、締B
２　10YR3/4　 暗褐　ローム小C・粒C／粘B、締B
３　10YR3/3　 暗褐　ローム小D・粒D／粘B、締B
４　10YR3/2　 黒褐　ローム小D・粒D／粘B、締B
５　10YR3/3　 暗褐　ローム粒D、焼土小C・粒D、粘土小D／粘B、締B
６　10YR3/4　 暗褐　ローム小D・粒C、焼土粒D／粘B、締B
７　10YR4/6　 褐　　ローム小C・粒D／粘B、締B

９　7.5YR3/4 暗褐　　ローム小C・粒C、焼土粒D、粘土粒D／粘B、締B
10　2.5YR4/3 にぶい赤褐　ローム粒D、焼土粒B、炭化粒C／粘B、締B
11　7.5YR5/1 褐灰　 焼土粒C、炭化粒D、粘土中B／粘B、締B
12　7.5YR5/2 灰褐　　焼土小C・粒D、炭化粒D、粘土粒B／粘B、締B
13　7.5YR6/1 褐灰　　焼土粒D、炭化粒D、粘土中A／粘B、締B
14　５YR4/6　 赤褐　　ローム粒C、焼土粒A／粘B、締C
15　５YR3/3　 暗赤褐　ローム粒D、焼土粒B／粘B、締C

竈土層解説
１　7.5YR3/3 暗褐　ローム小D・粒C、焼土粒D、炭化粒D／粘B、締B
２　7.5YR3/2 黒褐　ローム小D・粒D、焼土粒D、炭化粒C／粘B、締B
３　7.5YR6/1 褐灰　ローム粒D、焼土小C・粒B、炭化粒D、粘土粒C／粘B、締B
４　7.5YR4/3 褐　　ローム小C・粒B、焼土粒B、炭化粒B、粘土粒C／粘B、締B
５　7.5YR3/2 黒褐　ローム粒D、焼土粒D／粘D、締B
６　7.5YR3/2 黒褐　ローム粒D、焼土粒D、炭化物C・粒C、粘土粒D／粘B、締B
７　7.5YR3/4 暗褐　ローム小C・粒C、焼土粒C、粘土粒D／粘D、締B
８　7.5YR3/3 暗褐　ローム小D・粒C、焼土粒B／粘D、締B
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遺物出土状況　土師器片 26 点（坏４、甕 21、甑１）、鉄滓１点が出土している。遺物は主に東部から南部の

覆土中から出土している。１は竈の覆土中から、２は北部西壁際の床面付近から横位で、３は中央部の床面か

ら、４は貯蔵穴の中層から、それぞれ出土している。

所見　時期は、出土土器から７世紀前半と考えられる。焼土が壁溝やピットを覆うように堆積していること、

貯蔵穴の覆土上層に焼土ブロックが含まれていることなどから、建物廃絶後ほどなくして焼土や土器片を廃棄

したものと考えられる。

床　ほぼ平坦で、壁際を除いた中央部が硬化している。貼床は、南東コーナー部と南西コーナー部を一段深く

土坑状に掘り込み、ロームブロックやローム粒子を含む第 12・13 層を 15cm ほど埋土して構築している。壁

溝は全周している。

竈　北壁中央部に位置している。規模は焚口部から煙道部まで 100cm で、燃焼部幅は 40cm である。地山を

20cm ほど楕円形に掘りくぼめ、ローム粒子や焼土粒子を含む第 14・15 層を埋土して整地している。袖部は、

地山と第 14・15 層の上に第 10 ～ 13 層を積み上げて構築している。火床部は床面とほぼ同じ高さである。火

床面は第 14・15 層上面で、楕円形に赤変硬化している。煙道部は、壁外に 20cm ほど張り出し、火床面から

外傾して立ち上がっている。

ピット　６か所。P １～ P ４は深さが 24 ～ 38cm で、配置から主柱穴と考えられる。P ５は深さ 45cm で、

竈に対峙した位置にあることから、出入口施設に伴うピットと考えられる。P ６は深さ 28cm で、不規則な位

置にあることから、性格は不明である。覆土はいずれも柱抜き取り後の流入土である。

貯蔵穴　北東コーナー部に位置している。径 70cm の円形で、深さ 28cm である。底面は平坦で、壁は外傾し

ている。３層に分層でき、ロームブロックや焼土粒子、粘土ブロックを含んでいることから、人為堆積である。

覆土　11 層に分層できる。ロームブロックや焼土ブロック、炭化物を含む層が、不規則な堆積状況を示すこ

とから、人為堆積である。また、中央部から東部の覆土下層から床面にかけて、厚さ 5 ～ 10cm の焼土が堆積

している。

第 24 図　第 125 号竪穴建物跡出土遺物実測図

３

１

４

２

０ （1:3） 10cm
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴　 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 － （2.3） － 長石・石英 橙 普通 体部外面ヘラ削り　内面ナデ　 竈覆土 10％

２ 土師器 甕 － （13.4） 6.4 長石・石英・細
礫 にぶい褐 普通 体部外面ヘラ磨き　内面ヘラナデ　底部木葉痕 北西部

覆土下層 40％　PL54

３ 土師器 甕 ［23.0］（5.2） － 長石・石英・雲
母・細礫 にぶい赤褐 普通 口縁部横ナデ　体部外面ヘラナデ 中央部床面 5％

４ 土師器 甑ヵ ［14.2］（6.2） － 長石・石英・雲
母 にぶい赤褐 普通 口縁部横ナデ　体部内外面ヘラナデ 貯蔵穴

覆土中層 5％

第８表　第 125 号竪穴建物跡出土遺物一覧（第 24 図）

番号 位 置 主軸方向 平面形
規　模 壁 高

（㎝）
床面 壁溝

内　部　施　設
覆土 主な出土遺物 時　期 備　考

長径×短径（ｍ） 主柱穴 出入口 ピット 炉・竈 貯蔵穴

112 J ２c5 N － 4 °－ E 方 形 5.03 × 4.67 10 平坦 全周 ４ １ － 北壁 － 自然 土師器　須恵器 ７世紀前半
本跡→ SK1334・
1350・1375・1434
～ 1437、SD300

113 I ２i8 N －２°－ E 方 形 3.43 × 3.12 ７～ 24 平坦 全周 ４ １ ２ 北壁 － 人為 土師器 ７世紀前半ヵ

115 J ２b9 N －７°－ E 方 形 5.64 × 5.44 10 ～ 20 平坦 全周 ４ １ １ 北壁
２ － 自然 土師器　須恵器 ７世紀前半ヵ

本跡→ SK1331・1403・
1426・1444・1447・
1451・1462・1487、PG34

116 J ３a1 N －４°－ E ［方形］ 5.40 ×（3.40）10 ～ 40 平坦 全周 ２ ３ １ 北壁 － 自然 土師器　須恵器　
砥石 ７世紀前半 本跡→ UP20、

SK1504、SD169

117 J ２f0 N － 6 °－ E ［方形］（4.42）×（4.35） ６ 平坦 一部 ８ １ 1 北壁
２ － － 土師器　須恵器 ７世紀前半ヵ 本跡→ SK1541・

1542・1788・1790

118 J ２g2 N －５°－ E 方 形 4.54 × 4.30 22 ～ 30 平坦 全周 ４ １ 1 中央部１・
北壁１ － 自然 土師器　須恵器　

焼成粘土塊　鉄滓 ７世紀後半 本跡→ SD163・
247

122 I ２d9 N － 84°－ W 長 方 形 4.57 × 3.84 ４～８ 平坦 一部 ４ １ － 西壁 － － 土師器 ６世紀後半 本跡→ SK2443

123 I ２e8 N － 103°－ W 長 方 形 5.55 × 4.15 ８～ 20 平坦 全周 － １ ３ 西壁 － 自然 土師器 ７世紀前半 本跡→ SB36、
SK2474

125 I ２h8 N －８°－ E 方 形 3.47 × 3.28 25 平坦 全周 ４ １ １ 北壁 １ 人為 土師器　鉄滓 ７世紀前半

第９表　古墳時代竪穴建物跡一覧

　⑵　土坑

　土坑 14 基を確認した。実測図と一覧で掲載する。

第 25 図　古墳時代の土坑実測図⑴
０ （1:60） ２ｍ
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第1331号土坑土層解説
１　10YR3/4　 暗褐　　ローム小C・粒B／粘B、締B
２　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム粒A／粘B、締B
３　10YR4/6　 褐　　　ローム大C・中C・小C・粒A／粘B、締A

SK1398

第1398号土坑土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　 ローム小C、炭化物C／粘B、締B 
２　10YR3/2　 黒褐　 ローム小B、炭化物D／粘B、締A 
３　10YR3/2　 黒褐　 ローム小C、炭化物D／粘B、締B
４　10YR3/2　 黒褐　 ローム小D、炭化物D／粘B、締B
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第 26 図　古墳時代の土坑実測図⑵

０ （1:60） ２ｍ

SK2816

第2816号土坑土層解説
１　10YR3/1　 黒褐　　
 ローム中C・小C・粒C／粘B、締C
２　10YR4/1　 褐灰　　
 ローム小C・粒B／粘B、締B
３　10YR4/3　 にぶい黄褐　
 ローム小C・粒B、焼土粒D／粘B、締B
４　10YR4/4　 褐　　　
 ローム小B・粒B／粘B、締B
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第2861号土坑土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　 ローム小B・粒B／粘B、締A
２　10YR2/3　 黒褐　 ローム小C・粒C、焼土粒D／
   粘B、締A
３　10YR3/2　 黒褐　 ローム小C・粒C／粘B、締A
４　10YR4/4　 褐　　 ローム中D・小C・粒A／
   粘B、締B
５　10YR3/2　 黒褐　 ローム小D・粒C／粘B、締A
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第1618号土坑土層解説
１　7.5YR3/2　黒褐 ローム小D・粒C／
   粘B、締B
２　7.5YR3/3　暗褐　 ローム小C・粒C／
   粘B、締B
３　7.5YR4/4　褐　　 ローム大C・中C・
   小C・粒D／粘B、締B

第2317号土坑土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　 ローム小C・粒D／
   粘B、締B
２　10YR3/4　 暗褐　 ローム小D・粒D／
   粘B、締B
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第2382号土坑土層解説
１　10YR4/3　 にぶい黄褐 
 ローム小C・粒C／粘B、締B

第2433号土坑土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　 
 ローム小D・粒D／粘B、締B
２　10YR4/4　 褐　　 
 ローム小C・粒D／粘B、締B
３　10YR4/6　 褐　　 
 ローム小C・粒C／ 粘B、締B
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第2509号土坑土層解説
１　10YR4/3　 にぶい黄褐　
 ローム小C・粒C／粘B、締B
２　10YR4/4　 褐　　　
 ローム小D・粒D／粘B、締B

第2498号土坑土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　
 ローム小C・粒C／粘B、締B
２　10YR3/4　 暗褐　　
 ローム小C・粒D／粘B、締B
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第2595号土坑土層解説
１　10YR3/4　 暗褐　　
 ローム中C・小D・粒D／粘B、締B
２　10YR4/4　 褐　　　
 ローム小C・粒C／粘B、締B
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第 27 図　古墳時代の土坑実測図⑶

第 10 表　古墳時代土坑一覧

番号 位 置 長径 ( 軸）方向 平 面 形
規　　　　模

壁　面 底　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 時　期 備　考長径(軸）×短径(軸）
（ｍ）

深さ
（㎝）

1331 J ２c9 N －１°－ W ［楕円形］ （2.13）× 1.06 15 外傾 皿状 自然 土師器 後期 SI115 →本跡
→ SK1462

1398 J ２c8 N － 85°－ W 楕円形 2.95 × 1.38 38 外傾 平坦 人為 土師器 後期

1618 J ３i1 N －７°－ W 隅丸方形 1.08 × 0.98 8 ～ 16 外傾 凹凸 自然 須恵器 後期

2317 H ３e1 N － 40°－ E 楕円形 0.43 × 0.33 64 直立 皿状 自然 土師器 後期 本跡→ SK2339

2382 H ３d1 N － 25°－ E 楕円形 0.82 × 0.72 24 外傾 皿状 人為 土師器 後期

2433 H ２f8 N － 47°－ W 楕円形 0.42 × 0.32 33 直立 皿状 自然 土師器 後期

2498 I ３e1 N －７°－ E 楕円形 0.35 × 0.27 48 直立 平坦 自然 土師器 後期

2509 H ２f6 N － 75°－ E 楕円形 0.50 × 0.29 22 外傾 凹凸 自然 土師器 後期

2595 I ２f3 N － 82°－ W 楕円形 0.50 × 0.36 16 外傾 平坦 自然 土師器 後期

2816 H ２a5 － 円形 0.32 × 0.30 38 外傾 皿状 人為 土師器 後期

2861 H ２a0 N －９°－ W 隅丸長方形 1.94 × 1.18 40 外傾 平坦 /
有段 人為 土師器 後期 本跡→ PG74

2872 H ３b1 － 円形 0.33 × 0.32 32 直立 皿状 － 土師器 後期

2887 G ３h2 N － 19°－ E 長方形 3.34 × 1.35 53 外傾 平坦 自然 土師器　須恵器 後期 本跡→ HT40、
SD291

2897 H ２a8 － 円形 0.30 × 0.28 34 直立 平坦 人為 土師器　須恵器 後期

０ （1:60） ２ｍ

G３h2
S２m

SK2887

S
D
29
1

１
２

５ ７

８

１
３ ４

５

６７
8

Ｋ

SD291

SD291
撹乱

HT40

B B′
23.8m

B

B′

D D′
23.8m

D

D′

A
A
′

23
.8
m

A

A′

C
C
′

23
.8
m

C

C
′

第2887号土坑土層解説
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム中D・小C・粒C／粘B、締B
２　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム中D・小B・粒B、粘土大 ／粘B、締B
３　10YR5/4　 にぶい黄褐　ローム中B・小C・粒B／粘B、締B
４　10YR4/4　 褐　　　ローム大D・中B・小C・粒B／粘B、締B
５　10YR5/3　 にぶい黄褐　ローム中C・小B・粒B／粘B、締C
６　10YR3/3　 暗褐　　ローム大C・中C・小B・粒B／粘B、締B
７　10YR5/4　 にぶい黄褐　ローム中D・小B・粒B／粘B、締C
８　10YR4/4　 褐　　　ローム中C・小B・粒B／粘B、締B

SK2872
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第2897号土坑土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小C・粒B／粘B、締B
２　10YR5/6　 黄褐　　ローム小B・粒B／粘B、締B

SK2897
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３　奈良・平安時代の遺構と遺物

　　竪穴建物跡９棟、井戸跡５基、道路跡１条、溝跡１条、土坑 25 基を確認した。以下、遺構と遺物につい

　て掲載する。

　第１号竪穴建物跡（第 28 ～ 30 図　第 11 表　PL12・54・55）

位置　調査区Ａ区北西部のＤ４j4 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸3.10ｍ、短軸3.02ｍの方形で、主軸方向はＮ－２ﾟ－Ｅである。壁は高さ７㎝で、外傾している。

床   ほぼ平坦で、竃前方部から南部にかけて細長く硬化している。

竃　北壁中央部に位置している。規模は焚口部から煙道部まで 109㎝で、煙道部幅は 50㎝である。袖部は、地

山の上に焼土ブロック、ローム粒子、砂質粘土粒子を含む第７層で構築している。竈内側の壁面にも袖部と同

様な構築土を貼り付けている。また、竃の補強材として、須恵器甕の体部片を両袖の前方部に貼り付けている。

煙道部は壁外に 55㎝ほど張り出し、火床部は７㎝ほど掘りくぼめ、ロームブロック、焼土ブロックなどを含

む第８層を埋土して整地している。火床面は、赤変硬化していない。

ピット　Ｐ１は長径 24㎝、短径 18㎝、深さ 26㎝で、配置から出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　８層に分層できる。各層にロームブロック・粒子を含んでいることや不規則な堆積状況から、人為堆積

である。

遺物出土状況　土師器片65点（坏20、高台付坏２、甕43）、須恵器片７点（坏３、甕３、甑１）、灰釉陶器片１点（壺）、

土製品１点（支脚）、金属製品１点（刀子）が覆土の全域から散在した状態で出土している。特に、竈内や右

土層解説
１ 7.5YR3/2 黒褐 ローム粒C、焼土粒D、
   炭化粒D／粘B、締B
２ 7.5YR4/3 褐 ローム小C・粒C／
   粘B、締B
３ 7.5YR3/3 暗褐 ローム小D・粒B、
   焼土粒D／粘B、締B
４ 7.5YR5/3 にぶい黄褐 ローム小C・粒B、
   焼土粒D／粘B、締B
５ 7.5YR5/3 にぶい黄褐 ローム小D・粒C、
   炭化粒D／粘B、締B
６ 7.5YR5/6 明褐 ローム小B・粒B／
   粘B、締A
７ 7.5YR5/6 明褐 ローム小C・粒B／
   粘B、締B
８ 7.5YR4/3 にぶい黄褐 ローム粒C、炭化
   粒D／粘B、締B
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　⑴　竪穴建物跡

第 28 図　第１号竪穴建物跡実測図
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袖部付近に遺物が集中している。１は南東部、２・３は竃右袖前、４は北東コーナー部の覆土下層から、それ

ぞれ正位の状態で出土している。７は北東部と南部、８は北東部と竈内の覆土下層から、逆位の状態で出土し

た破片が、それぞれ接合している。また、５・６・９は重ねた状態で支脚の上から出土しており、接合している。

10 は竈両袖の補強材として使われた破片が接合している。なお、支脚は被熱を受けて脆く、図示できなかった。

所見　時期は、出土土器から９世紀後葉と考えられる。竃の支脚は被熱を受けているが、支脚の上に重ねた土

器片には被熱の痕跡がない。また、火床面が赤変硬化していないことから、意図的な火床面の掻き出しが行わ

れたと考えられる。支脚上部への土器片の積み上げを含め、竃祭祀の可能性がある。

１ ２ ３

４ ５

６

０ （1:3） 10cm

竈土層解説
１ 5YR3/2 極暗赤褐 ローム小D・粒D、
   焼土中D・小C・
   粒C、炭化粒D／
   粘B、締B
２ 5YR4/3 にぶい赤褐 ローム粒D、焼土
   粒C、炭化粒C／
   粘B、締B
３ 5YR3/2 極暗赤褐 ローム粒D、焼土
   小C・粒B／
   粘B、締B
４ 5YR4/2 灰褐 ローム粒B、焼土
   小C・粒B、炭化
   粒D／粘B、締B
５ 7.5YR4/4 褐 ローム粒C、炭化
   粒D／粘A、締B
６ 5YR4/2 灰褐 ローム小D・粒D、
   焼土粒C／
   粘B、締B
７ 2.5YR1/6 黄灰 ローム粒C、焼土
   小B・粒B、砂質
   粘土粒C／
   粘A、締B
８ 5YR4/2 灰褐 ローム中D・小D・
   粒C、焼土小D・
   粒C、炭化粒C、
   粘土粒D／
   粘B、締B
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第 29 図　第１号竪穴建物跡・出土遺物実測図
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第 11 表　第１号竪穴建物跡出土遺物一覧（第 29・30 図）　

番号 種　別 器　種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［13.4］ 4.6 6.9 長石・石英・
雲母・礫 黄灰 二次

被熱
体部外面下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き後部分的な
黒色処理　底部回転ヘラ切り後一方向のヘラ削り

南東部
覆土下層 70％　PL54

２ 土師器 坏 12.6 4.6 7.0 長石・石英・
雲母・赤色粒子 橙 普通 体部外面下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き後黒色

処理　底部回転ヘラ切り後一方向のヘラ削り
北東部

覆土下層
90％　PL54
煤付着

３ 土師器 坏 13.8 4.5 6.4 長石・石英・雲母・
黒色粒子・細礫 橙 普通 体部外面下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き後黒色

処理　底部回転ヘラ切り後一方向のヘラ削り
北東部

覆土下層
90％　PL54
煤付着

４ 土師器 坏 14.2 4.2 7.0 長石・石英・
細礫 にぶい黄橙 普通 ロクロ成形　体部外面下端手持ちヘラ削り　底部回転ヘ

ラ切り後一方向のヘラ削り　墨書「丕」
北東部

覆土下層 80％　PL ５

５ 土師器 坏 － （2.1） 6.6 長石・石英・
雲母・赤色粒子 明褐 普通 体部外面下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き後部分的な

黒色処理　底部回転ヘラ切り後一方向のヘラ削り 竃内 20％

第 30 図　第１号竪穴建物跡遺物実測図

11

10 ０ （1:3） 10cm
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番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

11 刀子 （7.5） 1.3 0.3 （7.41） 鉄 茎部欠損　刃部断面三角形　片関 覆土 PL55

番号 種　別 器　種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　徴 出土位置 備　考

６ 土師器 高台付坏 14.7 5.6 7.2 長石・石英・雲母・赤色
粒子・黒色粒子・細礫 にぶい褐 普通 ロクロ成形　体部外面下端手持ちヘラ削り　内

面ヘラ磨き　底部回転ヘラ切り後高台貼付 竈内 60％

７ 須恵器 甕 － （17.3） － 長石・石英・
雲母・赤色粒子 灰黄 普通 体部外面横位平行叩き　内面横位ヘラナデ後外

面平行叩きによる指頭痕　
北東部・南部

覆土下層
10％　
新治窯　

８ 土師器 甕 ［21.0］（10.6） － 長石・石英・
赤色粒子・細礫 にぶい赤褐 普通 内外面横位ヘラナデ 北東部・竈

覆土下層 20％

９ 土師器 甕 ［15.6］ 16.4 7.2 長石・石英・
赤色粒子・細礫 橙 普通

口縁部内外面横位ナデ　体部外面上半横位ナデ
下半面横位ヘラ削り　内面縦位ヘラナデ　底部
木葉痕　

竃
覆土下層 50％　PL54

10 須恵器 甑 － （13.8）［16.2］長石・石英・
雲母・細礫 にぶい褐 普通 体部外面縦位の並行叩き　下半横位ヘラ削り　内面横

位ヘラナデ後外面平行叩きによる指頭痕　
竈

覆土下層
40％　PL55
新治窯

　第２号竪穴建物跡（第 31・32 図　第 12 表　PL12・55）

位置　調査区Ａ区北西部のＥ４e3 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第１号道路、第４・５号溝に掘り込まれている。

規模と形状　北部が第４号溝に掘り込まれているため、確認できた規模は、東西軸3.27ｍ、南北軸3.22ｍである。

平面形は、方形ないし長方形と推定でき、主軸方向はＮ－ 90 ﾟ－Ｅである。壁は高さ４～ 14㎝で、外傾している。

床   ほぼ平坦で、竃１の前方部から西部にかけて細長く硬化している。確認した範囲で壁溝が巡っている。

竃　２か所。竃１は東壁の南寄りに位置している。北側半分は、第５号溝に掘り込まれている。規模は焚口部

から煙道部まで 85㎝で、煙道部幅は不明である。袖部は、地山の上に粘土ブロックや粘土粒子を含む第２層

で構築している。竈内側の壁面にも袖部と同様な構築土を貼り付けている。煙道部は壁外に 60㎝ほど張り出

し、火床部は床面と同じ高さである。火床面は、被熱を受けて赤変硬化している。竃２は西壁の南寄りに位置

している。煙道部は壁外に 58㎝ほど張り出している。焼土ブロック・ローム粒子・粘土粒子などを含む第３・

４層で埋土している。壁溝が巡り、埋め戻していることから、竃２から竃１へ造り替えたものと考えられる。

ピット　Ｐ１は長径 42㎝、短径 36㎝、深さ 19㎝で、配置から出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　８層に分層できる。各層にロームブロックを含んでいることや不規則な堆積状況から、人為堆積である。

また、南部中央から西部壁際の 4 か所で、覆土下層から焼土がまとまって出土している。廃絶後の廃棄と考え

られる。

遺物出土状況　土師器片 105 点（坏 26、高台付皿１、甕 78）、灰釉陶器片１点（壺）、金属製品１点（刀子ヵ）

が、南壁際の覆土下層からまとまって出土している。灰釉陶器片と金属製品は細片のため、図示できなかった。

１は中央部の床面と南部の覆土上層から、それぞれ出土した破片が接合している。２は南部の壁溝内から、４

は竃内の覆土中から、６は竃１の袖部上面からそれぞれ出土している。３は南部の床面、５は南西コーナー部

の覆土上層から、それぞれ出土している。

所見　時期は、出土土器から９世紀後葉と考えられる。
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土層解説
１ 7.5YR3/2 黒褐 ローム粒D、焼土小D・粒C、炭化粒D／粘B、締B
２ 7.5YR3/2 黒褐 ローム中D・小D・粒B、焼土粒C、炭化粒C／粘B、締B
３ 7.5YR4/2 灰褐 ローム粒D、焼土小C・粒B、炭化粒B／粘B、締B
４ 7.5YR5/3 にぶい褐 ローム粒D、粘土粒C／粘A、締B
５ 7.5YR4/3 褐 ローム粒B、焼土粒D／粘B、締B
６ 7.5YR3/2 黒褐 ローム小D・粒C、焼土粒C、炭化粒C／粘B、締B
７ 7.5YR4/3 褐 ローム小C・粒C、焼土小D・粒B、炭化粒D、粘土粒D／粘B、締B
８ 7.5YR3/2 黒褐 ローム小D・粒C、焼土粒D、炭化粒D／粘B、締B

竈１土層解説
１ 7.5YR4/2 灰褐 ローム中D・小D・粒B、焼土小D・粒B／粘B、締B
２ ５YR4/2 灰オリーブ 粘土小A・粒B／粘B、締A

ピット１土層解説
１ 7.5YR3/3 暗褐 ローム小D・粒D、焼土粒C、炭化粒C／粘B、締B
２ 7.5YR3/2 黒褐 ローム粒D、焼土粒D、炭化粒D／粘B、締B
３ 7.5YR4/3 褐 ローム小C・粒C、炭化粒D／粘B、締A

竈２土層解説
３ 7.5YR4/2 灰褐 ローム粒C、焼土小C・粒B、粘土粒D／粘B、締B
４ 7.5YR3/2 黒褐 ローム粒D、焼土粒D／粘B、締B

焼土土層解説
１ 2.5YR4/8 赤褐 ローム小D・粒C、焼土大B・粒C／粘B、締B
２ 7.5YR5/3 にぶい褐 ローム粒D、焼土粒C、炭化粒C／粘B、締B
３ 2.5YR5/8 明赤褐 ローム粒D、焼土大A、炭化粒C／粘B、締B
４ 7.5YR5/3 にぶい褐 ローム小D・粒C、焼土粒D、炭化粒D／粘B、締B
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第 31 図　第２号竪穴建物跡実測図
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第 32 図　第２号竪穴建物跡出土遺物実測図

１
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第 12 表　第２号竪穴建物跡出土遺物一覧（第 32 図）

番号 種　別 器　種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 13.2 5.0 6.2 長石・石英・
赤色粒子 にぶい褐 普通 体部外面下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き後黒

色処理　底部回転ヘラ切り後一方向のヘラ削り
中央部床面

南部覆土上層 80％　PL55

２ 土師器 坏 ［13.6］（4.1） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き後

黒色処理 壁溝内 20％

３ 土師器 坏 － （3.7） 6.0 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通

体部外面下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き後黒
色処理　底部回転ヘラ切り後一方向のヘラ削り　
墨書「天」ヵ

南部
床面 30％　PL55

４ 土師器 甕 ［4.0］ （5.4） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 内外面横位ヘラナデ 竈内

覆土 20％

５ 土師器 甕 ［22.4］（4.4） － 長石・石英・
雲母

にぶい
黄橙 普通 口縁部内外面横位ヘラナデ 南西部

覆土上層 ５％

６ 土師器 甕 ［25.4］（7.2） － 長石・石英・
雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 口縁部内外面横位ヘラナデ 竃袖 ５％

　第３号竪穴建物跡（第 33・34 図　PL12・55）

位置　調査区Ａ区北西部のＥ４g2 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第２号井戸跡を掘り込んでいる。

規模と形状　規模は、長軸3.28ｍ、短軸3.18ｍの方形で、長軸方向はＮ－62ﾟ－Ｗである。壁は高さ14～18㎝で、

外傾している。

床   ほぼ平坦で、竃前方部から南西部にかけて細長く硬化している。壁溝が全周している。

竃　北西壁の中央部に位置している。規模は焚口部から煙道部まで 132㎝で、煙道部幅は 48㎝である。袖部は、

遺存していないが、竈内側の壁面には、砂質粘土粒子、焼土ブロック、ロームブロックを含む構築土を貼り付

けている。煙道部は壁外に 95㎝ほど張り出し、火床部は床面と同じ高さである。火床面は、赤変硬化している。

ピット　Ｐ１は、径 24㎝、深さ 21㎝で、配置から出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　６層に分層できる。各層にロームブロックを含んでいることや不規則な堆積状況から、人為堆積である。
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第 33 図　第３号竪穴建物跡実測図

土層解説
１ 7.5YR2/1 黒 ローム小D・粒B、焼土粒D、炭化粒B／
   粘B、締B
２ 7.5YR3/1 黒褐 ローム小C・粒C、焼土粒C、炭化粒D／
   粘B、締B
３ 7.5YR4/3 褐 ローム中D・小C・粒C／粘B、締B
４ 7.5YR3/3 暗褐 ローム小D・粒B／粘B、締B
５ 7.5YR3/3 暗褐 ローム小D・粒C、焼土粒D、炭化粒D／
   粘B、締B
６ 7.5YR4/3 褐 ローム小D・粒B、焼土粒小D・粒C／
   粘B、締B

ピット土層解説
１ 7.5YR5/6 明褐 ローム小C・粒B／粘B、締B
２ 7.5YR4/6 褐 ローム小D・粒C、炭化粒D／粘B、締B
３ 7.5YR5/4 にぶい褐 ローム小D・粒B／粘B、締B

竈土層解説
１ 7.5YR4/3 褐 ローム粒B、焼土粒D、炭化粒D／粘B、締B
２ 7.5YR5/3 にぶい褐 ローム粒B、焼土小D・粒C／粘B、締B
３ 7.5YR5/3 にぶい褐 ローム小D・粒B、焼土粒D／粘B、締B
４ 7.5YR5/2 灰褐 ローム粒D、焼土小C・粒B、炭化粒D／粘B、締B
５ 7.5YR4/2 灰褐 ローム小D・粒C、焼土粒C、炭化粒D／粘B、締B
６ 7.5YR3/3 暗褐 ローム粒D、焼土粒D、粘土C粒D／粘B、締B
７ 7.5YR5/2 灰褐 ローム小D・粒C、焼土小C・粒C、炭化粒D／粘B、締B
８ 7.5YR5/2 灰褐 ローム粒C、焼土小D・粒C／粘B、締B
９ ５YR4/3 にぶい赤褐 ローム粒C、焼土小D・粒B／粘B、締B
10 ５YR3/3 赤褐 ローム粒D、焼土小D・粒B、粘土粒C／粘B、締A
11 7.5YR5/2 灰褐 ローム粒D、焼土粒D、炭化粒D／粘B、締B
12 ５YR3/2 赤褐 ローム粒D、焼土小C・粒B、炭化粒C、粘土粒D／粘B、締B
13 ５YR4/6 赤褐 ローム粒D、焼土小B・粒B、粘土粒D／粘B、締B
14 ５YR4/2 灰褐 焼土小C、炭化粒D、砂粒B、粘土粒B／粘A、締A    
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第 34 図　第３号竪穴建物跡出土遺物実測図

遺物出土状況　土師器片 231 点（坏 44、高台付皿３、鉢１、甕 182、甑１）、須恵器片 11 点（坏４、甕５、甑

２）、土製品１点（支脚）、石器１点（砂岩製砥石）が、覆土の全域から散在した状態で出土している。１は北

壁西側寄りの覆土上層、２は北西コーナー部の壁溝内から逆位の状態で、３は東壁南寄りの覆土上層、４は竈

内、５・７は南西コーナー部の覆土下層から、それぞれ出土している。また、６は南西コーナー部の覆土下層

と竃内から出土した破片が接合したものである。なお、支脚は被熱を受けて脆く、図示できなかった。

所見　時期は、出土土器から９世紀後葉と考えられる。

１ ２ ３

４

５
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７

０ （1:3） 10cm
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　第４号竪穴建物跡（第 35・36 図　第 14 表　PL13）

位置　調査区Ａ区中央部のＦ４b2 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　規模は、長軸 4.53 ｍ、短軸 4.42 ｍで、形状から、方形である。主軸方向はＮ－９ﾟ－Ｅである。

壁は高さ 20㎝で、外傾している。

床   ほぼ平坦で、壁際を除いて硬化している。壁溝が全周している。

竃　北壁の中央部に位置している。規模は焚口部から煙道部まで 78㎝で、煙道部幅は 40㎝である。袖部は、

地山の上に砂粒、粘土粒、ロームブロックを含む第 10 層で構築している。煙道部は壁外に張り出ず、袖部と

同様な構築土を煙道部の壁面に貼り付けている。火床部は床面と同じ高さである。火床面は、赤変硬化している。

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は径 46 ～ 57㎝、深さ 48 ～ 57㎝で、規模と配置から主柱穴である。Ｐ５は長径 53㎝、

短径 52㎝、深さ 31㎝で、配置から出入口施設に伴うピットと考えられる。覆土は、いずれも柱抜き取り後の

流入土である。

貯蔵穴　北東コーナー部に位置している。長径 70㎝、短径 56㎝の楕円形で、底面は深さ 27㎝で、南西部が高

さ 11㎝ほどの段を有している。壁は外傾している。３層に分層でき、各層にロームブロックを含んでいるこ

とから、人為堆積である。

覆土　11 層に分層できる。各層にロームブロックを含んでいることや不規則な堆積状況から、人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片 73 点（坏７、甕 64、甑１、手捏１）、須恵器片 11 点（坏６、甕５）が、覆土の全域

から散在した状態で出土している。１は貯蔵穴内の覆土上層から出土した破片が接合したものである。２は中

央部やや西寄りの床面、３は北東コーナー部の壁際の覆土下層、４は貯蔵穴内の覆土上層、５は北西壁際の覆

土下層から、それぞれ出土している。

所見　時期は、出土土器から８世紀中葉と考えられる。

第 13 表　第３号竪穴建物跡出土遺物一覧（第 34 図）　

番号 種　別 器　種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師器 高台付皿 12.6 （2.7） － 長石・石英・
赤色粒子・細礫 橙 普通

ロクロ成形　外面下端横位手持ちヘラ削り　内面ヘ
ラ磨き後黒色処理　底部ヘラ切り高台部貼付（高台
部欠損）　

北壁
覆土上層 80％　PL55

２ 土師器 高台付皿 13.4 2.8 6.0 長石・石英・
雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通

ロクロ成形　外面下端横位手持ちヘラ削り　内
面ヘラ磨き後黒色処理　底部ヘラ切り後高台部
貼付

北西コーナー部
壁溝内 80％　PL55

３ 土師器 高台付皿 13.7 3.2 7.0 長石・石英・赤色
粒子・黒色粒子

にぶい黄
橙 普通

ロクロ成形　外面下端横位手持ちヘラ削り　内
面ヘラ磨き後黒色処理　底部ヘラ切り後高台部
貼付

東壁
覆土上層 90％　PL55

４ 土師器 鉢 － （9.9）［12.0］長石・石英・
赤色粒子・細礫 橙 普通 体部外面上半横位ヘラナデ　下端横位ヘラ削り

　内面ヘラ磨き後黒色処理　底部ヘラ削り 覆土下層 20％

５ 土師器 甕 ［20.6］（13.3） － 長石・石英・
雲母・細礫 橙 普通 口唇部摘上　口縁部内外面横位ナデ　体部外面ヘ

ラナデ　下半横位ヘラ削り　内面ヘラナデ
北西コーナー部

覆土下層
20％　PL55
外面煤付着

６ 須恵器 甑 － （20.2）［18.2］長石・石英・
雲母・赤色粒子 橙 普通 体部外面上半縦位平行叩き　下半横位ヘラ削り　内

面横位ヘラナデ　輪積み痕
南西コーナー部
覆土下層・

竈内
20％

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 (g) 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

７ 砥石 （7.9） 3.1 4.2 （105.93） 砂岩 砥面四面　縦・斜位擦痕　筋状の研磨痕　端部欠損 北西コーナー部
覆土下層 PL55
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第 35 図　第４号竪穴建物跡実測図

土層解説
１ 7.5YR3/2 黒褐 ローム中D・小C・粒B、炭化
   粒B／粘B、締B
２ 7.5YR5/4 にぶい褐 ローム小D・粒C、炭化粒C／
   粘B、締B
３ 7.5YR4/3 褐 ローム小B・粒B、焼土粒D、
   炭化粒C、粘土粒D／
   粘B、締B
４ 7.5YR3/4 暗褐 ローム中C・小C・粒C、焼土
   粒C、炭化粒B／粘B、締B
５ 7.5YR4/2 灰褐 ローム小B・粒D、焼土小C・
   粒D、炭化粒B／粘B、締B
６ 7.5YR5/4 にぶい褐 ローム小D・粒C、焼土小D・
   粒D、炭化粒D／粘B、締B
７ 7.5YR4/3 褐 ローム小C・粒B、焼土粒D、
   炭化粒C／粘B、締B
８ 7.5YR5/4 にぶい褐 ローム中B・小B・粒C、炭化
   粒D／粘B、締B
９ 7.5YR5/6 明褐 ローム小C・粒C／粘B、締B
10 7.5YR5/6 明褐 ローム小B・粒D／粘B、締B
11 7.5YR5/4 にぶい褐 ローム小D・粒B／粘B、締B

竈土層解説
１ 7.5YR4/3 褐 ローム中D・小C・粒C、焼土粒D、炭化粒D／粘B、締B
２ ５YR4/3 にぶい赤褐 ローム小D・粒D、焼土小D・粒B、炭化粒C／粘B、締B
３ ５YR4/3 にぶい赤褐 ローム粒D、焼土小D・粒C、炭化粒D／粘B、締B
４ ５YR4/6 赤褐 ローム小D・粒C、焼土小D・粒B、炭化粒D／粘B、締B
５ ５YR5/6 明赤褐 ローム粒D、焼土小C・粒B、炭化粒D／粘B、締B
６ ５YR4/6 赤褐 ローム粒D、焼土小C・粒C、炭化粒D／粘B、締B
７ ５YR4/3 にぶい赤褐 ローム粒D、焼土粒C、炭化粒D／粘B、締B
８ ５YR4/6 赤褐 ローム粒C、焼土粒D、炭化粒D／粘B、締B
９ ５YR5/6 明赤褐 ローム小D・粒B、焼土小D・粒B、炭化粒D／粘B、締B
10 7.5YR4/2 灰褐 ローム小B、砂粒C、粘土粒B／粘A、締B

ピット土層解説
１ 7.5YR5/6 明褐 ローム小D・粒B、炭化粒D／
   粘B、締B
２ 7.5YR5/4 にぶい褐 ローム小C・粒C、炭化粒C／
   粘B、締B
３ 7.5YR5/4 にぶい褐 ローム小D・粒B／粘B、締B
４ 7.5YR5/6 明褐 ローム小B・粒D、炭化粒C／
   粘B、締B
５ 7.5YR5/4 にぶい褐 ローム小B・粒C／粘B、締B
６ 7.5YR4/4 褐 ローム粒B、炭化粒D／
   粘B、締B

貯蔵穴土層解説
１ ５YR5/4 にぶい赤褐 ローム粒B、焼土小C・粒C、
   炭化粒C、砂質粒B／
   粘B、締B
２ 7.5YR4/4 褐 ローム中B・小B・粒C、焼土
   粒D、砂質粒D／粘B、締A
３ 7.5YR4/4 褐 ローム小B・粒B、焼土粒D／
   粘B、締B　
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第 36 図　第４号竪穴建物跡出土遺物実測図

　第５号竪穴建物跡（第 37・38 図　第 15 表　PL13・56）

位置　調査区Ａ区中央部のＦ４e1 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　東部から南部中央にかけて削平されているため、確認できた規模は、東西軸 4.07 ｍ、南北軸

3.92 ｍである。形状から方形と推定でき、主軸方向はＮ－ 10 ﾟ－Ｅである。壁は高さ 12㎝で、外傾している。

床   ほぼ平坦で、竃前方部から主柱穴に囲まれた範囲が硬化している。壁下に壁溝が巡っている。

竃　北壁の中央部に位置している。規模は焚口部から煙道部まで 62㎝で、煙道部幅は 48㎝である。袖部は、

地山の上にロームブロック・粒子、焼土粒子などを含む第７・８層で構築している。煙道部は壁外に 15㎝ほ

ど張り出し、袖部と同様な構築土を煙道部の壁面にも貼り付けている。火床部は床面と同じ高さである。火床

面は、赤変硬化している。

ピット　６か所。Ｐ１～Ｐ４は、径 33 ～ 52㎝、深さ 33 ～ 44㎝で、規模と配置から主柱穴である。Ｐ５は、径 31㎝、

深さ 48㎝で、配置から出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は、長径 40㎝、短径 34㎝、深さ 26㎝で、

性格は不明である。覆土は、いずれも柱抜き取り後の流入土である。

貯蔵穴　北東コーナー部に位置している。長径 64㎝、短径 54㎝の楕円形で、深さ 29㎝である。壁は外傾し、

底面は平坦である。４層に分層でき、各層にロームブロックを含んでいることから、人為堆積である。

覆土　10 層に分層できる。層厚が薄いため、堆積状況は不明である。

遺物出土状況　土師器片 23 点（坏３、甕 20）、須恵器片４点（坏３、甕１）が、覆土下層から床面にかけて

散在した状態で出土している。１は竃脇の壁溝内から、２は北東コーナー部の床面から、３は貯蔵穴内の覆土

中層から、それぞれ出土している。

所見　時期は、出土土器から８世紀中葉と考えられる。

番号 種　別 器　種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［15.0］（4.0） － 長石・石英 にぶい黄橙 普通 口縁部横ナデ　底部外面横位ヘラ削り　内面ナ
デ　

貯蔵穴
覆土上層

30％
煤付着

２ 土師器 甕 ［22.4］（4.0） － 長石・石英 橙 普通 口縁部横ナデ 中央部
床面 ５％

３ 土師器 甕 ［25.0］（2.4） － 長石・石英・
雲母 にぶい黄橙 普通 口唇部摘み上げ「常総型」　口縁部内外面横位

ナデ
北東コーナー部

覆土下層 ５％

４ 土師器 甕 ［24.8］（2.6） － 長石・石英・
雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口唇部内外面沈線　口縁部内外面横位ナデ 貯蔵穴

覆土上層 ５％

５ 土師器 甕 ［11.6］（5.7） － 長石・石英・
雲母・細礫 明赤褐 普通 口縁部内外面横位ナデ　体部外面縦位ヘラ削り

内面ナデ　輪積痕
北西壁際
覆土下層 ５％

第 14 表　第４号竪穴建物跡出土遺物一覧（第 36 図）　
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第 37 図　第５号竪穴建物跡実測図

土層解説
１ 7.5YR3/3 暗褐 ローム小D・粒C、焼土粒D、炭化粒D／
   粘B、締B
２ 7.5YR4/3 褐 ローム粒C、炭化粒D／粘B、締B
３ 7.5YR4/3 褐 ローム中D・小C・粒D／粘B、締B
４ 7.5YR3/3 暗褐 ローム小D・粒D、焼土小D／粘B、締B
５ 7.5YR3/3 暗褐 ローム粒C、焼土小D・粒C、炭化粒D／
   粘B、締B
６ 7.5YR4/3 褐 ローム粒C、焼土粒D／粘B、締B
７ 7.5YR3/3 暗褐 ローム粒C、炭化粒D／粘B、締B
８ 7.5YR5/3 にぶい褐 ローム大B・粒B／粘B、締B
９ 7.5YR5/3 にぶい褐 焼土小D・粒D、炭化粒C／粘B、締B
10 7.5YR5/3  にぶい褐 ローム小C・粒C、炭化粒D／粘B、締B 

竈土層解説
１ 7.5YR3/3 暗褐 ローム小D・粒C、焼土粒C／粘B、締B
２ 7.5YR3/3 暗褐 ローム粒C、焼土粒D／粘B、締B
３ ５YR4/6 赤褐 ローム小D・粒C、焼土小D・粒B／粘B、締B
４ ５YR5/4 にぶい赤褐 ローム粒D、焼土小D・粒B／粘B、締B
５ ５YR4/2 灰褐 ローム粒D、焼土小D・粒D、炭化粒D／粘B、締B
６ 7.5YR3/3 暗褐 ローム小D・粒C、粘土粒D／粘B、締B
７ ５YR6/2 灰オリーブ ローム小C・粒D、焼土粒D／粘B、締B
８ 7.5YR3/3 暗褐 ローム粒C／粘B、締B

ピット土層解説
１ 7.5YR4/3 褐 ローム小D・粒C、焼土粒D／粘B、締B
２ 7.5YR3/3 暗褐 ローム中D・小C・粒D、炭化粒C／
   粘B、締B
３ 7.5YR5/3 にぶい褐 ローム中C・小B・粒C、焼土粒D／
   粘B、締B
４ 7.5YR5/6 明褐 ローム粒B／粘B、締B
５ 7.5YR5/6 明褐 ローム中B・小B・粒D／粘B、締A

貯蔵穴土層解説
１ 7.5YR3/3 暗褐 ローム中D・小C・粒D、焼土粒C、炭化
   粒C／粘B、締B
２ 7.5YR4/3 褐 ローム中B・小D・粒D／粘B、締A
３ 7.5YR3/3 暗褐 ローム中C・小B・粒C、炭化粒D／
   粘B、締A
４ 7.5YR4/3 褐 ローム中B・小C・粒D／粘B、締A
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　第 114 号竪穴建物跡（第 39・40 図　第 16 表　PL13・56）

位置　調査区 C 区西部の I ３j2 区、標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸 3.30 ｍ、短軸 2.98 ｍの方形で、長軸方向はＮ－４°－ W である。壁は高さ 45㎝ほどで、外

傾している。

床　やや凹凸があり、硬化していない。

竈　北東コーナー部に位置している。規模は焚口部から煙道部まで 80cm で、燃焼部幅は 60cm である。袖部

は一部が残存するのみで、地山の上に第 10 層を積み上げて構築している。火床部は床面とほぼ同じ高さである。

火床面は第９層下面で、楕円形に赤変硬化している。煙道部は壁外に 50cm ほど張り出し、火床面から外傾し

て立ち上がっている。

ピット　１か所。P １は深さが 14cm で、竈に対峙した位置にあることから、出入口施設に伴うピットと考え

られる。覆土は柱抜き取り後の流入土である。

覆土　13 層に分層できる。ロームブロックやローム粒子を含む黒褐土や暗褐土が主体で、周囲からの流入を

示す堆積状況であることから、自然堆積である。

遺物出土状況　土師器片 21 点（坏３、甕 18）、須恵器片９点（坏６、蓋２、甕１）が出土している。ほかに

混入した陶器片１点が出土している。遺物は南東コーナー部付近と、竈周辺の覆土下層から床面にかけて多く

出土している。１は南西部の P １付近の床面から逆位で、２は南西コーナー部壁際の下層から横位で、３は

竈の焚口部の覆土下層から逆位で、５は東部の覆土下層から、それぞれ出土している。４は竈の右袖部前の覆

土下層から床面にかけて出土した２点が接合している。

所見　時期は、出土土器から８世紀中葉と考えられる。

第 38 図　第５号竪穴建物跡出土遺物実測図

番号 種　別 器　種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 （14.2） 3.3 3.0 長石・石英・黒色
粒子・細礫 橙 普通 口唇部内面沈線　体部内外面横位ナデ　下端

沈線　底部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ 壁溝内 70％　PL56

２ 須恵器 坏 （15.8） 4.6 6.0 長石・石英・雲母・
黒色粒子・細礫 灰黄褐 普通 体部下端部一方向の手持ちヘラ削り底面外面ヘラ

切り後多方向の手持ちヘラ削り
北東コーナー部

床面
40％　PL56
新治窯

３ 土師器 甕 ［18.8］（5.6） － 長石・石英・雲母・
細礫 にぶい橙 普通 内外面横位ヘラナデ・輪積痕 貯蔵穴

覆土中層 ５％

第 15 表　第５号竪穴建物跡出土遺物一覧（第 38 図）　

１
２

３
０ （1:3） 10cm



－ 49 －

第 39 図　第 114 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

竈土層解説
１　10YR3/1　 黒褐　 ローム小D，焼土小D，粘土小C／粘B，締B
２　10YR3/1　 黒褐　 ローム粒D，焼土粒D／粘B，締B
３　10YR3/3　 暗褐　 ローム粒C，焼土小C・粒B／粘B，締A
４　10YR3/1　 黒褐　　ローム小C，焼土小D，粘土小D／粘B，締B
５　10YR3/1　 黒褐　 焼土小D，炭化粒D，粘土小D／粘B，締B
６　10YR3/1　 黒褐　　焼土中D・小B／粘B，締C

７　10YR4/3　 にぶい黄褐　粘土小D／粘B，締A
８　2.5YR4/3 にぶい赤褐　焼土小B，粘土小D／粘B，締A
９　2.5YR4/3 にぶい赤褐　焼土中B・小B・粒B／粘B，締B
10　2.5YR5/2 灰赤　　粘土層A／粘B，締A
11　2.5YR4/3 にぶい赤褐　焼土中C・小B／粘B，締A

土層解説
１　7.5YR3/4　暗褐　ローム中D・小D・粒D／粘B，締B
２　7.5YR3/2　黒褐　ローム小C，炭化粒D／粘B，締B
３　7.5YR3/2　黒褐　ローム小D／粘B，締B
４　7.5YR3/2　黒褐　ローム小C，焼土粒D／粘B，締B
５　7.5YR3/2　黒褐　ローム中C・小C／粘B，締B
６　7.5YR3/3　暗褐　ローム小C／粘B，締B
７　7.5YR3/2　黒褐　ローム小C，焼土粒D／粘B，締B
８　7.5YR3/3　暗褐　ローム小D・粒C／粘B，締B
９　7.5YR3/2　黒褐　ローム小C，焼土粒D／粘B，締C
10　7.5YR3/3　暗褐　ローム小C・粒B／粘B，締B
11　7.5YR3/4　暗褐　ローム中B・小B／粘B，締B
12　7.5YR3/4　暗褐　ローム中C・小B／粘B，締B
13　7.5YR3/4　暗褐　ローム中C・小C／粘B，締B

ピット土層解説
１　10YR4/4　 褐　　ローム粒A／粘B，締B
２　10YR4/4　 褐　　ローム中D・粒B／粘B，締A
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　第 120 号竪穴建物跡（第 41・42 図　第 17 表　PL13）

位置　調査区 C 区西部の H ２j6 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 2442・2472 号土坑、第 166 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　東西軸 3.38 ｍ、南北軸 3.38 ｍの方形で、主軸方向はＮ－ 13°－ E である。壁は高さ 19 ～ 31㎝で、

外傾している。

床　ほぼ平坦で、東・西壁際を除いた中央部が硬化している。貼床は、北東コーナー部や南西部などを一段深

く土坑状に掘り込み、第 10 ～ 13 層を８～ 30cm 埋土して構築している。壁溝は全周している。

竈　北壁中央部に位置している。焚口部付近と煙道部付近が撹乱のため、確認できた規模は燃焼部幅が 55cm

ほどで、火床面から煙道部方向は 50cm ほどである。竈は地山を 20cm ほど楕円形に掘りくぼめ、焼土ブロッ

クや炭化物、焼土粒子を含む第８～ 17 層を埋土して整地している。袖部は、整地層の上に第６・７層を積み

上げて構築している。火床部は床面とほぼ同じ高さである。火床面は第８層上面で、楕円形に赤変硬化してい

る。煙道部は、火床面から緩やかに立ち上がっている。

ピット　９か所。P １～ P ４は深さ 15 ～ 23cm で、規模や配置から主柱穴である。P ５は深さが 20cm で、

竈に対峙した位置にあることから、出入口施設に伴うピットと考えられる。P ６・P ７は深さ 15cm・28cm で、

P １に近接する位置にあり、P １の補助的な柱穴などの可能性がある。P ８・P ９は深さ 30cm・21cm で、柱

筋はずれているが、建物の中間付近に位置していることから、上屋構造に関連する柱穴の可能性がある。覆土

はいずれも柱抜き取り後の流入土である。

覆土　９層に分層できる。ロームブロックやローム粒子、焼土粒子を含む層が、不規則に堆積していることから、

人為堆積である。また、東・西・南壁側の覆土下層から床面にかけてと東壁際の壁溝内に、厚さ５～ 10cm の

焼土が堆積している。

遺物出土状況　土師器片 26 点（坏２、甕 23、甑１）、須恵器片３点（坏２、蓋１）が出土している。ほかに

混入した黒色安山岩製の剥片１点が出土している。遺物は少量で、主に覆土中から出土している。１は竈前面

の床面から、２は南東部の覆土中から、それぞれ出土している。また、南壁側の覆土下層から床面にかけて炭

第 40 図　第 114 号竪穴建物跡出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴　 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 13.9 3.7 9.0 長石・石英・雲
母・細礫 黄灰 普通 底部回転ヘラ切り　 P １付近   

床面
100％　PL56
新治窯

２ 須恵器 坏 13.4 3.8 9.2 長石・石英・雲
母 灰黄褐 普通 体部下端回転ヘラ削り　底部多方向のヘラ削り 南西コーナー部

覆土下層
100％　PL56
新治窯

３ 須恵器 坏 13.2 4.5 7.5 長石・石英・雲
母 灰 普通 体部下端・底部回転ヘラ削り 竈焚口部覆

土下層
70％　PL56
新治窯

４ 須恵器 蓋 16.1 （2.1） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい黄褐 普通 天井部回転ヘラ削り　摘部欠損 竈右袖部前

覆土下層・床面
90％　PL56
新治窯

５ 須恵器 甕 － （7.7） － 長石・石英・雲
母 黄灰 普通 外面縦位平行叩き　内面同心円文当て具 東部

覆土下層
５％　PL56
新治窯

第 16 表　第 114 号竪穴建物跡出土遺物一覧（第 39・40 図）
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第 41 図　第 120 号竪穴建物跡実測図

土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　 ローム小C・粒D、焼土粒D／粘B、締B
２　10YR4/6　 褐　　 ローム小B・粒B、焼土粒D／粘B、締B
３　10YR4/4　 褐　　 ローム小C・粒B、焼土粒D／粘B、締B
４　10YR3/2　 黒褐　 ローム小D・粒D、焼土粒D／粘B、締B
５　10YR3/4　 暗褐　 ローム小C・粒C、焼土粒D、炭化粒D／粘B、締B
６　10YR3/4　 暗褐　 ローム小C・粒D、焼土粒D／粘B、締B
７　10YR4/4　 褐　　 ローム小C・粒B、焼土粒D／粘B、締B

８　10YR3/3　 暗褐　 ローム小D・粒C、焼土粒D／粘B、締B
９　10YR3/4　 暗褐　 ローム粒C／粘B、締B
10　7.5YR4/6　褐　　 ローム小B・粒A／粘B、締B
11　7.5YR4/3　褐　　 ローム小C・粒C、炭化粒C'／粘B、締B
12　7.5YR5/3　にぶい褐 ローム小D・粒D、炭化粒C'／粘B、締B
13　7.5YR4/4　褐　　 ローム小D・粒C、炭化粒C'／粘B、締B

竈土層解説
１　５YR7/1　 明褐灰 焼土小D、炭化粒D、粘土中C
　　　　　　　　　　　小A・粒A／粘B、締B
２　５YR4/2　 灰褐　 ローム粒D、焼土小D・粒D、
   炭化粒C／粘B、締B
３　５YR5/2　 灰褐　 焼土粒D、炭化物D、粘土中D
   粒B／粘B、締B
４　５YR3/4　 暗赤褐 焼土中B・小C・粒C、
   炭化物D・粒C、粘土粒D／
   粘B、締B
５　５YR3/2　 暗赤褐 焼土中C・小C、炭化粒C、
   粘土粒D／粘B、締B
６　５YR4/1　 褐灰　 焼土小C・粒C、炭化物B・
   粒C、粘土粒C／粘B、締B
７　５YR7/1　 明褐灰 焼土小D、炭化物D、
   粘土中C・小A・粒A／
   粘B、締B
８　５YR4/1　 褐灰　 ローム小C・粒D、焼土小D・
   粒D、炭化物C／粘B、締B
９　５YR3/1　 黒褐　 ローム中C・小C、焼土小D・
   粒D、炭化物D／粘B、締B
10　５YR3/1　 黒褐　 ローム小B・粒C、炭化粒D／
   粘B、締B
11　7.5YR3/3　暗褐　 ローム小C・粒C、炭化粒C'／
   粘B、締B
12　7.5YR3/2　黒褐　 ローム小D・粒C、炭化粒D／
   粘B、締B
13　7.5YR4/4　褐　　 ローム小D・粒D、粘土小D／
   粘B、締B
14　7.5YR3/3　暗褐　 ローム小C・粒C、炭化粒C'／
   粘B、締B
15　7.5YR5/2　灰褐　 ローム小D・粒C、焼土粒C'、
   粘土小C・粒D／粘B、締B
16　7.5YR3/4　暗褐　 ローム粒D、焼土粒C'、
   粘土粒D／粘B、締B
17　7.5YR5/3　にぶい褐 ローム小D・粒D、焼土粒D、
   粘土粒D／粘B、締B

ピット土層解説（Ｐ1～Ｐ９共通）
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒D、焼土粒D／粘B、締B
２　10YR4/4　 褐　　　ローム小C・粒D／粘B、締B
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第 42 図　第 120 号竪穴建物跡出土遺物実測図

　第 121 号竪穴建物跡（第 43 図　第 18 表　PL13・56）

位置　調査区 C 区西部の I ２a6 区、標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 2460・2471 号土坑、第 166 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　撹乱と重複のため、確認できた規模は南北軸 3.10 ｍ、東西軸 2.80 ｍの長方形で、主軸方向はＮ

－６°－ E である。掘方の規模は、南北軸 3.40 ｍ、東西軸 3.50 ｍである。壁は高さ 30 ～ 38㎝で、外傾している。

床　ほぼ平坦で、竈前面から南壁際まで、帯状に硬化している。貼床は、ロームブロックを多く含む第９・10

層を 20cm ほど埋土して構築している。確認できた範囲で壁溝は巡っている。

竈　北壁中央部に位置している。竈は上部と中央から東側と焚口部付近が撹乱や重複のため、火床面と煙道部

の一部を確認したのみである。確認できた規模は、燃焼部幅は 20cm ほどで、火床面から煙道部方向は 85cm

ほどである。竈は地山を 15cm ほど楕円形に掘りくぼめ、ローム粒子や焼土ブロックを含む第 11 ～ 13 層を埋

土して整地している。火床部は床面とほぼ同じ高さである。火床面は第 12 層上面で、赤変硬化している。煙

道部は、火床面から外傾して立ち上がっている。

ピット　５か所。P １・P ２は深さ 23cm・22cm で、規模や配置から主柱穴である。P ３は深さが 19cm で、

竈に対峙した位置にあることから、出入口施設に伴うピットと考えられる。P ４・P ５は深さがいずれも

18cm で、性格は不明である。覆土は、いずれも柱抜き取り後の流入土である。

覆土　８層に分層できる。ロームブロックやローム粒子、焼土粒子を含む暗褐色土を主体で、周囲からの流入

を示す堆積状況であることから、自然堆積である。

遺物出土状況　土師器片 41 点（坏 13、甕 28）、須恵器片６点（坏５、蓋１）が出土している。ほかに流入し

た瓦片１点が出土している。遺物は少量で、主に中央付近の覆土下層から出土している。１は南西部の覆土か

ら、２・４は中央部の床面から、３は南西部の床面から逆位で出土している。

所見　時期は、出土土器から８世紀中葉と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴　 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 ［13.4］（3.8） － 長石・石英・雲
母 にぶい黄褐 普通 ロクロナデ　 竈前

床面
10％　
新治窯

２ 須恵器 坏 ［14.4］（2.7） － 長石・石英・雲
母 灰黄褐 普通 ロクロナデ 南東部

覆土
10％　
新治窯

第 17 表　第 120 号竪穴建物跡出土遺物一覧（第 42 図）

化材が出土している。

所見　時期は、出土土器から８世紀代と考えられる。遺物の出土状況から、建物廃絶後まもなく焼土や炭化材、

土器片などを廃棄したものと考えられる。

０ （1:3） 10cm１
２
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第 43 図　第 121 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

土層解説
１ 10YR3/4　 暗褐　 ローム中D・小C・粒C、焼土粒D／粘B、締B
２ 10YR5/4　 にぶい黄褐 ローム小C・粒B、焼土粒D、粘土粒B／粘B、締B
３ 10YR3/3　 暗褐　 ローム小D・粒C／粘B、締B
４ 10YR3/3　 暗褐　 ローム中D・小C・粒C／粘B、締B
５ 7.5YR4/6 褐　　 ローム小B・粒B、焼土粒A／粘B、締C

６ 10YR3/4　 暗褐　 ローム小B・粒C、焼土粒D／粘B、締B
７ 10YR4/4　 褐　　 ローム小B・粒B／粘B、締B
８ 10YR4/6　 褐　　 ローム小B・粒A／粘B、締B
９ 7.5YR5/4 にぶい褐 ローム小B・粒B／粘B、締B
10 7.5YR5/6 明褐　 ローム小B・粒A／粘B、締B

竈土層解説
１　2.5YR5/8　明赤褐色 焼土中C・小B・粒B、炭化粒D'／粘B、締B
２　7.5YR3/2　黒褐　 ローム粒D、焼土小C、炭化粒D'／粘B、締B
３　7.5YR4/6　褐　　 焼土粒A、炭化粒D'／粘B、締B
４　10YR4/6　 褐　　 ローム小C・粒B／粘B、締B
５　7.5YR6/3　にぶい褐 ローム粒C、焼土粒C、粘土粒A／粘C、締B
６　7.5YR5/3　にぶい褐 ローム粒D、焼土粒D、粘土粒B／粘C、締B
７　2.5YR5/6　明赤褐 焼土小B・粒A、炭化粒C／粘C、締B
８　7.5YR4/4　褐　　 ローム粒C、焼土粒D、炭化粒D'／粘B、締B

ピット土層解説（Ｐ1～Ｐ５共通）
１　10YR3/3　 暗褐　 ローム小C・粒B、炭化粒D'／粘B、締B
２　10YR2/3　 黒褐　 ローム小B・粒A／粘B、締B
３　10YR4/3　 にぶい黄褐 ローム小D・粒C／粘B、締B
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９　7.5YR4/1　褐灰　 焼土粒D'、粘土粒A／粘A、締B
10　7.5YR4/2　灰褐　 ローム小D、粘土粒D／粘B、締B
11　7.5YR4/3　褐　　 ローム粒B、焼土小C・粒C／粘B、締C
12　7.5YR4/4　褐　　 ローム粒B、焼土小D・粒C／粘B、締B
13　7.5YR4/6　褐　　 ローム粒A、焼土粒D／粘B、締B
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　第 124A 号竪穴建物跡（第 44・45 図　第 19 表　PL13）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴　 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［15.0］（3.4） 9.8 長石・石英・細
礫 にぶい赤褐 普通 口縁部横ナデ　体部外面ヘラ削り　内面ナデ　

内面黒色処理
南西部
覆土 20％

２ 須恵器 坏 ［14.5］ 4.4 8.0 長石・石英・雲
母・黒色粒子 灰黄褐 普通 体部下端～底部回転ヘラ削り 中央部

床面
70％　PL56
新治窯

３ 須恵器 坏 11.5 4.2 8.0 長石・石英・雲
母 灰黄 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部回転ヘラ切り 南西部

床面
70％　PL56
新治窯

４ 須恵器 坏 ［9.9］ 3.1 5.5 長石・石英・雲
母・細礫 灰黄褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部多方向のヘラ削

り
中央部
床面

60％　
新治窯

第 18 表　第 121 号竪穴建物跡出土遺物一覧（第 43 図）

位置　調査区 C 区西部の I ３f1 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 204 号井戸、第 263・264 号溝、第 2560 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　平面形と土層の堆積状況から２回の拡張を確認し、拡張前が 124C 号、１回目の拡張が 124B 号、

２回目の拡張が 124A 号とした。第 124A 号竪穴建物跡は、南北軸 4.64 ｍ、東西軸 4.72 ｍの方形で、第 124B

号竪穴建物跡を西へ30cm、南へ20cmほど拡張している。主軸方向はＮ－14°－Eである。壁は高さ12㎝ほどで、

外傾している。

床　ほぼ平坦で、壁際を除いた中央部が硬化している。貼床は、第 124B 号竪穴建物の床面にロームブロック

を含む第 14 層を５cm ほど埋土して構築している。壁溝は、北壁から西壁にかけてと南壁の一部に巡っている。

竈　北壁中央部に位置している。焚口部付近が撹乱のため、確認できた規模は、火床面から煙道部まで 100cm

ほどで、推定される燃焼部幅は 60cm ほどである。竈は地山を 10cm ほど楕円形に掘りくぼめ、ロームブロッ

クを多く含む第８～ 10 層を埋土して整地している。袖部は、整地面の上に第６・７層を積み上げて構築して

いる。火床部は床面とほぼ同じ高さである。火床面は第 11 層上面で、楕円形に赤変硬化している。煙道部は、

火床面から緩やかに立ち上がっている。

ピット　５か所。P １～ P ４は深さ 30 ～ 70cm で、規模や配置から主柱穴である。P ５は深さが 22cm で、

竈に対峙した位置にあることから、出入口施設に伴うピットと考えられる。覆土は、いずれも柱抜き取り後の

流入土である。なお、P ３～ P ５は第 124B 号竪穴建物の P ３～ P ５の外側に位置している。

貯蔵穴　北東コーナー部に位置している。長軸 110cm、短軸 66cm の隅丸長方形で、深さは 25cm である。底

面は平坦で、壁は外傾している。３層に分層でき、ロームブロックや粘土ブロック、焼土粒子を含む暗褐土を

主体とし、周囲からの流入を示す堆積状況であることから、人為堆積である。

覆土　13 層に分層できる。ロームブロックやローム粒子を少量含む黒褐土を主体とし、不規則に堆積してい

ることから、人為堆積である。第３～７層は崩落した竈の構築土である。

遺物出土状況　土師器片 57 点（坏 14、甕 41、甑ヵ２）、須恵器片６点（坏５、蓋１）が出土している。遺物

は少量で、竈前面から中央部付近の覆土下層から出土している。３は、中央部の床面から出土している。４は、

P ４の覆土上層と竈前面の覆土下層から出土した２点が接合している。５は、貯蔵穴の覆土下層から出土して

いる。

所見　時期は、出土土器から８世紀前葉と考えられる。
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第 44 図　第 124A ～ C 号竪穴建物跡実測図

０ （1:30） 1m

０ （1:60） ２ｍ

土層解説（SI124A・B・C共通）
１ 10YR2/3　 黒褐　 ローム中D・小D・粒D／粘B、締B
２ 10YR3/3　 暗褐　 ローム小D・粒C、焼土粒D／
   粘B、締B
３ 10YR3/4　 暗褐　 ローム小C・粒C、焼土粒D、
   粘土粒C／粘B、締B
４ 10YR2/3　 黒褐　 ローム粒D、焼土粒D、粘土粒D／
   粘B、締B
５ 10YR3/4　 暗褐　 ローム小C・粒C／粘B、締B
６ 10YR4/3　 にぶい黄褐 ローム小D・粒C、焼土粒D、
   炭化粒D、粘土粒A／粘A、締A
７ 10YR3/2　 黒褐　 ローム小D・粒D、焼土粒D、
   粘土粒D／粘B、締B
８ 10YR3/2　 黒褐　 ローム小C・粒D／粘B、締B
９ 10YR4/6　 褐　　 ローム粒A／粘B、締B
10 10YR2/3　 黒褐　 ローム中D・小C・粒D／粘B、締B
11 10YR4/4　 褐　　 ローム小C・粒B／粘B、締B
12 10YR4/3　 にぶい黄褐 ローム粒D／粘B、締B
13 10YR4/6　 褐　　 ローム粒D、粘土粒D／粘A、締A
14 7.5YR5/4 にぶい褐 ローム小C・粒C／粘B、締B
15 7.5YR5/6 明褐　 ローム小B・粒A／粘B、締B
16 10YR5/6　 黄褐　 ローム小A・粒A／粘B、締B

竈土層解説
１　7.5YR7/3 にぶい橙 焼土粒D、炭化粒D、粘土粒A／粘A、締B
２　2.5YR5/8 明赤褐色 ローム粒B、焼土中C・小B・粒A、炭化粒C、粘土粒D／粘B、締B
３　2.5YR2/4 極暗赤褐 ローム小C・粒C、焼土小B・粒A、炭化粒B／粘B、締B
４　7.5YR7/4 にぶい橙 焼土粒C、炭化粒D、粘土粒B／粘B、締B
５　7.5YR4/2 灰褐　 ローム粒C、焼土小D・粒C、炭化粒D、粘土小D／粘B、締B

６　7.5YR7/2 明褐灰 焼土粒B、粘土粒A／粘A、締B
７　7.5YR6/3 にぶい褐 ローム粒C、焼土粒D、炭化粒C／粘B、締B
８　7.5YR4/4 褐　　 ローム小C・粒B／粘B、締B
９　7.5YR3/4 暗褐　 ローム粒B、焼土粒C、炭化粒D／粘B、締B
10　7.5YR4/4 褐　　 ローム中C・小B・粒B／粘B、締B

ピット土層解説（Ｐ1～Ｐ５・SI124Ｂ P３P４共通）
１　10YR3/3　 暗褐　 ローム小C・粒D／粘B、締B
２　10YR3/3　 暗褐　 ローム中D・小D・粒D／粘B、締B
３　10YR3/4　 暗褐　 ローム小C・粒D／粘B、締B
４　10YR4/3　 にぶい黄褐 ローム小D・粒C／粘B、締B
５　10YR3/3　 暗褐　 ローム小C・粒C／粘B、締B
６　10YR3/4　 暗褐　 ローム小D・粒D／粘B、締B

貯蔵穴土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　 ローム粒D、焼土小B・
   粒C、炭化粒C／粘B、締B
２　10YR3/3　 暗褐　 ローム粒D、焼土粒D、粘土小D／
   粘B、締B
３　10YR4/4　 褐　　 ローム小D・粒D、粘土小C／
　　　　　　　　　　　 粘B、締B
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第 45 図　第 124A 号竪穴建物跡出土遺物実測図

第 19 表　第 124A 号竪穴建物跡出土遺物一覧（第 45 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴　 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［15.6］（3.7） － 長石・石英・赤
色粒子 明赤褐 普通 口縁部横ナデ　体部外面ヘラ削り　内面ナデ　 北部

覆土下層 10％　

２ 須恵器 坏 ［15.0］（6.3） － 長石・石英・雲
母・黒色粒子 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 北西部

覆土下層
５％　
新治窯

３ 須恵器 坏 ［12.0］（3.8） － 長石・石英・雲
母 灰黄 普通 ロクロナデ 中央部

床面
５％　
新治窯

４ 土師器 甕 － （9.3） ［8.1］ 長石・石英・雲
母・細礫 明赤褐 普通 体部外面・底部ヘラ磨き　内面ヘラナデ P4 上層・中央

部覆土下層 10％

５ 土師器 甑ヵ ［18.6］（7.4） － 長石・石英・雲
母 にぶい褐 普通 口縁部横ナデ　体部外面ヘラ削り　内面ヘラナ

デ
貯蔵穴

覆土下層 ５％

　第 124B 号竪穴建物跡（第 44・46 図　第 20 表）

位置　調査区 C 区西部の I ３f1 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 204 号井戸、第 263・264 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　平面形と覆土の堆積状況から２回の拡張が想定されたため、新しい方から 124A・124B・124C

とする。第 124B 号竪穴建物跡は、長軸 4.45 ｍ、短軸 4.35 ｍの方形で、第 124C 号竪穴建物を西・南へ 20cm

ほど拡張している。主軸方向はＮ－ 12°－ E である。壁は高さ 14 ～ 34㎝で、外傾している。

床　ほぼ平坦で、中央部南側、P ２から P ５付近にかけて硬化している。貼床は、第 124C 号竪穴建物跡のコ

ーナー部付近を土坑状に掘り込み、ロームブロックを含む第 15・16 層を用いて、15cm ほど埋土して構築し

ている。確認できた範囲で、壁溝は北東コーナー部を除いて巡っている。

竈　北壁中央部に位置している。拡張時に作り替えしていない。

ピット　７か所。P １～ P ４は深さ 33 ～ 75cm で、規模や配置から主柱穴である。P ５は深さが 28cm で、

竈に対峙した位置にあることから、出入口施設に伴うピットと考えられる。P ６は深さ 26cm で、性格は不明

である。覆土は、いずれも柱抜き取り後の流入土である。P ７は深さ 24cm で、掘方底面で確認したものである。

性格は不明である。なお、P １～ P ５は、第 124C 号竪穴建物の P １～ P ５とほぼ同位置である。

覆土　単一層。第 14 層は、第 124A 号竪穴建物構築時の貼床である。

遺物出土状況　土師器片 10 点（坏１、甕９）、須恵器片１点（蓋）が出土している。遺物は少量で、いずれも

細片である。１は P ５の覆土中から出土している。

所見　時期は、出土土器と拡張の事実から、第 124A 号竪穴建物よりも古い８世紀前葉と考えられる。

１

２

３

４

５

０ （1:3） 10cm
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第 46 図　第 124B 号竪穴建物跡・出土遺物実測図

１

ピット土層解説（Ｐ５）
１　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム小B・粒B／粘B、締B
２　10YR4/4　 褐　　　ローム小B・粒A／粘B、締B
３　10YR4/6　 褐　　　ローム小A・粒A／粘B、締B

ピット土層解説（Ｐ６）
１　7.5YR3/2　黒褐　ローム小D・粒D、焼土粒B、粘土粒D／粘B、締B
２　7.5YR3/3　暗褐　ローム小D・粒C、焼土粒C／粘B、締B
３　7.5YR2/2　黒褐　ローム小D・粒D、焼土粒D、粘土粒D／粘B、締B
４　7.5YR3/2　黒褐　ローム小C・粒D、焼土粒D／粘B、締B

土層解説
１　7.5YR3/4　暗褐　 ローム粒C、焼土粒D、炭化粒C'／
　　　  粘B、締B
２　7.5YR4/4　褐　　 ローム小C・粒D／粘B、締B

P７土層解説
１　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム中C・小C・粒D／粘B、締B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小D・粒C／粘B、締B
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　第 124C 号竪穴建物跡（第 44・47 図）

位置　調査区 C 区西部の I ３f1 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 204 号井戸、第 263・264 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　平面形と覆土の堆積状況から２回の拡張が想定されたため、新しい方から 124A・124B・124C

とする。第 124B 号竪穴建物の掘方調査で、第 124B 号竪穴建物の西壁から 50cm ほど東側と南壁から 10cm

ほど北側の位置に、L 字状に巡る壁溝を確認したため、拡張前の竪穴建物跡と判断した。規模は長軸 4.68 ｍ、

第 47 図　第 124C 号竪穴建物跡実測図

第 20 表　第 124B 号竪穴建物跡出土遺物一覧（第 46 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴　 出土位置 備　考

１ 須恵器 蓋 － （2.1） － 長石・雲母 灰黄 普通 天井部回転ヘラ削り P ５覆土 20％　
新治窯
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所見　時期は、拡張の事実から、第 124A・B 号竪穴建物跡よりも古い８世紀前葉と推定できる。

短軸 4.30 ｍの方形で、主軸方向はＮ－ 12°－ E である。壁は高さ 10 ～ 22㎝で、外傾している。

床　やや凹凸があるものの、ほぼ平坦である。確認できた範囲で壁溝は、西壁と南壁の一部に巡っている。

竈　北壁中央部に位置している。袖部などが残存していないが、煙道部の掘り方が第 124A・B 号竪穴建物と

と一致することから、拡張時に作り替えしていないと推定できる。

ピット　６か所。P １～ P ４は深さ 28 ～ 70cm で、規模や配置から主柱穴である。P ５は深さが 18cm で、

竈に対面した南壁際に位置しており、出入口施設に伴うピットと考えられる。P ６は深さ 20cm で、性格は不

明である。

覆土　２層に分層できる。第 15・16 層は、第 124B 号竪穴建物構築時の貼床である。

第 21 表　奈良・平安時代竪穴建物跡一覧

番号 位 置 主軸方向 平面形
規　模 壁 高

（㎝）
床面 壁溝

内　部　施　設
覆土 主な出土遺物 時　期 備　考

長径×短径（ｍ） 主柱穴 出入口 ピット 炉・竈 貯蔵穴

1 D ４j4 N －２°－ E 方形 3.10 × 3.02 ７ 平坦 － － １ － 北壁 － 人為 土師器　須恵器
灰釉陶器　支脚　刀子　 ９世紀後葉

２ Ｅ４e3 N － 90°－ E［方形 /
長方形］3.27 ×（3.22）４ ～ 14 平坦 ［ほぼ

全周］ － １ － 東壁
西壁 － 人為 土師器　灰釉陶器

刀子　 ９世紀後葉 本跡→ SF１、SD４・５

３ Ｅ４g2 N － 62°－ W 方形 3.28 × 3.18 14 ～ 18 平坦 全周 － １ － 北西
壁 － 人為 土師器　須恵器　支

脚　砥石　 ９世紀後葉 SE2 →本跡

４ Ｆ４b2 N －９°－ E 方形 4.53 × 4.42 20 平坦 全周 ４ １ － 北壁 １ 人為 土師器　須恵器 ８世紀中葉

５ Ｆ４e1 N － 10°－ E［方形］（4.07）× 3.92 12 平坦 ［ほぼ
全周］ ４ １ １ 北壁 １ 不明 土師器　須恵器 ８世紀中葉

114 I ３j2 N －４°－ W 方 形 3.30 × 2.98 45 凹凸 － － １ －
北東
コー
ナー

－ 自然 土師器　須恵器 ８世紀中葉

120 H ２j6 N － 13°－ E 方 形 3.38 × 3.38 ９～ 31 平坦 全周 ４ １ 4 北壁 － 人為 土師器　須恵器 ８世紀代 本跡→ SK2442・
2472、SD166

121 I ２a6 N － 6 °－ E 方 形 3.10 × 2.80 30 ～ 38 平坦 全周 ２ １ ２ 北壁 － 自然 土師器　須恵器 ８世紀中葉 本跡→ SK2460・
2471、SD166

124A I ３f1 N － 14°－ E 方 形 4.65 × 4.72 12 平坦 一部 4 １ － 北壁 1 人為 土師器　須恵器 ８世紀前葉
SI124B・C →本跡
→ SE204、SD263・
264、SK2560

124B I ３f1 N － 12°－ E 方 形 4.45 × 4.35 14 ～ 34 平坦 一部 ４ １ ２ 北壁 － 人為 土師器　須恵器 ８世紀前葉
SI124C →本跡
→ SI124A、SE204、
SD263・264

124C I ３f1 N － 12°－ E 方 形 4.68 × 4.30 10 ～ 22 凹凸 一部 ４ １ － 北壁 － 人為 － ８世紀前葉
本跡→ SI124A・B、
SE204、SD263・
264
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土層解説
１ 7.5YR3/1 黒褐 ローム粒D、炭化粒D／粘B、締B
２ 7.5YR2/2 黒褐 ローム粒D、焼土粒D、炭化粒D／
   粘B、締B
３ 7.5YR3/2 黒褐 ローム粒D、焼土粒D／粘B、締B
４ 7.5YR2/3 極暗褐 ローム粒D／粘B、締B
５ 7.5YR3/3 暗褐 ローム粒C／粘B、締B
６ 7.5YR3/3 暗褐 ローム小C・粒C、炭化粒D／粘B、締B
７ 7.5YR3/3 暗褐 ローム小C・粒C／粘B、締B
８ 7.5YR4/3 褐 ローム小B・粒C、炭化粒D／粘B、締B
９ 7.5YR3/4 暗褐 ローム小B・粒C／粘B、締B
10 7.5YR3/3 暗褐 ローム小B・粒C、炭化粒D／粘B、締B
11 7.5YR3/3 暗褐 ローム粒D、炭化粒D／粘B、締B
12 7.5YR4/3  褐 ローム中D・小B・粒C／粘B、締B
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０ （1:60） ２ｍ

１

２

０ （1:3） 10cm

　第１号井戸跡（第 48 図　第 22 表　PL14・56）

位置　調査区Ａ区北部のＥ４d6 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 2.68 ｍ、短径 2.54 ｍの円形で、漏斗状を呈している。湧水と崩落の恐れがあったため、確

認面から深さ 150㎝までの調査とした。

覆土　12 層を確認した。第１～４層は含有物が少なく、周囲からの流入した堆積状況から、自然堆積で、第

５～ 12 層は、各層にロームブロックなどをやや多く含んでいることから、人為堆積である。

遺物出土状況　須恵器片２点（甕）が覆土中層から出土している。

所見　時期は、出土土器から９世紀中葉までに廃絶している。

　⑵　井戸跡

第 48 図　第１号井戸跡・出土遺物実測図
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　第２号井戸跡（第 49 図　PL14）

位置　調査区 A 区北部のＥ４f2 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第３号竪穴建物に掘り込まれている。

規模と形状　長径 1.93 ｍ、短径 1.63 ｍの楕円形で、下部は内彎して立ち上がり、確認面から深さ５～ 75㎝で

くびれて、外傾している。断面形は、壺状を呈している。長径方向はＮ－５° －Ｅである。湧水と崩落の恐れ

があったため、確認面から深さ 205㎝までの調査とした。

覆土　13 層を確認した。各層にロームブロックを多く含んでいることや不規則な堆積状況から、人為堆積で

ある。

所見　出土遺物がないため、詳細な時期は不明であるが、９世紀後葉の第３号竪穴建物に掘り込まれているこ

とから、古代と考えられる。

土層解説
１ 7.5YR4/3 褐 ローム小D・粒C、焼土粒D、炭化粒D／粘B、締B
２ 7.5YR5/3 にぶい褐 ローム小C・粒C、炭化粒D／粘B、締B
３ 7.5YR4/3 褐 ローム小C・粒B、炭化粒C／粘B、締B
４ 7.5YR5/3 にぶい褐 ローム小C・粒C、焼土粒D、炭化粒D／粘B、締B
５ 7.5YR3/4 暗褐 ローム小B・粒B、炭化粒D／粘B、締B
６ 10YR3/4 暗褐 ローム小B・粒B／粘B、締B
７ 10YR4/3 にぶい黄褐 ローム小C・粒A、焼土粒D、炭化粒D／粘B、締B
８ 7.5YR3/3 暗褐 ローム小B・粒C／粘B、締B
９ 7.5YR4/3 褐 ローム中D・小B・粒C／粘B、締B
10 10YR4/2 灰黄褐 ローム中B・小A・粒B／粘B、締C
11 10YR3/2 黒褐 ローム小C・粒C／粘B、締C
12 10YR3/3 暗褐 ローム小B・粒C／粘B、締C
13 10YR4/3 にぶい黄褐 ローム小A・粒B／粘B、締C
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９
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２
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E１m

０ （1:60） ２ｍ

第 22 表　第１号井戸跡出土遺物一覧（第 48 図）　

番号 種　別 器　種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 甕 ［24.0］（7.7） － 長石・石英・
雲母 灰褐 普通 ロクロ成形　折返し口縁　体部外面平行叩き 覆土中層 10％　

新治窯
２ 須恵器 甕 ［18.8］（8.6） － 長石・石英・

雲母 灰褐 普通 ロクロ成形　折返し口縁　体部外面平行叩き 覆土中層 10％　PL56
新治窯

第 49 図　第２号井戸跡実測図
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位置　調査区 C 区南東部の J ４b0 区、標高 21 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 225 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　重複していることから、確認した規模は長径 1.43 ｍ、短径 1.41 ｍである。平面形は円形である。

断面形は漏斗状で、確認面から 60㎝までは逆円錐状に掘り込み、以下は長径 1.04 ｍ、短径 0.90m の円筒状に

掘り込んでいる。重機を使用して断ち割り調査を実施した。確認面からの深さは 217㎝で、底面は円形を呈し、

平坦である。湧水点は、深さ 140 ～ 190㎝ほどの基本層序第ⅩⅣ層付近で、底面は基本層序第ⅩⅤ層の途中まで掘

り込んでいる。

覆土　６層を確認した。各層にロームブロックや粘土ブロックを含み、不規則な堆積状況であることから人為堆

積である。

遺物出土状況　須恵器片１点（杯）、土製品１点（土玉）、砂岩片１点（99.45g）が出土している。

所見　時期は、出土土器から８世紀中葉と考えられる。

第 50 図　第 162 号井戸跡・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 杯 ［13.2］ 5.0 ［9.0］ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 ロクロナデ　体部下端ヘラ削り　底部一方向の
ナデ 覆土 20％

新治窯

第 23 表　第 162 号井戸跡出土遺物一覧（第 50 図）

　第 162 号井戸跡（第 50 図　第 23 表　PL14）

０ （1:60） ２ｍ

０ （1:3） 10cm
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SD225
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２３ ４

５
６

基本層序Ⅻ

基本層序ⅩⅢ

基本層序ⅩⅣ

基本層序ⅩⅤ

基本層序Ⅺ

湧水

SD225

A A′
21.0m

B B′
21.0m

A
A
′

B
B′

１

土層解説
１ 10YR2/3 黒褐 ローム小C・粒C、白色粘土小D／粘B、締B
２ 10YR2/2 黒褐 ローム中C・小C・粒C、白色粘土小D／粘B、締B
３ 10YR3/3 暗褐 ローム小C、炭化粒D、白色粘土粒D／粘B、締A
４ 10YR4/4 褐 ローム中C・小B・粒B、白色粘土小C／粘B、締A
５ 10YR3/2 黒褐 ローム小C・粒C、白色粘土小C／粘A、締B
６ 10YR4/2 灰黄褐 ローム小C・粒C、白色粘土大C・中B／粘A、締B
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位置　調査区 C 区南部の I ３f2 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 2557 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長径 1.67 ｍ、短径 1.64 ｍの円形で、断面形は円筒状である。壁の中部は、崩落のため全面が抉

れている。湧水と崩落の恐れがあったため、確認面から 178㎝までの調査とした。

覆土　14 層を確認した。各層にロームブロックを含み、不規則な堆積状況であることから人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片３点（坏１、甕２）が出土している。１は中央部北東寄りの覆土上層から出土している。

所見　時期は、出土土器から９世紀代と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師器 甕 ［23.6］（6.1） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部横ナデ　体部外面縦・横位ナデ　内面横・

斜位ナデ 覆土上層 10%

第 24 表　第 201 号井戸跡出土遺物一覧（第 51 図）

第 51 図　第 201 号井戸跡・出土遺物実測図

　第 201 号井戸跡（第 51 図　第 24 表）

０ （1:60） ２ｍ

０ （1:3） 10cm
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23.2m

A

A′

B
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１

土層解説
１ 10YR2/2 黒褐 ローム小D・粒D、焼土粒D／粘B、締B
２ 10YR2/3 黒褐 ローム小C・粒D、焼土粒D／粘B、締B
３ 10YR4/4 褐 ローム小B・粒B／粘B、締C
４ 10YR3/2 黒褐 ローム小C・粒D／粘B、締C
５ 10YR3/4 暗褐 ローム小B・粒C／粘B、締B
６ 10YR4/4 褐 ローム中D・小B・粒A／粘B、締B
７ 10YR2/2 黒褐 ローム小D・粒D／粘B、締B

８ 10YR3/3 暗褐 ローム中D・小C・粒D／粘B、締C
９ 10YR3/4 暗褐 ローム小B・粒A／粘B、締C
10 10YR3/3 暗褐 ローム小C・粒C／粘B、締C
11 10YR4/4 褐 ローム小C・粒B／粘B、締C
12 10YR3/2 黒褐 ローム中D・小D・粒D／粘B、締B
13 10YR4/6 褐 ローム中D・小B・粒B／粘B、締C
14 10YR2/3 黒褐 ローム中D・粒D／粘B、締B
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　⑶　道路跡

　第７号道路跡（第 53 図　第 26 表　PL14）

位置　調査区 C 区北部の G ３f7 ～ G ４h8 区、標高 22 ～ 23 ｍほどの台地緩斜面に位置している。

重複関係　第 16・67 号溝、第 714・720・725・726・728・729・733・736・737 号土坑、第 14 号ピット群 P61

に掘り込まれている。

規模と形状　東側が撹乱を受け、西側は平成 31 年度の調査で継続する本跡が確認できなかったため、確認で

きた長さは 43.96 ｍ、幅は 1.22 ～ 1.62 ｍで、平均 1.42 ｍである。深さは 20 ～ 33㎝で、断面の形状は、逆台形

や皿状である。調査区東の G ４h8 区から緩斜面を上り、北西方向（N － 79 －Ｗ）へ直線状に延びている。側

壁下の一部に幅 30 ～ 35㎝、深さ５～ 25㎝の側溝が掘り込まれている。

路面　地山のハードローム層まで掘り下げ、路面としている。

覆土　10 層に分層できる。いずれも周囲からの流入を示す堆積状況から、自然堆積である。６～ 10 層が側溝

の覆土である。

遺物出土状況　土師器片 38 点（坏 16、皿２、甕 20）、須恵器片 17 点（坏 11、蓋１、長頸瓶１、甕４）が出

土している。ほかに混入した土師質土器片３点、陶器片１点が出土している。１・２は覆土から出土している。

所見　時期は出土遺物から、９世紀後葉の廃絶と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 － （1.5） 6.5 長石 明褐 普通 体部内面黒色処理・ヘラ磨き　底部回転糸切り 覆土 30％
煤付着

２ 土師器 坏 － （1.5） ［6.2］ 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 体部内面黒色処理　体部下端～底部外面手持ち
ヘラ削り　 覆土 20％

煤付着

第 26 表　第７号道路跡出土遺物一覧（第 53 図）

番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

壁　面 底　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

１ Ｅ４d6  － 　 円形 2.68 × 2.54 （150） 漏斗状 － 自然
人為 須恵器

２ Ｅ４f2 N － ５ °－ E 楕円形 1.93 × 1.63 （205） 壺状 － 人為 本跡→ SI ３

128 J ４c2  － 　 円形 1.42 × 1.32 2.84 漏斗状 平坦 人為 須恵器 本跡→ PG44P83
PG44 と重複

162 J ４b0  － 　 ［円形］ （1.43）× 1.41 217 漏斗状 平坦 人為 須恵器　土玉 本跡→ SD225

201 I ３f2  － 　 円形 1.67 × 1.64 （178） 円筒状 － 人為 土師器 本跡→ SK2557

第 52 図　奈良・平安時代その他の井戸実測図
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A

A′

B B′
21.8m

B

B′

０ （1:60） ２ｍ

土層解説　　 　
１　10YR3/3　暗褐　　ローム大D・中C・小B・粒A、
　　　　　　　　　　　炭化粒D／粘B、締B
２　7.5YR2/2　黒褐　　ローム大D・中B・小A・粒A
　　　　　　　　　　　／粘B、締B
３　7.5YR2/1　黒　　　ローム小D・粒D／粘B、締C
４　7.5YR8/6　浅黄橙　ローム大B・中A・小A・粒A
　　　　　　　　　　　／粘B、締A
５　7.5YR5/8　明褐　　ローム大C・中A・小A・粒A
　　　　　　　　　　　／粘B、締A

SE128

第 25 表　奈良・平安時代井戸跡一覧
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第 53 図　第７号道路跡・出土遺物実測図
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１ ２

土層解説(A－A′)～(E－E′)共通
１　10YR2/2　黒褐　　ローム小C・粒C／粘C、締C
２　10YR3/4　暗褐　　ローム粒Ｂ／粘C、締C
３　7.5YR5/6　明褐　　ローム大Ｂ／粘B、締C
４　10YR4/4　褐　　　ローム中Ｂ／粘B、締B
５　10YR2/3　黒褐　　ローム小C／粘B、締C
６　7.5YR5/6　明褐　　ローム大C・小B／粘B、締B
７　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒C／粘B、締B
８　10YR3/3　暗褐　　ローム中D・小C・粒C／粘B、締B
９　7.5YR4/3　褐　　　ローム大D・中C／粘B、締B
10　10YR3/2　黒褐　　ローム小C・粒C／粘B、締A　

０ （1:160） ４ｍ

０ （1:3） 10cm ０ （1:60） ２ｍ
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第 54 図　第５号溝跡・出土遺物実測図
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土層解説
１ 7.5YR4/3 褐 ローム小Ｄ・粒Ｃ、炭化粒Ｄ／粘Ｂ、締Ｂ
２ 7.5YR4/3 褐 ローム小Ｃ・粒Ｃ、炭化粒Ｃ／粘Ｂ、締Ｂ
３ 7.5YR5/3 にぶい褐 ローム中Ｄ・小Ｃ・粒Ｂ、炭化粒Ｃ／粘Ｂ、締Ｂ
４ 7.5YR3/3 暗褐 ローム中Ｄ・小Ｄ・粒Ｂ／粘Ｂ、締Ｂ　
５ 7.5YR3/2 黒褐 ローム中Ｄ・小Ｂ・粒Ｃ／粘Ｂ、締Ａ
６ 7.5YR5/3 にぶい褐 ローム小Ｂ・粒Ｃ、炭化粒Ｄ／粘Ｂ、締Ａ

１
２

B
B′

E
E′

F
F′

SI ２

SF１

Ｅ４e1

Ｅ４f1
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０ （1:60） ２ｍ

０ （1:120） ４ｍ

０ （1:3） 10cm

　第５号溝跡（第 54 図　第 27 表　PL14・57）

位置　調査区Ａ区北部のＥ３e9 ～Ｅ５j3 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第２号竪穴建物跡を掘り込み、第２号溝、第１号道路に掘り込まれている。

規模と形状　東・西両側が調査区域外のため、確認できた長さは 58.88 ｍで、上幅 0.64 ～ 0.80 ｍ、下幅 0.16

～ 0.24 ｍ、深さ 14 ～ 23㎝である。Ｅ４e9 区から緩やかに蛇行し、南東方向（Ｎ－ 67° －Ｗ）へ延びている。

断面形は浅いＵ字状や逆台形状である。地形に沿って 、西部から東部へ緩やかに下っている。

　⑷　溝跡
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　⑸　土坑

　　25 基を確認した。そのうち、特徴的なものについては記述し、その他については実測図と一覧で掲載する。

　第 685 号土坑（第 55 図　第 28 表　PL14）

位置　調査区 C 区北部の H ３f6 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 4.24 ｍ、短径 2.28 ｍの楕円形で、長径方向はＮ－ 12 －゚ E である。深さは 76㎝で、底面は

平坦である。壁は外傾している。

第 55 図　第 685 号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１　7.5YR3/2　黒褐 ローム大C／粘B、締B
２　7.5YR3/3　暗褐 ローム大C・中Ｃ／粘B、締B
３　7.5YR3/1　黒 ローム大D・小C／粘B、締B
４　7.5YR4/6　褐 ローム大B／粘B、締A
５　7.5YR4/6　褐 ローム大A／粘B、締A

32

2
1

3
4

5

１

4

A A′
23.6m

B
B
′

23
.6
m

１

２

A

A′

B

B′

H３e6
E３m

０ （1:60） ２ｍ

０ （1:3） ５cm

第 27 表　第５号溝跡出土遺物一覧（第 54 図）　

番号 種　別 器　種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師器 高台付皿 13.3 2.8 ［6.3］ 長石・石英・雲母・
細礫 橙 普通

ロクロナデ　体部下端横位ヘラ削り　底部下
端横位ヘラ削り　底部ヘラ切り後高台貼り付
け　内底面ヘラ磨き後黒色処理

北部
覆土上層 80％　PL57

２ 土師器 甕 ［22.8］（4.7） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子・細礫 にぶい橙 普通 折返し二重口縁　内外面横位ナデ 北部

覆土中層 ５％

覆土　６層に分層できる。各層にロームブロックを多く含んでいることから、人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片４点（坏１、高台付皿１、甕２）が出土している。１は北部の覆土上層から正位の状

態で、２は北部の覆土中層から、それぞれ出土している。

所見　時期は、出土土器から９世紀後葉と考えられる。
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　第 918 号土坑（第 56 図　第 29 表　PL15）

位置　調査区 C 区中央部の I ３a8 区、標高 22 ｍの緩斜面部に位置している。

重複関係　第 104 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長径 1.24 ｍ、短径 1.20 ｍの円形である。深さは 24㎝で、底面は平坦である。壁は外傾している。

覆土　２層に分層できる。各層にロームブロックや炭化粒子を含むことから、人為堆積である。

遺物出土状況　須恵器片１点（長頸瓶）が出土している。

所見　時期は、出土土器から７世紀末～８世紀前葉と考えられる。

第 56 図　第 918 号土坑・出土遺物実測図

第 29 表　第 918 号土坑出土遺物一覧（第 56 図）
番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 長頸瓶 － （6.2）［13.8］長石・石英・
黒色粒子 灰黄褐 普通 ロクロナデ　高台貼付け　底部内面自然釉 覆土 10％

第 28 表　第 685 号土坑出土遺物一覧（第 55 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

２ 砥石 （4.0） （2.6） （1.5）（18.26） 凝灰岩 砥面４面　各面２方向の研磨痕　表面擦痕 覆土

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 － （1.1） ［7.0］ 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通 ロクロナデ　底部回転ヘラ切り　 覆土 ５％ 新治窯

覆土　５層に分層できる。各層にロームブロックを含むことから、人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片 10 点（坏２、甕８）、須恵器片６点（坏２、甕４）、石器１点（凝灰岩製砥石）が出

土している。ほかに混入した土師質土器片４点が出土している。１・２は覆土中から出土している。

所見　時期は、出土土器から８世紀後半と考えられる。

土層解説
１　10YR3/2　黒褐 ローム小B・粒C、炭化物D／粘Ｂ、締C
２　10YR3/3　暗褐 ローム中D・粒B、炭化物D／粘Ｂ、締C
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　第 1697 号土坑（第 58 図　第 31 表　PL15）

位置　調査区 C 区南東部の K ４a9 区、標高 20 ｍほどの低地部に位置している。

規模と形状　長径 0.98 ｍ、短径 0.73 ｍの楕円形で、長径方向はＮ－ 10°－ W である。深さは 30㎝で、底面は

平坦である。壁は底面から外傾し、中位で段を有している。

覆土　２層に分層できる。第１層に白色粘土ブロックを多く含んでいることから、人為堆積である。

遺物出土状況　須恵器片１点（高台付坏）が西部の底面から出土している。

所見　時期は、出土土器から９世紀代と考えられる。

第 58 図　第 1697 号土坑・出土遺物実測図

第 31 表　第 1697 号土坑出土遺物一覧（第 58 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴　 出土位置 備　考

１ 須恵器 高台付
坏 － （2.2） ［5.8］ 長石・石英・雲

母 褐灰 普通 ロクロナデ 西部底面 20％
新治窯

　第 1523 号土坑（第 57 図　第 30 表）

位置　調査区 C 区南西部の J ２h8 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 0.59 ｍ、短径 0.51 ｍの楕円形で、長径方向はＮ－ 52°－ E である。深さは 16㎝で、底面は

皿状である。壁は外傾している。

覆土　２層に分層できる。各層に焼土ブロックや粘土ブロックを含んでいることから、人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片５点（甕）が出土している。

所見　時期は、出土土器から８世紀代と考えられる。

第 57 図　第 1523 号土坑・出土遺物実測図

第 30 表　第 1523 号土坑出土遺物一覧（第 57 図）
番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴　 出土位置 備　考

１ 土師器 甕 ［13.0］（5.4） － 長石・石英・雲
母・細礫 明赤褐 普通 口縁部横ナデ　体部内面ヘラナデ　外面ナデ 覆土 ５％　

土層解説
１　10YR2/3　黒褐　　ローム小D・粒Ｄ、焼土小D・粒Ｄ／粘Ｂ、締Ｂ
２　10YR3/2　暗褐　　ローム小D・粒C、焼土粒D、粘土中B／粘Ｂ、締Ｂ
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土層解説
１　7.5YR2/1　黒褐　　白色粘土中B／粘Ｂ、締Ｂ
２　7.5YR3/1　黒褐　　白色粘土粒D、粘土中／粘Ｂ、締Ｂ
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　第 2040 号土坑（第 59 図　第 32 表　PL15）

位置　調査区 C 区東部の I ４j0 区、標高 21 ｍほどの低地部に位置している。

規模と形状　長径 0.64 ｍ、短径 0.54 ｍの楕円形で、長径方向はＮ－ 84°－ E である。深さは 36㎝で、底面は

平坦である。壁は外傾している。

覆土　４層に分層できる。第３・４層にロームブロックや粘土ブロックを多く含んでいることから、人為堆積

である。

遺物出土状況　土師器片１点（坏）が出土している。

所見　時期は、出土土器から９世紀前半と考えられる。

第 32 表　第 2040 号土坑出土遺物一覧（第 59 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴　 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［13.2］（3.2） － 長石・石英・雲
母 にぶい褐 普通 内面ヘラ磨き　黒色処理 覆土 ５％　　

　第 2047 号土坑（第 60 図　第 33 表　PL15）

位置　調査区 C 区南東部の J ４d5 区、標高 21 ｍほどの低地部に位置している。

重複関係　第 2048・　2076 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　重複のため、南北径は 1.20 ｍで、確認できた東西径は 0.84 ｍである。楕円形と推定され、南北

軸方向はＮ－ 17°－ W である。深さは 34㎝で、底面は平坦である。壁は外傾している。

覆土　２層に分層できる。周囲からの流入を示す堆積状況から、自然堆積である。

遺物出土状況　須恵器片１点（甕）が南壁際の覆土中から出土している。

所見　時期は、出土土器から８世紀代と考えられる。

第 60 図　第 2047 号土坑・出土遺物実測図

第 59 図　第 2040 号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小D、焼土粒D／粘Ｂ、締Ｂ
２　7.5YR3/4　暗褐　　ローム中・小D／粘Ｂ、締Ｂ
３　7.5YR3/4　暗褐　　ローム中B、粘土小C／粘Ｂ、締Ｂ
４　7.5YR4/4　褐　　　粘土中A／粘A、締Ｂ
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土層解説
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム中D・小D／粘Ｂ、締Ｂ
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小C、粒B／粘A、締Ｂ
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第 33 表　第 2047 号土坑出土遺物一覧（第 60 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴　 出土位置 備　考

１ 須恵器 甕 － （9.5） － 長石・雲母 褐灰 普通 外面横位平行叩き　内面当て具痕 南壁際
覆土

５％
新治窯

　第 2171 号土坑（第 61 図　第 34 表　PL15）

位置　調査区 C 区北西部の H ３d2 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 0.75 ｍ、短径 0.53 ｍの楕円形で、長径方向はＮ－ 73°－ E である。深さは 13㎝で、底面は

平坦である。壁は外傾している。

覆土　２層に分層できる。周囲からの流入を示す堆積状況から、自然堆積である。

遺物出土状況　中央部の覆土上層から須恵器片１点（捏鉢）が、北東部の覆土上層から砂岩製砥石１点が出土

している。

所見　時期は、出土土器から９世紀代と考えられる。

第 61 図　第 2171 号土坑出土遺物実測図

第 34 表　第 2171 号土坑出土遺物一覧（第 61 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴　 出土位置 備　考

１ 須恵器 捏鉢 － （5.5） ［7.0］ 長石・石英・細
礫 暗灰黄 普通 下端部手持ちヘラ削り　底部一方向のヘラ削り 中央部

覆土上層
25％
新治窯ヵ

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

２ 砥石 10.8 8.2 5.6 825.25 砂岩 砥面４面　断面Ｖ字状の研磨痕　二次焼成 北東部
覆土上層

土層解説
１　10YR3/4　暗褐　　ローム粒D／粘Ｂ、締Ｂ
２　10YR5/6　黄褐　　ローム小D・粒D／粘B、締Ｂ
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第 62 図　第 2355 号土坑・出土遺物実測図

第 35 表　第 2355 号土坑出土遺物一覧（第 62 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴　 出土位置 備　考

１ 須恵器 蓋 － （1.9） － 長石・石英・雲
母 浅黄 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土 45％

新治窯

　第 2813 号土坑（第 63・64 図　第 36 表　PL15・57）

位置　調査区 C 区北西部の G ２h6 区、標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 2.50 ｍ、短径 1.41 ｍの楕円形で、長径方向はＮ－ 20°－ E である。深さは 48㎝で、底面は

凹凸がある。壁は外傾して立ち上がっているが、北東部は底面から 20cm のところで段を有している。

第 63 図　第 2813 号土坑実測図

土層解説
１　10YR4/6　褐　　　ローム中D・小C・粒B／粘Ｂ、締C
２　10YR4/4　褐　　　ローム小B・粒B／粘Ｂ、締C
３　10YR3/3　暗褐　　ローム小C・粒C／粘Ｂ、締C
４　10YR4/4　褐　　　ローム小B・粒C／粘B、締C
５　10YR3/3　暗褐　　ローム中D・小D・粒D／粘Ｂ、締Ｂ
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土層解説
１　10YR5/6　黄褐　　ローム大D・中C・小B・粒B、炭化物D／粘Ｂ、締B
２　10YR4/4　褐　　　ローム中C・小B・粒B／粘Ｂ、締B
３　10YR3/3　暗褐　　ローム小C・粒B、炭化物C／粘Ｂ、締B
４　10YR4/3　にぶい黄褐　ローム小C・粒B、炭化物C／粘Ｂ、締B
５　10YR3/3　暗褐　　ローム小C・粒B、炭化物C／粘Ｂ、締Ｂ
６　10YR4/4　褐　　　ローム中C・小B・粒B／粘C、締B
７　10YR5/6　黄褐　　ローム大D・中C・小B・粒B／粘Ｂ、締Ｂ
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　第 2355 号土坑（第 62 図　第 35 表　PL15）

位置　調査区 C 区中央部の I ３c1 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 2365 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長径 0.98 ｍ、短径 0.96 ｍの円形である。深さは 45㎝で、底面は平坦である。壁は直立している。

覆土　５層に分層できる。第１・２層はピット状の人為堆積、第３～５層は周囲からの流入を示す堆積状況か

ら自然堆積である。

遺物出土状況　覆土中から須恵器片１点（蓋）が出土している。

所見　時期は、出土土器から８世紀代と考えられる。
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第 64 図　第 2813 号土坑出土遺物実測図

第 36 表　第 2813 号土坑出土遺物一覧（第 64 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴　 出土位置 備　考

１ 須恵器 坏 13.2 3.9 7.7 長石・石英・雲
母・細礫 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部回転ヘラ切り 北部

底面
100％　PL57
新治窯

２ 須恵器 坏 13.2 4.1 7.4 長石・石英・雲
母・細礫 暗灰黄 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向のヘラ削

り　墨書「　」
北部
底面

100％　PL57
新治窯

　第 2842 号土坑（第 65 図　第 37 表　PL51）

位置　調査区 C 区北西部の H ２a8 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 0.42 ｍ、短径 0.33 ｍの不整楕円形で、主軸方向はＮ－ 13°－ E である。深さは 36㎝で、底

面は皿状である。壁は直立しているが、北部では底面から 20cm のところで段を有している。

覆土　２層に分層できる。周囲からの流入を示す堆積状況から、自然堆積である。

遺物出土状況　土師器片２点（甕）、須恵器片４点（坏１、蓋３）が出土している。

所見　時期は、出土土器から８世紀代と考えられる。

第 65 図　第 2842 号土坑・出土遺物実測図

第 37 表　第 2842 号土坑出土遺物一覧（第 65 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴　 出土位置 備　考

１ 須恵器 蓋 － （2.0） － 長石・石英・雲
母・細礫 にぶい黄褐 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土 ５％

新治窯

覆土　７層に分層できる。ロームブロックや炭化物を含む黄褐色土を主体とし、不規則な堆積状況から、人為

堆積である。

遺物出土状況　土師器片５点（甕）、須恵器片３点（坏２、蓋１）が出土している。１・２は完形の須恵器の坏で、

北部の床面から２点が逆位で並べられたような状態で出土している。

所見　時期は、出土土器から８世紀後葉と考えられる。完形の須恵器坏２点の遺棄状況から、土坑墓の可能性

がある。
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土層解説
１　10YR3/3　 暗褐 ローム小C／粘B、締B
２　10YR2/3　 黒褐 ローム小D／粘B、締B

１
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第 66 図　奈良・平安時代のその他の土坑実測図⑴

SK2020SK1458

SK2143 SK2154

SK2157

SK2174

SK2182SK2149・2150

第2020号土坑土層解説
１　7.5YR3/4　暗褐　　ローム粒D／粘Ｂ、締A
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒D／粘Ｂ、締A
３　10YR4/6　褐　　　粘土中B／粘A、締A
４　10YR3/4　暗褐　　ローム粒B、粘土小C／粘Ｂ、締A

第1458号土坑土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム中C・小C、黒色土小D／粘B、締B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム中D・小D、粘土大 ／粘B、締B

第2143号土坑土層解説
１　10YR3/4　暗褐　　ローム小C・粒C、焼土小C・粒B、
　　　　　　　　　　　粘土粒B／粘B、締B
２　10YR3/3　暗褐　　ローム中C・小B・粒B／粘Ｂ、締B

第2154号土坑土層解説
１　10YR2/2　黒褐　　ローム小Ｄ・粒C
　　　　　　　　　　　／粘B、締Ａ
２　10YR2/3　黒褐　　ローム小・粒B
　　　　　　　　　　　／粘Ｂ、締B
３　10YR3/3　暗褐　　ローム小Ｃ・粒B
　　　　　　　　　　　／粘Ｂ、締B

第2157号土坑土層解説
１　10YR2/2　黒褐　　ローム小C・粒C
　　　　　　　　　　　／粘B、締B
２　10YR3/4　暗褐　　ローム小C・粒B
　　　　　　　　　　　／粘Ｂ、締B

第2174号土坑土層解説
１　10YR3/3　暗褐　　ローム粒D
　　　　　　　　　　　／粘B、締B
２　10YR3/4　暗褐　　ローム小・粒D
　　　　　　　　　　　／粘Ｂ、締B
３　10YR4/4　褐　　　ローム小D・粒C
　　　　　　　　　　　／粘Ｂ、締B

第2182号土坑土層解説
１　10YR3/4　暗褐　　ローム粒D
　　　　　　　　　　　／粘B、締B
２　10YR3/3　暗褐　　ローム小D・粒D
　　　　　　　　　　　／粘Ｂ、締B
３　10YR2/2　黒褐　　ローム小D・粒C
　　　　　　　　　　　／粘Ｂ、締B

第2149・2150号土坑土層解説
１　10YR2/3　黒褐　　ローム中C・小C・粒B／粘Ｂ、締B
２　10YR2/2　黒褐　　ローム中C・小B・粒B／粘Ｂ、締B
３　10YR3/2　黒褐　　ローム大D・中C・小B・粒B
　　　　　　　　　　　／粘A、締A
４　10YR4/4　褐　　　ローム小B・粒B／粘Ｂ、締B
５　10YR3/4　暗褐　　ローム中C・小B・粒B／粘Ｂ、締B
６　10YR3/3　暗褐　　ローム中C・小B・粒A／粘Ｂ、締B
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第 67 図　奈良・平安時代のその他の土坑実測図⑵

第 38 表　奈良・平安時代土坑一覧（第 66・67 図）

番号 位 置 長径 ( 軸）方向 平 面 形
規　　　　模

壁　面 底　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 時　期 備　考長径(軸）×短径(軸）
（ｍ）

深さ
（㎝）

685 H ３e6 N － 12°－ E 楕円形 4.24 × 2.28 76 外頸 平坦 人為 砥石 8 世紀後
半

918 Ⅰ３a8 － 円形 1.24 × 1.20 24 外頸 平坦 人為 須恵器 7 世紀末～
8 世紀前葉

本跡→ SK1449・
1457、SD104

1458 J ２b5 N － 85°－ E 長方形 2.21 × 1.07 20 外頸 平坦 自然 8 世紀代 本跡→ SK1449・
1457

1523 J ２h8 N － 52°－ E 楕円形 0.59 × 0.51 16 外傾 皿状 人為 土師器 ８世紀代

1697 K ４a9 N － 10°－ W 楕円形 0.98 × 0.73 30 外傾／
　有段 平坦 人為 須恵器 ９世紀代

2020 J ４b6 N － 78°－ W 不整楕円形 2.25 × 1.75 12 外傾 平坦 人為 土師器　須恵器 平安時代 本跡→ SD192・212、
SB37 と重複

2040 I ４j0 N － 84°－ E 楕円形 0.64 × 0.54 36 外傾 平坦 人為 土師器 9 世紀前半

第2471号土坑土層解説
１　10YR3/3　暗褐　　ローム中C・小D・粒D／粘Ｂ、締B
２　10YR3/3　暗褐　　ローム小C・粒B／粘Ｂ、締B
３　10YR4/4　褐　　　ローム小D・粒D／粘B、締B
４　10YR3/4　暗褐　　ローム小C・粒C／粘Ｂ、締B
５　10YR4/4　褐　　　ローム小C・粒B／粘Ｂ、締B

第2582号土坑土層解説
１　10YR3/2　黒褐　　ローム小C・粒C
　　　　　　　　　　　／粘B、締B
２　10YR3/3　暗褐　　ローム小D・粒C
　　　　　　　　　　　／粘Ｂ、締B
３　10YR3/4　暗褐　　ローム小C・粒D
　　　　　　　　　　　／粘Ｂ、締B

第2589・2590号土坑土層解説
１　10YR3/3　暗褐　　ローム中Ｄ・小C・粒D
　　　　　　　　　　　／粘B、締B
２　10YR3/4　暗褐　　ローム小D・粒C
　　　　　　　　　　　／粘Ｂ、締B
３　10YR3/3　暗褐　　ローム小Ｃ・粒D
　　　　　　　　　　　／粘Ｂ、締B
４　10YR4/4　褐　　　ローム小D・粒C
　　　　　　　　　　　／粘Ｂ、締B
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第2460号土坑土層解説
１　10YR3/4　暗褐　　ローム小C・粒D／粘Ｂ、締B
２　10YR3/4　暗褐　　ローム中D・小・粒C／粘Ｂ、締B
３　10YR4/4　褐　　　ローム中C・小C・粒B／粘B、締B
４　10YR4/4　褐　　　ローム中C・小B・粒B／粘Ｂ、締B
５　10YR4/6　褐　　　ローム中C・小B・粒A／粘Ｂ、締B
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第2445号土坑土層解説
１　10YR3/2　黒褐　　ローム中C・小C・粒D
　　　　　　　　　　　／粘B、締B
２　10YR3/3　暗褐　　ローム中B・小D・粒C
　　　　　　　　　　　／粘Ｂ、締B
３　10YR3/4　暗褐　　ローム小C・粒C
　　　　　　　　　　　／粘Ｂ、締B
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番号 位 置 長径 ( 軸）方向 平 面 形
規　　　　模

壁　面 底　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 時　期 備　考長径(軸）×短径(軸）
（ｍ）

深さ
（㎝）

2047 J ４d5 N － 17°－ W［楕円形］ 1.20 ×（0.84） 34 外傾 平坦 自然 須恵器 ８世紀代 本跡→ SK2048・
2076

2143 K ２b3 N － 23°－ E［楕円形］ 0.86 ×（0.56） 15 外傾 平坦 自然 土師器 奈良時代 SI119 →本跡
→ SD246

2149 G ３i2 N － 65°－ E［楕円形］ （0.73）× 0.54 33 外傾 平坦 人為 平安時代ヵ SK2150 →本跡
→ SK2159

2150 G ３i2 N － 23°－ W［楕円形］ 0.47 ×（0.35） 37 外傾 平坦 自然 土師器 平安時代ヵ 本跡→ SK2149

2154 H ３b2 － 円形 0.27 × 0.26 40 直立 皿状 自然 土師器 平安時代ヵ

2157 H ３a2 N － 12°－ W 楕円形 0.58 × 0.47 36 外傾 平坦 自然 土師器 平安時代ヵ

2171 H ３d2 N － 73°－ E 楕円形 0.75 × 0.53 13 外傾 平坦 自然 須恵器　砂岩製砥石 ９世紀代

2174 H ３d1 － 円形 0.37 × 0.36 43 直立 平坦 自然 土師器 平安時代ヵ

2182 H ３e1 － 円形 0.40 × 0.37 72 直立 皿状 自然 須恵器 平安時代

2355 I ３c1 － 円形 0.98 × 0.96 45 直立 平坦 自然 /
人為 須恵器 ８世紀代 本跡→ SK2365

2445 H ２f9 N － 69°－ W 楕円形 0.46 × 0.37 55 直立 皿状 自然 土師器 奈良時代

2460 I ２a6 N － 12°－ E［長方形］ 1.41 ×（1.14） 75 直立 平坦 人為 土師器 平安時代ヵ SI121 →本跡
→ SD166

2471 I ２b6 － 円形 0.88 ×（0.81） 65 外傾 平坦 人為 土師器 平安時代ヵ SI121 →本跡
→ SD166

2582 I ２c4 － 円形 0.26 × 0.26 33 直立 /
有段 皿状 自然 土師器 平安時代

2589 I ２f2 N － 46°－ E［楕円形］ （0.21）× 0.21 27 直立 皿状 自然 平安時代 本跡→ SK2590

2590 I ２f2 － 円形 0.25 × 0.23 25 直立 皿状 自然 須恵器 平安時代 SK2589 →本跡

2813 G ２h6 N － 20°－ E 楕円形 2.50 × 1.41 48 外傾 /
有段 凹凸 人為 土師器　須恵器 ８世紀後葉

2842 H ２a8 N － 13°－ E 不整楕円形 0.42 × 0.33 36 直立 /
有段 皿状 自然 土師器　須恵器 ８世紀代

４　室町時代から江戸時代の遺構と遺物

　⑴　掘立柱建物跡

　第１号掘立柱建物跡（第 68 図　PL16）

位置　調査区Ａ区南部のＧ４b6 区、標高 22 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第６号ピット群Ｐ８に掘り込まれ、第 21 号溝跡を掘り込んでいる。本跡内に存在している第６号

ピット群Ｐ１～Ｐ７・Ｐ９・Ｐ 10、第 30・32 号土坑との関係は、直接の重複がないため、不明である。

規模と構造　桁行３間、梁行２間の側柱建物で、桁行方向はＮ－ 62 ﾟ－Ｗの東西棟である。規模は桁行約 5.80

ｍ、梁行約 3.65 ｍで、面積は 21.17㎡である。柱間寸法は、南桁行が西から 1.80 ｍ、2.10 ｍ、1.80 ｍ、北桁行

が西から 1.95 ｍ、2.00 ｍ、2.00 ｍ、東梁行が北から 1.80 ｍ、1.95 ｍ、西梁行が北から 1.80 ｍ、1.90 ｍで、ほ

ぼ等間隔に配置され、柱筋は揃っている。

柱穴　10 か所。平面形は円形や楕円形で、長径 42 ～ 72㎝、短径 38 ～ 48㎝である。深さは 51 ～ 69㎝で、掘

方の断面形はＵ字状や逆台形状である。Ｐ６の第１層は柱痕跡、第２～４層は、掘方の埋土である。また、Ｐ

４、Ｐ５、Ｐ８、Ｐ 10 の覆土は、第５～ 12 層で周囲からの流入土である。　

所見　時期は第６号ピット群との関係や第 13・17・19 号溝などの区画内に存在することから、16 世紀前半と

考えられる。第２号掘立柱建物跡と規模や桁行方向が類似していることから、関連した建物の可能性がある。

　掘立柱建物跡 17 棟、方形竪穴遺構 11 棟、地下式坑 24 基、段切状遺構１か所、整地遺構４か所、井戸跡

166 基、道路跡１条、　溝跡・堀跡 182 条、柱穴列 10 条、炉跡 12 基、土坑墓 34 基、火葬施設３基、土坑 1,864

基、ピット群 50 か所を確認した。以下、遺構と遺物について掲載する。
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　第２号掘立柱建物跡（第 69 図　PL16）

位置　調査区Ａ区南部のＧ４e6 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　本跡内に存在している第６号ピット群との関係は、直接の重複がないため、不明である。

規模と構造　桁行３間、梁行１間の側柱建物で、桁行方向はＮ－ 67 ﾟ－Ｗの東西棟である。規模は桁行約 5.75

５ 10YR3/2 黒褐 ローム粒D、焼土粒D／粘B、締B
６ 10YR3/3 暗褐 ローム中C・小B・粒C、焼土粒D、炭化粒D／粘B、締A
７ 10YR3/3 暗褐 ローム粒D、炭化粒D／粘B、締B
８ 10YR2/3 黒褐 ローム粒D、焼土粒D、炭化粒D／粘B、締B
９ 10YR2/3 黒褐 ローム粒C／粘B、締C

10 10YR3/3 暗褐 ローム小C・粒C、焼土粒C／粘B、締B
11 10YR4/3 にぶい黄褐 ローム小D・粒C、焼土粒D、炭化粒D／粘B、締B
12 10YR4/3 にぶい黄褐 ローム小C・粒B／粘B、締C

土層解説（各ピット共通）
１ 10YR3/2 黒褐 ローム小D・粒D／粘B、締B
２ 10YR3/3 暗褐 ローム小D・粒C、焼土粒D、炭化粒D／粘B、締B
３ 10YR3/3 暗褐 ローム小D・粒B、炭化粒D／粘B、締B
４ 10YR3/3 暗褐 ローム粒D／粘B、締B
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第 68 図　第１号掘立柱建物跡実測図
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ｍ、梁行約 3.55 ｍで、面積は 20.41㎡である。柱間寸法は、南桁行が西から 1.75 ｍ、1.80 ｍ、2.10 ｍ、北桁行

が西から 2.00 ｍ、1.90 ｍ、1.90 ｍ、東梁行が北から 3.55 ｍ、西梁行が北から 3.55 ｍで、ほぼ等間隔に配置され、

柱筋は揃っている。

柱穴　８か所。平面形は円形や楕円形で、長径 34 ～ 61㎝、短径 34 ～ 48㎝である。深さは 22 ～ 64㎝で、掘

方の断面形はＵ字状や逆台形状である。

所見　出土遺物はないが、第 13・17・19 号溝などの区画内に位置することから 16 世紀前半と考えられる。
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第 69 図　第２号掘立柱建物跡実測図
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　第 21 号掘立柱建物跡（第 70・71 図　第 39 表）

位置　調査区 C 区北東部の H ４f1 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 839 号土坑に掘り込まれ、第 837 号土坑を掘り込んでいる。第３号方形竪穴遺構、第 782・840・

843・848 号土坑、第 19 号ピット群との関係は不明である。

規模と構造　桁行４間、梁行３間の側柱建物で、桁行方向が N － 21°－ E の南北棟である。規模は、桁行 6.80 ｍ、

梁行 4.23 ｍで、面積は 28.76㎡である。柱間寸法は、西桁行が北から 1.90 ｍ、1.70 ｍ、1.70 ｍ、1.50 ｍ、東桁

第 70 図　第 21 号掘立柱建物跡実測図
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第 71 図　第 21 号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

第 39 表　第 21 号掘立柱建物跡出土遺物一覧（第 71 図）

番号 銭　種 径 孔幅 厚さ 重量 材質 初鋳年 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 開元通寳 2.3 0.7 0.1 2.09 銅 621 渡来銭 P11
覆土上層

行が北から 1.70 ｍ、2.40 ｍ、2.70 ｍで、梁行は北梁行が西から 0.90 ｍ、2.00 ｍ、1.33 ｍ、南梁行が西から 0.90 ｍ、

2.10 ｍ、1.23 ｍである。柱筋はほぼ揃っているが、柱間寸法はばらつきがある。

柱穴　13 か所。平面形は円形や楕円形で、長径 30 ～ 68cm、短径 26 ～ 55cm、深さ 20 ～ 115cm である。P

９～Ｐ 11 は、２基のピットが重複しており、それぞれを A・B とした。P ９A・P10A・P11A が P ９B・

P10B・P11B を掘り込んでおり、建て替えが考えられる。覆土は P １が第１層が柱抜き取り後の流入土、第２

層が柱痕跡、第３層が掘方への埋土である。P ２は第１層が柱痕跡、第２層が掘方への埋土である。P ３・P ６・

P11A・P13 は第１層が柱痕跡、第２・３層が掘方への埋土である。P ５・P ７～ P10A は、いずれも柱抜き取

り後の流入土である。P ７～ P ９A・P10A・P11A・P13 の底面で、径 10 ～ 15cm の円形の柱あたりと考えら

れる硬化部分を確認した。

遺物出土状況　P11A の覆土上層から銭貨１点（開元通寳）が、P13 の覆土中層から鉄滓１点（55.33ℊ）が、

それぞれ出土している。ほかに混入した土師器片１点、須恵器片１点が、P ６の覆土中から出土している。

所見　時期は、出土遺物が少ないことから不明確であるが、周囲の遺構群との関係などから、16 世紀～ 17 世

紀前葉と推定できる。

　第 22 号掘立柱建物跡（第 72・73 図　第 40 表　PL16・57）

位置　調査区 C 区北東部の H ４c4 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 23・24 号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。第 1000・1014 号土坑、第 20 号ピット群との関係は

不明である。

規模と構造　桁行２間、梁行２間の側柱建物で、桁行方向が N － 16°－ E の南北棟である。規模は、桁行 4.20 ｍ、

梁行 4.00 ｍで、面積は 16.80㎡である。柱間寸法は、西桁行が北から 1.98 ｍ、2.22 ｍ、東桁行が北から 3.00 ｍ、

１

０ （2:3） ４cm

P１土層解説
１　7.5YR4/3　褐　　　ローム中C・小A・粒A、炭化物粒D／粘C、締A　
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小D・粒D／粘C、締A
３　7.5YR4/3　褐　　　ローム中C・小A・粒A／粘C、締A

P２土層解説
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム中D・小D・粒D、焼土粒D、炭化物粒D／粘C、締A　
２　7.5YR4/3　褐　　　ローム大C・中A・小A・粒A、焼土粒D、炭化物粒D／粘A、締A

P３土層解説
１　7.5YR3/1　黒褐　　ローム中C・小C・粒A、灰白色粘土中C／粘C、締B　
２　7.5YR4/3　褐　　　ローム中C・小A・粒A、焼土粒D、炭化物粒D／粘C、締A
３　7.5YR5/6　明褐　　ローム大C・中C・小A・粒A、焼土粒D、炭化物粒D／粘B、締A

P５・７・８・９A・10B土層解説
１　7.5YR4/3　褐　　　ローム大C・中A・小A・粒A／粘B、締B　
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小A・粒A、灰白色粘土中C／粘A、締A
３　7.5YR5/6　明褐　　ローム中C・小A・粒A／粘B、締A

P６土層解説
１　7.5YR3/1　黒褐　　ローム大C・中C・小A・粒A／粘C、締C　
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム大C・中A・小A・粒A／粘C、締A
３　7.5YR5/6　明褐　　ローム大B・中A・小A・粒A／粘C、締A

P11A土層解説
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒D、焼土粒D、炭化物粒D／粘C、締C　
２　7.5YR4/3　褐　　　ローム中C・小A・粒A／粘C、締A
３　7.5YR3/3　暗褐　　ローム大C・中A・小A・粒A／粘C、締A

P13土層解説
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小D・粒A、炭化物粒D／粘C、締C　
２　7.5YR4/3　褐　　　ローム小A・粒A、焼土粒D、炭化物粒D／粘C、締A
３　7.5YR5/6　暗褐　　ローム大C・中A・小A・粒A／粘C、締A
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第 72 図　第 22 号掘立柱建物跡実測図
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P１土層解説
１　7.5YR3/1　黒褐　　ローム粒C、焼土粒D、炭化物B
 ／粘C、締A　
２　7.5YR5/6　明褐　　ローム大B・中Ａ・小A・粒A、焼土粒D、
 炭化物A・粒A、灰白色粘土大C・中A・小A
 ／粘A、締A
P２土層解説
１　7.5YR3/1　黒褐　　ローム小C・粒C、灰白色粘土小C／粘C、締B　
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム大C・中C・小C・粒C、焼土粒D
 ／粘B、締A
３　7.5YR3/1　黒褐　　ローム中A・小A・粒A、灰白色粘土中C・小C
 ／粘B、締B

P３土層解説
１　7.5YR4/3　褐　　　ローム小A・粒A、焼土粒D、炭化物C、
 灰白色粘土大C・中A・小A
 ／粘B、締A　
２　7.5YR4/3　褐　　　ローム小A・粒A、焼土粒D、炭化物D・粒D、
 灰白色粘土小C／粘A、締A
３　7.5YR4/3　褐　　　ローム小A・粒A、焼土粒D、炭化物粒D、
 灰白色粘土小C／粘A、締A
４　7.5YR5/6　明褐　　ローム中A・小A・粒A、
 灰白色粘土大C・中C・小C／粘A、締A
P４土層解説
１　7.5YR3/1　黒褐　　ローム大C・中A・小A・粒A、焼土小C・粒D、
 炭化物C、灰白色粘土大C・中C・小C
 ／粘B、締A　
２　7.5YR4/3　褐　　　ローム中C・小A・粒A、焼土粒D、炭化粒D
 ／粘B、締A
３　7.5YR5/6　明褐　　ローム中C・小A・粒A、灰白色粘土中C・小C
 ／粘A、締A
P５土層解説
１　7.5YR4/3　褐　　　ローム中C・小A・粒A、焼土粒D、炭化物C、
 灰白色粘土中A・小A／粘A、締A　
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小A・粒A、炭化物C／粘A、締A
３　7.5YR4/3　褐　　　ローム大C・中C・小A・粒A、焼土粒D、
 炭化物C、灰白色粘土小C／粘A、締A
P６土層解説
１　7.5YR4/3　褐　　　ローム大C・中C・小A・粒A／粘B、締A　
２　7.5YR5/6　明褐　　ローム大B・中Ａ・小A・粒A／粘A、締A

P７土層解説
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小A・粒A、炭化物B、灰白色粘土中C・小C
 ／粘A、締A　
２　7.5YR3/1　黒褐　　ローム中C・小A・粒A、炭化物粒C、
 灰白色粘土小C／粘B、締A
３　7.5YR4/3　褐　　　ローム中A・小A・粒A、灰白色粘土小C
 ／粘A、締AP８土層解説
１　7.5YR4/3　褐　　　ローム中A・小A・粒A、炭化物B、
 灰白色粘土中B・小C／粘B、締A　
２　7.5YR3/1　黒褐　　ローム中C・小A・粒A、焼土粒D、炭化物粒D
 ／粘A、締A
３　7.5YR5/6　明褐　　ローム大B・中A・小A・粒A、炭化物粒D、
 灰白色粘土小D／粘A、締A
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第 40 表　第 22 号掘立柱建物跡出土遺物一覧（第 73 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴　 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 5.9 1.5 4.0 長石・石英 にぶい橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り　内面渦状の強い
ナデ

P ８
覆土上層 100％　PL57

２ 土師質土器 皿 6.4 1.8 3.8 長石・石英 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り P ８
覆土上層 100％　PL57

３ 土師質土器 皿 8.3 2.5 4.6 長石・石英 にぶい橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り P ８
覆土上層 100％　PL57

４ 土師質土器 皿 9.3 2.3 4.9 長石・石英 にぶい橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り P ８
覆土上層 100％　PL57

５ 土師質土器 皿 9.1 2.5 4.8 長石・石英 にぶい橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り P ８
覆土上層 80％

第 73 図　第 22 号掘立柱建物跡出土遺物実測図

1.20 ｍで、梁行は北梁行が西から 2.00 ｍ、2.00 ｍ、南梁行が西から 2.10 ｍ、1.90 ｍである。柱筋はほぼ揃っ

ているが、柱間寸法はばらつきがある。

柱穴　８か所。平面形は円形や楕円形で、長径 38 ～ 50cm、短径 32 ～ 50cm、深さ 34 ～ 70cm である。覆土

は P １・P ２・P ４の第１層が柱痕跡、第２・３層が掘方への埋土である。P ５・P ８は、第１・２層が柱痕

跡、第３層が掘方への埋土である。P ３・P ６・P ７は、いずれも柱抜き取り後の流入土である。P １・P ２・

P ４の底面で、径 10 ～ 15cm の円形の柱あたりと考えられる硬化部分を確認した。

遺物出土状況　土師質土器９点（皿）が、P １・P ３～ P ５・P ８の覆土から出土している。ほかに混入した

須恵器片１点が出土している。１～５は P ８の覆土上層に正位で置かれたような状態で出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀後半と考えられる。P ８の土師質土器皿の出土状況は、建物の廃絶に関

わる祭祀の可能性がある。

　第 23 号掘立柱建物跡（第 74・75 図　第 41 表　PL16）

位置　調査区 C 区北東部の H ４c5 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 22 号掘立柱建物に掘り込まれている。第 24 号掘立柱建物跡、第 1014 号土坑、第 20 号ピット群

との関係は不明である。

規模と構造　桁行４間、梁行３間の側柱建物で、桁行方向が N － 73°－ W の東西棟である。規模は、桁行 7.30 ｍ、

梁行 3.64 ｍで、面積は 26.57㎡である。柱間寸法は、北桁行が西から 1.78 ｍ、1.98 ｍ、1.94 ｍ、1.60 ｍ、南桁

行が西から 1.94 ｍ、1.88 ｍ、2.32 ｍ、1.16 ｍで、梁行は西梁行が北から 1.10 ｍ、1.22 ｍ、1.32 ｍ、東梁行が北

から 0.90 ｍ、0.92 ｍ、1.82 ｍである。柱筋はＰ９・Ｐ 10 がやや西にずれるもののほぼ揃っているが、柱間寸

法はばらつきがある。

１ ２ ３ ４ ５

０ （1:3） ５cm
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第 74 図　第 23 号掘立柱建物跡実測図
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P１～P３・P5・P6土層解説
１ 7.5YR3/1 黒褐 ローム大C・中Ａ・小Ａ・粒A、焼土粒D、炭化物粒D
   ／粘Ｂ、締C　
２ 7.5YR4/3 褐 ローム大B・中Ａ・小Ａ・粒A、炭化物粒D、
   灰白色粘土中C・小C／粘A、締A
３ 7.5YR5/6 明褐 ローム大B・中Ａ・小Ａ・粒A、灰白色粘土中C・小C
   ／粘A、締A

P４・P９土層解説
１ 7.5YR3/1 黒褐 ローム中C・小Ａ・粒A、焼土粒D、炭化物粒D
   ／粘Ｂ、締C
２ 7.5YR3/3 暗褐 ローム大C・中C・小Ａ・粒A、灰白色粘土中C・小C
   ／粘Ｂ、締A

P11～P13土層解説
１ 7.5YR3/3 暗褐 ローム中C・小A・粒A、焼土粒D、炭化物C、
   灰白色粘土中C・小C／粘A、締A　
２ 7.5YR4/3 褐 ローム中C・小Ａ・粒A、焼土粒D、炭化物粒D、
   灰白色粘土中C／粘A、締A
３ 7.5YR5/6 明褐 ローム中Ａ・小A・粒A、灰白色粘土中A・小C
   ／粘A、締A

P14土層解説
１　7.5YR3/1 黒褐 ローム粒D、灰白色粘土小D／粘A、締A　
２　7.5YR8/1 灰白 炭化物粒D、灰白色粘土大C・中A・小A／粘A、締A
３　7.5YR8/1 灰白 灰白色粘土大A・中A・小A、暗褐土中C／粘A、締A
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第 75 図　第 23 号掘立柱建物跡出土遺物実測図

位置　調査区 C 区北東部の H ４d4 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 1023 号土坑を掘り込み、第 22 号掘立柱建物に掘り込まれている。第 23 号掘立柱建物跡、第

1000・1001 号土坑、第 20 号ピット群との関係は不明である。

規模と構造　桁行４間、梁行３間の側柱建物で、桁行方向が N － 77°－ W の東西棟である。規模は、桁行 6.28 ｍ、

梁行 4.14 ｍで、面積は 25.99㎡である。柱間寸法は、北桁行が西から 1.60 ｍ、1.40 ｍ、2.10 ｍ、1.18 ｍ、南桁

行が西から 2.60 ｍ、2.20 ｍ、1.48 ｍで、梁行は西梁行が北から 2.10 ｍ、2.04 ｍ、東梁行が北から 1.60 ｍ、1.00 ｍ、

1.54 ｍである。柱筋はほぼ揃っているが、柱間寸法はばらつきがある。

炉　中央やや西寄りに位置している。長径 92cm、短径 80cm の楕円形で、深さ 10cm ほどの地床炉である。

炉床面は東部の一部が赤変硬化している。また、掘方中央部から北に径 50cm の範囲で、焼土が分布している。

柱穴　12 か所。平面形は円形や楕円形で、長径 38 ～ 58cm、短径 28 ～ 55cm、深さ 18 ～ 78cm である。覆土は、

いずれも柱抜き取り後の流入土である。P １～ P ４・P ６～ P ８・P10 ～Ｐ 12 の底面で、径 10 ～ 15cm の円

形の柱あたりと考えられる硬化部分を確認した。

遺物出土状況　土師質土器片４点（皿３、内耳鍋１）、陶器片２点（皿）が出土している。ほかに混入した土

師器片２点が出土している。１は P ２の覆土下層から、２は P ３の覆土上層から、３は P ３の覆土から、そ

れぞれ出土している。

所見　時期は、出土遺物と重複関係から、16 世紀後葉から 17 世紀前葉と考えられる。

柱穴　14 か所。平面形は円形や楕円形で、長径 28 ～ 50cm、短径 26 ～ 42cm、深さ 32 ～ 91cm である。覆土

第 41 表　第 23 号掘立柱建物跡出土遺物一覧（第 75 図）

１

０ （1:3） ５cm

　第 24 号掘立柱建物跡（第 76 図　第 42 表　PL16・57）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 砥石 （13.8）（10.2）（4.4）（710.28） 砂岩 砥面１面　２方向の研磨痕 P ３
覆土 60％

は P １～ P ３・P ５・Ｐ６の第１層が柱痕跡、第２・

３層が掘方への埋土である。P ４・P ９・P11 ～Ｐ

14 は、いずれも柱抜き取り後の流入土である。P

１～ P ３・P ７・P ８・P11・Ｐ 13・Ｐ 14 の底面で、

径 10 ～ 15cm の円形の柱あたりと考えられる硬化

部分を確認した。

遺物出土状況　P ２の覆土から砥石１点（砂岩製砥

石）が出土している。ほかに混入した土師器片２点

が P ３の覆土から出土している。

所見　時期は、出土遺物がないため不明確であるが、

周囲の遺構群との関係などから、16 世紀後半と推

定できる。
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第 76 図　第 24 号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
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１ 7.5YR4/3 褐 ローム小C、炭化物粒D／粘Ｂ、締C　
２　7.5YR3/3 暗褐 ローム小C・粒C、焼土粒D、灰白色粘土小B、
   粒C／粘Ｂ、締C
３ 7.5YR2/2 黒褐 ローム中D・小C・粒B、炭化物粒D、
   灰白色粘土粒D／粘Ｂ、締B　
４ 7.5YR2/3 極暗褐 炭化物粒D、灰白色粘土小C、粒C／粘Ｂ、締C
５ 7.5YR2/3 極暗褐 ローム粒D、炭化物粒D、灰白色粘土粒D／粘Ｂ、締C　
６ 7.5YR4/4 褐 ローム小B・粒A／粘Ｂ、締C
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９ 7.5YR3/2 黒褐 灰白色粘土大C・粒B／粘Ｂ、締C
10 7.5YR3/2 黒褐 ローム小D・粒C、炭化物粒D／粘Ｂ、締B　
11 7.5YR6/2 灰褐 炭化物粒D／粘A、締B
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　第 26 号掘立柱建物跡（第 77・78 図　第 43 表　PL57）

位置　調査区 C 区北東部の H ４g3 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 27 号掘立柱建物跡、第 19 号ピット群との関係は不明である。

規模と構造　桁行３間、梁行２間の側柱建物で、桁行方向が N － 24°－ E の南北棟である。規模は、桁行 4.72 ｍ、

梁行 5.08 ｍで、面積は 23.97㎡である。柱間寸法は、西桁行が北から 2.00 ｍ、1.70 ｍ、1.02 ｍ、東桁行が北か

ら 1.18 ｍ、1.46 ｍ、2.08 ｍで、梁行は北梁行が西から 2.60 ｍ、2.48 ｍ、南梁行が西から 2.50 ｍ、2.58 ｍである。

柱筋はほぼ揃っているが、柱間寸法はばらつきがある。

炉　２か所。炉１は北西コーナー部付近に位置している。長径 108cm、短径 90cm の楕円形で、深さ 15cm

ほどの地床炉である。火床面は第１層上面で、赤変硬化している。炉２は、北部中央に位置している。長径

150cm、短径 72cm の楕円形で、深さ 15cm の地床炉である。火床面は第１層上面で、赤変硬化している。

柱穴　10か所。平面形は円形や楕円形で、長径45～66cm、短径44～62cm、深さ28～70cmである。覆土は、P７・

P ８の第１層が柱痕跡、第２～５層が掘方の埋土である。それ以外は、いずれも柱抜き取り後の流入土である。

P １・P ３・P ４・P ７～Ｐ 10 の底面で、径 10 ～ 15cm の円形の柱あたりと考えられる硬化部分を確認した。

遺物出土状況　土師質土器片 13 点（皿４、擂鉢１、内耳鍋８）、陶器片１点（碗）、土製品１点（焼成粘土塊・

9.20ℊ）、石器１点（砥石）、金属製品１点（煙管）、銭貨１点（不明）が出土している。１は炉の北西部の床面から、

２・３・６・８は炉１の掘方から、４は P ２の覆土上層から、５はＰ３の覆土上層から、それぞれ出土している。

所見　時期は、出土遺物から、16 世紀後葉から 17 世紀前葉と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 文　様・特　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

５ 陶器 碗 － （2.1） ［3.0］ 長石　淡黄 高台削り出し　漬け掛け 長石釉 瀬戸・美濃 P ３
覆土上層 20％　PL57

第 43 表　第 26 号掘立柱建物跡出土遺物一覧（第 78 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴　 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 7.4 1.8 3.8 長石・石英 にぶい褐 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り 北西部
床面 100％　PL57

２ 土師質土器 皿 ［7.0］ 1.8 3.0 長石・石英 にぶい橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り 炉１
掘方埋土

50％
煤付着

３ 土師質土器 皿 ［8.8］ （3.0） （4.0） 長石・石英 橙 普通 ロクロナデ 炉１
掘方埋土 20％

４ 土師質土器 皿 － （1.3） 3.7 長石・石英 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り P ２
覆土上層 20％

６ 土師質土器 内耳鍋 － （5.5） － 長石・石英・細
礫 橙 普通 外面縦位ナデ　内面横位ナデ 炉１

掘方埋土 ５％

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

８ 煙管 （3.2） （1.0） （1.0）（2.27） 銅 鴈首部ヵ 炉１
掘方埋土 30％

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

７ 砥石 （6.0） （4.7） 1.0 （44.76） 粘板岩 研磨面３面　裏面剥離後刃物痕 覆土 60％

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 文　様・特　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

２ 陶器 皿 － （1.3） ［6.2］ 長石　灰白 底部削り出し　釉漬け掛け　 長石釉 瀬戸・美濃 P ３
覆土上層 20％

３ 陶器 皿 － （1.1） ［5.6］ 長石　暗灰黄 底部削り出し　内面施釉 灰釉 瀬戸・美濃 P ３
覆土 10％

第 42 表　第 24 号掘立柱建物跡出土遺物一覧（第 76 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴　 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 ［5.6］ 1.5 ［2.8］ 長石・石英・雲
母 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り P ２

覆土下層 50％　PL57
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第 77 図　第 26 号掘立柱建物跡実測図
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炉１土層解説
１ 2.5YR5/6 明赤褐 ローム中C・小A・粒A、焼土大A・中A・小A・粒A、
   灰大B・中B・小B／粘C、締A
２ 7.5YR5/6 明褐 ローム中C・小A・粒A、焼土粒D、炭化物粒D／粘C、締A
３ 7.5YR3/1 黒褐 ローム中C・小A・粒A、焼土粒D、炭化物粒D、
   灰白色粘土小C／粘A、締A

炉２土層解説
１ ５YR5/6 明赤褐 焼土大A・中A・小A・粒A、炭化物D・粒D、灰B／粘C、締A
２ 7.5YR3/3 暗褐 ローム大C・中C・小A・粒A、焼土中C・粒C、
   炭化物C・粒C／粘A、締A

炉 1

炉 2

２
３ ６８

５ ４

４

５

１
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第 78 図　第 26 号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

　第 27 号掘立柱建物跡（第 79 図　第 44 表　PL16）

位置　調査区 C 区北東部の H ４h3 区、標高 21 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 26 号掘立柱建物跡、第 19 号ピット群との関係は不明である。

規模と構造　桁行２間、梁行３間の側柱建物で、桁行方向が N － 19°－ E の南北棟である。規模は、桁行 4.04 ｍ、

梁行 4.10 ｍで、面積は 16.56㎡である。柱間寸法は、西桁行が北から 1.94 ｍ、2.10 ｍ、東桁行が北から 1.60 ｍ、

2.44 ｍで、梁行は北梁行が西から 1.50 ｍ、1.20 ｍ、1.40 ｍ、南梁行が西から 1.60 ｍ、1.10 ｍ、1.40 ｍである。

柱筋はほぼ揃っているが、柱間寸法はばらつきがある。

柱穴　10 か所。平面形は円形や楕円形で、長径 42 ～ 63cm、短径 36 ～ 62cm、深さ 25 ～ 70cm である。覆土は、

P ２の第１層が柱痕跡、第２層が掘方への埋土、P ７の第１層が柱痕跡、第２・３層が掘方への埋土、P ８の第１・

２層が柱痕跡、第３層が掘方への埋土である。ほかはいずれも、柱抜き取り後の流入土である。P １～ P ４・

P ６～Ｐ 10 の底面で、径 10 ～ 15cm の円形の柱あたりと考えられる硬化部分を確認した。

１ ２ ４３ ５

６ ７
８

０ （1:2） ４cm０ （1:3） ５cm

P２土層解説
１ 7.5YR3/1 黒褐 ローム中C・小A・粒A、焼土粒D、炭化物粒D、
灰白色粘土中C・小C／粘A、締A
２ 7.5YR3/3 暗褐 焼土粒D、炭化物粒D、灰白色粘土中D・小D
   ／粘A、締A
３ 7.5YR8/1 灰白 ローム大C・中C・小A・粒A、
   灰白色粘土大B・中B／粘A、締A
P４土層解説
１ 7.5YR3/1 黒褐 ローム粒A、焼土粒D、炭化物粒D／粘A、締A
２ 7.5YR4/3 褐 ローム小A・粒A、灰白色粘土中C・小C／粘A、締A
３ 7.5YR5/6 明褐 ローム小A・粒A、焼土粒D、炭化物粒D／粘A、締A
４ 7.5YR8/1 灰白 ローム大C・中A・小A・粒A、
   灰白色粘土大A・中A・小A／粘A、締A

P５土層解説
１ 7.5YR3/1 黒褐 ローム小D・粒D、灰白色粘土小C／粘A、締A
２ 7.5YR5/6 明褐 ローム小A・粒A／粘A、締A
３ 7.5YR3/3 暗褐 ローム大C・中C・小A・粒A／粘A、締A

P６土層解説
１ 7.5YR3/1 黒褐 ローム小C・粒C、灰白色粘土大C・中C・小C
   ／粘A、締A
２ 7.5YR5/6 明褐 ローム大C・中A・小A・粒A、焼土粒D、炭化物粒C、
   灰白色粘土小C／粘A、締A
３ 7.5YR8/1 灰白 灰白色粘土大B・中B・小B／粘A、締A

P７土層解説
１ 7.5YR3/1 黒褐 ローム粒C、灰白色粘土小C／粘C、締A
２ 7.5YR4/3　 褐 ローム中C・小A・粒A／粘A、締A
３ 7.5YR3/3 暗褐 ローム大C・中C・小A・粒A、灰白色粘土小C／粘C、締A
４ 7.5YR4/3 褐 ローム中C・小A・粒A／粘A、締A
５ 7.5YR5/6 明褐 ローム大B・中A・小A・粒A／粘A、締A

P８土層解説
１ 7.5YR3/1 黒褐 ローム中C・小A・粒A、焼土粒D、炭化物粒D、
   灰白色粘土小C／粘C、締A
２ 7.5YR5/6　明褐 ローム大C・中A・小A・粒A、灰白色粘土中C・小C／粘A、締A
３ 7.5YR3/3 暗褐 ローム大C・中C・小A・粒A、焼土粒D、炭化物粒C／粘C、締A
４ 7.5YR5/6　明褐 ローム大C・中A・小A・粒A、灰白色粘土中C・小C／粘A、締A

P９土層解説
１ 7.5YR3/3 暗褐 ローム小A・粒A、焼土粒D、炭化物粒D、黒色土大C
   ／粘A、締A
２ 7.5YR4/3 褐 ローム粒A、炭化物粒D,灰白色粘土小C／粘A、締A
３ 7.5YR5/6　明褐 ローム中A・小A・粒A、灰白色粘土中C・小C／粘C、締A

P10土層解説
１ 7.5YR3/1 黒褐 ローム中C・小A・粒A、焼土粒D、炭化物粒D、
   灰白色粘土大C・中C・小C／粘B、締A
２ 7.5YR4/3 褐 ローム中C・小A・粒A、灰白色粘土中C・小C／粘A、締A
３ 7.5YR3/1 黒褐 ローム中C・小A・粒A、灰白色粘土小C／粘A、締A
４ 7.5YR5/6 明褐 ローム小A・粒A、灰白色粘土中A・小A／粘A、締A
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第 79 図　第 27 号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

第 44 表　第 27 号掘立柱建物跡出土遺物一覧（第 79 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 文　様・特　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

１ 陶器 皿 ［12.0］（2.5） － 長石　浅黄 内外面施釉 灰釉 瀬戸・美濃 P ３
覆土 10％

遺物出土状況　土師質土器片７点（内耳鍋）、陶器片１点（皿）が出土している。１は P ３の覆土中から出土

している。

所見　時期は、出土遺物から、17 世紀前葉と推定される。

０ （1:60） ２ｍ

P１土層解説
１ 7.5YR3/1 黒褐 ローム中C・小A・粒A、灰白色粘土小C
   ／粘C、締A
２ 7.5YR8/1 灰白 灰白色粘土大C・中A・小A／粘A、締A
３ 7.5YR5/6 明褐 中C・小A・粒A、灰白色粘土大B・中B・
   小B／粘A、締A
P２・P３土層解説
１ 7.5YR3/3 暗褐 ローム中C・小A・粒A／粘B、締A
２ 7.5YR5/6 明褐 ローム大C・中A・小A・粒A、
   灰白色粘土中C・小C／粘A、締A
P６・P７土層解説
１ 7.5YR3/1 黒褐 ローム小D・粒D、灰白色粘土小C
   ／粘A、締A
２ 7.5YR5/6 明褐 ローム小A・粒A／粘A、締A
３ 7.5YR3/3 暗褐 ローム大C・中C・小A・粒A／粘A、締A
P８土層解説
１ 7.5YR3/1 黒褐 ローム小A・粒A、焼土粒D、炭化物粒D、
   灰白色粘土小C／粘A、締A
２ 7.5YR4/3 褐 ローム大C・中A・小A・粒A、焼土粒D、
   炭化物粒D、灰白色粘土小C／粘A、締A
３ 7.5YR5/6 明褐 ローム大C・中C・小A・粒A、灰白色粘土
   中B・小B／粘A、締A
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第 80 図　第 31 号掘立柱建物跡実測図⑴

　第 31 号掘立柱建物跡（第 80 ～ 82 図　第 45 表　PL16・57）

位置　調査区 C 区南部の J ３j6 区、標高 22 ｍほどの台地平坦部から緩斜面部に位置している。

重複関係　第 1603・1656 号土坑、第 63A 号溝跡を掘り込んでいる。第 1550・1558 ～ 1562・1620・1621・

1665・1666・1680・1686 号土坑、第 38 号ピット群との関係は不明である。

規模と構造　桁行５間、梁行２間の身舎の南側に庇が付く側柱建物で、桁行方向が N － 87°－ E の東西棟で

ある。規模は、身舎が桁行 8.94 ｍ、梁行 3.42 ｍで、面積は 30.57㎡である。庇は南側に 0.74 ｍほど出ている。

庇を含めた桁行は 8.94 ｍ、梁行は 4.12 ｍで、面積は 36.83㎡である。身舎の柱間寸法は、北桁行が西から 1.82 ｍ、

1.70 ｍ、1.90 ｍ、1.70 ｍ、1.82 ｍ、南桁行が西から 1.82 ｍ、1.80 ｍ、1.74 ｍ、1.80 ｍ、1.78 ｍで、梁行は東西
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第 81 図　第 31 号掘立柱建物跡実測図⑵

P９土層解説
１　7.5YR4/4　褐　 ローム小C・粒A／粘B、締B
２　7.5YR$/4　褐　 ローム中C・小B・粒A／粘B、締C

P12土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小C・粒C／粘B、締C

P13土層解説
１　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小C・粒C／粘A、締C
２　7.5YR4/6　褐　　　ローム中C・小B・粒A／粘A、締B

P10土層解説
１　10YR4/3　 にぶい黄褐 ローム中C・小C・粒B／粘B、締C
２　10YR3/4　 暗褐　 ローム小C・粒B／粘B、締C
３　10YR3/3　 暗褐　 ローム小C・粒C／粘B、締C
４　7.5YR4/6　褐　　 ローム中C・小B・粒A／粘A、締B

P11土層解説
１　7.5YR4/4　褐　　 ローム中D・小C・粒A／粘B、締B

P８土層解説
１　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム中C・小B・粒B／粘C、締C
２　10YR4/6　 褐　　　ローム中B・粒A／粘B、締B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム小C・粒B／粘B、締B
４　10YR4/6　 褐　　　ローム粒A／粘B、締B
５　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒C／粘B、締B
６　10YR4/4　 褐　　　ローム中D・小C・粒B／粘A、締C

P５・17～19土層解説
１　7.5YR2/2　黒褐　　ローム小D・粒C／粘B、締C
２　7.5YR2/3　極暗褐　ローム小C・粒C／粘B、締C
３　7.5YR2/3　極暗褐　ローム粒B／粘C、締C
４　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒C／粘B、締B
５　7.5YR4/4　褐　　　ローム大B／粘A、締A
６　7.5YR4/4　褐　　　ローム大A／粘B、締A
７　7.5YR4/3　褐　　　ローム中B／粘B、締B
８　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小D・粒C／粘B、締C
９　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小D・粒C／粘B、締B
10　7.5YR4/3　褐　　　ローム粒B／粘B、締C

P16土層解説
１　7.5YR2/3　極暗褐　ローム小C・粒C／粘B、締C
２　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小C・粒B／粘B、締B

１ ２

22
.4
m

G
G
′

０ （1:60） ２ｍ

H
22.2m

H′

１
２

I
22.2m

I′

J
22.2m

J′

３ ７

８
９10

K
22.4m

K′

L
22.4m

L′ M
22.4m

M′

１

２ ３

N
22.4m

N′

１２

３
６

４

５

O
22.6m

O′

１

P
22.6m

P′ Q
22.6m

Q′

１

２ ３

R
22.4m

R′ S
22.0m

S′

１
２
３
４

４

T
22.2m

T′

U
22.2m

U′

１
２

４
６

Ｋ

３

５

V
22.2m

V′ W
22.2m

W′

P１土層解説
１　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小C・粒C／粘C、締C
２　7.5YR4/3　褐　　　ローム小C・粒B／粘B、締C
３　7.5YR2/3　極暗褐　ローム小C・粒C／粘B、締C
４　7.5YR4/3　褐　　　ローム中D・小B・粒A／粘B、締B

P３土層解説
１　7.5YR4/4　褐　　　ローム小B・粒A／粘B、締A
２　7.5YR4/3　褐　　　ローム中C・小B・粒B／粘A、締B
３　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小C・粒C／粘B、締C
４　7.5YR4/4　褐　　　ローム小C・粒B／粘B、締B

P２土層解説
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒C／粘B、締C
２　7.5YR3/2　黒褐　　ローム小C・粒C／粘B、締C
３　7.5YR3/2　黒褐　　ローム中D・小C・粒B／粘A、締B
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P４土層解説
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒B／粘C、締C
２　7.5YR2/3　極暗褐　ローム粒B／粘C、締C
３　7.5YR4/3　褐　　　ローム小A・粒A／粘B、締B
４　7.5YR4/3　褐　　　ローム小C・粒A／粘B、締B
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第 45 表　第 31 号掘立柱建物跡出土遺物一覧（第 82 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

２ 紡錘車 5.6 5.1 1.0 （33.13）長石・石英・雲
母 灰褐 土師質土器内耳鍋片再利用　周縁打ち欠き・研磨

裏面からの穿孔
P11

覆土中層 100％　PL57

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

１ 陶器 折縁皿 ［10.6］ 2.1 5.4 長石　淡黄 ロクロ成形　底部外面削り出し　内
面ソギ・内禿 灰釉 瀬戸 P21

覆土下層 50％　PL57

第 82 図　第 31 号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

ともが北から 1.77 ｍ、1.65 ｍである。柱筋はほぼ揃っている。庇の柱間寸法は、西から 1.65 ｍ、1.70 ｍ、1.90

ｍ、1.94 ｍ、1.75 ｍである。柱筋はほぼ揃っている。

柱穴　30 か所。P １～ P14 は身舎の柱穴である。平面形は円形や楕円形で、長径 40 ～ 65cm、短径 34 ～

50cm、深さ 40 ～ 83cm である。P １・P ３・P ５・P ７・P12 ～ P14 は P15 ～ P22 と重複しており、建て替

えに伴うピットの可能性がある。P23 ～ P29 は庇の柱穴である。平面形は円形や楕円形で、長径 26 ～ 68cm、

短径 26 ～ 50cm、深さ 42 ～ 88cm である。覆土は、P １・P ３の第１・２層は柱抜き取り後の流入土、第３

層は柱痕跡、第４層は掘方への埋土、P ２・P ４の第１・２層は柱痕跡、第３・４層は掘方への埋土である。

他はいずれも、柱抜き取り後の流入土である。

遺物出土状況　土師質土器片４点（内耳鍋）、陶器片１点（折縁皿）、土製品１点（紡錘車）、鉄製品１点（不

明）が P ７・P11・P21 から出土している。ほかに混入した土師器片１点、須恵器片１点が出土している。１

は P21 の覆土下層から、２は P11 の覆土中層から、それぞれ出土している。

所見　時期は、出土土器から、16 世紀後半と考えられる。

位置　調査区 C 区南東部の K ４c8 区、標高 20 ｍほどの低地部に位置している。

重複関係　第 217・223・224 号溝、第 47 号ピット群との関係は不明である。

規模と構造　桁行４間、梁行２間の側柱建物で、桁行方向が N － 89°－ E の東西棟である。規模は、桁行 7.76 ｍ、

梁行 3.60 ｍで、面積は 27.94㎡である。柱間寸法は、北桁行が西から 1.82 ｍ、2.00 ｍ、1.90 ｍ、2.04 ｍ、南桁

行が西から 1.84 ｍ、2.06 ｍ、1.90 ｍ、1.96 ｍで、梁行は西梁行が北から 1.90 ｍ、1.70 ｍ、東梁行が北から 2.00 ｍ、

　第 32 号掘立柱建物跡（第 83・84 図　第 46 表　PL57）

１
２

０ （1:3） ５cm

Ｐ29土層解説
１　7.5YR4/6　褐　　　ローム小B・粒A／粘B、締C
２　7.5YR4/4　褐　　　ローム小D・粒B／粘B、締C
３　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小B・粒B／粘B、締C

Ｐ20土層解説
１　10YR4/4　 褐　　　ローム小C・粒B／粘B、締B
２　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム中C・小B・粒A／粘B、締C
３　10YR4/4　 褐　　　ローム小B・粒A／粘A、締C

Ｐ30土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小C・粒C／粘B、締B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒B／粘B、締C
３　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム小B・粒B／粘B、締C

Ｐ22土層解説
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小C・粒C、焼土粒D、炭化粒D／粘B、締B
２　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小C・粒C／粘B、締C
３　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒C／粘A、締C
４　7.5YR4/6　褐　　　ローム小B・粒A／粘A、締B

Ｐ24土層解説
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム小D・粒B／粘B、締C
２　7.5YR4/4　褐　　　ローム小C・粒A／粘A、締C

Ｐ23土層解説
１　7.5YR4/6　褐　　　ローム小B・粒A／粘A、締B
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒C／粘A、締C
３　7.5YR4/6　褐　　　ローム小B・粒A／粘A、締A
４　7.5YR2/3　極暗褐　ローム小C・粒C／粘B、締C
５　7.5YR4/6　褐　　　ローム中B・粒A／粘A、締A
６　7.5YR4/4　褐　　　ローム中C・小C・粒B／粘A、締B
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ピット土層解説（各ピット共通）
１　7.5YR4/1　褐灰　　粘土大D／粘A、締A
２　7.5YR4/1　褐灰　　粘土大D／粘A、締B
３　7.5YR5/1　褐灰　　粘土粒A／粘A、締B
４　7.5YR4/1　褐灰　　粘土小D／粘A、締B
５　7.5YR4/1　褐灰　　粘土中D・小D／粘A、締A
６　7.5YR4/1　褐灰　　粘土小D／粘A、締A
７　7.5YR4/1　褐灰　　粘土小C／粘A、締B

P42土層解説
１　2.5Y5/1　黄灰　　灰色粘土小C、褐色粘土小C／粘A、締A
２　2.5Y5/1　黄灰　　灰白色粘土小C／粘A、締B
３　2.5Y6/1　褐灰　　砂質粘土層／粘A、締A
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1.60 ｍである。柱筋はほぼ揃っている。

柱穴　12 か所。平面形は円形や楕円形で、長径 28 ～ 50cm、短径 26 ～ 46cm、深さ 36 ～ 68cm である。P ２・

P ８を除き、いずれも３～６基の複数のピットと重複しており、それらを P13 ～ P45 とした。それぞれの重

複関係は捉えることができなかったが、複数回の建て替えなどが考えられる。覆土は、P42 の第１層は柱抜き

取り後の流入土、第２層は柱痕跡、第３層は掘方への埋土である。P12・P36 ～ P38・P40 は柱抜き取り後の

流入土である。P24・P42・P43 の底面には、一辺 25 ～ 30cm の角材が残存している。

遺物出土状況　土師質土器片４点（皿３、鍋１）、陶器片２点（皿）が出土している。１は P11、２は P13 の

覆土から、３は P45 の覆土上層から、４は P45 の覆土中層から、５・６は P11 の覆土中層から、それぞれ出

土している。

所見　時期は、出土土器から、16 世紀後葉から 17 世紀前葉と考えられる。

第 46 表　第 32 号掘立柱建物跡出土遺物一覧（第 84 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

５ 陶器 鉄絵皿 ［13.0］ 2.5 ［7.6］ 緻密・淡黄 ロクロ成形　底部削り出し　内面鉄
絵　草花文ヵ　

長石釉
鉄釉 瀬戸 P11

覆土中層 20％　PL58

６ 陶器 丸皿 ［9.3］ （2.3） － 緻密・オリーブ黄 ロクロ成形　底部削り出し　漬け掛
け 灰釉 瀬戸 P11

覆土中層
５％
油煙付着　

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴　 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 ［7.1］ 1.7 ［4.5］ 長石・石英 明赤褐 普通 ロクロナデ P11
覆土 5%

２ 土師質土器 皿 － （2.6） ［5.7］ 長石・石英・赤
色粒子 にぶい橙 普通 ロクロナデ P13

覆土 5％

３ 土師質土器 皿 7.9 2.8 3.9 長石・石英 橙 普通 ロクロ成形　底部回転糸切り P45
覆土上層 100％　PL57

４ 土師質土器 皿 8.3 2.9 4.2 長石・石英 橙 普通 ロクロ成形　底部回転糸切り P45
覆土中層 95％　PL57

２

１

４３
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１

P６土層解説
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小D・粒D、白色粘土粒D'／粘B、締B

P３土層解説
１　7.5YR3/3　暗褐　 ローム大C・中D'・小D'・粒D'、白色粘土大D／
   粘A、締B
２　7.5YR3/2　黒褐　 ローム小D'・粒D'／粘B、締B
３　7.5YR2/2　黒褐　 ローム小D'・粒D'／粘B、締B
４　10YR4/4　 褐　　 ローム大B／粘B、締B
５　10YR2/1　 黒　　 ローム粒D'／粘B、締B
６　10YR2/2　 黒褐　 ローム粒D'／粘B、締B

P４土層解説
１　7.5YR4/3　褐　　 ローム大C・中B・小D・粒D、白色粘土大B・中C・
   小D／粘A、締B
２　7.5YR3/2　黒褐　 ローム大B・中B・小D・粒D、白色粘土大A・中B・
   小C・粒C／粘A、締B

P５土層解説
１　7.5YR2/2　黒褐　　ローム粒D、白色粘土小C／粘B、締B
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒D、白色粘土小D'／粘B、締B
３　7.5YR2/2　黒褐　　ローム小C・粒D／粘B、締B
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第 47 表　第 33 号掘立柱建物跡出土遺物一覧（第 85 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴　 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 9.2 2.5 5.2 長石・石英・黒
色粒子・細礫 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り P10

覆土下層 90％　PL58

　第 34 号掘立柱建物跡（第 86 図）

位置　調査区 C 区南部の J ３d9 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 1700 号土坑を掘り込んでいる。第 152 号井戸跡、第 1694・1717・1851・1852 号土坑、第 41 号

ピット群との関係は不明である。

規模と構造　桁行３間、梁行２間の側柱建物で、桁行方向が N － 87°－ E の東西棟である。規模は、桁行 5.22 ｍ、

梁行 3.50 ｍで、面積は 18.27㎡である。柱間寸法は、北桁行が西から 1.80 ｍ、1.70 ｍ、1.72 ｍ、南桁行が西か

ら 1.96 ｍ、1.83 ｍ、1.43 ｍで、梁行は西梁行が北から 1.86 ｍ、1.64 ｍで、東梁行が北から 1.56 ｍ、1.94 ｍである。

柱筋はほぼ揃っているが、柱間は不規則である。

柱穴　北桁行の１か所（P １）を確認できず、９か所である。平面形は円形や楕円形で、長径 30 ～ 60cm、短

径 28 ～ 44cm、深さ 34 ～ 73cm である。P ３・P ４・P ７・P ８・P10 は、それぞれピットと重複しており、

建て替えなどに伴うピットの可能性がある。覆土は、P ４・P ５・P10 が柱抜き取り後の流入土である。

遺物出土状況　土師質土器片３点（鍋、擂鉢、甕）が P ５・P ７の覆土中から出土したが、いずれも細片である。

所見　時期は、出土遺物が少ないため不明確であるが、周囲の遺構群との関係などから、16 世紀から 17 世紀

前葉と推定できる。

位置　調査区 C 区南東部の J ４d3 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 1714・1780・1785・1798 号土坑、第 44 号ピット群との関係は不明である。

規模と構造　桁行３間、梁行２間の総柱建物で、桁行方向が N －３°－ E の南北棟である。規模は、桁行 6.70 ｍ、

梁行 3.68 ｍで、面積は 24.66㎡である。柱間寸法は、西桁行が北から 2.88 ｍ、2.00 ｍ、1.82 ｍ、東桁行が北か

ら 2.82 ｍ、1.98 ｍ、1.90 ｍで、梁行は北梁行が西から 1.84 ｍ、1.84 ｍで、南梁行が西から 2.16 ｍ、1.52 ｍである。

桁行の北側で柱間が広く、Ｐ４・Ｐ５・Ｐ 12 が柱筋からやや外れている。

柱穴　13 か所。平面形は円形や楕円形で、長径 28 ～ 54cm、短径 28 ～ 46cm、深さ 22 ～ 54cm である。P ７

は P13 と重複しており、建て替えなどに伴うピットの可能性がある。覆土は、P ３～ P ６が柱抜き取り後の

流入土である。

遺物出土状況　土師質土器片３点（皿、鍋、擂鉢）が P ３・P ５・P10 の覆土中から出土している。１は P10

の覆土下層から出土している。

所見　時期は、出土土器から、16 世紀後半と考えられる。
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　第 35 号掘立柱建物跡（第 87 図　第 48 表）

位置　調査区 C 区南東部の K ４e0 区、標高 19 ｍほどの低地部に位置している。

重複関係　第 1635 号土坑、第 228 号溝跡、第 47 号ピット群との関係は不明である。

規模と構造　桁行３間、梁行１間の側柱建物で、桁行方向が N － 87°－ E の東西棟である。規模は、桁行 5.54 ｍ、

梁行 3.10 ｍで、面積は 17.17㎡である。柱間寸法は、北桁行が西から 1.80 ｍ、1.86 ｍ、1.88 ｍ、南桁行が西か

ら 1.86 ｍ、1.84 ｍ、1.84 ｍで、梁行は東・西梁行とも 3.10 ｍである。柱筋はほぼ揃っている。

柱穴　８か所。平面形は円形や楕円形で、長径 30 ～ 50cm、短径 24 ～ 40cm、深さ 32 ～ 76cm である。

P４土層解説
１　10YR4/4　 褐　　　ローム小B／粘A、締B
２　10YR4/4　 褐　　　ローム小B、白色粘土小C／粘A、締B
３　10YR5/6　 黄褐　　ローム小A／粘A、締B

P10土層解説
１　10YR3/4　 暗褐　　白色粘土中B／粘B、締A
２　10YR3/4　 暗褐　　白色粘土中C／粘B、締A
３　10YR4/4　 褐　　　ローム中C、白色粘土中C／粘B、締A

P５土層解説
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム中C・小B・粒C、粘土小D／粘B、締B
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第 48 表　第 35 号掘立柱建物跡出土遺物一覧（第 87 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴　 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 ［9.7］ （1.7） － 長石・石英・赤
色粒子 にぶい橙 普通 ロクロナデ P ４覆土 ５％

煤付着　　

遺物出土状況　土師質土器５点（皿２、内耳鍋３）、鉄滓１点が P ３・P ４・P ６・P ７の覆土中から出土している。

１は P ４の覆土中から出土してい　る。

所見　時期は、出土土器から、16 世紀後半と考えられる。

　第 36 号掘立柱建物跡（第 88 図　PL17）

位置　調査区 C 区西部中央の I ２e9 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 123 号竪穴建物跡を掘り込み、第 204 号井戸、第 2474 号土坑に掘り込まれている。

規模と構造　桁行４間、梁行２間の側柱建物で、桁行方向が N － 89°－ W の東西棟である。規模は、桁行 7.70 ｍ、

梁行 4.30 ｍで、面積は 33.11㎡である。柱間寸法は、北桁行が西から 1.80 ｍ、1.90 ｍ、1.95 ｍ、2.05 ｍ、南桁

行が西から 1.95 ｍ、1.94 ｍ、1.96 ｍ、1.85 ｍで、梁行は西梁行が北から 2.45 ｍ、1.85 ｍ、東梁行が北から 2.06 ｍ、

2.24 ｍである。柱筋はほぼ揃っているが、柱間寸法はややばらつきがある。

柱穴　南東部が第 204 号井戸跡に掘り込まれていることから、11 か所確認した。平面形は円形や楕円形で、

長径 30 ～ 52cm、短径 25 ～ 40cm、深さ 22 ～ 64cm である。Ｐ３・Ｐ４・Ｐ９～Ｐ 11 の底面で、径 10 ～
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第 88 図　第 36 号掘立柱建物跡実測図

P１土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　 ローム小C・粒D／粘B、締B
２　10YR4/3　 にぶい黄褐 ローム小D・粒C／粘B、締B

P11土層解説 
１　10YR3/4　 暗褐　 ローム中C・小C・粒D／粘B、締B
２　10YR4/4　 褐　　 ローム小C・粒D／粘B、締B
３　10YR4/6　 褐　　 ローム小D・粒C／粘B、締B

P10土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　 ローム小C・粒C／粘B、締B
２　10YR3/4　 暗褐　 ローム小D・粒C／粘B、締B

P９土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　 ローム中C・小C・粒D／粘B、締B
２　10YR3/4　 暗褐　 ローム小C・粒D／粘B、締B
３　10YR4/4　 褐　　 ローム小D・粒C／粘B、締B

P４～７土層解説
１　10YR4/3　 にぶい黄褐 ローム中D・小C・粒C／粘B、締B
２　10YR3/3　 暗褐　 ローム小C・粒D／粘B、締B
３　10YR4/6　 褐　　 ローム小C・粒C／粘B、締B
４　10YR4/4　 褐　　 ローム小C・粒D／粘B、締B

P３土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　 ローム小D・粒C／粘B、締B
２　10YR4/4　 褐　　 ローム中C・小D・粒D／粘B、締B
３　10YR3/4　 暗褐　 ローム小C・粒D／粘B、締B
４　10YR4/6　 褐　　 ローム中C・小C・粒D／粘B、締B

P８土層解説
１　10YR4/3　 にぶい黄褐 ローム中C・小D・粒C／粘B、締B
２　10YR4/4　 褐　　 ローム小C・粒D／粘B、締B
３　10YR4/6　 褐　　 ローム小D・粒C／粘B、締B

P２土層解説
１　10YR3/4　 暗褐　 ローム小C・粒C／粘B、締B
２　10YR3/3　 暗褐　 ローム小D・粒D／粘B、締B
３　10YR3/3　 暗褐　 ローム小C・粒D／粘B、締B
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15cm の円形の柱あたりと考えられる硬化部分を確認した。覆土は、P ４が第１・２層が柱抜き取り後の流入土、

第３・４層は掘方の埋土である。他はいずれも、柱抜き取り後の流入土である。

所見　時期は、出土遺物がないため不明確であるが、周辺の遺構群との関係などから、16 世紀から 17 世紀前

葉と推定できる。

　第 37 号掘立柱建物跡（第 89・90 図　PL17）

第 89 図　第 37 号掘立柱建物跡実測図⑴

位置　調査区 C 区北西部の H ２f9 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。
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第 90 図　第 37 号掘立柱建物跡実測図⑵

重複関係　P ３が第 2221 号土坑に掘り込まれている。また、第 38 号掘立柱建物跡、第 18 号柱穴列、第 33 号

地 下 式 坑、 第 2220・2321・2326・2330・2331・2333・2334・2335・2352・2394・2397・2405・2408・2409・

2448・2449・2451・2454・2455・2649・2650・2653・2657・2658・2659・2664・2665・2666・2667・2674・

2675・2694・2703・2704・2715・2720 号土坑との関係は不明である。

規模と構造　東梁行の柱穴が１か所確認できなかったが、桁行３間、梁行３間の側柱建物で、桁行方向が N

－５°－ W の南北棟である。規模は、桁行 6.26 ｍ、梁行 6.18 ｍで、面積は 38.68㎡である。柱間寸法は、西桁

行が北から 2.40 ｍ、2.00 ｍ、1.86 ｍ、東桁行が北から 3.56 ｍ、2.70 ｍで、梁行は北梁行が西から 1.70 ｍ、2.30 ｍ、

2.18 ｍ、南梁行が西から 1.70 ｍ、3.12 ｍ、1.36 ｍである。柱筋は、Ｐ７を除きほぼ揃っているが、柱間寸法は

ばらつきがある。

柱穴　東梁行の１か所が確認できなかったため、11 か所である。平面形は円形や楕円形で、長径 26 ～ 56cm、

短径 24 ～ 44cm、深さ 20 ～ 72cm である。覆土は、P １が第１・２層が柱痕跡、第３層が掘方の埋土である。

他はいずれも、柱抜き取り後の流入土である。

所見　時期は、出土遺物がないため不明確であるが、周辺の遺構群との関係などから、16 世紀から 17 世紀前

葉と推定できる。

　第 38 号掘立柱建物跡（第 91 図　PL17）

位置　調査区 C 区北西部の H ３f1 区、標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　P ２が第 2239 号土坑を掘り込んでいる。また、第 37 号掘立柱建物跡、第 33 号地下式坑、第

2226・2240・2319・2321・2322・2397・2408・2703 号土坑との関係は不明である。

規模と構造　P ３が柱筋から外れているが、北桁行３間、南桁行２間、梁行２間の側柱建物で、桁行方向が N

－ 87°－ W の東西棟である。規模は、桁行 5.82 ｍ、梁行 3.44 ｍで、面積は 20.02㎡である。柱間寸法は、北桁

行が西から 2.02 ｍ、1.85 ｍ、1.95 ｍ、南桁行が西から 2.76 ｍ、3.06 ｍで、梁行は西梁行が北から 2.06 ｍ、1.38 ｍ、

東梁行が北から 1.52 ｍ、1.92 ｍである。柱筋は、Ｐ３を除きほぼ揃っているが、柱間寸法にばらつきがある。

柱穴　９か所。平面形は円形や楕円形で、長径 34 ～ 56cm、短径 28 ～ 44cm、深さ 20 ～ 52cm である。覆土は、

いずれも柱抜き取り後の流入土である。

所見　時期は、出土遺物がないため不明確であるが、周辺の遺構群との関係などから、16 世紀から 17 世紀前

葉と推定できる。

P１土層解説
１　10YR3/2　 黒褐　 ローム小D・粒D、焼土粒D／
   粘B、締B
２　10YR3/4　 暗褐　 ローム小C・粒D／粘B、締B
３　10YR4/4　 褐　　 ローム小C・粒B／粘B、締A

P11土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　 ローム小D・粒D／粘B、締B
２　10YR3/2　 黒褐　 ローム粒D／粘B、締B

P２土層解説
１　10YR3/4　 暗褐　 ローム小D・粒D／粘B、締B
２　10YR4/4　 褐　　 ローム小D・粒C／粘B、締B
P３土層解説
１　10YR3/4　 暗褐　 ローム粒D／粘B、締B
２　10YR3/3　 暗褐　 ローム小D・粒C／粘B、締B
３　10YR2/2　 黒褐　 ローム小C・粒C／粘B、締B

P４土層解説
１　10YR3/4　 暗褐　 ローム小C・粒D／粘B、締B
２　10YR2/3　 黒褐　 ローム粒D／粘B、締B
３　10YR3/3　 暗褐　 ローム小D・粒D／粘B、締B

P７土層解説
１　10YR2/3　 黒褐　 ローム小D・粒C／粘B、締B
２　10YR2/2　 黒褐　 ローム小C・粒D／粘B、締B

P５・６土層解説
１　10YR4/6　 褐　　 ローム小B・粒A／粘B、締B
２　10YR5/6　 黄褐　 ローム中C・小B・粒A／
   粘B、締B

P８土層解説
１　10YR2/2　 黒褐　 ローム粒D／粘B、締B
２　10YR4/6　 褐　　 ローム小B・粒A／粘B、締B

P９土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　 ローム小C・粒D／粘B、締B
２　10YR3/4　 暗褐　 ローム小D・粒D／粘B、締B
P10土層解説
１　10YR4/6　 褐　　 ローム中C・小D・粒D／
   粘B、締B
２　10YR4/3　 にぶい黄褐 ローム小C・粒C／粘B、締B
３　10YR3/4　 暗褐　 ローム小D・粒C／粘B、締B
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第 91 図　第 38 号掘立柱建物跡実測図

　第 40 号掘立柱建物跡（第 92 図）

位置　調査区 D 区北東部の I ５h8 区、標高 20 ｍほどの低地部に位置している。

重複関係　第 2786 号土坑を掘り込んでいる。

規模と構造　桁行２間、梁行２間の側柱建物で、桁行方向が N － 88°－ W の東西棟である。規模は、桁行 2.47 ｍ、

梁行 1.96 ｍで、面積は 4.84㎡である。柱間寸法は、北桁行が西から 1.25 ｍ、1.22 ｍ、南桁行が西から 1.20 ｍ、

1.27 ｍｍで、梁行は西梁行が北から 0.90 ｍ、1.06 ｍ、東梁行が北から 0.82 ｍ、1.14 ｍである。柱筋は P ３・P

５がややずれるものの、ほぼ揃っている。

柱穴　８か所。平面形は円形や楕円形で、長径 30 ～ 42cm、短径 25 ～ 40cm、深さ 10 ～ 26cm である。覆土は、

P １・P ３・P ８が第１層が柱痕跡、第２～４層が掘方の埋土である。P ５・P ７は柱抜き取り後の流入土である。

所見　時期は、出土遺物がないため不明確であるが、周辺の遺構群との関係などから、16 世紀から 17 世紀前

葉と推定できる。

P１・２・５・７～９土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小D・粒D／粘B、締B
２　10YR2/2　 黒褐　　ローム粒D／粘B、締B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム小D・粒C／粘B、締B
４　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム小C・粒D／粘B、締B
５　10YR4/4　 褐　　　ローム小C・粒C／粘B、締B

P３土層解説
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小D・粒D／粘B、締B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム中D・小D・粒C／粘B、締B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム小C・粒D／粘B、締B
４　10YR4/4　 褐　　　ローム小C・粒C／粘B、締B
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第 92 図　第 40 号掘立柱建物跡実測図

第 49 表　室町時代から江戸時代の掘立柱建物跡一覧

番号 位 置 桁行方向
柱間数 規　模 面 積

（㎡）

柱間寸法 柱     穴 主な出土遺
物 時　期 備　考

桁×梁（間）桁 × 梁（ｍ） 桁間（ｍ）梁間（ｍ）構造 柱穴数 平 面 形 深さ（㎝）

１ G ４b6 Ｎ－62°－W ３×２ 5.80 × 3.65 21.17 1.80 ～
2.10

1.80 ～
1.95 側柱 10 円・楕円形 51 ～ 69 － 16 世紀前半 SD21 →本跡→ PG ６P ８

SK30・32、PG ６と重複
２ G ４e6 Ｎ－67°－W ３×１ 5.75 × 3.35 20.41 1.75 ～

2.10 3.55 側柱 ８ 円・楕円形 22 ～ 64 － 16 世紀前半 PG ６と重複

21 H ４f1 Ｎ－ 21°－Ｅ ４×３ 6.80 × 4.23 28.76 1.50 ～
2.70

0.90 ～
2.10 側柱 13 円・楕円形 20 ～ 115 銭貨 16 世紀から

17 世紀前葉
SK837 →本跡→ SK782・839・
840・843・930、HT3
PG19 と重複

22 H ４c4 Ｎ－ 16°－Ｅ ２×２ 4.20 × 4.00 16.80 1.20 ～
3.00

1.90 ～
2.10 側柱 ８ 円・楕円形 34 ～ 70 土師質土器 16 世紀後半 SB23・24 →本跡

SK1000・1014・PG20 と重複
23 H ４c5 Ｎ－73°－W ４×３ 7.30 × 3.64 26.57 1.16 ～

2.32
0.90 ～
1.82 側柱 14 円・楕円形 32 ～ 91 土師質土器

砥石 16 世紀後半 本跡→ SB22
SB24・SK1014・PG20 と重複

24 H ４d4 Ｎ－77°－W ４×３ 6.28 × 4.14 25.99 1.18 ～
2.60

1.00 ～
2.10 側柱 12 円・楕円形 18 ～ 78 土師質土器

陶器
16 世紀後葉か
ら 17 世紀前葉

SK1023 →本跡→ SB22
SB23、SK1000・1001、
PG20 と重複

26 H ４g3 Ｎ－ 24°－Ｅ ３×２ 4.72 × 5.08 23.97 1.02 ～
2.08

2.48 ～
2.60 側柱 10 円・楕円形 28 ～ 70

土師質土器　陶器
焼成粘土塊　砥石
煙管　銭貨

16 世紀後葉か
ら 17 世紀前葉 SB27・PG19 と重複

27 H ４h3 Ｎ－ 19°－Ｅ ２×３ 4.04 × 4.10 16.56 1.60 ～
2.44

1.10 ～
1.60 側柱 10 円・楕円形 25 ～ 70 土師質土器

陶器 17 世紀前葉 SB26・PG19 と重複

31 J ３j6 Ｎ－ 87°－Ｅ ５×２ 8.94 × 3.42 30.57 1.70 ～
1.90

1.65 ～
1.82 側柱 30 円・楕円形 40 ～ 83

土師質土器
陶器　紡錘
車　不明鉄
製品

16 世紀後半

SK1603・1656、SD63A →
本跡
SK1550・1558 ～ 1562・
1620・1621・1665・1666・
1680・1686、PG38 と重複

32 K ４c8 Ｎ－ 89°－Ｅ ４×２ 7.76 × 3.60 27.94 1.82 ～
2.06

1.60 ～
2.00 側柱 12 円・楕円形 36 ～ 68 土師質土器

陶器
16 世紀後葉か
ら 17 世紀前葉

SD217・223・224、
PG47 と重複

33 J ４d3 Ｎ－３°－Ｅ ３×２ 6.70 × 3.68 24.66 1.82 ～
2.88

1.52 ～
2.16 総柱 13 円・楕円形 22 ～ 54 土師質土器 16 世紀後半 SK1714・1780・1785・

1798、PG44 と重複

34 J ３d9 Ｎ－ 87°－Ｅ ３×２ 5.22 × 3.50 18.27 1.43 ～
1.96

1.56 ～
1.94 側柱 ９ 円・楕円形 34 ～ 73 土師質土器 16 世紀から

17 世紀前葉

SK1700 →本跡
SE152、SK1694・
1717・1851・1852、
PG41 と重複

35 K ４e0 Ｎ－ 87°－Ｅ ３×１ 5.54 × 3.10 17.17 1.80 ～
1.88 3.10 側柱 ８ 円・楕円形 32 ～ 76 土師質土器

鉄滓 16 世紀後半 SD228、SK1635、
PG47 と重複

36 I ２e9 Ｎ－89°－W ４×２ 7.70 × 4.30 33.11 1.80 ～
2.05

1.85 ～
2.45 側柱 11 円・楕円形 22 ～ 64 － 16 世紀から

17 世紀前葉
SI123 →本跡→ SE204、
SK2474

37 H ２f9 Ｎ－５°－ W ３×３ 6.26 × 6.18 38.68 1.86 ～
3.56

1.36 ～
3.12 側柱 11 円・楕円形 20 ～ 72 － 16 世紀から

17 世紀前葉

本跡→ SK2221
SB38・SA18・UP33・
SK2220・2321・2326・
2330・2331・2333 ～
2335・2352・2394・2397・
2405・2408・2409・2448・
2449・2451・2454・2455・
2649・2650・2653・2657
～ 2659・2664 ～ 2667・
2674・2675・2694・2703・
2704・2715・2720 と重複

38 H ３f1 Ｎ－87°－W ３×２ 5.82 × 3.44 20.02 1.85 ～
3.06

1.38 ～
2.06 側柱 ９ 円・楕円形 20 ～ 52 － 16 世紀から

17 世紀前葉

SK2239 →本跡
UP33、SB37・SK2226・2239・
2240・2319・2321・2322・
2397・2408・2703 と重複

40 I ５h8 Ｎ－88°－W ２×２ 2.47 × 1.96 4.84 1.20 ～
1.27

0.82 ～
1.14 側柱 ８ 円・楕円形 10 ～ 26 － 16 世紀から

17 世紀前葉 SK2786 →本跡

P１・P８土層解説
１　2.5YR3/1　黒褐　 焼土小Ｄ、炭化物D、浅黄色粘土小D／
   粘B、締A
２　2.5YR7/4　浅黄　 浅黄色粘土小B、灰白色粘土小A／
   粘A、締A
３　2.5YR3/2　黒褐　 浅黄色粘土小B、灰白色粘土小C／
   粘A、締A
４　2.5YR7/4　浅黄　 浅黄色粘土小B、灰白色粘土小A／
   粘A、締B

P５・P７土層解説
１　2.5YR3/1　黒褐 焼土小D、炭化物C、浅黄色粘土中B、
   灰白色粘土中C／粘B、締A
２　2.5YR6/4　にぶい黄 浅黄色粘土中B、灰白色粘土中B／
   粘B、締A

P３土層解説
１　2.5YR4/1　黄灰　 浅黄色粘土小B、灰白色粘土小C／
   粘B、締A
２　2.5YR7/4　浅黄　 浅黄色粘土小B、灰白色粘土小A／
   粘A、締A
３　2.5YR3/2　黒褐　 浅黄色粘土小B、灰白色粘土小C／
   粘A、締A
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　第１号方形竪穴遺構（第 93 図　第 50 表）

位置　調査区Ａ区南部のＧ４d3 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸 1.98 ｍ、短軸 1.46 ｍの長方形で、長軸方向はＮ－ 54 ﾟ－Ｗである。壁は高さ 48㎝で、外傾

している。

床　ほぼ平坦で、硬化していない。

覆土　３層に分層できる。各層にロームブロックを多く含むことから、人為堆積である。

ピット　２か所。深さ 22 ～ 27㎝で、配置から柱穴と考えられる。

遺物出土状況　金属器１点（煙管）が、覆土中から出土している。

所見　時期は、煙管の形状から、19 世紀代と考えられる。性格は不明である。

第 50 表　第１号方形竪穴遺構遺物一覧（第 93 図）　

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 煙管 5.4 2.0 0.1 2.13 銅 雁首部　火皿径 1.2㎝　鍛造後銅板巻き蝋付け 覆土

第 93 図　第１号方形竪穴遺構実測図

　第２号方形竪穴遺構（第 94 図　PL17）

位置　調査区Ａ区南部のＧ４f2 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 16 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　確認できた規模は、北東・南西軸 2.66 ｍ、北西・短軸 1.75 ｍである。平面形は方形または長方形で、

北東・南西軸方向はＮ－ 10 ﾟ－Ｅである。壁は高さ 14 ～ 32㎝で、外傾している。

床　ほぼ平坦で、硬化面などは確認できなかった。

　⑵　方形竪穴遺構

１

土層解説
１ 10YR3/3 暗褐 ローム小C・粒C、炭化物D’／粘B、締B
２ 10YR4/2 灰黄褐 ローム中B・小B・粒B／粘B、締B
３ 10YR4/3 にぶい黄褐　ローム中A・小A・粒B／粘B、締B
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ピット　３か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ 14 ～ 38㎝で、配置から柱穴と考えられる。Ｐ３は深さ 14㎝で、性格は不

明である。

覆土　２層に分層できる。ロームブロックを多く含んでいることから、人為堆積である。

所見　出土遺物がないため時期は不明であるが、第 16 号溝跡との重複関係や周辺に存在する第１・２号に関

連する建物と考えられることから、16 世紀前半以前である。

　第３号方形竪穴遺構（第 95 図）

位置　調査区 C 区北部の H ３f0 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 848 号土坑に掘り込まれている。第 21 号掘立柱建物跡、第 782 号土坑との関係は不明である。

規模と形状　北壁側が撹乱のため、東西軸が 2.12 ｍ、南北軸が 2.15 ｍほどの長方形と推定でき、主軸方向は

N － 67°－ W である。壁は高さ 15 ～ 20cm で、外傾している。

床　やや凹凸があり、北から南に向かって緩やかに傾斜し、南部が低くなっている。

ピット　７か所。P １・P ２は深さ 28cm・22cm で、規模や位置から主柱穴である。P ３は深さ 24cm で、規

模や位置から出入口施設に伴うピットと考えられる。P ４～ P ７は深さ 22 ～ 28cm で、壁際に位置している。

覆土はいずれも、柱抜き取り後の流入土である。

覆土　３層に分層できる。各層にロームブロックを多く含むことから、人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片５点（鉢１、内耳鍋４）が出土している。いずれも覆土から出土し、細片である。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀後半と考えられる。
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第 94 図　第２号方形竪穴遺構実測図
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第 95 図　第３号方形竪穴遺構実測図

　第 4 号方形竪穴遺構（第 96 図　第 51 表）

位置　調査区 C 区北部の H ３h0 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 867・895 号土坑、第 19 号ピット群 P108 との関係は不明である。

規模と形状　台形状の主室部と、長方形に張り出す出入口部からなる。規模は主室部が長軸 3.18m、短軸 2.25

ｍ、出入口部の長軸は 1.15 ｍ、短軸は 1.00 ｍで、出入口部を含めた東西軸は 3.36 ｍである。主軸方向は N －

87°－ W である。壁は高さ 12 ～ 25cm で、外傾している。

床　ほぼ平坦で、西から東に向かって緩やかに傾斜し、東部が低くなっている。

ピット　５か所。P １は深さ 26cm で、ほぼ主軸上にある。P ２～ P ４は深さ 13 ～ 35cm で、西壁際に位置

している。

覆土　２層に分層できる。各層にロームブロックを多く含むことから、人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片８点（皿２、甕４、内耳鍋２）が出土している。１は北西部の覆土中から出土し

ている。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀後半と考えられる。

土層解説
１　7.5YR4/3　褐　　　ローム中C・小A・粒A／粘C、締A　
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム大C・中C・小Ａ・粒A、／粘C、締A
３　7.5YR4/3　褐　　　ローム大C・中C・小A・粒A／粘C、締A

P４土層解説
１　10YR3/3　暗褐　　ローム小B／粘Ｂ、締Ｂ
２　10YR2/2　黒褐　　ローム粒Ｂ／粘Ｂ、締Ｂ

P１土層解説
１　10YR4/4　褐　　　ローム粒B／粘Ｂ、締Ｂ
２　10YR3/3　暗褐　　ローム小C、炭化物B／粘Ｂ、締Ｂ

P３土層解説
１　10YR3/3　暗褐　　ローム粒C、炭化物B／粘Ｂ、締Ｂ
２　10YR4/4　褐　　　ローム小C、炭化物B／粘Ｂ、締Ｂ
３　10YR3/2　黒褐　　ローム粒C／粘Ｂ、締A

P２土層解説
１　10YR3/2　黒褐　　ローム粒B／粘Ｂ、締Ｂ
２　10YR3/3　暗褐　　ローム小A／粘Ｂ、締Ｂ

P５・P６土層解説
１　10YR3/2　黒褐　　ローム小B／粘Ｂ、締Ｂ
２　10YR3/3　暗褐　　ローム小B、焼土小C／粘Ｂ、締Ｂ
３　10YR3/4　暗褐　　ローム粒B／粘Ｂ、締B

P７土層解説
１　10YR3/4　暗褐　　ローム小C、炭化物C／粘Ｂ、締Ｂ
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第 96 図　第４号方形竪穴遺構・出土遺物実測図

第 51 表　第４号方形竪穴遺構出土遺物一覧（第 96 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴　 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 ［7.6］ 2.0 ［4.4］ 長石・石英 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り 北西部覆土 5%

　第５号方形竪穴遺構（第 97・98 図　第 52 表　PL58）

位置　調査区 C 区東部の I ４f1 区、標高 21 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

規模と形状　長軸 3.63m、短軸 2.72 ｍで、主軸方向は N － 18°－ E の長方形である。壁は高さ８cm で、外傾

している。

床　ほぼ平坦で、南東コーナー部と西壁際の一部を除き、硬化している。

炉　北壁中央部に位置している。長径 46cm、短径 36cm の楕円形で、深さ 10cm ほどの地床炉である。炉床

面は第１層下面で、赤変硬化している。

ピット　12 か所。P １～ P ４は深さ 33 ～ 66cm で、規模や配置から主柱穴である。P ５は深さ 38cm で、炉

と対峙する位置にあることから、出入口施設に伴うピットと考えられる。P ８は長径 0.7 ｍ、短径 0.52 ｍ、深

さ 43cm のやや大型のピットで、西壁中央部に位置している。覆土は柱抜き取り後の流入土である。P10 ～

P12 は深さ 18 ～ 30cm で、南壁際に位置しており、壁柱穴と考えられる。P ６・P ７・P ９は、深さ 40 ～

54cm で、性格は不明である。

覆土　単一層である。ロームブロック・粒子や焼土粒子、粘土粒子を含むことから、人為堆積である。

土層解説
１　7.5YR3/1　黒褐　　ローム大C・中Ａ・小A・粒A／粘C、締A
２　10YR5/6　明褐　　ローム大C・中A・小A・粒A／粘C、締A
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第 97 図　第５号方形竪穴遺構実測図

遺物出土状況　土師質土器片８点（皿５、内耳鍋３）、陶器片１点（皿）、磁器片１点（碗）、石器２点（凝灰

岩製砥石、斑レイ岩製台石ヵ）、銭貨１点が出土している。ほかに混入した須恵器片１点が出土している。１

は炉の火床面から、２は P １の覆土下層から、それぞれ出土している。４は P １東側、P ９西側、６は北東

部の床面から、それぞれ出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀後葉から 17 世紀前葉と考えられる。

第 52 表　第５号方形竪穴遺構出土遺物一覧（第 98 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

２ 陶器 皿 ［12.4］ 2.5 ［8.0］ 長石　灰白 高台削り出し　長石釉付け掛け　鉄
絵

長石釉
鉄釉 瀬戸・美濃 P １下層 ５％　PL58

３ 磁器 碗 － （2.1） － 緻密　灰白 染付　二重圏円文 呉須
透明釉 肥前系 覆土 ５％

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴　 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 ［9.4］ 2.3 ［5.4］ 長石・石英・雲
母 灰黄褐 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り 炉火床面 30％　　

土層解説
１　10YR3/4　暗褐　　ローム小C・粒C、焼土粒D、灰白色粘土粒C
　　　　　　　　　　　／粘Ｂ、締Ｂ

炉土層解説
１　2.5YR5/6　明赤褐　　ローム小Ａ・粒C、焼土大A・中A・小A・粒A、
　　　　　　　　　　　　炭化粒D／粘C、締A

P８土層解説
１　7.5YR3/1　黒褐　　ローム中C・小C・粒D、炭化物Ｃ、灰白色粘土大C
　　　　　　　　　　　／粘A、締A
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小C・粒A、灰白色粘土中C／粘A、締A
３　7.5YR4/3　褐　　　ローム小A・粒A、炭化物Ｃ、灰白色粘土小C
　　　　　　　　　　　／粘A、締A
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第 98 図　第５号方形竪穴遺構出土遺物実測図

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

４ 砥石 （12.0） 3.5 4.5 （192.63） 凝灰岩 砥面３面 P1 東側床面 PL58

５ 砥石ヵ （19.0）（13.2） 3.9 （1650.0） 斑レイ岩 研磨面１面 P9 西側床面 PL58

　第 12A・B 号方形竪穴遺構（第 99 図　PL17）

位置　調査区 C 区南東部の J ４e7 区、標高 21 ｍほどの低地部に位置している。

規模と形状　形状から１回の拡張を確認し、拡張前を第 12B 号、拡張後を第 12A 号と呼称した。いずれも長

方形の主室部と、長楕円形に張り出す出入口部からなる。第 12 Ａ号の規模は、主室部が長軸 2.85m、短軸 1.94 ｍ、

出入口部が長径 1.20 ｍ、短径 0.80 ｍで、出入口部を含めた南北軸は 3.10 ｍである。主軸方向は N － 10°－Ｅ

である。壁は高さ 10cm で、外傾している。第 12 Ｂ号の規模は、主室部が長軸 2.42 ｍ、短軸 1.32 ｍ、出入口

部が長径 1.20 ｍ、短径 0.98 ｍで、出入口部を含めた南北軸は 2.54 ｍである。主軸方向は N － 10°－Ｅである。

壁は重複のため確認できた高さが 14cm で、外傾している。

床　ほぼ平坦で、出入口部から主室部に向かって緩やかに傾斜し、南部が低くなっている。

０ （1:3） 10cm

１

２３

４

５

６

０ （2:3） ４cm

番号 銭　種 径 孔幅 厚さ 重量 材質 初鋳年 特　　　　徴 出土位置 備　考

６ 不明 2.5 0.5 0.1 1.40 銅 － 表裏面磨滅 北東部床面
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第 99 図　第 12A・B 号方形竪穴遺構実測図

覆土　第 12A 号は４層に分層できる。第１～４層は、周囲からの流入を示す堆積状況であることから、自然

堆積である。第 12B 号は５層に分層できる。第５～９層は、各層にロームブロックを多く含み、不規則な堆

積状況から、人為堆積である。

遺物出土状況　混入した土師器片４点、須恵器片１点が出土している。

所見　時期は、出土遺物がないことから不明確であるが、周囲の遺構群との関係などから、16 世紀後葉から

17 世紀前葉と推定できる。

　第 13 号方形竪穴遺構（第 100 図　PL17）

位置　調査区 C 区南東部の J ４g6 区、標高 21 ｍほどの低地部に位置している。

規模と形状　長方形の主室部と、楕円形に張り出す出入口部からなる。規模は主室部が長軸 3.06m、短軸 1.78

～ 2.26 ｍ、出入口部の長径は 0.76 ｍ、短径は 0.72 ｍで、出入口部を含めた東西軸は 2.76 ｍである。主軸方向

は N － 13°－ W である。壁は高さ 8 ～ 28cm で、外傾している。

床　主室部、出入口部ともにほぼ平坦で、主室部床面と出入口部は、16cm ほどの段差がある。

覆土　４層に分層できる。主室部の第１・２層は、ロームブロックを多く含むことから、人為堆積である。出

入口部の第３・４層は層厚が薄いため、堆積状況は不明である。

所見　時期は、出土遺物がないことから不明確であるが、周囲の遺構群との関係などから、16 世紀後葉から

17 世紀前葉と推定できる。

土層解説
１　10YR2/3　黒褐　　ローム粒C／粘Ｂ、締Ｂ
２　10YR3/4　暗褐　　ローム中C・小C・粒Ｂ／粘Ｂ、締A
３　10YR2/2　黒褐　　ローム小C・粒B、焼土粒D／粘Ｂ、締A　
４　10YR4/3　にぶい黄褐　ローム中C・小B・粒B／粘Ｂ、締A　
５　10YR3/4　暗褐　　ローム小C・粒B／粘Ｂ、締A’
６　10YR5/8　黄褐　　ローム中D・小C・粒A／粘Ｂ、締A’
７　10YR4/3　にぶい黄褐　ローム大C・中B・小Ａ・粒A／粘Ｂ、締A’
８　10YR4/6　褐　　　ローム中B・小A・粒A／粘Ｂ、締A’
９　10YR4/4　褐　　　ローム大B・中A・小A・粒A／粘A、締A’

A
A
′

B
B′

C
C′

J４e7撹乱

HT12B

D
D′

A
A
′

B
B′

J４e7

HT12A

C C′
21.6m

D D′
21.6m

A A′
21.6m

１ ３
５ ７

８

１ ４

２ ６９
B B′
21.6m

１

２
２

６

９

０ （1:60） ２ｍ



－ 111 －

第 100 図　第 13 号方形竪穴遺構実測図

　第 23 号方形竪穴遺構（第 101 図　PL17）

位置　調査区 C 区北部の G ３i2 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 2153 号土坑に掘り込まれている。第 2147・2148 号土坑との関係は不明である。

規模と形状　台形状の主室部と、楕円形に張り出す出入口部からなる。西部が撹乱のため、確認できた規模は

主室部が長軸 1.56 ～ 1.92m、短軸 1.76 ～ 1.82 ｍ、出入口部の長径は 0.56 ｍ、短径は 0.46 ｍで、出入口部を含

めた東西軸は 2.32 ｍと推定できる。主軸方向は N － 90°－ E である。壁は高さ 10 ～ 30cm で、外傾している。

床　主室部は若干の凹凸があり、出入口部は主室部に向かって緩やかに下がっている。

覆土　４層に分層できる。各層にロームブロックやローム粒子をやや多く含んでいるが、周囲からの流入を示

す堆積状況であることから、自然堆積である。

遺物出土状況　混入した土師器片４点、須恵器片２点が出土している。

所見　時期は、出土遺物がないことから不明確であるが、周囲の遺構群との関係などから、16 世紀後葉から

17 世紀前葉と推定できる。

第 101 図　第 23 号方形竪穴遺構実測図

土層解説
１　7.5YR4/4　褐　　　ローム大B・中B・小A・粒A／粘Ｂ、締Ｂ　
２　7.5YR4/4　褐　　　ローム大C・中B・小B・粒A／粘Ｂ、締Ｂ
３　7.5YR2/2　黒褐　　ローム小C・粒C、白色粘土中D’・小D・粒C／粘Ｂ、締Ｂ　
４　7.5YR4/4　黒褐　　ローム小C・粒C、白色粘土中D・小D・粒D／粘Ｂ、締Ｂ
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土層解説
１　10YR3/4　暗褐　　ローム中D・粒D／粘Ｂ、締Ｂ
２　10YR4/4　褐　　　ローム中C・小D・粒C／粘Ｂ、締Ｂ　
３　10YR3/4　暗褐　　ローム中B・小D・粒D／粘Ｂ、締Ｂ
４　10YR3/3　暗褐　　ローム小C・粒D／粘Ｂ、締Ｂ
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　第 32 号方形竪穴遺構（第 102 図）

位置　調査区 C 区北西部の H ２e7 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 265 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 2.00m、短軸 1.88 ｍの方形で、南北軸方向は N －２°－ E である。壁は高さ 54cm で、直立

している。

床　ほぼ平坦である。

ピット　２か所。P１・P２は深さ42cmで、規模や配置から主柱穴である。覆土は柱抜き取り後の流入土である。

覆土　東壁際で部分的に確認したのみで、堆積状況は不明である。

所見　時期は、出土遺物がないことから不明確であるが、周囲の遺構群との関係などから、16 世紀後葉から

17 世紀前葉と推定できる。

第 102 図　第 32 号方形竪穴遺構実測図

　第 39 号方形竪穴遺構（第 103 図　PL17）

位置　調査区 C 区北西部の G ２i0 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 2876 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長方形の主室部と、方形に張り出す出入口部からなる。北西部が重複のため、確認できた規模は

主室部が長軸 2.34m、短軸 2.06 ｍ、出入口部の長軸は 0.66 ｍ、短軸は 0.56 ｍで、出入口部を含めた東西軸は

2.66 ｍである。主軸方向は N － 82°－ W である。壁は高さ 16 ～ 50cm で、直立している。

床　主室部、出入口部ともにほぼ平坦で、出入口部は主室部に向かって緩やかに下がっている。主室床面と出

入口部は、25cm ほどの段差がある。

ピット　２か所。P １・P ２は、深さ 22・28cm で、規模や配置から主柱穴である。覆土は柱抜き取り後の流

入土である。

覆土　17 層に分層できる。各層にロームブロックやローム粒子を含み、不規則な堆積状況から、人為堆積である。

ピット土層解説
１　10YR3/3　暗褐　　ローム中D・小C・粒C／粘Ｂ、締Ｂ
２　10YR4/6　褐　　　ローム中C・小A・粒A／粘Ｂ、締Ｂ　
３　10YR3/2　黒褐　　ローム小C・粒D／粘Ｂ、締Ｂ
４　10YR4/4　褐　　　ローム小C・粒B／粘Ｂ、締Ｂ
５　10YR2/3　黒褐　　ローム小D・粒D／粘Ｂ、締Ｂ
６　10YR4/6　褐　　　ローム粒A／粘Ｂ、締Ｂ
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第 103 図　第 39 号方形竪穴遺構実測図

　第 40 号方形竪穴遺構（第 104 図）

位置　調査区 C 区北部の G ３i1 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 2887 号土坑を掘り込み、第 291 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　方形の主室部と、南壁に楕円形に張り出す出入口部からなる。規模は主室部が長軸 2.44m、短軸

2.40 ｍ、出入口部の長径は 0.74 ｍ、短径は 0.64 ｍで、出入口部を含めた南北軸は 3.04 ｍである。主軸方向は

N － 12°－ E である。壁は高さ 42cm で、直立している。

床　主室部はほぼ平坦で、出入口部は主室部に向かって緩やかに下がっている。

ピット　２か所。P １・P ２は、深さ 36cm・40cm で、規模や配置から主柱穴である。P １の覆土は柱抜き取

り後の流入土である。

覆土　18 層に分層できる。各層にロームブロックやローム粒子を多く含み、不規則な堆積状況から、人為堆

積である。

遺物出土状況　混入した縄文土器片４点、土師器片 37 点、須恵器片３点が出土している。

遺物出土状況　土師質土器片１点（内耳鍋）、陶器片１点（甕）が出土している。いずれも覆土中から出土し、

細片である。ほかに混入した縄文土器片８点、土師器片 33 点、須恵器片４点が出土している。

所見　時期は、出土遺物がないことから不明確であるが、周囲の遺構群との関係などから、16 世紀後葉から

17 世紀前葉と推定できる。

土層解説
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小D・粒D／粘Ｂ、締Ｂ
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム中D・小C・粒C／粘Ｂ、締Ｂ
３　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小B・粒B／粘Ｂ、締Ｂ
４　7.5YR3/2　黒褐　　ローム小C・粒B／粘Ｂ、締Ｂ
５　7.5YR4/4　褐　　　ローム粒C／粘Ｂ、締Ｂ
６　7.5YR4/4　褐　　　ローム小C・粒B／粘Ｂ、締Ｂ
７　7.5YR2/2　黒褐　　ローム大D・中C／粘Ｂ、締Ｂ
８　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小D・粒C／粘Ｂ、締Ｂ
９　7.5YR3/2　黒褐　　ローム小D／粘Ｂ、締Ｂ
10　7.5YR2/2　黒褐　　ローム小D／粘Ｂ、締Ｂ
11　7.5YR3/2　黒褐　　ローム小C／粘Ｂ、締Ｂ
12　7.5YR4/4　褐　　　ローム小C／粘Ｂ、締Ｂ
13　7.5YR4/6　褐　　　ローム大D・中D・小C・粒C／粘Ｂ、締Ｂ
14　10YR4/6　褐　　　ローム粒A／粘Ｂ、締A
15　10YR2/2　黒褐　　ローム小C／粘Ｂ、締Ｂ
16　7.5YR4/6　褐　　　ローム大D・小C・粒C／粘Ｂ、締Ｂ
17　7.5YR2/2　暗褐　　ローム小D・粒D／粘Ｂ、締Ｂ

ピット土層解説
１　10YR2/3　黒褐　　ローム小D・粒D／粘Ｂ、締Ｂ
２　10YR1/3　黒褐　　ローム中D・小D／粘Ｂ、締C　
３　10YR3/3　暗褐　　ローム小C・粒C／粘Ｂ、締C
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第 104 図　第 40 号方形竪穴遺構実測図

番号 位 置 主軸方向 平面形
規　模 壁 高

（㎝）
床面 壁溝

内　部　施　設
覆土 主な出土遺物 時　期 備　考

長軸×短軸（ｍ） 主柱穴 出入口 ピット 炉・竈 貯蔵穴

１ G ４d3 N － 54°－ W 長 方 形 1.98 × 1.46 48 平坦 － ２ － － － － 人為 煙管 19 世紀代

2 G ４f2 N － 10°－ E［ 方 形 ］
［長方形］2.66 ×（1.75）14 ～ 32 平坦 － ２ － １ － － 人為 16 世紀前半以前

３ H ３f0 N － 67°－ W［長方形］ (2.15) × 2.12 15 ～ 20 凹凸 － ２ １ ４ － － 人為 土師質土器 16 世紀後半 本跡→ SK782・
848、SB21

４ H ３h0 N － 87°－ W 台 形 3.18 × 2.25 12 ～ 25 平坦 － － － ５ － － 人為 土師質土器 16 世紀後半 SK867・895、
PG19P108 と重複

５ I ４f1 N － 18°－ E 長 方 形 3.63 × 2.72 ８ 平坦 － ４ １ ７ 炉１ － 人為 土師質土器　陶器
磁器　砥石　銭貨

16 世紀後葉から
17 世紀前葉

12A J ４e7 N － 10°－ E 長 方 形 2.85 × 1.94 10 平坦 － － － － － － 自然 16 世紀から
17 世紀前葉 HT12B →本跡

12B J ４e7 N － 10°－ E 長 方 形 2.42 × 1.32 （14） 平坦 － － － － － － 人為 16 世紀から
17 世紀前葉 本跡→ HT12A

13 J ４g6 N － 13°－ W 長 方 形 3.06 ×　　
1.78 ～ 2.26 ８～ 28 平坦 － － － － － － 人為 16 世紀から

17 世紀前葉
23 G ３i2 N － 90°－ E 台 形 1.56 ～ 1.92 ×

1.76 ～ 1.82 10 ～ 30 凹凸 － － － － － － 自然 16 世紀から
17 世紀前葉

本跡→ SK2153
SK2147・2148 と重複

32 H ２e7 N － 2 °－ E［ 方 形 ］［2.00］× 1.88 54 平坦 － ２ － － － － － 16 世紀から
17 世紀前葉 本跡→ SD166

39 G ２i0 N － 82°－ W 長 方 形 2.34 × 2.06 16 ～ 50 平坦 － ２ － － － － 人為 土師質土器　陶器 16 世紀から
17 世紀前葉 本跡→ SK2876

40 G ３i1 N － 12°－ E 方 形 2.44 × 2.40 42 平坦 － ２ － － － － 人為 16 世紀から
17 世紀前葉

SK2887 →本跡
→ SD291

第 53 表　方形竪穴遺構一覧

土層解説
１　10YR3/2　黒褐　　ローム小D・粒C／粘Ｂ、締Ｂ
２　10YR3/3　暗褐　　ローム小C・粒C／粘Ｂ、締Ｂ　
３　10YR4/2　灰黄褐　ローム小D・粒C／粘Ｂ、締Ｂ
４　10YR4/2　灰黄褐　ローム粒C／粘Ｂ、締Ｂ
５　10YR3/3　暗褐　　ローム小C・粒B／粘Ｂ、締Ｂ
６　10YR4/2　灰黄褐　ローム小C・粒C／粘Ｂ、締Ｂ
７　10YR3/4　暗褐　　ローム小C・粒C／粘Ｂ、締Ｂ
８　10YR4/3　にぶい黄褐　ローム小B・粒B／粘Ｂ、締Ｂ　
９　10YR4/2　灰黄褐　ローム小B・粒C／粘Ｂ、締Ｂ
10　10YR4/2　灰黄褐　ローム小B・粒C／粘Ｂ、締Ｂ

11　10YR4/3　にぶい黄褐　ローム小B・粒B／粘Ｂ、締Ｂ
12　10YR4/4　褐　　　ローム中C・小B・粒B／粘Ｂ、締Ｂ　
13　10YR4/4　褐　　　ローム小B・粒C／粘Ｂ、締Ｂ
14　10YR3/2　黒褐　　ローム粒C／粘Ｂ、締Ｂ
15　10YR4/3　にぶい黄褐　ローム小B・粒C／粘Ｂ、締Ｂ
16　10YR4/2　灰黄褐　ローム小B・粒B／粘Ｂ、締Ｂ
17　10YR4/3　にぶい黄褐　ローム小B・粒C／粘Ｂ、締Ｂ
18　10YR4/4　褐　　　ローム粒A／粘Ｂ、締Ｂ
19　10YR3/4　暗褐　　ローム小A・粒C／粘Ｂ、締Ｂ　
20　10YR4/3　にぶい黄褐　ローム小B・粒B／粘Ｂ、締Ｂ
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所見　時期は、出土遺物がないことから不明確であるが、周囲の遺構群との関係などから、16 世紀後葉から

17 世紀前葉と推定できる。
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　第１号地下式坑（第 105 図）

位置　調査区Ａ区南部のＦ４j1 区、標高 22 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第９・13 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　軸長は 4.02 ｍで、主軸方向はＮ－ 58 ﾟ－Ｗである。

竪坑  主室の東壁中央部に位置し、 奥行 0.60 ｍ　横幅 1.34 ｍの半円形である。深さ 104㎝で、底面は平坦である。

主室   奥行 3.51 ｍ、横幅 3.12 ｍの隅丸長方形である。壁は高さ 124㎝で、外傾している。竪坑と主室の境に

は 15㎝ほど段差があり、底面はその地点から主室の北西壁に向かって、緩やかに 10㎝ほど下っている。

覆土　ロームブロックと炭化物を多く含んでいることや不規則な堆積状況から、人為堆積である。調査中に覆

土が崩落したため、記録することができなかった。

所見　出土遺物がないため、詳細な時期は不明であるが、遺構の形状から室町時代と考えられる。

　24 基を確認した。このうち９基について本文で説明し、その他については実測図と一覧のみを記載する。

なお、第 28 ～ 30 号地下式坑については、部分的な確認のため詳細は不明であるが、地下式坑と判断した。

　⑶　地下式坑
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第 105 図　第１号地下式坑実測図
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　第９号地下式坑（第 106 図　第 54 表　PL18・58）

位置　調査区 C 区北東部の H ３b0 区、標高 23 ｍの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第３号段切状遺構、第７号整地遺構、第 69・70 号溝に掘り込まれている。

第 106 図　第９号地下式坑・出土遺物実測図

０ （1:60） ２ｍ

０ （1:3） 10cm
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土層解説
１　7.5YR2/1　黒　　ローム大C・中B・小A・粒Ａ／粘Ｃ、締Ｃ
２　7.5YR4/3　褐　　ローム小Ａ・粒Ａ／粘Ｃ、締Ｃ
３　7.5YR4/3　褐　　ローム中Ｃ・小Ａ・粒Ａ／粘Ｃ、締Ｃ
４　7.5YR5/6　明褐　ローム大Ｃ・中C・小A・粒A／粘Ｂ、締C　
５　7.5YR4/3　褐　　ローム小Ａ・粒A／粘Ｃ、締Ｃ

１ ２ ３

４

５

６
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 7.0 2.3 3.8 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り　内面ナデ 覆土下層 100％　PL58

油煙付着
２ 土師質土器 皿 9.4 2.9 4.4 長石・石英・雲母・

赤色粒子 にぶい橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り　内面ナデ 覆土下層 100％　PL58
油煙付着

３ 土師質土器 皿 9.2 2.9 4.6 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り　内面ナデ 覆土下層 80％

４ 土師質土器 擂鉢 ［28.2］（6.7） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい黄褐 普通 口縁部横ナデ　体部外面弱い縦・横位ナデ　内面横

位ナデ・櫛歯状工具による３条一単位の擂目 覆土上層 10％

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

６ 錠前ヵ （10.1） 3.5 0.3 ～ 0.6（34.98） 鉄 一枚板　側面折り曲げ加工　断面長方形　裏面中央部支柱貼付 覆土上層 PL58

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

５ 砥石 （8.2） 3.7 2.2 （69.75） 凝灰岩 両面多方向の研磨痕　側面削り痕 覆土下層 PL58

規模と形状　重複していることから、確認できた軸長は 3.23 ｍで、主軸方向はＮ－ 75°－ W である。

竪坑　主室の東壁中央部南寄りに位置している。残存する規模は奥行 0.62 ｍ、横幅 1.08 ｍで、平面形は半円

形と推定できる。残存する深さは 10 ～ 20㎝で、壁は外傾していたと推定できる。底面は主室に向かって緩や

かに下り傾斜している。

主室　残存する規模は奥行 2.54 ｍ、横幅 3.30 ｍで、平面形は隅丸長方形と推測できる。確認した深さは 50㎝で、

壁は外傾している。竪坑と主室の境には 20㎝ほどの段差があり、底面はほぼ平坦である。

覆土　５層に分層できる。各層にロームブロックを含み、不規則な堆積状況から人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片 16 点（皿５、擂鉢１、甕 10）、石器１点（砥石）、鉄製品１点（錠前ヵ）、鉄滓

１点が出土している。ほかに混入した土師器片２点が出土している。１～３・５は主室中央部から北部の覆土

下層から出土している。４は主室西部、６は主室北壁際の覆土上層から、それぞれ出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀前半と考えられる。

第 54 表　第９号地下式坑出土遺物一覧（第 106 図）

位置　調査区 C 区南西部の K ２b7 区、標高 23 ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 2954 号土坑、第 148 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　重複していることから、確認した軸長は 3.06 ｍで、主軸方向はＮ－５°－ W である。

竪坑　主室の南壁中央部東寄りに位置している。残存する規模は奥行 1.00 ｍ、横幅 0.84 ｍで、平面形は隅丸

長方形と推定できる。残存する深さは 84㎝、壁は直立していたと推測できる。底面は主室に向かって緩やか

に下り傾斜している。

主室　奥行 2.06 ｍ、横幅 3.34 ｍの不整な長方形である。深さは 96㎝で、壁は直立している。底面はほぼ平坦で、

竪坑との高低差はみられない。

覆土　７層に分層できる。第１～４層は各層にロームブロックを含み、不規則な堆積状況から人為堆積である。

第５～７層は大型のロームブロックを含んでいることから、天井部の崩落土と考えられる。

遺物出土状況　土師質土器片６点（皿１、内耳鍋５）が出土している。ほかに混入した土師器片 15 点、須恵

器片８点が出土している。１は主室南部の覆土上層から出土している。

所見　時期は、出土土器から 15 世紀後半と考えられる。

　第 12 号地下式坑（第 107 図　第 55 表　PL18）　　
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第 107 図　第 12 号地下式坑・出土遺物実測図

０ （1:60） ２ｍ

０ （1:3） 10cm
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土層解説
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム中C・小C・粒C、炭化粒D／粘C、締C
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム中A・小A・粒A／粘B、締C
３　10YR3/2　 黒褐　　ローム小D・粒C、炭化粒D／粘C、締C
４　10YR4/6　 褐　　　ローム大B・粒A'／粘A、締B
５　10YR3/4　 暗褐　　ローム大A'／粘A、締A
６　10YR4/4　 褐　　　ローム中B・小A・粒A／粘A、締A
７　10YR3/4　 暗褐　　ローム大C・中B・小B・粒A'／粘B、締C

１

２

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 － （1.6） 6.7 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り　内面ナデ 覆土上層 30％

２ 土師質土器 内耳鍋 － （5.8） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口縁部横ナデ　内面耳部貼付　体部外面縦・横

位ナデ　内面横位ナデ 覆土 5％
煤付着

第 55 表　第 12 号地下式坑出土遺物一覧（第 107 図）
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第 108 図　第 14 号地下式坑実測図

位置　調査区 C 区南部の K ３b2 区、標高 23 ｍの台地緩斜面部に位置している。

規模と形状　軸長は 3.60 ｍで、主軸方向はＮ－ 10 －゚Ｗである。

竪坑　主室の南壁中央部に位置し、奥行 1.04 ｍ、横幅 1.26 ｍの隅丸方形である。深さは 84㎝で、壁は直立し

ている。底面は平坦である。

主室　奥行 2.40 ｍ、横幅 4.00 ｍの隅丸長方形である。深さは 124㎝で、壁は外傾している。底面は平坦で、

竪坑との高低差はみられない。北壁東側に長さ 1.70 ｍ、幅 0.30 ｍほどの段を有している。底面からは 10 ～

20㎝ほど高くなっている。

覆土　16 層に分層できる。第 1 ～ 12 層は各層にロームブロックを多く含み、不規則な堆積状況から人為堆積

である。第 13 ～ 15 層は大型のロームブロックを多く含んでいることから、天井部の崩落土である。第 16 層

は竪坑からの流入土である。

遺物出土状況　土師質土器片 30 点（内耳鍋）が出土している。ほかに混入した土師器片１点、須恵器片１点

が出土している。１・２は主室北東部の覆土上層から出土している。

所見　時期は、出土土器から 15 世紀後半と考えられる。

　第 14 号地下式坑（第 108・109 図　第 56 表　PL18）　　
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土層解説
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム大C・中C・小C・粒C／粘C、締C
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム小A・粒A／粘B、締C
３　10YR4/6　 褐　　　ローム中B・小A・粒A／粘A、締C
４　10YR2/3　 黒褐　　ローム小C・粒C／粘B、締B
５　10YR3/4　 暗褐　　ローム大・中B・小C・粒C／粘B、締B
６　10YR4/6　 褐　　　ローム大A'／粘B、締B
７　10YR3/3　 暗褐　　ローム小D・粒C／粘B、締C
８　10YR2/3　 黒褐　　ローム中D・小C・粒C／粘B、締C

９　10YR3/2　 黒褐　　ローム中C・小C・粒C／粘B、締C
10　10YR3/4　 暗褐　　ローム中C・小C・粒B／粘B、締C
11　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム大D・中C・小A・粒A／粘A、締C
12　10YR4/4　 褐　　　ローム大B・中B・小A・粒A／粘A、締C
13　10YR4/6　 褐　　　ローム大A'／粘A、締A'
14　10YR4/4　 褐　　　ローム大C・中B・小A・粒A／粘A、締C
15　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム大D・中B・小A・粒A／粘A、締C
16　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム中D・小B・粒B／粘A、締C
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位置　調査区 C 区南部の K ２b0 区、標高 23 ｍの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　重複している第 1293 号土坑との関係は不明である。

規模と形状　軸長は 3.50 ｍで、主軸方向はＮ－４°－ E である。

竪坑　主室の南壁東端部に位置している。規模は奥行が 1.12 ｍ、残存する横幅が 1.36 ｍで、平面形は隅丸長

方形と推定できる。深さは 92㎝で、壁は直立している。底面は平坦である。

主室　奥行 2.38 ｍで、横幅 2.50 ｍの不整な方形である。深さは 128㎝で、壁は直立している。底面は平坦で、

竪坑との高低差はみられない。

覆土　13 層に分層できる。第１～７層は各層にロームブロックを含み、不規則な堆積状況から人為堆積である。

　第 15 号地下式坑（第 110 図　第 57 表　PL18）　　

第 109 図　第 14 号地下式坑・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 内耳鍋 ［36.4］ 17.2 ［18.4］長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口縁部横ナデ　内面返し成形　体部外面縦・横
位ナデ　内面横位ナデ 覆土上層 20％

煤付着
２ 土師質土器 内耳鍋 ［32.6］（17.0） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口縁部横ナデ　内面返し成形　耳部貼付け　体

部外面縦・横位ナデ　内面横位ナデ 覆土上層 30％
煤付着

第 56 表　第 14 号地下式坑出土遺物一覧（第 109 図）

０ （1:3） 10cm
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１
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第 110 図　第 15 号地下式坑・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 － （1.9） ［4.4］ 長石・石英・雲母 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り 覆土 5％
煤付着

第 11 ～ 13 層は各層に大型のロームブロックを多く含んでいることから、天井部の崩落土である。

遺物出土状況　土師質土器片１点（皿）が出土している。

所見　時期は、出土土器から 15 世紀後半と考えられる。

第 57 表　第 15 号地下式坑出土遺物一覧（第 110 図）

位置　調査区 C 区南西部の J ２c4 区、標高 23 ｍの台地平坦面に位置している。

重複関係　第 1424 号土坑、第 149 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　重複していることから、確認した軸長は 3.44 ｍで、主軸方向はＮ－ 88°－ W である。

竪坑　主室の東壁中央部に位置している。規模は奥行が 1.20 ｍ、残存する横幅が 1.40 ｍで、平面形は隅丸長

方形である。深さは 134㎝で、壁は直立している。底面は平坦である。

主室　規模は残存する奥行が 2.24 ｍ、横幅が 4.20 ｍで、平面形は隅丸長方形である。深さは 134㎝で、壁は

　第 17 号地下式坑（第 111・112 図　第 58 表　PL18・58）　　
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土層解説
１　10YR4/4　 褐　　　ローム大A'／粘B、締A
２　10YR4/2　 灰黄褐　ローム中D・小C・粒C／粘B、締C
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム大C・中C・小C・粒B／粘B、締C
４　10YR2/3　 黒褐　　ローム小C・粒C／粘B、締C
５　10YR3/3　 暗褐　　ローム大D・中C・小C・粒B／粘B、締C
６　10YR5/4　 にぶい黄褐　ローム中B・小A・粒A／粘A、締A
７　10YR4/4　 褐　　　ローム小A・粒A／粘A、締A
８　10YR5/6　 黄褐　　ローム大A'／粘A、締A
９　10YR4/6　 褐　　　ローム大A・中B・小B・粒B／粘A、締C
10　10YR4/6　 褐　　　ローム大A'・粒A／粘A、締C
11　10YR4/6　 褐　　　ローム大A・中B／粘A、締C
12　10YR5/6　 黄褐　　ローム大A'／粘A、締A
13　10YR4/6　 褐　　　ローム大A・中B・小B・粒B／粘A、締A

１



－ 122 －

第 111 図　第 17 号地下式坑実測図

ほぼ直立している。底面は平坦で、主室との高低差はみられない。

覆土　29 層に分層できる。第１・２層はローム粒子を均質に含み、周囲から流入する堆積状況から自然堆積

である。第３～ 27 層は各層にロームブロックやローム粒子、焼土ブロックなどを含み、不規則な堆積状況か

ら人為堆積である。第 28 層は大型のロームブロックを多く含むことから、天井部の崩落土である。第 29 層は

小型のロームブロックやローム粒子を多く含み、流入する堆積状況から竪坑壁の崩落土が混じる自然堆積と考

えられる。

遺物出土状況　土師質土器片 10 点（皿１、内耳鍋２、甕７）、鉄製品１点（火打金ヵ）、椀状滓１点（11.95g）

が出土している。２は主室中央部から北西寄りの覆土上層から中層にかけて出土している。

所見　時期は、出土土器から 15 世紀後半と考えられる。
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土層解説
１　7.5YR2/3　極暗褐　ローム粒B、焼土粒D、炭化粒D／粘B、締A
２　7.5YR2/2　黒褐　　ローム粒D／粘B、締C
３　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小B・粒A／粘B、締C
４　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小C／粘A、締B
５　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒C、焼土粒D／粘B、締C
６　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小C・粒C／粘B、締C
７　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小C・粒A／粘B、締C
８　7.5YR2/3　極暗褐　ローム小B／粘B、締C
９　7.5YR2/1　黒　　　ローム粒D／粘B、締C
10　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒B／粘B、締C
11　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小C・粒C／粘B、締C
12　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小B・粒A／粘B、締C
13　7.5YR2/3　極暗褐　ローム小B／粘B、締C
14　7.5YR3/4　暗褐　　ローム中C・小A・粒 ／粘B、締C
15　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小B・粒A／粘B、締C
16　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒C、焼土粒D／粘B、締C
17　7.5YR2/2　黒褐　　ローム小C・粒C、焼土粒D、炭化物D／粘A、締C
18　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小C・粒C／粘B、締C
19　7.5YR3/4　暗褐　　ローム中B・小A／粘A、締C
20　7.5YR3/3　暗褐　　ローム大C・中B・粒B／粘A、締B
21　7.5YR2/2　黒褐　　ローム小C・粒C、焼土小 ・粒D、炭化物D／粘A、締C
22　7.5YR2/2　黒褐　　ローム小D・粒D／粘A、締C
23　7.5YR4/4　褐　　　ローム大A／粘B、締A
24　7.5YR4/4　褐　　　ローム大A／粘B、締B
25　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小C／粘A、締B
26　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小C・粒C／粘B、締C
27　7.5YR2/2　黒褐　　ローム中C、焼土粒D／粘B、締C
28　7.5YR4/3　褐　　　ローム大A・粒B／粘B、締A
29　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小A・粒A／粘A、締A
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第 112 図　第 17 号地下式坑出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 ［9.0］ （2.5） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ 覆土 10％

２ 土師質土器 甕 － （11.8） 23.7 長石・石英・雲母 赤褐 普通 外面縦・横位ナデ　内面横位ナデ 覆土上層
・中層 40％　PL58

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

３ 火打金ヵ （4.1） （4.6） 0.4 （20.10） 鉄 鎌部欠損　把手部山形 覆土

第 58 表　第 17 号地下式坑出土遺物一覧（第 112 図）

位置　調査区 C 区南西部の I ２j6 区、標高 23 ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 166 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　重複していることから、確認できた軸長は 5.00 ｍで、主軸方向はＮ－３ －゚ W である。

竪坑　主室の南壁中央部に位置している。残存する規模は奥行 1.74 ｍ、横幅 1.30 ｍで、平面形は隅丸長方形

と推測できる。深さは 145㎝と推測でき、壁は外傾している。底面は主室に向かって緩やかに傾斜している。

主室　奥行 3.26 ｍ、横幅 4.18 ｍの隅丸長方形である。深さは 188㎝で、壁は外傾している。竪坑と主室の境

には 30㎝ほどの段差があり、底面は平坦である。

覆土　26 層に分層できる。各層にロームブロックやローム粒子を含み、不規則な堆積状況から人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器４点（皿）、陶器片１点（鉢ヵ）、自然遺物 88 点（馬歯）が出土している。１は主

室中央部付近の覆土下層、２は主室中央部北東寄りの覆土中層、４は主室南西部の覆土下層から、それぞれ出

土している。馬歯は覆土中層から出土している。

所見　時期は、出土土器から 15 世紀後半と考えられる。

　第 19 号地下式坑（第 113 図　第 59 表　PL19・58）　　

０ （1:3） 10cm２

１
３
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第 113 図　第 19 号地下式坑・出土遺物実測図

０ （1:60） ２ｍ
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土層解説
１　7.5YR3/1　黒褐　　ローム中D／粘B、締B
２　7.5YR3/2　黒褐　　ローム小C・粒C／粘B、締B
３　7.5YR5/4　にぶい褐　ローム中C・小A／粘B、締B
４　7.5YR4/4　褐　　　ローム中・小D・粒A／粘B、締B
５　7.5YR4/4　褐　　　ローム小A・粒C／粘B、締B
６　7.5YR4/3　褐　　　ローム小D・粒A／粘B、締B
７　7.5YR2/2　黒褐　　ローム中C・小C・粒C／粘B、締B
８　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小B・粒B／粘B、締B
９　7.5YR3/3　暗褐　　ローム中C・小B・粒C／粘B、締B
10　7.5YR4/2　灰褐　　ローム中D・小C・粒B／粘B、締B
11　7.5YR3/2　黒褐　　ローム小D／粘B、締B
12　7.5YR3/1　黒褐　　ローム小A／粘B、締B
13　7.5YR4/4　褐　　　ローム中D・小A／粘B、締B

14　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小D・粒D／粘B、締B
15　7.5YR3/1　黒褐　　ローム小 ・粒D／粘B、締B
16　7.5YR3/4　暗褐　　ローム粒B／粘B、締B
17　7.5YR3/3　暗褐　　ローム中・小D・粒B／粘Ｂ、締Ｂ
18　7.5YR4/4　褐　　　ローム中・小A／粘Ｂ、締Ｂ
19　7.5YR2/3　極暗褐　ローム小・粒B／粘Ｂ、締Ｂ
20　7.5YR2/3　黒褐　　ローム中・小D／粘Ｂ、締Ｂ
21　7.5YR2/3　極暗褐　ローム小D・粒B／粘Ｂ、締Ｂ
22　7.5YR2/3　極暗褐　ローム粒D／粘B、締B
23　7.5YR4/4　褐　　　ローム小C・粒B／粘Ｂ、締Ｂ
24　7.5YR2/3　極暗褐　ローム中・小D・粒C／粘Ｂ、締Ｂ
25　7.5YR2/3　極暗褐　ローム小・粒D／粘Ｂ、締Ｂ
26　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小・粒B／粘Ｂ、締Ｂ

１ ２ ３ ４
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　第 26 号地下式坑（第 114・115 図　第 60 表　PL19・58・59）　　

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 7.7 2.5 4.2 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り 覆土下層 100％　PL58

油煙付着
２ 土師質土器 皿 7.5 2.4 4.3 長石・石英・雲母 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り　内面ナデ 覆土下層 95％　PL58

３ 土師質土器 皿 8.4 3.3 4.5 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り 覆土 90％　PL58

４ 土師質土器 皿 9.4 3.2 4.5 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り 覆土下層 95％　PL58

第 59 表　第 19 号地下式坑出土遺物一覧（第 113 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 7.5 1.7 5.1 長石・石英・赤色
粒子 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り・板目痕　内面ナデ 覆土中層 100％　PL58

２ 土師質土器 皿 ［7.9］ 2.4 5.1 長石・石英・赤色
粒子 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り・板目痕　内面ナデ 覆土中層 70％

被熱痕
３ 土師質土器 皿 7.5 2.1 5.6 長石・石英・赤色

粒子 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り　内面ナデ 覆土中層 80％　PL58

４ 土師質土器 皿 ［8.2］ 2.1 ［6.4］ 長石・石英・赤色
粒子 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り　内面ナデ 覆土中層 40％

５ 土師質土器 皿 8.7 1.9 6.0 長石・石英・赤色
粒子 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り　内面ナデ 覆土中層 80％　PL59

煤付着
６ 土師質土器 皿 9.8 3.3 5.7 長石・石英・雲母・

赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り　内面ナデ 覆土中層 100％　PL59

７ 土師質土器 皿 9.5 1.9 6.1 長石・石英・赤色
粒子 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り　内面ナデ 覆土中層 100％　PL59

８ 土師質土器 皿 ［11.0］ 2.6 6.1 長石・石英・赤色
粒子 浅黄橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り・板目痕　内面ナデ 覆土中層 60％　PL59

位置　調査区 C 区東部の I ４j7 区、標高 22 ｍの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 167 号井戸、第 2033・2035 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　重複していることから、確認できた軸長は 2.70 ｍで、主軸方向はＮ－ 22°－ W である。

竪坑　主室の南壁中央部東寄りに位置している。残存している部分がほとんどないため、規模や形状は横幅

1.22 ｍのほかは不明である。深さは 108㎝で、残存している底面は平坦である。

主室　奥行 2.70 ｍ、横幅 4.20 ｍの長方形である。深さは 105㎝で、壁は、内傾している西壁を除いて、直立

もしくは外傾している。底面は竪坑に向かって傾斜している。北壁に張り出し部２基を確認した。張り出し部

１は北壁西端部寄りに構築されている。奥行 1.20 ｍ、横幅 1.60 ｍの隅丸長方形で、主軸方向はＮ－ 33°－ W

である。深さは 80㎝で、壁は外傾している。底面は平坦で、主室に向かって緩やかに傾斜している。張り出

し部２は北壁中央部東寄りに構築されている。奥行 1.90 ｍ、横幅 1.46 ｍの隅丸長方形で、主軸方向はＮ－０°

ある。深さは 54㎝で、壁は外傾している。底面は平坦で、主室に向かって緩やかに傾斜している。

覆土　　34 層に分層できる。第１・２層はローム粒子を均質に含み、周囲から流入する堆積状況から自然堆

積である。第３～ 33 層はロームブロックや粘土ブロックを含み、不規則な堆積状況から人為堆積である。第

34 層は大型のロームブロックを含むことから、天井部の崩落土と考えられる。

遺物出土状況　土師質土器片 70 点（皿 60、擂鉢４、内耳鍋５、甕１）、陶器片９点（皿２、碗１、瓶３、片

口鉢１、甕２）、土製品６点（羽口１、焼成粘土塊５）、銭貨７点が出土している。そのほか混入した土師器片

21 点、須恵器片４点、磁器片１点が出土している。１・４・６・11 は主室南東域、２・３・５は西壁際、７・

８は主室北東域、10 は主室南部竪坑寄りの覆土中層から、それぞれ出土している。

所見　時期は、出土土器から 15 世紀後半と考えられる。

第 60 表　第 26 号地下式坑出土遺物一覧（第 115 図）
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第 114 図　第 26 号地下式坑実測図

０ （1:60） ２ｍ

J４a7
S３m
E２m

SK2035
26

２３
４ ５

６
７

31
９

10 11
12

28
30

15

16
17

18

29

19 34
27

SK2035

SE167

１
２

４５ ６７

７
８

９
11

12
13

14
15

18

19

20

21

22

23

32
33 34

34
24

25

Ｋ

１
２
３

４
５

６
７

８
９

10
11

S
E
16
7

１

２
３

４

５

６

７

８

９

10

11

張り出し部１

張り出し部２

SK2035

SK2033

SE167

A A′
21.6m

A

A′

B B′
21.6m

B

B′

C
C
′

21
.6
m

C

C′

D
D
′

21
.6
m

E
E
′

E
E
′

21
.6
m

E
E
′

E
E
′

D

D
′

土層解説
１　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒C、焼土粒D、炭化粒D／粘B、締B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム小C・粒C、焼土粒D、炭化物D・粒D／粘B、締B
３　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム小C、白色粘土大C・中B・小A／粘A、締B
４　10YR4/2　 灰黄褐　白色粘土大C・中C・小A／粘A、締B
５　10YR3/3　 暗褐　　白色粘土大C・中B・小B／粘A、締B
６　10YR2/3　 黒褐　　ローム小C・粒C、白色粘土大C・中C・小C／粘B、締B
７　10YR3/3　 暗褐　　ローム小C、白色粘土大C・中D・小C・粒C／粘B、締B
８　10YR3/4　 暗褐　　白色粘土大C・中B・小C／粘B、締B
９　10YR4/3　 にぶい黄褐　白色粘土大B・中A・小A／粘A、締A
10　10YR2/3　 黒褐　　ローム中D・粒C、炭化物D、白色粘土中C・小C／粘B、締C
11　10YR3/4　 暗褐　　ローム小C・粒C、白色粘土小C・粒C／粘B、締B
12　10YR3/3　 暗褐　　ローム小C・粒C／粘B、締B
13　10YR5/6　 黄褐　　白色粘土中B・小A／粘A、締B
14　10YR5/4　 にぶい黄褐　白色粘土中C・小B・粒B／粘Ｂ、締C
15　10YR4/6　 褐　　　ローム粒B、白色粘土小B・粒A／粘A、締Ｂ
16　10YR4/4　 褐　　　ローム中C・小B・粒A、焼土粒D／粘Ｂ、締A
17　10YR4/6　 褐　　　ローム中C・小D・粒A／粘Ｂ、締A

18　10YR4/3　 にぶい黄褐　白色粘土中C・小B・粒B／粘Ｂ、締C
19　10YR2/2　 黒褐　　ローム中C・小C・粒C／粘C、締A
20　10YR2/1　 黒　　　ローム中C・小C・粒C／粘C、締C
21　10YR5/6　 黄褐　　ローム小B・粒A、焼土小D／粘Ｂ、締C
22　10YR3/4　 暗褐　　ローム大B・小B・粒A／粘B、締C
23　10YR3/3　 暗褐　　ローム中D・小C・粒C／粘B、締C
24　10YR3/2　 黒褐　　ローム小C・粒C／粘B、締B
25　10YR4/6　 褐　　　ローム中C・小C・粒A／粘A、締A
26　10YR3/4　 暗褐　　ローム中C・小C・粒C、焼土粒D／粘B、締C
27　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒C／粘B、締C
28　10YR5/6　 黄褐　　白色粘土小B／粘A、締B
29　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム中B・小B・粒B／粘A、締B
30　10YR5/6　 黄褐　　ローム粒A、白色粘土大B／粘A、締A
31　10YR3/4　 暗褐　　ローム小C・粒C、白色粘土中C・小B・粒A／粘A、締A
32　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム小B・粒A／粘B、締B
33　10YR2/2　 黒褐　　ローム中D・粒D／粘C、締A
34　10YR4/4　 褐　　　ローム大C・中C・小B・粒B／粘A、締A



－ 127 －

位置　調査区 C 区南部の J ３b5 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 1628・1691 号土坑、第 63B・178 号溝、第 41 号ピット群 P ５・P419 に掘り込まれている。

規模と形状　重複していることから、確認できた軸長は 3.80 ｍで、主軸方向はＮ－ 65 －゚ E である。

竪坑　主室の南西壁中央部北西寄りに位置し、奥行 1.06 ｍ、横幅 1.16 ｍの方形と推測できる。深さは 72㎝で、

底面は主室に向かって緩やかに傾斜している。

主室　規模は奥行が 2.74 ｍ、残存する横幅が 3.54 ｍの長方形である。深さは 60㎝で、壁は外傾している。竪

坑と主室の境には 15㎝ほどの段差があり、底面は平坦である。

覆土　６層に分層できる。各層にロームブロックローム粒子を含み、不規則的な堆積状況から人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片９点（皿１、鍋８）、陶器片２点（瓶１、捏鉢１）、金属製品１点（碗形製品）、

碗状滓２点（388.09g）が出土している。そのほか混入した土師器片１点が出土している。

所見　時期は、出土土器から 15 世紀後半と考えられる。

　第 27 号地下式坑（第 116 図　第 61 表　PL59）　　

番号 銭　種 径 孔幅 厚さ 重量 材質 初鋳年 特　　　　徴 出土位置 備　考

９ 永楽通寳 2.5 0.5 0.1 2.40 銅 1408 明銭　真書体　無背 覆土中層

10 嘉祐通寶 2.3 0.6 0.1 2.25 銅 1056 北宋銭　真書体　無背 覆土中層

11 元祐通寶ヵ 2.2 0.7 0.08 1.78 銅 1086 北宋銭　行書体　無背 覆土中層

第 115 図　第 26 号地下式坑実測図

０ （1:3） 10cm

０ （2:3） ４cm

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８

11９ 10
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第 116 図　第 27 号地下式坑・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 － （1.7） ［6.7］ 長石・石英・赤色
粒子 にぶい褐 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り　内面ナデ 覆土 30％

被熱痕

番号 器　種 口径 器高 底径 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

３ 椀形製品 － （2.9） 4.8 （137.59） 鉄 鋳造品　体部内外面研磨　底面研磨 覆土 PL59

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

２ 陶器 捏鉢 － （4.8）［22.8］緻密・にぶい赤褐 体部外面下端削り　内面横位ナデ・
磨耗 自然釉 常滑 覆土 10％

第 61 表　第 27 号地下式坑出土遺物一覧（第 116 図）
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土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小C／粘B、締B
２　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム小A・粒B／粘B、締B
３　10YR3/1　 黒褐　　ローム中C・小C・粒D／粘A、締B
４　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム小B・粒B／粘B、締B
５　10YR4/4　 褐　　　ローム小C・粒B／粘A、締B
６　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム大A／粘A、締A

１
２

３
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第 117 図　室町時代から江戸時代のその他の地下式坑実測図 (1)
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第10号地下式坑土層解説
１　7.5YR4/3　褐　　　ローム中C・小A・粒A／粘C、締A

第21号地下式坑土層解説
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒D／粘B、締A
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小D・粒D、焼土粒D／粘B、締B
３　7.5YR2/3　極暗褐　ローム小D・粒C、焼土粒D／粘B、締B
４　7.5YR3/3　暗褐　　ローム中D・小D・粒C／粘B、締B
５　7.5YR2/3　極暗褐　ローム小C・粒C／粘B、締B
６　7.5YR3/2　黒褐　　ローム小D・粒D、焼土粒D／粘B、締B
７　7.5YR4/3　褐　　　ローム中D・小C・粒C／粘B、締B
８　7.5YR3/1　黒褐　　ローム小D・粒C／粘B、締B
９　7.5YR3/2　黒褐　　ローム中D・小D／粘B、締B
10　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小D・粒A／粘B、締B
11　7.5YR3/2　黒褐　　ローム中D・小D・粒D／粘B、締B
12　7.5YR4/4　褐　　　ローム大A／粘B、締A
13　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小B・粒C／粘B、締B
14　7.5YR4/4　褐　　　ローム小B・粒A／粘B、締A
15　7.5YR4/4　褐　　　ローム大A／粘B、締A
16　7.5YR3/2　黒褐　　ローム中C・小C・粒B／粘B、締B
17　7.5YR3/3　暗褐　　ローム中B・小C・粒D、焼土中D・小D・粒C／粘B、締C
18　7.5YR3/2　黒褐　　ローム中D・小C・粒C／粘B、締B
19　7.5YR4/3　褐　　　ローム大A・中C／粘B、締C
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第 118 図　室町時代から江戸時代のその他の地下式坑実測図⑵
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第20号地下式坑土層解説
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム小・粒D、焼土粒D、 ／粘Ｂ、締Ｂ
２　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小D／粘Ｂ、締Ｂ
３　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小C／粘Ｂ、締Ｂ
４　7.5YR3/4　暗褐　　ローム中D・小C、焼土粒D、黒色土小D／粘B、締B
５　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小D・粒C／粘Ｂ、締Ｂ
６　7.5YR3/4　暗褐　　ローム中D・粒C／粘Ｂ、締Ｂ
７　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小D／粘Ｂ、締Ｂ

８　7.5YR3/1　黒褐　　ローム小C／粘B、締B
９　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小D・粒C、焼土小D／粘B、締B
10　7.5YR4/4　褐　　　ローム中B／粘B、締B
11　7.5YR3/1　黒褐　　ローム中D・小D／粘B、締B
12　7.5YR5/6　明褐　　ローム大A・中D・小D／粘B、締A
13　7.5YR3/2　黒褐　　ローム小C・粒C／粘B、締B
14　7.5YR3/2　黒褐　　ローム小D・粒C、焼土粒D／粘B、締B
15　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小D・粒C／粘B、締B
16　7.5YR3/2　黒褐　　ローム大B・小C／粘B、締B
17　7.5YR3/2　黒褐　　ローム小C／粘B、締B
18　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小C・粒C、焼土粒D／粘B、締B
19　7.5YR4/3　褐　　　ローム小C、焼土粒D／粘B、締B
20　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小C／粘B、締B
21　7.5YR4/4　褐　　　ローム大A／粘A、締A
22　7.5YR4/4　褐　　　ローム大B・粒B／粘B、締B

第11号地下式坑土層解説
１　7.5YR5/6　明褐　　ローム大C・中C・小A・粒A／粘A、締A
２　7.5YR3/1　黒褐　　ローム大Ｃ・中C・小Ｂ・粒A、焼土粒D、炭化粒D／粘C、締A
３　7.5YR3/1　黒褐　　ローム大C・中C・小C・粒A、焼土小 ・粒D、炭化粒D／粘C、締C
４　7.5YR5/6　明褐　　ローム大C・中C・小A・粒A／粘C、締A
５　7.5YR3/1　黒褐　　ローム大C・中C・小A・粒A／粘C、締A
６　7.5YR3/1　黒褐　　ローム大C・中C・小C・粒A／粘C、締A
７　7.5YR5/6　明褐　　ローム大B・中A・小A・粒A、焼土粒D、炭化粒D
                ／粘C、締C

UP20

UP11
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第 119 図　室町時代から江戸時代のその他の地下式坑実測図⑶
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第25号地下式坑土層解説
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小C・粒C／粘B、締B
２　7.5YR2/3　極暗褐　ローム小C・粒B／粘B、締B
３　7.5YR4/4　褐　　　ローム大C・中C・小B・粒A／粘A、締B
４　7.5YR4/4　褐　　　ローム粒A'、白色粘土中C／粘B、締B
５　7.5YR3/4　暗褐　　ローム中D・小C・粒B／粘A、締B
６　7.5YR4/4　褐　　　ローム小B・粒D、焼土粒D／粘A、締B
７　7.5YR3/2　黒褐　　ローム大C・中C・小C・粒B／粘B、締C
８　7.5YR4/4　褐　　　ローム中B・粒A／粘B、締C
９　7.5YR4/6　褐　　　ローム粒A'／粘A、締C
10　7.5YR4/6　褐　　　ローム大A・粒A／粘A、締A
11　7.5YR4/4　褐　　　ローム小C・粒A／粘A、締B
12　7.5YR4/6　褐　　　ローム大A'／粘A、締A
13　7.5YR4/6　褐　　　ローム大A'・中 ・小C／粘A、締A
14　7.5YR4/6　褐　　　ローム粒A、粘土粒D／粘A、締A
15　7.5YR4/4　褐　　　ローム小B・粒A／粘A、締B

第28号地下式坑土層解説
１　10YR3/4　 暗褐　　ローム中D・小C・粒C／粘B、締B
２　10YR4/4　 褐　　　ローム中D・小B・粒B／粘B、締B
３　10YR4/4　 褐　　　ローム中D・小C・粒B／粘B、締B
４　10YR3/4　 暗褐　　ローム中D・小C・粒B／粘B、締B
５　10YR4/4　 褐　　　ローム小D・粒D、焼土粒D／粘B、締B
６　10YR3/2　 黒褐　　ローム小D・粒C、焼土粒D／粘B、締B
７　10YR4/4　 褐　　　ローム小C・粒B、焼土粒D／粘B、締B
８　10YR4/4　 褐　　　ローム粒B／粘B、締B
９　10YR4/6　 褐　　　ローム小B・粒A／粘B、締B
10　10YR4/4　 褐　　　ローム小A・粒B／粘B、締B
11　10YR4/6　 褐　　　ローム小A・粒A／粘B、締B

UP25

UP28
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第 120 図　室町時代から江戸時代のその他の地下式坑実測図⑷
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第29号地下式坑土層解説
１　10YR5/3　 にぶい黄褐　ローム中C・小B・粒C／粘B、締B
２　10YR5/4　 にぶい黄褐　ローム中C・小C・粒B／粘B、締B
３　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム中D・小B・粒A／粘B、締B
４　10YR5/4　 にぶい黄褐　ローム中C・小C・粒B／粘B、締B
５　10YR6/6　 明黄褐　ローム小B・粒A／粘B、締B
６　10YR6/8　 明黄褐　ローム中C・小B・粒A／粘B、締B
７　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム中C・小D・粒C／粘B、締B
８　10YR6/8　 明黄褐　ローム中B・小A・粒A／粘B、締B

第30号地下式坑土層解説
１　10YR4/6　 褐　　　ローム小D・粒D、焼土粒D、炭化粒D／粘B、締B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム小C・粒B／粘B、締B
３　10YR5/6　 黄褐　　ローム中B・小C・粒B／粘B、締B
４　10YR2/3　 黒褐　　ローム小D・粒C／粘B、締C
５　10YR4/4　 褐　　　ローム小D・粒B／粘B、締B
６　10YR4/2　 灰黄褐　ローム中D・小C・粒B／粘B、締C
７　10YR4/1　 褐灰　　ローム小D・粒C／粘B、締B
８　10YR2/3　 黒褐　　ローム小D・粒D／粘B、締B
９　10YR2/2　 黒褐　　ローム小D、焼土粒D／粘B、締B
10　10YR2/1　 黒　　　ローム中D・小C・粒C／粘B、締B
11　10YR2/1　 黒　　　ローム小B・粒B／粘B、締B
12　10YR6/6　 明黄褐　ローム大D・中C・小A・粒A／粘B、締B

第31号地下式坑土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小B・粒B／粘B、締B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム中C・小B・粒B／粘B、締B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム小D・粒D／粘B、締C
４　10YR2/2　 黒褐　　ローム小D・粒C／粘B、締B
５　10YR4/4　 褐　　　ローム大D・中C・小C・粒B／粘B、締C
６　10YR2/3　 黒褐　　ローム小C・粒C／粘B、締B
７　10YR2/3　 黒褐　　ローム小C・粒B／粘B、締B
８　10YR4/4　 褐　　　ローム中C・小B・粒B／粘B、締C
９　10YR3/4　 暗褐　　ローム中C・小B・粒B／粘B、締B
10　10YR3/3　 暗褐　　ローム大C・中C・小A・粒A／粘B、締B
11　10YR5/4　 にぶい黄褐　ローム中C・小B・粒A／粘B、締B
12　10YR5/6　 黄褐　　ローム大C・中C・小B・粒A／粘B、締B
13　10YR5/6　 黄褐　　ローム大D・中D・小C・粒C／粘B、締B
14　10YR3/4　 暗褐　　ローム小C・粒C／粘B、締B
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第 121 図　室町時代から江戸時代のその他の地下式坑実測図⑸
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第32号地下式坑土層解説
１　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒D／粘C、締B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小D・粒C／粘B、締C
３　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム小C・粒C／粘B、締B
４　10YR5/3　 にぶい黄褐　ローム中C・小B・粒B／粘B、締B
５　10YR4/6　 褐　　　ローム中C・小B・粒B／粘B、締B
６　10YR5/4　 にぶい黄褐　ローム中C・小C・粒B／粘B、締B
７　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム大D・中C・小C・粒B／粘B、締B
８　10YR4/4　 褐　　　ローム中C・小B・粒B／粘B、締B
９　10YR5/8　 黄褐　　ローム中B・小B・粒A／粘B、締A
10　10YR5/4　 にぶい黄褐　ローム大B・中B・小A・粒A／粘B、締B
11　10YR3/3　 暗褐　　ローム大D・中D・小C・粒C／粘B、締A
12　10YR5/6　 黄褐　　ローム大B・中A・小A・粒A／粘B、締B
13　10YR3/4　 暗褐　　ローム大B・中A・小A・粒A／粘A、締B
14　10YR4/6　 褐　　　ローム大B・中B・小A・粒A／粘B、締B
15　10YR3/4　 暗褐　　ローム大B・中A・小A・粒A／粘A、締B

第33号地下式坑土層解説
１　10YR2/3　 黒褐　　ローム粒D／粘B、締A
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム小D・粒D／粘B、締A
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小D・粒D／粘B、締B
４　10YR2/3　 黒褐　　ローム小D・粒C／粘B、締B
５　10YR2/2　 黒褐　　ローム小C・粒C／粘B、締B
６　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム中D・小C・粒C／粘B、締B
７　10YR3/4　 暗褐　　ローム中C・小C・粒B／粘B、締B
８　10YR4/4　 褐　　　ローム小B・粒B／粘B、締B
９　10YR5/8　 黄褐　　ローム大C・中B・小B・粒B／粘A、締B
10　10YR5/3　 にぶい黄褐　ローム大C・中C・小B・粒B／粘B、締B
11　10YR3/4　 暗褐　　ローム粒D／粘B、締B
12　10YR5/4　 にぶい黄褐　ローム中B・小A・粒A／粘B、締B
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第 122 図　室町時代から江戸時代のその他の地下式坑実測図⑹
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第34号地下式坑土層解説
１　10YR4/4　 褐　　　ローム小C・粒C／粘B、締B
２　10YR4/4　 褐　　　ローム小D・粒C／粘B、締B
３　10YR3/2　 黒褐　　ローム小D・粒D／粘B、締B
４　10YR4/4　 褐　　　ローム粒A／粘B、締B
５　10YR5/6　 黄褐　　ローム小C・粒A／粘B、締B
６　10YR4/4　 褐　　　ローム小D・粒C／粘B、締B
７　10YR4/6　 褐　　　ローム小C・粒B／粘B、締B
８　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒D／粘B、締B
９　10YR4/4　 褐　　　ローム小C・粒A／粘B、締B
10　10YR3/3　 暗褐　　ローム粒D／粘B、締B
11　10YR4/6　 褐　　　ローム粒A／粘B、締B
12　10YR3/4　 暗褐　　ローム中D・小C・粒C／粘B、締B
13　10YR4/6　 褐　　　ローム小D・粒A／粘B、締B
14　10YR3/4　 暗褐　　ローム小C・粒D／粘B、締B
15　10YR4/6　 褐　　　ローム中C・小C・粒A／粘B、締B

第35号地下式坑土層解説
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小D・粒C／粘B、締B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム小B・粒D／粘B、締B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム小B・粒C／粘B、締B
４　10YR2/3　 黒褐　　ローム小D・粒D、焼土粒D／粘B、締B
５　10YR3/3　 暗褐　　ローム小C・粒C／粘B、締B
６　10YR3/3　 暗褐　　ローム小B・粒D／粘B、締B
７　10YR2/3　 黒褐　　ローム中D・小D・粒C／粘B、締B
８　10YR4/6　 褐　　　ローム中D・小D・粒B／粘B、締C
９　10YR3/4　 暗褐　　ローム小C・粒C／粘B、締C
10　10YR4/4　 褐　　　ローム中C・小A・粒A／粘B、締B
11　10YR3/3　 暗褐　　ローム小D・粒C／粘B、締B
12　10YR4/6　 褐　　　ローム中B・小B・粒B／粘B、締A

13　10YR2/3　 黒褐　　ローム粒D／粘B、締C
14　10YR4/4　 褐　　　ローム小B・粒C／粘B、締B
15　10YR3/2　 黒褐　　ローム中C・小D・粒D／粘B、締C
16　10YR3/4　 暗褐　　ローム小C・粒C／粘B、締C
17　10YR4/6　 褐　　　ローム小B・粒A／粘B、締C
18　10YR2/3　 黒褐　　ローム中C・小D・粒D／粘B、締C
19　10YR4/6　 褐　　　ローム小B・粒A／粘B、締C
20　10YR4/4　 褐　　　ローム中D・小B・粒B／粘B、締C
21　10YR3/4　 暗褐　　ローム小C・粒C／粘B、締B
22　10YR4/4　 褐　　　ローム小C・粒B／粘B、締C
23　10YR3/4　 暗褐　　ローム小D・粒C／粘B、締B
24　10YR4/4　 褐　　　ローム中C・小C・粒B／粘B、締B
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第 123 図　室町時代から江戸時代のその他の地下式坑実測図⑺
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第36号地下式坑土層解説
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小B・粒A／粘B、締B
２　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム小B・粒A／粘B、締B
３　10YR4/6　 褐　　　ローム大B・中B・小A・粒A／粘B、締B
４　10YR3/4　 暗褐　　ローム中C・小B・粒B／粘B、締B
５　10YR5/4　 にぶい黄褐　ローム小A・粒A／粘B、締B
６　10YR3/3　 暗褐　　ローム中B・小B・粒B／粘B、締B
７　10YR4/6　 褐　　　ローム大B・中A・小A・粒A／粘B、締B
８　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム小B・粒B／粘B、締B
９　10YR2/2　 黒褐　　ローム中D・小C・粒C／粘B、締B
10　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム中B・小B・粒A／粘B、締B
11　10YR3/4　 暗褐　　ローム大B・中B・小A・粒A／粘B、締B
12　10YR4/4　 褐　　　ローム中B・小A・粒A／粘B、締B
13　10YR3/3　 暗褐　　ローム大A・中A・小A・粒A／粘B、締B
14　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム小B・粒A／粘B、締B
15　10YR4/6　 褐　　　ローム小A・粒A／粘B、締A

第37号地下式坑土層解説
１　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム大B・中A・小B・粒B／粘A、締B
２　10YR3/1　 黒褐　　ローム中D・小D・粒D／粘B、締C
３　10YR3/2　 黒褐　　ローム中C・小D・粒C／粘B、締B
４　10YR2/2　 黒褐　　ローム中C・小C・粒D／粘B、締B
５　10YR3/3　 暗褐　　ローム小C・粒C／粘B、締B
６　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒D／粘A、締B
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第 63 表　室町時代から江戸時代地下式坑一覧

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 釘 （11.2） 1.1 0.6 （14.43） 鉄 釘頭打撃痕・扁平化　断面四角　先端部欠損 覆土

番号 位 置 軸方向
平面形 軸 長

（ｍ）

竪 坑 規 模 主 室 規 模
覆 土 主な出土遺物 備　考

竪坑 主室 奥行
（ｍ）

横幅
（ｍ）

深さ
（㎝）

奥行
（ｍ）

横幅
（ｍ）

深さ
（㎝）

１ F ４j1 Ｎ－ 58°－ W 半円形 隅丸長方形 4.02 0.60 1.34 104 3.51 3.12 124 人為 － 本後→ SD ９・13

９ H ３a0 Ｎ－ 75°－ W 半円形 ［隅丸長方形］ （3.23） （0.62）（1.08）（10 ～ 20）（2.54）（3.30） （50） 人為 土師質土器　砥石　錠前ヵ 本跡→第３号段切状遺構、
第 7 号整地遺構、SD69・70

10 H ４a2 － － ［長方形］ － － － － 2.48 4.28 50 人為 土師質土器　陶器　砥石 本跡→ SD81A・B、
SK1015、第 7 号整地遺構

11 G ４i2 Ｎ－８°－Ｅ 隅丸方形 ［隅丸長方形］ 3.80 1.20 1.72 76 2.60 （4.00） 90 人為
崩落土 陶器

12 K ２b7 Ｎ－５°－ W ［隅丸長方形］ 長方形 （3.06） （1.00）（0.84） （84） 2.06 3.34 96 人為
崩落土 土師質土器 本跡→ SK2954、

SD148
14 K ３b2 Ｎ－10°－W 隅丸方形 隅丸長方形 3.60 1.04 1.26 84 2.40 4.00 124 人為　崩落

土　流入土 土師質土器

15 K ２b0 Ｎ－４°－ W 隅丸長方形 不整方形 3.50 1.12 1.36 92 2.38 2.50 128 人為
崩落土 土師質土器 SK1293 と重複

17 J ２c4 Ｎ－88°－W 隅丸長方形 隅丸長方形 （3.44） 1.20 （1.40） 134 （2.24） 4.20 134 自然　人為
崩落土

土師質土器　不明鉄製品　椀状
鉄

本跡→ SK1424、
SD149

19 I ２j6 Ｎ－３°－ W ［隅丸長方形］ 隅丸長方形 （5.00） （1.74）（1.30）［145］ 3.26 4.18 188 人為 土師質土器　陶器　馬歯 本跡→ SD166

20 J ３a1 Ｎ－ 111°－ W 隅丸長方形 長方形 （3.10） （1.32）（1.16） 170 1.78 4.00 170 人為
崩落土

土師質土器　陶器　羽口
椀状滓 SI116 →本跡→ SD169

21 I ２j0 Ｎ － ５ °－ E ［円形］ 隅丸長方形 （4.00） （1.58）（1.60）［152］ 2.42 4.08 162 自然　人為
崩落土

土師質土器　陶器　釘　
椀状滓 本跡→ SD169

25 K ３b8 Ｎ－68°－W 隅丸長方形 ［不整隅丸長方
形］ 3.20 0.96 1.60 66 2.24 ［3.68］ 54 人為 土師質土器　椀状滓　鉄

滓
本跡→ SK1534、SE122、
SD160

26 J ４a7 Ｎ－ 22°－ W － 長方形 （2.70） － 1.22 108 2.70 4.20 105 自然　人為
崩落土

土師質土器　陶器　羽口　焼成粘土塊
　銭貨

本跡→ SE167、SK2033・
2035　別室２基

27 J ３b5 Ｎ － 65 °－ E ［方形］ ［長方形］ （3.80） （1.06）［1.16］ 72 2.74 （3.54） 60 人為 土師質土器　陶器　椀形製品　椀
状滓

本跡→ SK1628・1691、
SD63A・178、PG41P5・
P419

28 K １b0 － － ［隅丸長方形］
［隅丸方形］ － － － － 2.56 （1.24） 110 人為

崩落土 － 本跡→ SD246・251

29 J １g9 － － － － － － － （2.98）（0.55）（110） 人為
崩落土 －

30 J １h0 － － － － － － － （3.18）（0.40） 102 人為
崩落土 －

31 G ３f6 Ｎ－65°－W［隅丸方形］［隅丸長方形］ （3.20） （1.20）（1.54） 98 2.00 （3.90） 146 人為 － 本跡→ SD16

32 H ３h4 Ｎ－85°－W 楕円形 楕円形 3.55 1.40 1.85 170 2.15 3.24 170 人為
崩落土 土師質土器 SD252 →本跡

33 H ３f1 Ｎ－ 102°－ W 隅丸方形 ［隅丸長方形］ ［3.50］ 1.26 1.30 186 ［2.24］ 2.62 198 人為
崩落土 土師質土器

SK2240 →本跡→ SK2226・
2239・2322
SB38 と重複

34 I ３a6 Ｎ－ 84°－Ｅ 円形 楕円形 3.11 1.38 1.27 100 1.73 2.98 116 人為
崩落土 砥石

35 H ２d9 Ｎ－ 174°－Ｅ 隅丸長方形 楕円形 3.89 1.28 1.25 185 2.61 4.38 178 人為
崩落土 陶器

36 H ２e6 Ｎ－６°－ W 隅丸方形 隅丸長方形 3.60 1.10 1.06 136 2.50 3.46 150 人為
崩落土 土師質土器　砥石

37 H ２f5 Ｎ－ 113°－Ｅ 隅丸方形 隅丸長方形 2.93 1.10 1.28 143 1.83 ［2.10］ 148 人為 陶器 SE205 と重複

第 62 表　第 21 号地下式坑出土遺物一覧（第 124 図）

第 124 図　室町時代から江戸時代のその他の地下式坑出土遺物実測図
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第 125 図　第３号段切状遺構・第７号整地遺構実測図⑴

　⑷　段切状遺構

　第３号段切状遺構（第 125・126 図　PL19）　

位置　調査区 C 区北東部の G ４j2 区から北部の H ３e8 区にかけて、標高 22 ～ 23 ｍほどの台地平坦部から緩

斜面部にかけて位置している。
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Ｃ

Ｃ′

Ｄ

Ｄ′

１

２

SD81B

SD81A

UP10

834

749

748

UP９

PG19

PG20

687

767

724

709

692

688

686

684
撹乱

撹乱

SD68

690

897

700

703 699

693702
691

撹乱
第７号整地遺構

H３a7

H３h7 H４h1

SD69

689

798

796833

795

806
832

805

797

834

829
828

799

1015

845

846

679

701

撹乱

Ｂ

Ｂ′

Ａ

Ａ′

０ （1:200） ４ｍ
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重複関係　第９号地下式坑、第 70 号溝跡を掘り込み、第 63A・63B 号溝に掘り込まれている。第 69 号溝は本

跡の下端に沿って掘り込まれている。

規模と形状　調査区北西部から西部にかけての平坦部と調査区東域に向かって低くなっている緩斜面部の境に

沿って掘削し、平坦面を構築している。H ３e8 区から北東方向（Ｎ－ 35°－ E）へ緩やかに蛇行しながら、撹

乱を受ける G ４j2 区まで延びている。確認できた長さは、28.6 ｍである。壁は外傾もしくは有段で、壁高は

20 ～ 60㎝である。壁が最も高い H ３b9 付近から、壁は北東・南西方向に向かって徐々に低くなっている。

所見　時期は、第９号地下式坑の廃絶年代や第 63A・63B 号溝の廃絶年代から、16 世紀前葉の構築と考えられる。

本跡の下端に沿って掘り込まれている第 69 号溝跡とは関連性が考えられ、同時期の構築年代と考えられる。

第 126 図　第３号段切状遺構・第７号整地遺構実測図⑵

第７号整地遺構土層解説(A－A′)～(D－D′)共通
１　10YR4/4　 褐 ローム中A・小A・粒A／粘B、締A
２　10YR3/4　 暗褐 ローム中A・小B・粒C／粘A、締A

SD69SD69
第７号整地遺構第７号整地遺構

第3号
段切状遺構
第3号

段切状遺構
２

１

A A′
23.2m

SD69SD69 第７号整地遺構第７号整地遺構

第3号
段切状遺構
第3号

段切状遺構

２ １

B B′
23.2m １２

SD63ASD63A

第3号
段切状遺構
第3号

段切状遺構
SK687SK687

SK688SK688

C C′
23.0m

２
２ ２

第７号整地遺構第７号整地遺構

SK692・696SK692・696SD69SD69

SD63ASD63A

SD68SD68

D D′
23.0m

第７号整地遺構第７号整地遺構２

０ （1:60） ２ｍ
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第 127 図　第７号整地遺構出土遺物実測図

位置　調査区 C 区北東部の G ４j2 区から北部の H ３h8 区までの範囲に広がっている。標高 22 ｍほどの台地

緩斜面部に位置している。

重複関係　第９・10 号地下式坑の上面に構築し、第 679・684・686 ～ 693・699・700 ～ 703・709・724・

748・749・767・795 ～ 799・805・806・828・829・832 ～ 834・845・846・897・1015 号土坑、第 81A 号堀、

第 81B 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　北端部に撹乱を受けるため、確認できた範囲は長さ 37.4 ｍ、幅 0.5 ～ 4.5 ｍで、H ３h8 区からＮ

－ 25°－ E の方向に弧状を呈している。層厚は５～ 10㎝で、引き締まった第１・２層を整地し、構築してている。

面積は、約 130㎡である。

覆土　２層に分層できる。各層はロームブロックや粘土ブロックを含み、締まりが強い。第 69 号溝の北西側

から、南東方向に堆積している。

遺物出土状況　土師質土器片 19 点（皿７、擂鉢３、内耳鍋９）が出土している。ほかに混入した土師器片 11

点が出土している。

所見　時期は、出土土器や第３号段切状遺構、第 69 号溝跡の年代から 16 世紀前葉の構築と考えられる。整地

の範囲が第 69 号溝跡に沿った南東側にあることから、第３号段切状遺構や第 69 号溝の掘削時の廃土を使用し

て整地をした可能性がある。

　４か所を確認した。このうち第７号整地遺構については、本文で説明し、その他の第４～６号整地遺構に

ついては実測図と一覧を記載する。第４号整地は第 73 号堀跡、79 号溝跡、第５号整地は第 217・225 号溝跡、

第６号整地遺構は第 158・160・171・172・173・177 溝跡の廃絶後の整地であり、覆土中には江戸時代の陶

磁器や煙管が含まれている。

　⑸　整地遺構

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 6.1 2.0 3.5 長石・石英・赤色
粒子 橙 普通 ロクロナデ　底部内外面ナデ 覆土下層 100％

２ 土師質土器 皿 6.8 2.3 3.7 長石・石英 にぶい黄橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り・板目痕　内面ナ
デ 覆土下層 100％

油煙付着

　第７号整地遺構（第 125 ～ 127 図　第 64 表）　

１ ２

０ （1:3） 10cm

第 64 表　第７号整地遺構出土遺物一覧（第 127 図）
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第 128 図　第４号整地遺構実測図

第 65 表　室町時代から江戸時代の整地遺構一覧

番号 位 置 長軸方向 平 面 形
規　　　　模

面　積
（㎡）

壁　面 構築土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長さ×幅（ｍ） 層厚（㎝）

４ I ４a7 ～
H ４j7 Ｎ－ 84°－Ｅ 不整楕円形 9.0 × 0.9 ～ 4.4 ５～ 28 約 30.0 － ２層 土師質土器　砥石　釘　煙管

SD73、SE78 →
本跡
SD111 と重複

５ J ４c8 ～
J ４g9 Ｎ－５°－ W 不整形 15.8 × 2.1 ～ 10.2 5 ～ 28 約 96.0 － 単一層 土師質土器　陶器　磁器　

鎌ヵ　鉄滓

SE170・179・182、
SK1681・1693・
1720・1757、
SD217・225、
PG48 →本跡

６ K ４c1 ～
K ４g2 Ｎ－３°－Ｅ［不整楕円形］17.6 × 1.2 ～ 7.2 10 ～ 20 約 77 － 単一層 土師質土器　陶器　椀状滓

SE176、SK1637、
SD158・160・171・
172・173・177 →
本跡

７ G ４j2 ～
H ３h8 Ｎ－ 25°－Ｅ 弧状 37.4 × 0.5 ～ 4.5 ５～ 10 約 130 － ２層 土師質土器

UP ９・10 →本跡
→ SK679・684・686 ～
693・699・700 ～ 703・
709・724・748・749・
767・795 ～ 799・805・
806・828・829・832 ～
834・845・846・897・
1015、SD81A・B

土層解説
１　10YR4/1　 褐灰　　ローム小C・粒C、白色粘土大Ｂ・中Ａ・小B・粒C／粘A、締A'
２　10YR7/1　 灰白　　ローム中 ・小B・粒C、白色粘土中A・小A・粒B／粘A、締A'

A

A′

B

B
′ SD73

SD111

Ｈ４j7

A A′
21.0m １

２

B B′
21.0m

１

２
０ （1:100） ２ｍ

０ （1:200） ４ｍ
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土層解説
１　10YR4/1　 褐灰　　白色粘土大A・中C・小B／粘A、締A'

Ｊ４d8

A

A
′

B

B′

C

C′

SD217

SE182

SD217

SD225

SD225

A
A
′

21
.0
m

１

B B′21.0m

１

C C′
21.0m

１

０ （1:100） ２ｍ

０ （1:200） ４ｍ

第 129 図　第５号整地遺構実測図
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土層解説
１　10YR7/2　 にぶい黄橙　白色粘土中A・小B・粒C／粘A、締A'

K４c1

A

A
′

B B′

C C′

D D′

SD172

SD172SD173
SD173

SD160

1637

SE176

SD158

SD177
SD171

調　査
区域外

B B′
21.2m

１

C C′
21.2m

１

D D′
21.2m

１

A
A
′

21
.2
m

１
１

S
D
15
8

０ （1:100） ２ｍ

０ （1:200） ４ｍ

第 130 図　第６号整地遺構実測図
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　第５号井戸跡（第 131 ～ 133 図　第 66 表　PL20・59）

位置　調査区 A 区南東部のＧ４g0 区、標高 22 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 2.34 ｍ、短径 2.18 ｍの楕円形で、上部は、円筒状に掘り込み、下部の状況は不明である。

湧水と崩落の恐れがあったため、確認面から深さ 90㎝までの調査とした。

覆土　７層に分層できる。ロームブロック・粒子、炭化物を含み、不規則な堆積状況から人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片 205 点（皿 12・内耳鍋 190・擂鉢２・甕１）、陶器片９点（皿１・擂鉢１・甕７）

第 131 図　第５号井戸跡・出土遺物実測図

　⑹　井戸跡

　166 基のうち、特徴的な遺物が出土している 77 基について記述し、その他は実測図と一覧で掲載する。

土層解説
１ 10YR2/1 黒 ローム粒C、炭化物C・粒B／粘B、締C
２ 10YR3/1 黒褐 ローム粒D、焼土粒D、炭化粒D／
   粘B、締C
３ 10YR3/3 暗褐 ローム小C・粒C、炭化粒D、粘土粒D／
   粘B、締C
４ 10YR4/3 にぶい黄褐 ローム小C・粒C、粘土粒C／粘A、締C
５ 10YR3/1 黒褐 ローム小D・粒D／粘A、締C
６ 10YR3/1 黒褐 ローム粒C、焼土粒D／粘A、締C
７ 10YR3/1 黒褐 ローム小C・粒C、焼土粒C、粘土粒C／
   粘A、締C

１ ２

３
３

４
４ ５

６

７

A A′
21.8m

B
B
′

22
.0
m

調
査
区
域
外

２
５

６

７
８

９
10

２

５ ８

６ ７

９
10

調査区域外
A

A′

B

B′

Ｇ５g1
S２m

０ （1:60） ２ｍ

１

２
３

０ （1:3） 10cm
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第 132 図　第５号井戸跡出土遺物実測図⑴

７

４

５

６

０ （1:3） 10cm
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第 133 図　第５号井戸跡出土遺物実測図⑵

11
９

８

10

０ （1:3） 10cm

第 66 表　第５号井戸跡出土遺物一覧（第 131 ～ 133 図）　

番号 種　別 器　種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 10.9 3.4 7.6 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 ロクロ成形　底部回転糸切り後ヘラナデ調整 覆土 50％　PL59

２ 土師質土器 皿 － （3.6） 4.0 長石・石英 にぶい橙 普通 ロクロ成形　底部回転糸切り 覆土第１層 40％
煤付着

３ 土師質土器 擂鉢 － （11.0） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい黄褐 普通 １条一単位の擂目 覆土 10％

煤付着
４ 土師質土器 内耳鍋 ［29.8］ 14.6 ［14.0］長石・石英・雲母・

黒色粒子・細礫 にぶい橙 普通 口唇部内面指頭痕　１耳残存　体部耳部取り付け
後内外面ナデ 覆土 40％　PL59

煤付着
５ 土師質土器 内耳鍋 ［32.0］（13.6） － 長石・石英・雲母・

赤色粒子・細礫 橙 普通 口縁部内面指頭痕　１耳残存　体部耳部取り付け
後内外面ナデ　耳部貫通先端部露出  覆土第１層 20％

煤付着
６ 土師質土器 内耳鍋 ［38.0］（17.4） － 長石・石英・雲母・

赤色粒子・細礫 明赤褐 普通 １耳残存　体部耳部取り付け後内外面ナデ 覆土第１層 20％
煤付着

７ 土師質土器 内耳鍋 ［36.6］（17.2） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子・細礫 明赤褐 普通 内外面ナデ　口縁部内面ヘラ記号「〆」ヵ 覆土第１層 20％

煤付着
８ 土師質土器 内耳鍋 ［39.0］（15.1） － 長石・石英・雲母・

赤色粒子・細礫 明褐 普通 １耳残存　体部耳部取り付け後内外面ナデ 覆土第１層 30％
煤付着

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　徴 釉　薬 産　地 出土位置 備　考

９ 陶器 縁釉皿［10.8］ 2.9 ［4.8］ 長石・石英・
灰黄褐

ロクロ成形　底部回転糸切り　内底面トチン痕　漬
け掛け 鉄釉 瀬戸・美濃 覆土第１層 30％　

10 陶器 擂鉢 － （2.3）［16.2］長石・灰白 10 条一単位の擂目に２条の交差の擂目　体部下端ヘラ
削り　底部回転ヘラ切り　 灰釉 渥美ヵ 覆土第１層 40％　

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 (g) 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

11 砥石 9.0 2.3 2.1 57.57 砂岩 四面砥　縦・斜位擦痕　一部刃傷痕　　 覆土
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　第７号井戸跡（第 134 図　PL20）

位置　調査区 A 区南東部のＧ４e7 区、標高 22 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 17 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　確認できた南北軸 1.54 ｍ、東西軸 1.44 ｍで平面形状は、円形と推定でき、漏斗状を呈している。

湧水と崩落の恐れがあったため、確認面から深さ 90㎝までの調査とした。

覆土　14 層に分層できる。ロームブロック・粒子を含み、不規則な堆積状況から人為堆積である。

所見　遺物の出土がないため、時期は不明である。

第 134 図　第７号井戸跡実測図

石器２点（砂岩製砥石）、雲母片岩片１点（板碑の一部ヵ）、鉄片１点（不明）が覆土第１層や覆土中から出土

している。

１・３・４・11 は、覆土中、２・５～ 10 は、中央部から南部にかけてほぼ集中した状態で覆土第１層から、

それぞれ出土している。

所見　廃絶の時期は、出土土器から 15 世紀後半と考えられる。　

土層解説
１ 10YR4/4 褐 ローム小D・粒C、炭化粒D／粘B、締B
２ 10YR3/4 暗褐 ローム粒D、炭化粒D／粘B、締B
３ 10YR3/4 暗褐 ローム粒C、炭化粒C／粘B、締B
４ 10YR3/2 黒褐 ローム小D・粒D、炭化粒C／粘B、締B
５ 10YR3/4 暗褐 ローム小C・粒C、炭化粒C／粘B、締B
６ 10YR3/4 暗褐 ローム小D・粒D、炭化粒D／粘B、締B
７ 10YR4/3 にぶい黄褐 ローム小D・粒B、炭化粒D／粘B、締B
８ 10YR5/6 黄褐 ローム小C・粒B／粘A、締B
９ 10YR3/4 暗褐 ローム小D・粒C、炭化粒D、粘土大C／粘A、締B
10 10YR3/4 暗褐 ローム小C・粒B、炭化粒C、粘土大C／粘A、締B
11 10YR5/3 にぶい黄褐 ローム小C・粒B／粘A、締B
12 10YR3/4 暗褐 ローム小B・粒C、粘土大C／粘A、締B
13 10YR5/3 にぶい黄褐 ローム小D・粒B、粘土大C／粘A、締B
14 10YR3/4 暗褐 ローム小D・粒D／粘A、締BA

A
′

21
.8
m

３
４

５
６

７
８

９ 12

13

１
２

11

８

1410

B B′
21.8m

SD17

SD17

SD18

SD18

A

A′

B

B′Ｇ４e7
S１m
E２m

０ （1:60） ２ｍ

　第 22 号井戸跡（第 135 図　第 67 表　PL20・59）

位置　調査区 C 区東部のＩ５c1 区、標高 20 ｍほどの低地部に位置している。

重複関係　第 77 号溝跡との関係は、不明である。

規模と形状　確認できた規模は南北軸が1.38ｍで、東西軸は1.40ｍで、平面形は円形である。断面形は漏斗状で、

確認面から 70㎝までは逆円錐状に掘り込み、以下は径 0.70m の円筒状に掘り込んでいる。湧水や崩落の恐れ

があったため、確認面から 140㎝までの調査とした。

遺物出土状況　土師質土器片１点（皿）、石器１点（凝灰岩製砥石）が出土している。１は、北西部の覆土上

層から出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀前半と考えられる。
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第 135 図　第 22 号井戸跡・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 ［9.4］ 2.8 4.0 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 ロクロナデ　底部内面横ナデ・外面回転糸切り 覆土上層 70％
煤付着

第 67 表　第 22 号井戸跡出土遺物一覧（第 135 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

２ 砥石 15.6 5.1 2.1 158.1 凝灰岩 砥面４面　表面多方向の研磨痕　側面・裏面多数の削り痕 覆土 PL59

１

２

A A′
20.8m

SD77

B B′
20.8m １

I５c2
S１m

SD77

A

A′

B

B′
１

０ （1:3） 10cm

０ （1:60） ２ｍ

　第 23 号井戸跡（第 136・137 図　第 68 表　PL20・59）

位置　調査区 C 区東部のＩ４b9 区、標高 20 ｍほどの緩斜面部に位置している。

規模と形状　長径 2.02 ｍ、短径 1.98 ｍの円形である。断面形は漏斗状で、確認面から 70㎝までは逆円錐状に

掘り込み、以下は長径 1.06m、短径 0.98m の円筒状に掘り込んでいる。南西壁の一部が崩落している。湧水と

崩落の恐れがあったため、確認面から 180㎝までの調査とした。

覆土　14 層を確認した。各層にロームブロックや粘土ブロックを含み、不規則な堆積状況であることから人為

堆積である。
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０ （1:60） ２ｍ

０ （1:3） 10cm

I４c0

１
２３

４
５

６
７ ８

９10

11

12

13

14

１ ２３ ４ ６７８９

２

１

３

４

６

７

８９

B B′
20.8m

A A′
20.8m

B B′
20.8m

A

A′

B

B′

１

２

３

４

５

土層解説
１ 7.5YR1/4 褐灰 ローム小C、焼土大D・粒C、粘土大C／粘A、締A
２ 7.5YR2/4 灰褐 ローム大D・中C・小C、粘土中D／粘B、締A
３ 7.5YR4/4 褐 ローム大C・中C・小C、焼土小C、粘土粒C／粘A、締A
４ 7.5YR3/3 暗褐 ローム中C・小C、粘土粒C／粘B、締B
５ 7.5YR2/4 灰褐 ローム中C・小C、粘土中C・小C／粘A、締B
６ 7.5YR2/3 黒褐 ローム大D・小C、粘土粒C／粘A、締B
７ 7.5YR6/5 明褐 ローム大B、粘土粒C／粘B、締B

８ 7.5YR1/4 褐灰 ローム小C、焼土粒D、粘土大C／粘A、締B
９ 7.5YR2/2 黒褐 ローム大D・中C、焼土粒D、粘土粒D／粘B、締B
10 7.5YR2/4 灰褐 ローム中C、粘土大B／粘A、締B
11 7.5YR2/4 灰褐 ローム粒C、粘土大B／粘A、締B
12 7.5YR2/2 黒褐 ローム小C、粘土大C／粘A、締C
13 7.5YR3/5 にぶい褐 粘土粒A／粘A、締C
14 7.5YR2/4 灰褐 ローム小A、粘土粒B／粘A、締C

第 136 図　第 23 号井戸跡・出土遺物実測図
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第 137 図　第 23 号井戸跡出土遺物実測図

６

７

８

９

０ （1:4） 10cm
０ （1:3） 10cm
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遺物出土状況　土師質土器片 35 点（皿１、擂鉢４、内耳鍋 30）、瓦質土器片１点（香炉）、石器４点（安山岩

製茶臼３、凝灰岩製砥石１）が出土している。ほかに混入した土師器片１点が出土している。1 は南壁際、２

～４・８・９は中央部周辺の覆土上層、７は中央部の覆土中層、６は東壁際の覆土下層から、それぞれ出土し

ている。８は第 72 号堀跡から出土した茶臼と接合している。

所見　時期は、出土土器や接合した遺物の関係から 16 世紀後葉から 17 世紀前葉と考えられる。第 72 号堀跡

とは同時期の廃絶である。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 7.3 2.2 4.0 石英・雲母 黒褐 普通 ロクロナデ　底部外回転糸切り　内面ナデ 覆土上層 80％　PL59
油煙付着

２ 土師質土器 擂鉢 ［33.0］（10.9） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 体部内外面横位ナデ　内面櫛歯状工具による２
条一単位の擂目 覆土上層 ５％

３ 土師質土器 内耳鍋 ［32.0］ 8.2 ［26.0］長石・雲母・
白色粒子 褐 普通 口縁部横ナデ　体部外面横位ナデ　内面横・斜

位ナデ 覆土上層 ５％

４ 土師質土器 内耳鍋 － （11.6） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口縁部横ナデ　内面耳部貼付け　体部外面横位
ナデ・指頭痕　内面横位ナデ 覆土上層 ５％

煤付着
５ 瓦質土器 香炉 ［19.2］（5.0） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部内外面横位ナデ　外面花弁・割菱の押型文 覆土 ５％　PL59

被熱痕・煤付着

第 68 表　第 23 号井戸跡出土遺物一覧（第 136・137 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

６ 茶臼 （15.5）（14.7）（10.9）（3,380） 安山岩 上臼　上面多方向の研磨痕　下面 10 ～ 13 条一単位の擂目・軸孔二方向か
らの穿孔　側面菱形文削り出し・横位研磨痕・削り痕　把手孔２か所 覆土下層 PL59

被熱痕
７ 茶臼 （13.4）（18.5） 7.8 （1,590） 安山岩 下臼　上面 11 条以上一単位の擂目・中央部二方向からの穿孔

下面窪み部削り痕・縁辺部研磨痕 覆土中層 PL59
被熱痕

８ 茶臼 （23.0）（20.0）（9.3）（1,480） 安山岩 下臼　上面擂目不明瞭　下面窪み部削り痕・縁辺部研磨痕・中央
部二方向からの穿孔　側面削り 覆土上層

PL59
被熱痕
SD72 と接合

９ 砥石 （8.0） 4.3 3.9 （157.59） 凝灰岩 砥面４面　多方向の研磨痕 覆土上層

　第 24 号井戸跡（第 138・139 図　第 69 表　PL20・59・60）

位置　調査区 C 区東部のＩ４d9 区、標高 20 ｍほどの低地部に位置している。

規模と形状　長径 2.84 ｍ、短径 2.40 ｍの楕円形で、長径方向はＮ－８ －゚Ｗである。断面形は漏斗状で、確認

面から 90㎝までは逆円錐状に掘り込み、以下は径 1.10m の円筒状に掘り込んでいる。湧水と崩落の恐れがあ

ったため、確認面から 200㎝までの調査とした。

覆土　７層を確認した。各層にロームブロックや粘土ブロックを含むことから、人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片 63 点（皿４、擂鉢２、香炉１、内耳鍋 56）、石器２点（凝灰岩製砥石、砂岩製石鉢）

が出土している。ほかに混入した土師器１点が出土している。１・２・６～ 10 は、中央部の覆土中層から散

在した状態で出土している。４は中央部東寄りから、５は南東部の覆土上層から、それぞれ出土している。埋

め戻しに伴って廃棄したものと考えられる。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀後半と考えられる。
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第 138 図　第 24 号井戸跡・出土遺物実測図

土層解説　　 　
１　10YR7/4　にぶい黄橙　黄褐粘土大C、白色粘土大C、粘土大B／粘A、締A
２　10YR3/3　暗褐　　ローム大C・中C、焼土中D／粘B、締B
３　10YR7/6　明黄褐　黄褐粘土大B、白色粘土大B／粘A、締B
４　10YR6/4　にぶい黄橙　ローム大B／粘A、締B
５　10YR4/3　にぶい黄褐　ローム大D・小C／粘B、締B
６　10YR2/3　黒褐　　ローム大D・中C／粘A、締D
７　10YR4/2　灰黄褐　ローム大D／粘A、締B

I４e9

A A′
20.8m

B B′
20.8m

A

A′

B

B
′

１ ２
３

４

５

６

７

１ ２４５ ９10６

８

７

１

10

９

４

５

６

８

７ ２

０ （1:60） ２ｍ

１ ２ ３

４

５ ６

７

０ （1:3） 10cm
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８

９

10

０ （1:4） 10cm

０ （1:3） 10cm

第 139 図　第 24 号井戸跡出土遺物実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 ［9.9］ 3.2 5.5 長石・雲母 灰白 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り　内面ナデ 覆土中層 90％　PL59
煤付着

２ 土師質土器 皿 ［10.0］ 3.3 4.9 長石・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り・板目痕　内面ナ

デ 覆土中層 40％

３ 土師質土器 皿 － （1.9） ［6.4］ 長石・石英・雲母 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り・板目痕　内面ナ
デ 覆土 ５％

４ 土師質土器 皿 － （1.1） （4.8） 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 底部回転糸切り　内面ナデ　底部中央部両方向
からの穿孔・紡錘車転用ヵ 覆土上層 ５％

煤付着
５ 土師質土器 擂鉢 ［25.5］（7.0） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 体部外面横位ナデ後縦位ナデ　内面横位ナデ・

串状工具による３条一単位の擂目・波状文施文 覆土上層 40％　煤付着
口縁部研磨

６ 土師質土器 香炉 － （1.9） － 長石・石英 灰白 普通 ロクロナデ　体部外面下端磨き調整　底部回転
糸切り・脚部貼付け　内面ナデ 覆土中層 ５％

被熱痕
７ 土師質土器 内耳鍋 ［30.5］ 18.3 ［15.6］長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口縁部横ナデ・内面耳部貼付け　体部内外面縦・

横位ナデ 覆土中層 40％　PL60
煤付着

８ 土師質土器 内耳鍋 ［38.0］（13.7） － 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通 口縁部横ナデ・内面耳部貼付け　体部内外面多
方向ナデ 覆土中層 10％

煤付着

第 69 表　第 24 号井戸跡出土遺物一覧（第 138・139 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

９ 石臼 （18.9）（18.6） 9.6 3.86㎏ 安山岩 上面３・４条単位の磨目　下面削り痕　軸穴両面からの削りに
よる穿孔　側面縦位研磨痕 覆土中層 PL60

煤付着
10 石鉢 － ［19.6］（7.2）（956.55） 砂岩 外面縦位削り痕・叩き痕・研磨痕　内面研磨痕　底部削り痕・研

磨痕 覆土中層 PL60
煤付着

　第 26 号井戸跡（第 140・141 図　第 70 表　PL21・60）

位置　調査区 C 区北東部の H ４g9 区、標高 21 ｍほどの緩斜面部に位置している。

重複関係　第 27 号井戸跡を掘り込み、第 73 号堀に掘り込まれている。

規模と形状　上部を第 73 号堀に掘り込まれているが、径 1.18 ｍの円形と推定できる。断面形は漏斗状で、確

認面から 40㎝までは逆円錐状に掘り込み、以下は径 0.90m の円筒状に掘り込んでいる。湧水と崩落の恐れが

あったため、確認面から 124㎝までの調査とした。

覆土　３層を確認した。各層に粘土ブロックを含むことから、人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片 13 点（皿３、内耳鍋 10）、石器１点（雲母片岩製砥石）が出土している。１は

北西部の覆土中層から、出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀前半と考えられる。

第 140 図　第 26 号井戸跡実測図

土層解説 　
１　7.5YR3/3 暗褐 炭化物C、黄褐粘土中Ｂ・小Ｃ／粘A、締A
２　7.5YR3/4 暗褐 炭化粒C、白色粘土小Ｃ／粘B、締A
３　7.5YR5/1 褐灰 炭化粒C、白色粘土中Ｃ・小Ｃ／粘A、締A 

１

SD73SD73

２

３

A A′
21.0m
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A′

B B′
21.0m

SD73SD73
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S２m
E１m
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SE27

B

B′

１

１

２

２

０ （1:60） ２ｍ
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 9.4 2.8 4.3 長石・雲母・
赤色粒子 明赤褐 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り　内面ナデ 覆土中層 95％　PL60

煤付着

第 70 表　第 26 号井戸跡出土遺物一覧（第 141 図）

第 141 図　第 26 号井戸跡出土遺物実測図

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

２ 砥石 26.5 19.6 9.1 6,870 雲母片岩 上面多方向の研磨痕 覆土中層 PL60

　第 28 号井戸跡（第 142 図　第 71 表　PL21）

位置　調査区 C 区北東部の H ４i9 区、標高 21 ｍほどの低地部に位置している。

規模と形状　長径 1.32 ｍ、短径 1.30 ｍの円形である。断面形は漏斗状で、確認面から 70㎝までは逆円錐状に

掘り込み、以下は径 0.80 ｍの円筒状に掘り込んでいる。湧水と崩落の恐れがあったため、確認面から 110㎝ま

での調査とした。

覆土　12 層を確認した。各層にロームブロックや粘土ブロックを含むことから、人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片２点（皿１、擂鉢１）が出土している。１は北部の覆土上層から、出土している。

所見　時期は、出土土器から 15 世紀後半と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 擂鉢 － （3.4）［14.4］長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 体部外面ナデ調整後、内面串状工具による１条一
単位の擂目　内面ナデ　底部板目痕・一方向ナデ 覆土上層 ５％

煤付着

第 71 表　第 28 号井戸跡出土遺物一覧（第 142 図）

１

２

０ （1:3） 10cm

０ （1:4） 10cm
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第 142 図　第 28 号井戸跡・出土遺物実測図

　第 29 号井戸跡（第 143・144 図　第 72 表　PL21・60）

位置　調査区 C 区北東部の H ４d1 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 831・835・880・881・883 号土坑に掘り込まれている。PG19P140 との関係は、不明である。

規模と形状　長径 3.10 ｍ、短径 2.92 ｍの円形で、円筒状に掘り込んでいる。湧水と崩落の恐れがあったため、

確認面から 80㎝までの調査とした。

覆土　６層を確認した。各層にロームブロックや粘土ブロックを含むことから、人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片 25 点（皿９、鉢１、擂鉢４、内耳鍋 10、甕１）、鉄滓１点が出土している。ほ

第 143 図　第 29 号井戸跡実測図

１

土層解説
１ 10YR2/3 黒褐 ローム小D、焼土粒D、白色粘土小C／粘B、締A
２ 10YR3/4 暗褐 焼土粒D、炭化粒D、白色粘土小C／粘B、締A
３ 10YR3/2 黒褐 炭化粒D、白色粘土中B・小B／粘B、締A
４ 10YR3/2 黒褐 焼土粒D、炭化物D、白色粘土中D・小C／粘B、締C
５ 10YR3/1 黒褐 白色粘土中D・小B／粘A、締C
６ 10YR4/6 褐 白色粘土小B／粘B、締B
７ 10YR4/4 褐 ローム中C、炭化粒D／粘A、締A
８ 10YR6/2 灰黄褐 白色粘土中C・小B／粘A、締C
９ 10YR4/2 灰黄褐 白色粘土中B・小B／粘A、締C
10 10YR5/3 にぶい黄褐 白色粘土小B／粘A、締C
11 10YR4/1 褐灰 ローム小C、白色粘土中B・小B／粘A、締C
12 10YR4/1 褐灰 白色粘土中B／粘A、締A
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土層解説
１ 7.5YR3/1 黒褐 白色粘土大B・中B・小B／粘A、締A
２ 7.5YR6/1 褐灰 ローム大C・中C・小A・粒A／粘A、締A
３ 7.5YR3/3 暗褐 ローム大C・中A・小A・粒A、白色粘土大B・中B・小B／粘C、締A
４ 7.5YR8/1 灰白 ローム大C・中A・小A・粒A、白色粘土大A・中A・小A／粘A、締A
５ 7.5YR5/6 明褐 ローム大C・中C・小A・粒A、白色粘土大B・中B・小B、砂粒A／粘C、締A
６ 7.5YR5/6 明褐 ローム大C・中A・小A・粒A、焼土粒D、炭化粒D／粘A、締A

１
２

３

３

４５６

A A′
22.2m

B B′
22.2m １ ３

SK881
SK835

SK831

Ｈ４d1
S１m
E２m

SK831

SK880

SK881

PG19
P140

A

A′

B

B′

１

３

０ （1:60） ２ｍ



－ 156 －

第 144 図　第 29 号井戸跡出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 ［9.0］ 2.2 4.8 長石・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り・板目痕　内面ナ

デ 覆土上層 70％　PL60
煤付着

２ 土師質土器 皿 ［9.4］ 2.4 3.8 長石・雲母・
赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り・板目痕　内面ナ

デ 覆土 30％

３ 土師質土器 鉢 － （8.8） － 長石・石英・雲母・
黒色粒子 褐灰 普通 体部外面縦位ナデ調整　内面縦・横位ナデ 覆土上層 10％

４ 土師質土器 甕 － （6.7） － 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通 ロクロナデ　内外面縦・横位ナデ 覆土 10％

第 72 表　第 29 号井戸跡出土遺物一覧（第 144 図）

　第 31 号井戸跡（第 145 図　第 73 表　PL21・60）

位置　調査区 C 区北東部の H ４e1 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 911 号土坑を掘り込み、第 831 号土坑に掘り込まれている。第 60 号井戸跡との関係は、第 911

号土坑が第 60 号井戸を掘り込んでいることから、本跡が新しい。

規模と形状　第 831 号土坑に掘り込まれているが、確認できた規模は長径 2.30 ｍ、短径 2.28 ｍの円形である。

断面形は漏斗状で、確認面から 120㎝までは逆円錐状に掘り込み、以下は長径 1.10 ｍ、短径 0.74m の円筒状に

掘り込んでいる。確認面からの深さは 210㎝で、底面はほぼ平坦である。

覆土　11 層を確認した。各層にロームブロックや粘土ブロックを含むことから、人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片 23 点（皿 10、擂鉢１、内耳鍋 11、甕１）、陶器片１点（皿）が出土している。

ほかに混入した土師器片２点が出土している。１は中央部東寄りの覆土下層から、２は中央部南東寄りの覆土

中層から、それぞれ出土している。

所見　本跡は規模と形状から、井戸跡と判断した。底面は白色粘土層まで達していることから、溜井戸の可能

性がある。時期は、出土土器から 16 世紀後半と考えられる。

３

４

１

２

０ （1:3） 10cm

かに混入した土師器片７点が出土している。１は北西部の壁際、３は北東部の壁際の覆土上層から、それぞれ

出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀前半と考えられる。
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 6.7 2.3 3.6 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り 覆土下層 100％　PL60

２ 土師質土器 皿 10.5 2.4 4.4 長石・雲母・
赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り・板目痕 覆土中層 60％　PL60

第 73 表　第 31 号井戸跡出土遺物一覧（第 145 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

３ 陶器 皿 ［12.0］（2.0） － 長石・黒色粒子
灰黄色 ロクロ成形　内外面施釉　 灰釉 瀬戸・美濃 覆土 ５％

被熱痕

第 145 図　第 31 号井戸跡・出土遺物実測図

　第 32 号井戸跡（第 146 図　第 74 表　PL21・60）

位置　調査区 C 区北東部の H ４a6 区、標高 21 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

規模と形状　長径 1.72 ｍ、短径 1.70 ｍの円形である。断面形は漏斗状で、確認面から 90 ～ 120㎝までは逆円

錐状に掘り込み、以下は長径 0.92 ｍ、短径 0.80 ｍの円筒状に掘り込んでいる。湧水と崩落の恐れがあったため、

確認面から 144㎝までの調査とした。

覆土　11 層を確認した。各層にロームブロックを多く含むことから、人為堆積である。

１ ２ ３

土層解説
１　7.5YR4/3　褐　　　ローム大C・中A・小A・粒A／粘C、締A
２　7.5YR4/3　褐　　　ローム大C・中C・小A・粒A／粘C、締C
３　10YR5/6　 黄褐　　ローム大B・中A・小A・粒A／粘C、締A
４　7.5YR5/6　明褐　　ローム大C・中C・小A・粒A／粘C、締B
５　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小C・粒A、焼土粒D、炭化粒D／粘C、締A
６　7.5YR4/3　褐　　　ローム大C・中A・小A・粒A／粘C、締C
７　7.5YR4/3　褐　　　ローム中C・小A・粒A、焼土粒D、炭化粒D／粘C、締B
８　7.5YR2/1　黒　　　ローム大B・中C・小C・粒C／粘C、締A
９　7.5YR8/1　灰白　　ローム中B・小A・粒A、白色粘土大A・中A・小A／粘A、締A
10　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小A・粒A、白色粘土中C・小C／粘C、締B
11　7.5YR7/1　明褐灰　白色粘土大C・中A・小A／粘A、締A
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第 146 図　第 32 号井戸跡・出土遺物実測図

遺物出土状況　土師質土器片２点（内耳鍋）、瓦質土器片１点（香炉ヵ）、陶器片１点（甕）が出土している。

ほかに混入した土師器片１点が出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀代と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 瓦質土器 香炉ヵ ［18.6］（4.9） － 長石・石英・雲母 灰黄 普通 ロクロナデ　外面磨き調整 覆土 ５％　PL60
被熱痕

第 74 表　第 32 号井戸跡出土遺物一覧（第 146 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

２ 陶器 甕 － （4.0） － 緻密・にぶい赤褐 体部内外面縦位ナデ 自然釉 常滑 覆土 ５％

　第 33 号井戸跡（第 147 図　第 75 表　PL21・60）

位置　調査区 C 区北部の H ３i9 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 37・38 号井戸跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径 2.72 ｍ、短径 2.54 ｍの円形である。断面形は漏斗状で、確認面から 150㎝までは逆円錐状

に掘り込み、以下は長径 1.0 ｍ、短径 0.88 ｍの円筒状に掘り込んでいる。湧水と崩落の恐れがあったため、確

認面から 200㎝までの調査とした。

覆土　25 層を確認した。第１～ 20 層は井筒を抜き取った後の堆積土で、ロームブロックや粘土ブロックを多く

含むことから、人為堆積である。第 21 ～ 25 層は井筒を設置した際の埋め土である。
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土層解説
１　7.5YR5/6　明褐　　ローム大A・中A・小A・粒A／粘B、締A　　 　
２　7.5YR3/1　黒褐　　ローム大C・中A・小A・粒A、焼土粒D、炭化粒D／粘C、締B
３　7.5YR3/1　黒褐　　ローム大C・中C・小A・粒A／粘C、締C
４　7.5YR5/6　明褐　　ローム大C・中A・小A・粒A／粘B、締A
５　7.5YR5/6　明褐　　ローム中A・小A・粒A／粘B、締A
６　7.5YR3/3　暗褐　　ローム大C・中C・小A・粒A／粘C、締C
７　7.5YR5/6　明褐　　ローム大C・中C・小A・粒A／粘C、締B
８　7.5YR3/1　黒褐　　ローム大C・中C・小A・粒A／粘A、締A
９　7.5YR4/3　褐　　　ローム大C・中C・小A・粒A／粘A、締A
10　7.5YR3/3　暗褐　　ローム中C・小A・粒A、白色粘土中C／粘A、締A
11　7.5YR3/1　黒褐　　ローム大B・中B・小C・粒C／粘A、締A
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遺物出土状況　土師質土器片８点（皿１、内耳鍋７）、陶器片１点（天目茶碗）、鉄滓１点が出土している。ほ

かに混入した土師器片６点が出土している。２は中央部南西寄りの覆土上層から出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀後葉から 17 世紀前葉と考えられる。

第 75 表　第 33 号井戸跡出土遺物一覧（第 147 図）

第 147 図　第 33 号井戸跡・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 ［9.8］ 2.5 5.5 石英・雲母・
赤色粒子 にぶい黄橙 普通 ロクロナデ　体部外面粘土紐巻き上げ痕・指頭痕

底部回転糸切り・板目痕　内面ナデ 覆土 70％　PL60
煤付着

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

２ 陶器 天目茶碗 ［12.0］（5.4） － 緻密・淡黄 ロクロ成形　漬け掛け 黒釉 瀬戸・美濃 覆土上層 ５％
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土層解説　　 　
１　7.5YR8/1　灰白　　白色粘土大A・中A／粘A、締A
２　7.5YR8/1　灰白　　ローム大C・中A・小A・粒A、白色粘土大C・中A／粘A、締A
３　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小C・粒C、炭化物D／粘C、締A
４　7.5YR8/1　灰白　　ローム大C・中C・小A・粒A、白色粘土中A・小A／粘A、締A
５　7.5YR5/6　明褐　　ローム大C・中A・小A・粒A、白色粘土中C・小C／粘A、締A
６　7.5YR3/3　暗褐　　ローム大C・中C・小C・粒A、焼土粒D、炭化物C／粘C、締B
７　7.5YR8/1　灰白　　ローム大C・中C・小A・粒A、白色粘土中A・小A／粘A、締A
８　7.5YR4/3　褐　　　ローム大C・中B・小A・粒A、白色粘土小C／粘B、締A
９　10YR5/6　黄褐　　ローム大C・中C・小A・粒A、黒色土中C／粘A、締A
10　7.5YR4/3　褐　　　ローム中C・小A・粒A、焼土粒D、炭化粒D／粘C、締A
11　7.5YR3/3　暗褐　　ローム大B・中C・小A・粒A、焼土粒D、炭化粒D、黒色土中C／粘A、締A
12　7.5YR3/3　暗褐　　ローム中C・小A・粒A、白色粘土大A・中C・小C、黒色土小C／粘A、締A
13　7.5YR4/3　褐　　　ローム中C・小C・粒C、白色粘土大B・小B／粘A、締A
14　7.5YR5/6　明褐　　ローム小A・粒A、白色粘土中C・小C／粘A、締A
15　7.5YR4/3　褐　　　ローム粒A、白色粘土中C・小C／粘A、締A
16　7.5YR2/1　黒　　　ローム小D・粒D、白色粘土中B／粘A、締A
17　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小A・粒A、白色粘土中A・小A／粘A、締A
18　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒A、白色粘土小C／粘B、締C
19　7.5YR2/1　黒　　　白色粘土小C／粘A、締A
20　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒D、白色粘土小C／粘B、締C
21　7.5YR3/1　黒褐　　ローム粒D、焼土粒D、黒色土大C／粘A、締A
22　7.5YR4/3　褐　　　ローム中C・小A・粒A、白色粘土中C・小C／粘A、締A
23　7.5YR2/1　黒　　　ローム小A・粒A、炭化粒D、白色粘土中C／粘A、締A
24　7.5YR3/3　暗褐　　ローム大C・小A・粒D／粘A、締A
25　7.5YR2/1　黒　　　ローム小A・粒D／粘A、締A

１

２
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　第 34 号井戸跡（第 148 図　第 76 表　PL21・60）

第 148 図　第 34 号井戸跡・出土遺物実測図
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土層解説
１　7.5YR8/2　灰白　　ローム大C・中A・小A・粒A、焼土大 ・中 ・小 ・粒D、炭化粒D、白色粘土大C・中B・小B／粘C、締A
２　7.5YR6/1　褐灰　　ローム小D・粒D、白色粘土中A・小A／粘B、締A
３　7.5YR6/1　褐灰　　ローム大C・中B・小A・粒A、焼土粒D、炭化粒D、白色粘土小C／粘B、締A
４　５YR5/3　にぶい赤褐　ローム中C・小A・粒A、焼土粒D、炭化粒D、白色粘土中C・小C／粘C、締A
５　7.5YR4/1　褐灰　　ローム小C・粒A、焼土粒D、炭化粒D、白色粘土小C／粘A、締A
６　7.5YR6/1　褐灰　　白色粘土小C／粘A、締A
７　7.5YR5/1　褐灰　　炭化物B・粒A、白色粘土大B・中A・小A／粘A、締A



－ 161 －

位置　調査区 C 区北東部の H ４e2 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

遺物出土状況　土師質土器片 30 点（皿 11、擂鉢２、内耳鍋 14、甕３）、陶器片２点（碗、皿）、石器 2 点（凝

灰岩製砥石、雲母片岩製砥石）、椀状滓１点が出土している。ほかに混入した土師器片 26 点、須恵器片２点が

出土している。１・２・８は北壁際、３・12 は東壁際、４・６は南西壁際、10 は南東壁際の上層から、それ

ぞれ出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀後葉から 17 世紀前葉と考えられる。椀状滓が出土していることから、周

辺遺跡で鉄の生産がおこなわれている可能性がある。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 6.2 1.8 3.5 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り 覆土上層 90％　PL60

２ 土師質土器 皿 5.5 1.8 3.0 長石・石英・雲母 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り 覆土上層 90％　PL60

３ 土師質土器 皿 ［5.8］ 1.7 3.8 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り 覆土上層 90％　PL60
被熱痕・煤付着

４ 土師質土器 皿 ［9.2］ 2.3 4.0 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り　内面ナデ 覆土上層 80％　PL60

５ 土師質土器 皿 ［9.6］ 3.0 ［4.0］ 長石・石英・雲母・
白色粒子 明褐 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り 覆土 80％

煤付着
６ 土師質土器 皿 ［9.8］ 2.9 ［4.0］ 長石・石英・雲母・

赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ　体部外面下端ナデ調整　底部回転糸
切り 覆土上層 30％

７ 土師質土器 皿 － （2.2） ［3.4］ 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り・ナデ調整　内面ナ

デ 覆土 40％
煤付着

８ 土師質土器 内耳鍋 － （7.3） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口縁部横ナデ・内面耳部貼付け　外面ナデ調整・
指頭痕　内面ナデ 覆土上層 ５％

煤付着

第 76 表　第 34 号井戸跡出土遺物一覧（第 148 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

９ 陶器 丸皿 ［8.0］ 2.4 ［4.0］ 　緻密・淡黄 ロクロ成形　底部削り出し　漬け掛け 黄釉 瀬戸・美濃 覆土 30％　PL60

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

10 砥石 9.8 4.7 2.3 99.09 凝灰岩 砥面３面　表裏面多方向の研磨痕　右側面多方向の削り痕・２
方向の研磨痕　左側面多数の削り痕 覆土上層 PL60

被熱痕
11 砥石 （8.5） （8.2） （2.8）（239.45） 雲母片岩 砥面１面　表面多方向の研磨痕 覆土 被熱痕

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

12 椀状滓 10.1 8.2 4.6 243.30 鉄 底面砂・粘土付着　気泡多数 覆土上層 PL60

重複関係　第 36 号井戸跡、第 911 号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径 2.44 ｍ、短径 2.22 ｍの円形である。断面形は漏斗状で、確認面から 140㎝までは逆円錐状

に掘り込み、以下は長径 0.80m、短径 0.66m の円形で、円筒状に掘り込んでいる。湧水と崩落の恐れがあった

ため、確認面から 200㎝までの調査とした。

覆土　７層を確認した。各層にロームブロックや粘土ブロックを含むことから、人為堆積である。

　第 37 号井戸跡（第 149 図　第 77 表　PL22・60）

位置　調査区 C 区北部の H ３i9 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 33 号井戸に掘り込まれている。

規模と形状　径 3.32 ｍの円形である。断面形は漏斗状で、確認面から 120㎝までは逆円錐状に掘り込み、以下

は長径 1.38m、短径 1.12m の円筒状に掘り込んでいる。湧水と崩落の恐れがあったため、確認面から 200㎝ま

での調査とした。

覆土　13 層を確認した。第１～４層はローム粒子を均質に含むことから、自然堆積である。第５～ 13 層はロー

ムブロックや粘土ブロックを多く含むことから、人為堆積である。
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遺物出土状況　土師質土器片４点（内耳鍋）、瓦質土器片１点（火鉢）、雲母片岩片２点が出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀代と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 瓦質土器 火鉢 － （7.5） － 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部外面２条の沈線区画・上区唐草・中区丸文・
下区菱文の押印文 覆土 ５％　PL60

第 77 表　第 37 号井戸跡出土遺物一覧（第 149 図）

第 149 図　第 37 号井戸跡・出土遺物実測図
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土層解説　 　
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム小C・粒B／粘B、締C
２　10YR2/3　 黒褐　　ローム小C・粒C／粘B、締C
３　10YR3/2　 黒褐　　ローム小C・粒B／粘B、締C
４　10YR2/3　 黒褐　　ローム小C・粒C／粘B、締C
５　10YR3/2　 黒褐　　ローム中D・小C・粒D、白色粘土中A／粘B、締C
６　10YR5/4　 にぶい黄褐　ローム中D・小D・粒D／粘B、締C
７　10YR2/2　 黒褐　　ローム小D・粒C、白色粘土小D／粘B、締C
８　10YR3/2　 黒褐　　ローム中D・小C・粒B／粘B、締C
９　10YR4/4　 褐　　　ローム小D・粒D、白色粘土小D／粘B、締C
10　10YR5/8　 黄褐　　ローム大B・中A・小A・粒A、白色粘土大C／粘A、締A
11　10YR5/1　 褐灰　　ローム中A・小A・粒A、白色粘土中A、黒色土大C／粘A、締A
12　10YR3/1　 黒褐　　炭化粒A、白色粘土小C／粘A、締A
13　10YR5/6　 黄褐　　ローム大B・中A・小A・粒A／粘C、締C

１
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　第 38 号井戸跡（第 150・151 図　第 78 表　PL22・61）

位置　調査区 C 区北部の H ３i0 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

第 150 図　第 38 号井戸跡・出土遺物実測図
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土層解説
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム大C・中C・小A・粒A、焼土粒D、炭化粒D、
　　　　　　　　　　　白色粘土中C／粘Ｃ、締A
２　7.5YR4/3　褐　　　ローム大C・中C・小A・粒A／粘Ｃ、締A
３　7.5YR3/3　暗褐　　ローム大C・中A・小A・粒A、焼土粒D、炭化粒D／粘C、締A
４　7.5YR4/3　褐　　　ローム大B・中B・小A・粒A／粘C、締A
５　7.5YR5/6　明褐　　ローム中C・小A・粒A、白色粘土大C・中C／粘C、締A
６　7.5YR5/6　明褐　　ローム大C・中A・小A・粒A、黒色土大Ｃ・中Ｃ／粘A、締B
７　10YR5/6　黄褐　　ローム大C・中A・小A・粒A、白色粘土大A・中C・小A／粘A、締A

１

２

３

４

６ ７ ８
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 6.2 1.9 3.4 長石・石英・雲母 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り 覆土中層 100％　PL61
煤付着

２ 土師質土器 皿 ［10.6］ 2.6 ［4.6］ 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り 覆土中層 30％
煤付着

３ 土師質土器 擂鉢 ［32.0］（3.5） － 長石・雲母・
白色粒子 灰褐 普通 口縁部横ナデ　体部外面輪積み痕・指頭痕　内

面串状工具による３条一単位の擂目 覆土上層 ５％

４ 土師質土器 甕 20.2 （16.8） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 口縁部横ナデ　体部横・斜位ナデ 覆土中層 40％　PL61

５ 土師質土器 甕 － （13.1） 18.1 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 体部外面横・斜位ナデ・弱い縦位ナデ　内面横位ナデ・
弱い縦位ナデ　底部内外面一方向ナデ 覆土中層 40％　PL61

第 78 表　第 38 号井戸跡出土遺物一覧（第 150・151 図）

重複関係　第 33 号井戸に掘り込まれている。

規模と形状　重複していることから、確認できた規模は南北径が 3.38 ｍ、東西径は 2.96 ｍである。平面形は、

円形と推定できる。断面形は漏斗状で、確認面から 140㎝までは逆円錐状に掘り込み、以下は長径 0.94 ｍ、短

径 0.90m の円筒状に掘り込んでいると推定できる。湧水と崩落の恐れがあったため、確認面から 142㎝までの

調査とした。

覆土　７層を確認した。各層にロームブロックや粘土ブロックが含まれていることから、人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片 65 点（皿２、擂鉢２、内耳鍋 10、甕 51）、陶器片３点（天目茶碗１、甕２）、磁

器片２点（皿）、石器２点（凝灰岩製砥石、砂岩製砥石）が出土している。ほかに混入した土師器片３点が出

土している。１・２・４～６は覆土中層から、３・８～ 10 は覆土上層から、いずれも中央部を中心に散在し

た状態でそれぞれ出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀後半と考えられる。

第 151 図　第 38 号井戸跡出土遺物実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 文　様・特　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

６ 陶器 天目茶碗 12.9 6.4 4.7 緻密・浅黄橙 ロクロ成形　底部削り出し　漬け掛け 褐釉 瀬戸・美濃 覆土中層 50％　PL61

７ 磁器 皿 － （1.5） ［5.0］ 緻密・灰白 白磁　ロクロ成形　底部削り出し・
割高台 長石釉 中国産

福建省系窯 覆土 ５％　PL61

８ 磁器 皿 － （1.4） ［6.8］ 緻密・灰白 白磁　ロクロナデ　底部削り出し 透明釉 中国産
福建省系窯ヵ 覆土上層 10％　PL61

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

９ 砥石 2.8 （2.8） 8.0 （57.18） 凝灰岩 砥面３面　表面・側面多方向の研磨痕　裏面二方向の研磨痕 覆土上層 PL61

10 砥石 （6.8） 4.3 4.0 （147.78） 砂岩 砥面３面　表面・側面多方向の研磨痕　裏面削り痕 覆土上層 PL61

　第 40 号井戸跡（第 152 図　第 79 表　PL22・61）

位置　調査区 C 区北東部の H ４i5 区、標高 21 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 1.90 ｍ、短径 1.58 ｍの不整楕円形で、長径方向はＮ－ 20 －゚Ｅである。断面形は漏斗状で、

確認面から 40㎝までは逆円錐状に掘り込み、以下は長径 1.14 ｍ、短径 0.92m の円筒状に掘り込んでいる。湧

水と崩落の恐れがあったため、確認面から 140㎝までの調査とした。

覆土　５層を確認した。各層にロームブロックや粘土ブロックを多く含むことから、人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片 13 点（皿１、擂鉢９、内耳鍋３）が出土している。ほかに混入した土師器片１点、

須恵器片１点が出土している。１は中央部西寄りの覆土上層から出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀後葉と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 ［8.6］ 2.9 ［3.8］ 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 ロクロナデ　体部外面下端ナデ調整　底部回転

糸切り・板目痕　内面ナデ 覆土上層 60％　PL61
煤付着

第 79 表　第 40 号井戸跡出土遺物一覧（第 152 図）

第 152 図　第 40 号井戸跡・出土遺物実測図
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土層解説　 　
１　10YR3/4　暗褐　　ローム中D・小B・粒B、焼土粒D、白色粘土中D／粘B、締B
２　10YR2/3　黒褐　　ローム粒C、焼土粒D、白色粘土小D／粘B、締C
３　10YR3/2　黒褐　　ローム中D・小D・粒C、炭化粒D／粘B、締C
４　10YR4/6　褐　　　ローム中A・小A・粒A、白色粘土中D／粘B、締A
５　10YR4/3　にぶい黄褐　ローム中C・小C・粒C、白色粘土中C・小C／粘A、締C
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　第 41 号井戸跡（第 153 図　第 80 表　PL61）

位置　調査区 C 区東部のＩ４i5 区、標高 21 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 91B 号堀跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径 0.80 ｍ、短径 0.76 ｍの円形である。確認面からは、円筒状に掘り込んでいる。湧水と崩落

の恐れがあったため、確認面から 140㎝までの調査とした。

覆土　４層を確認した。各層にロームブロックを多く含むことから、人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片４点（擂鉢１、内耳鍋３）が出土している。１は中央部南東寄りの覆土中層から

出土している。

所見　時期は、出土土器や重複関係から、16 世紀後半以降に廃絶したものと考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 擂鉢 － （7.9） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 体部外面弱い縦位ナデ　内面串状工具による５
条一単位の擂目 覆土中層

５％　PL61
煤付着　口縁部研
磨痕

第 80 表　第 41 号井戸跡出土遺物一覧（第 153 図）

第 153 図　第 41 号井戸跡・出土遺物実測図

　第 42 号井戸跡（第 154 図　第 81 表　PL22・61）

位置　調査区 C 区東部のＩ４b7 区、標高 21 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

規模と形状　長径 1.92 ｍ、短径 1.90 ｍの円形である。断面形は漏斗状で、確認面から 40㎝までは逆円錐状に

掘り込み、以下は径 1.30 ｍの円筒状に掘り込んでいる。湧水と崩落の恐れがあったため、確認面から 140㎝ま

での調査とした。

覆土　11 層を確認した。各層にローム粒子を均質に含むことから、自然堆積である。
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０ （1:3） 10cm

０ （1:60） ２ｍ

土層解説　　 　
１　7.5YR3/1　黒褐　　ローム大C・中C・小A・粒A／粘B、締B
２　7.5YR6/1　褐灰　　ローム中C・小A・粒A／粘B、締B
３　7.5YR6/1　褐灰　　ローム大C・中C・小A・粒A／粘B、締B
４　10YR5/6　黄褐　　ローム大B・中A・小A・粒A／粘B、締A

１
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第 154 図　第 42 号井戸跡・出土遺物実測図

遺物出土状況　土師質土器片 19 点（皿４、擂鉢３、内耳鍋１、甕 11）が出土している。ほかに混入した土師

器片１点が出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀前葉と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 ［6.3］ 2.1 2.8 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り　内面ナデ 覆土 20％
油煙付着

２ 土師質土器 擂鉢 － （7.3） － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 口縁部横ナデ　体部外面弱い横位ナデ　内面串
状工具による４条一単位の擂目 覆土 ５％　PL61

口縁部研磨痕
３ 土師質土器 内耳鍋 ［26.0］（5.8） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口縁部横ナデ・内面耳部貼付け　体部内外面ナ

デ・指頭痕 覆土 ５％
煤付着

第 81 表　第 42 号井戸跡出土遺物一覧（第 154 図）

　第 46 号井戸跡（第 155 図　第 82 表　PL22・61）

位置　調査区 C 区北東部の H ４e7 区、標高 21 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

規模と形状　長径 1.18 ｍ、短径 1.12 ｍの円形で、円筒状に掘り込んでいる。湧水と崩落の恐れがあったため、

確認面から 134㎝までの調査とした。

I４c7
E１m

A A′
21.0m

B B′
21.0m

A

A′

B

B′

１

２
３

４
５

６
７
８９10

11

１

２

３ ０ （1:3） 10cm

０ （1:60） ２ｍ

土層解説　　 　
１　10YR3/3　暗褐　　ローム小D・粒D、白色粘土粒D／粘B、締B
２　10YR3/3　暗褐　　ローム中D・小D・粒D、白色粘土粒C／粘B、締B
３　10YR3/2　黒褐　　ローム粒D、炭化粒D／粘B、締B
４　10YR4/2　灰黄褐　ローム中C・小C・粒C／粘B、締B
５　10YR4/2　灰黄褐　ローム中D・小D・粒D／粘B、締B
６　10YR3/2　黒褐　　ローム粒D、焼土粒D／粘B、締B
７　10YR3/2　黒褐　　ローム粒D、焼土粒D、炭化粒D、白色粘土粒D／粘A、締B
８　10YR3/1　黒褐　　ローム粒D／粘A、締B
９　10YR4/1　褐灰　　ローム小D・粒C、炭化粒D／粘A、締C
10　10YR3/1　黒褐　　ローム小D・粒D、焼土粒D／粘A、締C
11　7.5YR3/1　黒褐　　ローム小D・粒D／粘A、締C
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遺物出土状況　土師質土器片２点（皿、内耳鍋）、陶器１点（碗形鉢ヵ）が出土している。１は中央部南寄り

の覆土中層から出土している。

所見　時期は、出土土器から 15 世紀後半と考えられる。

第 82 表　第 46 号井戸跡出土遺物一覧（第 155 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

１ 陶器 碗形鉢ヵ ［24.0］（3.5） － 緻密・オリーブ黄 ロクロ成形　漬け掛け オリーブ灰 瀬戸・美濃 覆土中層 ５％　PL61　補修
材（漆ヵ）付着

第 155 図　第 46 号井戸跡・出土遺物実測図

覆土　７層を確認した。各層に粘土ブロックなどを多く含むことから、人為堆積である。

　第 47 号井戸跡（第 156 図　第 83 表　PL61）

位置　調査区 C 区北東部の H ５b1 区、標高 21 ｍほどの低地部に位置している。

規模と形状　長径 1.34 ｍ、短径 1.26 ｍの円形である。断面形は漏斗状で、確認面から 30㎝までは逆円錐状に

掘り込み、以下は円筒状に掘り込んでいると推定できるが、上部は袋状を呈しており、崩落によって抉られた

可能性がある。円筒部分の径は 0.98 ～ 0.90 ｍである。湧水と崩落の恐れがあったため、確認面から 110㎝ま

での調査とした。

覆土　５層を確認した。第１～３層はロームブロックを多く含むことから、人為堆積である。第４・５層は部分

的な確認のため、堆積状況は不明である。

遺物出土状況　土師質土器片２点（皿、甕）が出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀後半と考えられる。
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１
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２
３
４
５６

７

１

０ （1:3） 10cm

０ （1:60） ２ｍ
土層解説　　 　
１　10YR3/4　 暗褐　　粘土中C・小B／粘C、締A
２　10YR3/2　 黒褐　　粘土中C・小C／粘B、締A
３　10YR4/3　 にぶい黄褐　粘土中B・小A／粘B、締A
４　10YR4/4　 褐　　　炭化物C、粘土中B／粘B、締B
５　10YR3/2　 黒褐　　粘土中B・小B／粘B、締B
６　10YR3/3　 暗褐　　炭化物C、粘土中B・小B／粘A、締C
７　10YR3/3　 暗褐　　粘土大A／粘A、締B
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 5.7 1.7 3.0 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り 覆土 100％　PL61

第 83 表　第 47 号井戸跡出土遺物一覧（第 155 図）

第 156 図　第 47 号井戸跡・出土遺物実測図

　第 48 号井戸跡（第 157 図　第 84 表　PL22）

位置　調査区 C 区中央部のＩ３a0 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 57 号井戸跡を掘り込んでいる。

規模と形状　径 2.18 ｍの円形である。断面形は漏斗状で、確認面から 110㎝までは逆円錐状に掘り込み、以下

は長径 1.10 ｍ、短径 0.88m の楕円形で円筒状に掘り込んでいる。湧水と崩落の恐れがあったため、確認面か

ら 170㎝までの調査とした。

覆土　15 層を確認した。第１～ 13 層は各層にロームブロックや粘土ブロック、炭化材などを含む不規則な堆積

状況から、人為堆積である。第 14・15 層は各層にローム粒子や粘土粒子を均質に含むことから、自然堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片 85 点（皿 10、擂鉢６、内耳鍋 13、甕 56）、陶器片１点（甕）が出土している。３は、

中央部南寄りの覆土上層から出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀後半と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 － （1.9） ［4.5］ 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り 覆土 ５％

煤付着
２ 土師質土器 擂鉢 ［24.0］（6.9） － 長石・石英・金

雲母・赤色粒子 橙 普通 口縁部横ナデ　内面から一方向の穿孔　体部内
面串状工具による４条一単位の擂目 覆土 ５％

３ 土師質土器 擂鉢 － （4.5）［12.8］長石・石英・金
雲母・赤色粒子 橙 普通 体部外面弱い縦位ナデ　内面串状工具による６条一

単位の擂目　底部外面板目痕　内面二方向の擂目単位 覆土上層 ５％
煤付着

４ 土師質土器 甕 ［16.0］（5.6） － 長石・石英・金
雲母・赤色粒子 橙 普通 口縁部横ナデ　体部外面横位ナデ 覆土 ５％

第 84 表　第 48 号井戸跡出土遺物一覧（第 157 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

５ 陶器 甕 － （6.0） － 緻密・にぶい赤褐 体部外面縦・斜位ナデ　内面横位ナデ・
指頭痕 自然釉 常滑 覆土 ５％

H５b1
S３m

A A′
21.2m

B B′
21.2m

A

A′

B

B′

１

２

３
４

５

１

０ （1:3） 10cm

０ （1:60） ２ｍ

土層解説　　 　
１　7.5YR3/1　黒褐　　ローム大C・中C・小A・粒A、焼土粒D、炭化粒D／粘B、締A
２　10YR5/6　黄褐　　ローム大B・中A・小A・粒A、焼土粒D、炭化粒D／粘A、締A
３　7.5YR4/3　褐　　　ローム大C・中A・小A・粒A／粘A、締B
４　7.5YR3/1　黒褐　　ローム小C・粒C、焼土粒D、炭化粒D／粘A、締A
５　7.5YR2/1　黒　　　ローム中C・小A・粒A／粘B、締B
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第 157 図　第 48 号井戸跡・出土遺物実測図
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０ （1:3） 10cm

０ （1:60） ２ｍ

土層解説　　 　
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム中D・小B・粒B／粘B、締B
２　10YR3/3　暗褐　　ローム小B・粒B、焼土粒D、炭化粒D／粘B、締B
３　10YR3/2　黒褐　　ローム小D・粒D、焼土粒D、炭化粒D、白色粘土中D・粒B／粘B、締C
４　10YR2/3　黒褐　　ローム中B・粒C、炭化粒B、白色粘土粒C／粘B、締C 
５　10YR2/3　黒褐　　ローム粒C、炭化粒D、白色粘土小D・粒C／粘B、締B
６　10YR3/4　暗褐　　ローム粒C、焼土粒D、炭化材B・粒D／粘B、締C
７　10YR4/2　灰黄褐　ローム粒C、白色粘土中C・小C・粒C／粘B、締B
８　10YR2/3　黒褐　　ローム粒B、炭化粒D、白色粘土小C・粒C／粘B、締B
９　10YR2/3　黒褐　　ローム小D・粒D、白色粘土粒D／粘B、締C
10　7.5YR4/1　褐灰　　白色粘土小A・粒A／粘A、締B
11　10YR4/3　にぶい黄褐　白色粘土小A・粒A／粘A、締B
12　10YR3/3　暗褐　　白色粘土小A・粒A／粘A、締C
13　10YR4/4　褐　　　白色粘土中C・小C・粒A／粘A、締C
14　10YR5/4　にぶい黄褐　白色粘土粒A／粘A、締C
15　10YR2/2　黒褐　　ローム粒D、炭化物D／粘A、締C
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　第 50 号井戸跡（第 158・159 図　第 85 表　PL61）

位置　調査区 C 区中央部のＩ３d9 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 49 号井戸跡を掘り込んでいる。第 92 溝跡との関係は不明である。

規模と形状　長径 3.40 ｍ、短径 3.30 ｍの円形である。断面形は漏斗状で、確認面から 120㎝までは逆円錐状

に掘り込み、以下は長径 1.42 ｍ、短径 1.34m の円筒状に掘り込んでいる。湧水と崩落の恐れがあったため、

確認面から 200㎝までの調査とした。

覆土　20 層を確認した。各層に粘土ブロックを含み、不規則な堆積状況から、人為堆積である。

第 158 図　第 50 号井戸跡実測図

遺物出土状況　土師質土器片 62 点（皿３、仏供１、擂鉢 20、内耳鍋 16、甕 22）、陶器片 1 点（碗）が出土している。

４は南西壁際の覆土上層から出土している。５は中央部東寄り、６は中央部西寄りの覆土中層から、それぞれ

出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀後半と考えられる。
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土層解説　　 　
１　10YR2/2　 黒褐　　黄褐粘土中Ｃ／粘B、締B
２　10YR3/2　 黒褐　　黄褐粘土小Ｃ／粘B、締B
３　10YR3/2　 黒褐　　黄褐粘土中A／粘B、締B
４　10YR2/1　 黒　　　黄褐粘土中C・小C／粘B、締B
５　10YR2/2　 黒褐　　黄褐粘土小C／粘B、締B
６　10YR2/2　 黒褐　　黄褐粘土中A／粘B、締B
７　10YR2/1　 黒　　　黄褐粘土中B／粘B、締C
８　10YR3/3　 暗褐　　黄褐粘土中B／粘B、締B
９　10YR3/1　 黒褐　　黄褐粘土中C／粘B、締B
10　10YR2/1　 黒　　　黄褐粘土大D／粘B、締A
11　10YR2/1　 黒　　　黄褐粘土大B／粘B、締B
12　10YR3/2　 黒褐　　黄褐粘土小B、白色粘土小B／粘B、締B
13　10YR2/1　 黒　　　白色粘土大B／粘B、締B
14　10YR4/1　 褐灰　　黄褐粘土小B、白色粘土小B／粘B、締B
15　10YR3/3　 暗褐　　黄褐粘土小C、白色粘土小C／粘B、締B
16　10YR2/1　 黒　　　黄褐粘土小D、白色粘土小D／粘B、締C
17　10YR2/2　 黒褐　　黄褐粘土小B／粘B、締B
18　10YR2/2　 黒褐　　黄褐粘土小D、白色粘土小D／粘B、締B
19　10YR2/2　 黒褐　　黄褐粘土小C、白色粘土小C／粘B、締C
20　10YR4/1　 褐灰　　黄褐粘土小B／粘B、締C
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第 159 図　第 50 号井戸跡出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

1 土師質土器 皿 9.0 2.7 5.0 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り　内面ナデ 覆土 40％

２ 土師質土器 皿 ［8.9］ （3.1） ［4.5］ 長石・金雲母・
赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り　内面ナデ 覆土 40％　PL61

３ 土師質土器 仏供 7.8 3.9 3.8 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り・一方向ナデ 覆土 80％　PL61

４ 土師質土器 内耳鍋 － （8.4） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口縁部横ナデ・耳部貼付け　内外面縦・横位ナ
デ・指頭痕 覆土上層 10％

５ 土師質土器 甕 ［16.2］（9.0） － 長石・石英・金
雲母・赤色粒子 橙 普通 口縁部横ナデ　体部内外面弱い縦・斜位ナデ 覆土中層 10％　PL62

６ 土師質土器 甕 － （20.0）［24.6］長石・石英・金
雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 体部内外面弱い縦・斜位ナデ　底部板目痕 覆土中層 40％　PL62

第 85 表　第 50 号井戸跡出土遺物一覧（第 159 図）

６ ０ （1:3） 10cm
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　第 51 号井戸跡（第 160 図　第 86 表　PL62）

位置　調査区 C 区中央部のＩ３d8 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している

規模と形状　長径 2.90 ｍ、短径 2.42 ｍの楕円形で、長径方向はＮ－ 83 －゚Ｗである。断面形は逆凸字状で、

確認面から 140㎝までは円筒状に掘り込み、幅 44 ～ 64㎝の平場を構築している。以下は長径 1.34 ｍ、短径

1.12m の楕円形で円筒状に掘り込んでいる。湧水と崩落の恐れがあったため、確認面から 164㎝までの調査と

した。

覆土　14 層を確認した。第１～５層は井筒を抜き取った後の堆積で、ロームブロックや粘土ブロックなどを含

第 160 図　第 51 号井戸跡・出土遺物実測図
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土層解説　　 　
１　7.5YR4/3　褐　　　ローム大Ｃ・中Ｃ・小A・粒A、焼土粒D、炭化粒D／粘C、締A
２　7.5YR4/3　褐　　　ローム中Ｃ・小A・粒A、焼土小Ｄ・粒D、炭化物Ｃ／粘C、締A
３　7.5YR3/3　暗褐　　ローム大Ｃ・中Ｃ・小A・粒A、白色粘土中C／粘C、締A
４　7.5YR5/6　明褐　　ローム大Ｃ・中Ｃ・小A・粒A／粘B、締A
５　7.5YR3/3　暗褐　　ローム大Ｃ・中Ｃ・小A・粒A、焼土粒D、炭化物Ｃ・粒Ｄ／粘A、締A
６　7.5YR3/4　暗褐　　ローム中Ｃ・小A・粒A、黒色土大Ｂ／粘A、締A
７　7.5YR4/3　褐　　　ローム中Ｃ・小A・粒A、黒色土大Ｂ／粘A、締A
８　7.5YR3/1　黒褐　　ローム小D・粒D／粘A、締A
９　10YR5/6　黄褐　　ローム中Ｃ・小A・粒A、焼土粒D、炭化粒Ｄ、白色粘土大Ｃ・小A、黒色土大Ｂ
　　　　　　　　　　　／粘A、締A
10　7.5YR5/6　明褐　　ローム中C・小A・粒D／粘A、締A
11　7.5YR3/1　黒褐　　白色粘土中C・小C／粘A、締A
12　7.5YR5/6　明褐　　ローム小A・粒A、白色粘土大C・中C／粘C、締A
13　7.5YR3/1　黒褐　　ローム粒C、白色粘土大B・中B／粘A、締A
14　7.5YR8/1　灰白　　ローム粒C、白色粘土大A・中A・小A、黒色土大C／粘A、締A
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 6.0 1.6 3.2 長石・石英・雲母・
赤色粒子 明赤褐 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り　内面ナデ 覆土中層 90％　PL62

２ 土師質土器 皿 7.7 2.7 4.2 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り　内面ナデ 覆土上層 80％

３ 土師質土器 擂鉢 － （3.4） － 石英・雲母 灰黄 普通 口縁部折り返し・片口成形　体部内面串状工具
による２条一単位の擂目 覆土 ５％

煤付着
４ 土師質土器 火鉢 － （7.0） － 長石・石英・金雲母 にぶい黄褐 普通 体部外面弱い縦位ナデ 覆土中層 ５％

被熱痕

第 86 表　第 51 号井戸跡出土遺物一覧（第 160 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

５ 陶器 皿 － （1.2） － 緻密・淡黄 ロクロ成形　長石釉施釉・鉄絵筆書き 長石釉
鉄釉 瀬戸・美濃 覆土 ５％

第 161 図　第 52 号井戸跡・出土遺物実測図

　第 52 号井戸跡（第 161 図　第 87 表）

位置　調査区 C 区東部のＩ４b1 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。
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土層解説　　 　
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小C・粒A／粘C、締A
２　7.5YR4/3　褐　　　ローム大C・中C・小A・粒A、焼土粒D、炭化粒D、白色粘土中C／粘B、締A
３　7.5YR5/6　明褐　　ローム中C・小A・粒A、白色粘土大B・中B・小B／粘B、締A
４　7.5YR4/3　褐　　　ローム小A・粒A、白色粘土小C／粘C、締C
５　7.5YR4/1　褐灰　　ローム中C・小A・粒A、焼土粒D、炭化粒D、白色粘土小C／粘C、締B
６　7.5YR3/3　暗褐　　ローム大C・中C・小A・粒A、焼土粒D、炭化粒D／粘B、締A
７　7.5YR3/3　暗褐　　ローム中C・小A・粒A、焼土粒D、炭化粒D／粘A、締A
８　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小C・粒A、白色粘土小C／粘B、締A
９　7.5YR5/6　明褐　　ローム大C・中A・小A・粒A、焼土粒D、炭化粒D、黒色土大C／粘A、締A
10　7.5YR6/1　褐灰　　ローム中A・小A・粒A、焼土粒D、炭化粒D、白色粘土大B・中B・小B／粘A、締A

むことから、人為堆積である。第６～ 14 層は井筒を設置した際の埋土である。

遺物出土状況　土師質土器片 16 点（皿３、擂鉢３、内耳鍋９、火鉢 1）、陶器片３点（碗２、皿１）、被熱痕

を受けた雲母片岩片２点が出土している。１・２・４はいずれも井筒を抜き取った後の覆土からの出土で、1・

４は中層から、２は上層から、それぞれ出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀後葉から 17 世紀前半と考えられる。
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遺物出土状況　土師質土器片８点（皿１、内耳鍋７）、被熱痕がある雲母片岩片１点が出土している。ほかに

混入した土師器片 1 点が出土している。

所見　時期は、出土土器から 15 世紀後半と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 ［8.6］ 3.3 ［4.8］ 長石・雲母・
赤色粒子 にぶい黄褐 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り　内面ナデ 覆土 20％

油煙付着

第 87 表　第 52 号井戸跡出土遺物一覧（第 161 図）

規模と形状　長径 2.40 ｍ、短径 2.28 ｍの円形である。断面形は漏斗状で、確認面から 80㎝までは逆円錐状に

掘り込み、以下は長径 1.22 ｍ、短径 1.14m の円筒状に掘り込んでいる。湧水と崩落の恐れがあったため、確

認面から 180㎝までの調査とした。

覆土　10層を確認した。各層にロームブロックや粘土ブロックを含み、不規則な堆積状況から、人為堆積である。

　第 57 号井戸跡（第 162・163 図　第 88 表　PL22・62）

位置　調査区 C 区東部のＩ３b0 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 48 号井戸、第 22 号ピット群の P105 ～ P107・P170 との関係は、不明である。

規模と形状　重複していることから、確認できた規模は長径 2.14 ｍ、短径 1.78 ｍである。平面形は楕円形と

推定でき、長径方向はＮ－ 78 －゚Ｅである。断面形は漏斗状で、確認面から 110㎝までは逆円錐状に掘り込み、

以下は長径 0.98 ｍ、短径 0.78m の円筒状に掘り込んでいる。湧水と崩落の恐れがあったため、確認面から 170

㎝までの調査とした。

覆土　９層を確認した。各層にロームブロックや粘土ブロックを含むことから、人為堆積である。

第 162 図　第 57 号井戸跡実測図
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土層解説
１　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小B・粒B／粘B、締B
２　7.5YR4/3　褐　　　ローム中C・小B・粒B／粘B、締B
３　10YR4/4　褐　　　ローム中C・小B・粒B、白色粘土粒C／粘B、締B
４　10YR5/3　にぶい黄褐　ローム小B・粒B、白色粘土粒D／粘B、締C
５　10YR3/4　暗褐　　ローム中C・小B・粒B／粘B、締C
６　10YR3/3　暗褐　　ローム中 ・小C ・粒C、白色粘土中D・小C・粒B／粘B、締B
７　10YR5/2　灰黄褐　ローム小D・粒D、白色粘土中D・小C・粒B／粘B、締B
８　10YR3/3　暗褐　　ローム小D・粒D、白色粘土中C・小C・粒B／粘B、締B
９　10YR2/2　黒褐　　ローム小D・粒D、白色粘土小D・粒D／粘B、締C
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第 163 図　第 57 号井戸跡出土遺物実測図

遺物出土状況　土師質土器片 29 点（皿３、擂鉢７、内耳鍋 19）、陶器片２点（鉄絵皿、甕）が出土している。

ほかに混入した土師器片３点、須恵器片１点が出土している。２は中央部と東壁の覆土上層から、散在した状

態で出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀後葉から 17 世紀前半と考えられる。４は 15 世紀の甕の破片で、混入と

思われるが、伝世したものが廃棄された可能性もあるため、本跡に伴う遺物として掲載した。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 ［6.8］ 2.2 3.4 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り 覆土 50％

煤付着
２ 土師質土器 内耳鍋 ［33.6］（11.4） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 口縁部横ナデ・耳部貼付け・×のヘラ書き　体部

外面弱い縦位ナデ　内面横位ナデ 覆土上層 40％　PL62
煤付着

第 88 表　第 57 号井戸跡出土遺物一覧（第 163 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

３ 陶器 鉄絵皿 － （1.9） － 緻密・灰白 ロクロ成形　底部削り出し　長石釉
漬け掛け　内面鉄絵

鉄釉
長石釉 瀬戸 覆土 ５％

４ 陶器 甕 － （4.5） － 緻密・褐灰 口縁部横ナデ・折り返し 自然釉 常滑 覆土 ５％

　第 58 号井戸跡（第 164 図　第 89 表　PL22・62）

位置　調査区 C 区東部のＩ４b1 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

規模と形状　長径 0.98 ｍ、短径 0.82 ｍの楕円形で、長径方向はＮ－ 59 －゚Ｗである。確認面から円筒状に掘

り込んでいる。壁の中部は、崩落のため北半部に抉り込みがある。湧水と崩落の恐れがあったため、確認面か

ら 144㎝までの調査とした。

覆土　３層を確認した。各層はロームブロックや粘土ブロックの含有が少量であるため、自然堆積の可能性が

高い。

０ （1:3） 10cm

１

２

３

４
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遺物出土状況　土師質土器片４点（皿１、内耳鍋３）、陶器片１点（甕）、石器１点（凝灰岩製砥石）が出土し

ている。

所見　時期は、出土土器から 15 世紀後半と考えられる。

第 89 表　第 58 号井戸跡出土遺物一覧（第 164 図）

第 164 図　第 58 号井戸跡・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

１ 陶器 甕 － （5.1） － 緻密・灰褐 口縁部横ナデ・折り返し 自然釉 常滑 覆土 ５％

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

２ 砥石 （7.0） 3.4 3.0 （100.23） 凝灰岩 砥面３面　上面・側面多方向の研磨痕　下面多数の削り痕 覆土 PL62

　第 62 号井戸跡（第 165 図　第 90 表　PL23・62）

位置　調査区 C 区中央部のＩ３a0 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

規模と形状　長径 2.34 ｍ、短径 2.28 ｍの円形である。断面形は漏斗状で、確認面から 110㎝までは逆円錐状

に掘り込み、以下は長径 1.00 ｍ、短径 0.96m の円筒状に掘り込んでいる。湧水と崩落の恐れがあったため、

確認面から 120㎝までの調査とした。

覆土　11 層を確認した。各層にロームブロックを多く含むことから、人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片 14 点（擂鉢１、内耳鍋 13）、陶器片１点（甕）、石器１点（凝灰岩製砥石）が出

土している。ほかに混入した須恵器片１点が出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀前半と考えられる。
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土層解説　　 　
１　10YR4/3　にぶい黄褐　ローム中D・小C・粒C、白色粘土中D・
　　　　　　　　　　　小D・粒D／粘B、締B
２　10YR3/4　暗褐　　ローム小D・粒C、白色粘土粒D
　　　　　　　　　　　／粘B、締B
３　10YR3/3　暗褐　　ローム小D・粒D、白色粘土粒D
　　　　　　　　　　　／粘B、締B
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 擂鉢 ［28.8］（10.8） － 石英・雲母
白色粒子 灰褐 普通 口縁部横ナデ・輪積痕　体部外面弱い縦位ナデ

内面串状工具による５条一単位の擂目 覆土 ５％　PL62
口縁部研磨痕

２ 土師質土器 内耳鍋 － （10.3） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口縁部横ナデ・耳部貼付け　体部外面弱い縦位
ナデ　内面縦・横位ナデ 覆土 ５％

第 90 表　第 62 号井戸跡出土遺物一覧（第 165 図）

第 165 図　第 62 号井戸跡・出土遺物実測図

１

２

３

４ ５

６

７

８
９

10
11

I３a0
S１m

B
B
′

22
.0
m

１

２

A A′
22.0m

B
B
′

A
A′

０ （1:3） 10cm

０ （1:60） ２ｍ

土層解説　　 　
１　10YR3/4　 暗褐　　ローム中C・小A・粒A／粘B、締B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム小B／粘B、締B
３　10YR2/3　 黒褐　　ローム小B・粒B、焼土小C／粘B、締B
４　10YR3/2　 黒褐　　ローム小B・粒B／粘B、締B
５　10YR3/3　 暗褐　　ローム小A・粒A、炭化物C／粘B、締B
６　10YR4/4　 褐　　　ローム中A・小A・粒D／粘B、締B
７　10YR3/3　 暗褐　　ローム中B・粒D／粘B、締B
８　10YR3/3　 暗褐　　ローム中B・粒C／粘B、締B
９　10YR3/2　 黒褐　　ローム大B・中A・小A／粘B、締B
10　10YR3/3　 暗褐　　ローム中B・小B・粒B／粘Ｂ、締D
11　10YR3/2　 黒褐　　ローム中B・粒B／粘Ｂ、締Ｂ
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　第 63 号井戸跡（第 166 図　第 91 表　PL23）

位置　調査区 C 区中央部のＩ３a9 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 71 号井戸跡、第 1046 号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径 3.20 ｍ、短径 2.86 ｍの楕円形で、長径方向はＮ－ 70 －゚Ｗである。断面形は漏斗状で、確

認面から 100㎝までは逆円錐状に掘り込み、以下は長径 1.56 ｍ、短径 1.50m の円筒状に掘り込んでいる。湧水

と崩落の恐れがあったため、確認面から 110㎝までの調査とした。

覆土　13 層を確認した。各層にロームブロックや粘土ブロック、焼土、炭化物を含むことから、人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片９点（擂鉢４、内耳鍋５）が出土している。ほかに混入した土師器片１点、13

世紀後半の陶器片（三耳壺）が出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀後半と考えられる。２は 13 世紀後半の三耳壺の破片で、混入と思われる

が、伝世したものが廃棄された可能性もあるため、本跡に伴う遺物として掲載した。

第 166 図　第 63 号井戸跡・出土遺物実測図
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土層解説
１　10YR4/4　 褐　　　ローム小C・粒B、炭化物D／粘B、締B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム中C・小B・粒B、焼土小C、炭化物D／粘B、締B
３　10YR3/2　 黒褐　　ローム中C・小C・粒C、焼土小D、炭化物D／粘B、締C
４　10YR3/1　 黒褐　　ローム小C、炭化物B／粘B、締C
５　10YR3/2　 黒褐　　ローム小C・粒C／粘B、締C
６　10YR3/3　 暗褐　　ローム小C・粒C、焼土粒D／粘B、締B
７　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム小B・粒B／粘B、締C
８　10YR3/4　 暗褐　　ローム中C・小B・粒B／粘B、締C
９　10YR3/2　 黒褐　　ローム中C・粒C／粘B、締C
10　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム小A・粒A、焼土小D・粒D／粘B、締B
11　10YR4/1　 褐灰　　ローム粒C／粘B、締B
12　10YR5/2　 灰黄褐　ローム小A・粒A／粘B、締C
13　10YR7/2　 にぶい黄橙　ローム小B・粒B、白色粘土中A・小A／粘A、締B
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２ ０ （1:3） 10cm

０ （1:60） ２ｍ
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 擂鉢 － （3.8） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 口縁部横ナデ　体部外面縦位ナデ内面串状工具
による３条一単位の擂目 覆土 ５％

第 91 表　第 63 号井戸跡出土遺物一覧（第 166 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

２ 陶器 三耳壺 － （8.5） － 緻密・にぶい赤褐 体部外面弱い縦位ナデ・下駄歯状の圧
痕・耳部分剥離ヵ 自然釉 常滑 覆土 ５％

　第 64 号井戸跡（第 167 図　第 92 表　PL62）

位置　調査区 C 区中央部のＩ３g8 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 1028 号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径 3.36 ｍ、短径 3.20 ｍの円形である。断面形は漏斗状で、確認面から 70㎝までは逆円錐状に

掘り込み、以下は長径 2.38 ｍ、短径 2.02m の円筒状に掘り込んでいる。湧水と崩落の恐れがあったため、確

認面から 90㎝までの調査とした。

第 167 図　第 64 号井戸跡・出土遺物実測図
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土層解説　　 　
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小C、粘土小D／粘B、締B
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム中B、粘土小D／粘B、締B
３　10YR2/1　 黒　　　ローム小D・粒B、粘土小C／粘B、締C
４　10YR2/1　 黒　　　ローム中C・小C・粒B／粘B、締B
５　10YR5/2　 灰黄褐　粘土小B・粒A／粘A、締A
６　10YR3/2　 黒褐　　粘土小C・粒A／粘A、締A

１ ２

３
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遺物出土状況　土師質土器片６点（皿２、内耳鍋４）が出土している。２は中央部北東寄りの覆土上層から出

土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀後半と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 ［9.0］ 2.7 4.8 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り　内面ナデ 覆土 80％　PL62

２ 土師質土器 皿 9.0 2.9 4.7 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り　内面ナデ 覆土上層 80％　PL62

油煙付着
３ 土師質土器 内耳鍋 ［36.0］（7.0） － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 口縁部横ナデ・内面耳部貼付け　体部外面縦位

ナデ　内面横位ナデ 覆土 ５％

第 92 表　第 64 号井戸跡出土遺物一覧（第 167 図）

覆土　６層を確認した。各層にロームブロックや粘土ブロックを含むことから、人為堆積である。

　第 65 号井戸跡（第 168 図　第 93 表）

位置　調査区 C 区東部のＩ４d4 区、標高 21 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 97 号溝跡との関係は、不明である。

規模と形状　長径 1.64 ｍ、短径 1.46 ｍの惰円形で、長径方向はＮ－ 45 －゚Ｗである。断面形は漏斗状で、確

認面から 20㎝までは逆円錐状に掘り込み、以下は長径 1.12 ｍ、短径 0.98m の円筒状に掘り込んでいる。湧水

のため、確認面から 60㎝までの調査とした。

遺物出土状況　土師質土器片５点（擂鉢４、内耳鍋１）、陶器片１点（甕）が出土している。ほかに混入した

土師器片５点が出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀前半と考えられる。掘削底面からボーリングステッキで深さを確認した

ところ、1.50 ｍ以上の深さを確認したため、井戸跡と判断した。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 擂鉢 ［28.8］（7.5） － 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通 体部内外面ナデ調整　内面串状工具による２条
一単位の擂目 覆土 ５％

被熱痕

第 93 表　第 65 号井戸跡出土遺物一覧（第 168 図）

第 168 図　第 65 号井戸跡・出土遺物実測図
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　第 67 号井戸跡（第 169 図　第 94 表　PL23）

位置　調査区 C 区中央部のＩ３e9 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 23 号ピット群の P22 ～ P24 に掘り込まれている。

規模と形状　長径 3.20 ｍ、短径 2.96 ｍの円形である。断面形は漏斗状で、確認面から 100㎝までは逆円錐状

に掘り込み、以下は長径 1.84 ｍ、短径 1.44m の楕円形で円筒状に掘り込んでいると推定できる。湧水と崩落

の恐れがあったため、確認面から 110㎝までの調査とした。

ピット　４か所。Ｐ１～Ｐ４は長径 0.28 ～ 0.34 ｍ、短径 0.28 ～ 0.30 ｍの円形で、確認面からの深さは 120 ～

第 169 図　第 67 号井戸跡・出土遺物実測図
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土層解説
１　10YR5/4　 にぶい黄褐　ローム小A・粒A／粘B、締A
２　10YR4/2　 灰黄褐　ローム小C・粒B／粘B、締B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム中B・小B・粒B／粘B、締C
４　10YR5/3　 にぶい黄褐　ローム小B・粒B、白色粘土小B／粘A、締B
５　10YR4/1　 褐灰　　ローム小C・粒C／粘C、締C
６　10YR4/4　 褐　　　ローム小B・粒A、白色粘土小C／粘C、締C
７　10YR3/2　 黒褐　　ローム中C・小C・粒C、白色粘土中B・小B／粘B、締B
８　10YR5/2　 灰黄褐　ローム中C・小B・粒B／粘A、締B
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遺物出土状況　土師質土器片６点（皿１、擂鉢１、内耳鍋４）、陶器１点（甕）が出土している。ほかに混入

した土師器片 1 点が出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀前半と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 ［6.4］ 2.5 ［2.0］ 長石・石英・雲母 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り　内面ナデ 覆土 ５％

２ 土師質土器 内耳鍋 － （7.8） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口縁部横ナデ・内面耳部貼付け　体部内外面ナ
デ調整・指頭痕 覆土 ５％

第 94 表　第 67 号井戸跡出土遺物一覧（第 169 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

３ 陶器 甕 － （8.2） － 緻密・にぶい褐 体部内外面縦位ナデ 自然釉 常滑 覆土 ５％

142㎝である。柱穴の間隔は東西 1.30 ｍ、南北 1.10 ｍで、配置から上屋の柱穴と考えられる。

覆土　８層を確認した。第１・２層は各層にローム粒子を均質に含むことから、自然堆積である。第３～８層は

各層にロームブロックや粘土ブロックを含み、不規則な堆積状況から、人為堆積である。

　第 69 号井戸跡（第 170 図　第 95 表　PL23・62）

位置　調査区 C 区中央部のＩ３g0 区、標高 21 ｍほどの低地部に位置している。

重複関係　第 95 号溝跡に掘り込まれている。

規模と形状　長径 1.62 ｍ、短径 1.22 ｍの惰円形で、長径方向はＮ－ 33 －゚Ｅである。確認面から 100㎝まで

は袋状を呈し、以下は長径 1.06 ｍ、短径 1.02m の円筒状に掘り込んでいる。湧水と崩落の恐れがあったため、

確認面から 126㎝までの調査とした。

覆土　10 層を確認した。各層にロームブロックや粘土ブロックを含み、不規則な堆積状況から、人為堆積と考

えられる。

第 170 図　第 69 号井戸跡・出土遺物実測図
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土層解説
１　10YR3/4　 暗褐　　ローム小D・粒B／粘A、締A
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム中C・小B・粒B／粘A、締A
３　10YR3/2　 黒褐　　ローム小C・粒B／粘B、締A
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム小D・粒B、粘土中B／粘B、締C
５　10YR4/6　 褐　　　ローム小B・粒A／粘A、締B
６　10YR4/4　 褐　　　ローム小A・粒A／粘A、締B
７　10YR5/4　 にぶい黄褐　ローム中C・小B・粒A、粘土中D／粘A、締C
８　10YR3/3　 暗褐　　ローム小D・粒B、粘土中C／粘A、締C
９　10YR4/6　 褐　　　ローム中B・小A・粒A、粘土中C／粘A、締B
10　10YR5/3　 にぶい黄褐　ローム小C・粒A、粘土中B／粘A、締B
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遺物出土状況　土師質土器片１点（内耳鍋）、石器１点（凝灰岩製砥石）が出土している。ほかに混入した土

師器２点が出土している。

所見　時期は、出土土器や重複関係から、16 世紀後半と考えられる。壁の上部が袋状を呈することから、崩

落した可能性がある。

第 95 表　第 69 号井戸跡出土遺物一覧（第 170 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 砥石 9.2 （4.9） 3.1 （129.77） 凝灰岩 砥面３面　表裏面・右側面多方向の研磨痕 覆土 PL62

　第 74 号井戸跡（第 171 図　第 96 表　PL62）

位置　調査区 C 区中央部のＩ３c0 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 22 号ピット群 P140・P143 ～ P145・P149 に掘り込まれている。

規模と形状　長径 2.56 ｍ、短径 2.32 ｍの楕円形で、長径方向はＮ－ 35 －゚Ｗである。断面形は漏斗状で、確

認面から 80㎝までは逆円錐状に掘り込み、以下は長径 1.02 ｍ、短径 0.94m の円筒状に掘り込んでいる。湧水

と崩落の恐れがあったため、確認面から 90㎝までの調査とした。

覆土　７層を確認した。各層にロームブロックや粘土ブロックを含むことから、人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片１点（皿）が出土している。１は中央部北東寄りの覆土上層から、出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀前半と考えられる。掘削底面からボーリングステッキで深さを確認した

ところ、さらに 1.50 ｍ以上の深さを確認したため、井戸跡と判断した。

第 171 図　第 74 号井戸跡・出土遺物実測図
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土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム中C・小C・粒C、炭化物D、
    白色粘土中B・小B／粘B、締C
２　10YR5/3　 にぶい黄褐　ローム中B・小A・粒A、
    白色粘土大C・中C／粘B、締B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム小C・粒C、炭化物D、
    白色粘土大B・中B／粘B、締C
４　10YR4/2　 灰黄褐　ローム中B・小B・粒B、
    白色粘土大B・中B／粘B、締C
５　10YR4/4　 褐　　　ローム中C・小B・粒A、
    白色粘土中D・小D／粘B、締C
６　10YR3/2　 黒褐　　ローム小C・粒C、
    白色粘土小C／粘A、締C
７　10YR6/3　 にぶい黄橙　ローム小C・粒C、
    白色粘土小C・粒C／粘A、締C

１
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 8.7 3.3 4.3 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り 覆土上層 90％　PL62

第 96 表　第 74 号井戸跡出土遺物一覧（第 171 図）

　第 76 号井戸跡（第 172 図　第 97 表　PL23）

位置　調査区 C 区東部のＩ４a6 区、標高 21 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

規模と形状　長径 2.40 ｍ、短径 2.18 ｍの楕円形で、長径方向はＮ－７ －゚Ｅである。断面形は漏斗状で、確認

面から 116㎝までは逆円錐状に掘り込み、以下は長径 1.10 ｍ、短径 0.78m の不整楕円形で、円筒状に掘り込ん

でいる。湧水と崩落の恐れがあったため、確認面から 120㎝までの調査とした。

遺物出土状況　土師器片５点（皿３、内耳鍋２）が出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀前半と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 － （2.7） 4.0 長石・雲母 灰白 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り・一方向ナデ 覆土 30％

第 97 表　第 76 号井戸跡出土遺物一覧（第 172 図）

第 172 図　第 76 号井戸跡・出土遺物実測図

　第 79 号井戸跡（第 173 図　第 98 表　PL62）

位置　調査区 C 区東部のＩ４f8 区、標高 21 ｍほどの低地部に位置している。

重複関係　第 1003 号土坑、第 106 号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径 1.16 ｍ、短径 1.14 ｍの円形である。確認面から円筒状に掘り込んでいる。湧水と崩落の恐

れがあったため、確認面から 52㎝までの調査とした。

覆土　７層を確認した。第１～４層は各層にローム粒子や粘土粒子を均質に含むことから、自然堆積である。第

I４a6

１

A A′
21.2m

A

A
′

B B′
21.2m

B

B′

０ （1:3） 10cm

０ （1:60） ２ｍ
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遺物出土状況　磁器片１点（染付碗）が出土している。

所見　時期は、出土土器から 18 世紀代と考えられる。掘削底面からボーリングステッキで深さを確認したと

ころ、さらに 1.50 ｍ以上の深さを確認したため、井戸跡と判断した。

第 98 表　第 79 号井戸跡出土遺物一覧（第 173 図）

第 173 図　第 79 号井戸跡・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

１ 磁器 碗 － （1.4） － 緻密・灰白 染付　体部外面圏円文・山水文ヵ　
底部外面草花文　

呉須
透明釉 波佐見・平戸系 覆土 ５％　PL62

５～７層は各層に粘土ブロックを多く含むことから、人為堆積である。

　第 80 号井戸跡（第 174・175 図　第 99 表　PL62）

位置　調査区 C 区南東部のＩ４h8 区、標高 20 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 72 号堀跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径 0.76 ｍ、短径 0.62 ｍの楕円形で、長径方向はＮ－ 80 －゚Ｗである。確認面から円筒状に掘

り込んでいる。湧水と崩落の恐れがあったため、48㎝までの調査とした。

遺物出土状況　土師質土器片９点（皿８、擂鉢１）、石器２点（凝灰岩製砥石、雲母片岩製砥石）が出土している。

ほかに混入した須恵器片１点が出土している。

所見　時期は、出土土器や重複関係から 17 世紀前葉以降と考えられる。掘削底面からボーリングステッキで

深さを確認したところ、さらに 1.50 ｍ以上の深さを確認したため、井戸跡と判断した。

第 174 図　第 80 号井戸跡・出土遺物実測図
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０ （1:3） 10cm

０ （1:60） ２ｍ
土層解説
１　10YR3/4　 暗褐　　粘土小Ｄ・粒Ｃ／粘B、締B
２　10YR3/3　 暗褐　　粘土小Ｄ・粒Ｄ／粘B、締B
３　10YR2/3　 黒褐　　粘土粒Ｄ／粘B、締B
４　10YR2/3　 黒褐　　粘土小Ｄ・粒Ｂ／粘B、締B
５　10YR3/4　 暗褐　　粘土小A・粒A／粘B、締B
６　10YR2/3　 黒褐　　粘土小B・粒B／粘A、締B
７　10YR3/2　 黒褐　　粘土小B・粒B／粘B、締B
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 6.5 2.4 3.3 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り　内面ナデ 覆土 90％　PL62

煤付着

第 99 表　第 80 号井戸跡出土遺物一覧（第 174・175 図）

第 175 図　第 80 号井戸跡出土遺物実測図

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

２ 砥石 7.4 （4.5） 2.2 （68.51） 凝灰岩 砥面３面　１面欠損　表裏面多方向の研磨痕　側面２方向の研
磨痕 覆土 PL62

３ 砥石 （16.6） （9.0） 3.0 （620.60） 雲母片岩 砥面２面　表面２方向の研磨痕　裏面１方向の研磨痕 覆土 PL62

　第 107 号井戸跡（第 176 図　第 100 表　PL63）

位置　調査区 C 区南西部のＫ２a7 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 149 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　重複していることから、確認できた規模は長径 2.16 ｍ、短径 2.06 ｍである。平面形は円形と推

定できる。断面形は漏斗状で、確認面から 100㎝までは逆円錐状に掘り込み、以下は径 1.10 ｍの円筒状に掘り

込んでいる。重機を使用して断ち割り調査を実施した。確認面からの深さは 326㎝で、底面は円形を呈し、平

坦である。湧水点は、深さ 230㎝ほどの基本層序第Ⅹ層と基本層序第Ⅺ層の境付近で、底面は基本層序第ⅩⅢ

層の上面まで掘り込んでいる。

覆土　７層を確認した。各層にロームブロックや粘土ブロックを含み、不規則な堆積状況から、人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片 14 点（皿８、内耳鍋６）、土製品１点（羽口）が出土している。ほかに混入した

土師器片２点、須恵器片１点が出土している。１は南東部壁際の覆土上層から出土している。

所見　時期は、出土土器から 15 世紀後半と考えられる。

０ （1:3） 10cm

２

３
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第 176 図　第 107 号井戸跡・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 ［6.8］ 2.3 3.8 長石・雲母 にぶい黄橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り　内面ナデ 覆土上層 60％
油煙付着

２ 土師質土器 皿 9.1 3.8 4.8 金雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 ロクロナデ　体部外面に縄目圧痕　底部回転糸
切り　内面ナデ 覆土 95％　PL63

第 100 表　第 107 号井戸跡出土遺物一覧（第 176 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

３ 羽口 （6.4） （5.5） （5.8）（104.87）長石・石英・
白色粒子

外面：赤灰
内面：にぶい赤褐 先端部溶解ガラス化　外面ナデ 覆土 ５％

土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小C・粒C、粘土中D／粘B、締B
２　10YR4/4　 褐　　　ローム中D・小C・粒B、粘土小C／粘A、締B
３　10YR3/4　 暗褐　　ローム中D・小C・粒B／粘B、締C
４　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム粒C、粘土中C・小A・粒A／粘A、締C
５　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム中C・小C・粒C、粘土大C・中A・小A・粒A／粘B、締B
６　10YR3/4　 暗褐　　ローム小D・粒A／粘B、締C′
７　10YR3/3　 暗褐　　ローム小C・粒B、粘土小C・粒C／粘B、締C′
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　第 110 号井戸跡（第 177 図　第 101 表　PL23）

位置　調査区 C 区南西部のＪ２d6 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 2.02 ｍ、短径 1.70 ｍの楕円形で、長径方向はＮ－ 34 －゚Ｅである。断面形は漏斗状で、確

認面から 50㎝までは逆円錐状に掘り込み、以下は径 1.00 ｍの円筒状に掘り込んでいる。壁の中部は、崩落の

ため全面が抉れている。重機を使用して安全に断ち割り調査を実施し、確認面から 428㎝までを掘削したが、

底面は確認できなかった。湧水点は、深さ 360㎝ほどの基本層序第ⅩⅢ層と基本層序第ⅩⅣ層の境付近である。

覆土　８層を確認した。第１～４層は各層に微量のロームブロックやローム粒子を含み、周囲からの流入を示す

堆積状況から、自然堆積である。第５～８層はロームブロックを含み、不規則な堆積状況から、人為堆積である。

第 177 図　第 110 号井戸跡・出土遺物実測図

１

２

５

６
７

８

３

４

４

土層解説
１　10YR2/2　黒褐　　ローム小D、焼土小D、炭化粒D／粘B、締B
２　10YR2/2　黒褐　　ローム小D、焼土小D／粘B、締B
３　10YR3/3　暗褐　　ローム小C・粒C／粘B、締B
４　10YR3/3　暗褐　　ローム粒C／粘B、締B
５　10YR2/2　黒褐　　ローム小C／粘B、締B
６　10YR3/3　暗褐　　ローム小C／粘B、締B
７　10YR2/2　黒褐　　ローム中C・小C／粘B、締B
８　10YR3/3　暗褐　　ローム小B／粘B、締B
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第 101 表　第 110 号井戸跡出土遺物一覧（第 177 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 砥石ヵ （23.9）（20.2） 8.0 （51.5㎏） 雲母片岩 上面弱い研磨痕 第６・７層 煤付着

遺物出土状況　土師質土器片１点（甕）、石器１点（雲母片岩製砥石ヵ）が出土している。１は、中央部南東

寄りの第６層から７層にかけて直立した状態で出土しており、投棄した際に突き刺さった可能性がある。

所見　時期は、出土土器や周辺の遺構の分布状況から室町時代から江戸時代の可能性がある。

　第 111 号井戸跡（第 178 図　第 102 表　PL23・63）

位置　調査区 C 区南西部のＪ２d2 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 1.40 ｍ、短径 1.36 ｍの円形である。断面形は漏斗状で、確認面から 42㎝までは逆円錐状に

掘り込み、以下は径 1.00 ｍ、の円筒状に掘り込んでいる。重機を使用して断ち割り調査を実施した。確認面

からの深さは 316㎝で、底面は円形を呈し、平坦である。湧水点は、深さ 260㎝ほどの基本層序第Ⅻ層付近か

らで、底面は基本層序第ⅩⅣ層上面まで掘り込んでいる。

覆土　７層を確認した。第１・２層はローム粒子を含み、周囲から流入する堆積状況から、自然堆積である。第

３～７層は各層にロームブロックを含み、層厚の堆積状況から人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片４点（皿２、内耳鍋２）が出土している。ほかに混入した土師器片１点、須恵器

片１点が出土している。１は中央部の覆土上層から出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀前半と考えられる。１は手捏ねによる成形であることから、北条氏系土

器の影響を受けている可能性がある。

第 178 図　第 111 号井戸跡・出土遺物実測図
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土層解説
１　10YR2/2　黒褐　　ローム粒C、炭化粒D／粘B、締B
２　10YR2/2　黒褐　　ローム粒C／粘B、締B
３　10YR2/2　黒褐　　ローム中C・粒C／粘B、締C
４　10YR3/3　暗褐　　ローム小B・粒C／粘B、締B
５　10YR2/2　黒褐　　ローム小D・粒C／粘B、締B
６　10YR2/2　黒褐　　ローム中C・小C・粒C／粘B、締B
７　7.5YR3/3　暗褐　　ローム中D・小D・粒C／粘A、締C
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 7.9 1.9 － 長石 橙 普通 手捏ね　口縁部横位ナデ　底部ナデ 覆土上層 100％　PL63

第 102 表　第 111 号井戸跡出土遺物一覧（第 178 図）

　第 113 号井戸跡（第 179 図　第 103 表　PL23・24・63）

位置　調査区 C 区南西部の J ２b4 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

第 179 図　第 113 号井戸跡・出土遺物実測図

土層解説
１　10YR2/3　 黒褐　　ローム小D、焼土粒D／粘B、締A
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム小D・粒C、焼土粒D／粘B、締A
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小D・粒C／粘B、締B
４　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム小D・粒B／粘B、締B
５　10YR3/3　 暗褐　　ローム小D・粒D／粘B、締B
６　10YR3/3　 暗褐　　ローム小D・粒D、焼土粒D／粘B、締B
７　10YR3/3　 暗褐　　ローム小C・粒B、焼土粒D／粘B、締B
８　10YR3/3　 暗褐　　ローム小D・粒D／粘B、締B
９　10YR3/3　 暗褐　　ローム小D・粒D／粘B、締B
10　10YR3/4　 暗褐　　ローム小C・粒C／粘B、締C
11　10YR3/4　 暗褐　　ローム小C・粒C／粘B、締B
12　10YR3/3　 暗褐　　ローム小B・粒B／粘B、締C
13　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム小B・粒B／粘B、締B
14　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム小B・粒B／粘B、締B
15　10YR4/4　 褐　　　ローム小B・粒B／粘B、締B
16　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム小B・粒B／粘B、締C
17　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム小C・粒C／粘B、締B
18　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム小B／粘B、締C
19　10YR2/2　 黒褐　　ローム小D／粘B、締B
20　10YR2/2　 黒褐　　ローム小C／粘B、締B
21　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム小B・粒B／粘B、締C21
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 ［8.8］ （2.3） － 長石・雲母 橙 普通 ロクロナデ 覆土 ５％

２ 土師質土器 内耳鍋 － （5.5） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口縁部横ナデ・耳部貼付け　体部外面縦・横位
ナデ　内面横位ナデ 覆土 ５％

煤付着

第 103 表　第 113 号井戸跡出土遺物一覧（第 179 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

３ 陶器 片口鉢 － （3.9）［13.8］ 緻密・灰褐 体部外面縦位削り 無釉 常滑 覆土 ５％

４ 陶器 甕 － （9.8） － 緻密・にぶい赤褐 外面横・斜位ナデ　内面縦・横位ナ
デ 自然釉 常滑 覆土 ５％　PL63

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

５ 鉄鏃 （5.3） 2.8 0.3 6.40 鉄 雁股鏃　刃先端部一方欠損　鏃身部から茎部・断面長方形　 覆土 PL63

遺物出土状況　土師質土器片 10 点（皿１、内耳鍋９）、陶器片３点（片口鉢１、甕２）、金属製品１点（鉄鏃）、

自然遺物 18 点（馬歯）が出土している。ほかに混入した土師器片６点、須恵器片２点、時期が異なる陶器片

２点が出土している。馬歯は覆土上層から出土しているものの、遺存状態が悪く、詳細な出土状況は不明である。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀前半と考えられる。４は 15 世紀後半の甕片で混入と思われるが、伝世し

たものが廃棄された可能性もあるため、本跡に伴う遺物として掲載した。

重複関係　第 300 号溝跡を掘り込み、第 149 号溝に掘り込まれている。第 1476 号土坑との関係は、不明である。

規模と形状　重複していることから、確認できた規模は長径 2.56 ｍ、短径 2.28 ｍである。平面形は楕円形で、

長径方向はＮ－ 50 －゚Ｅである。断面形は漏斗状で、確認面から 120㎝までは逆円錐状に掘り込み、以下は長

径 1.62 ｍ、短径 1.32m の円筒状に掘り込んでいる。湧水と崩落の恐れがあったため、確認面から 200㎝までの

調査とした。

覆土　21 層を確認した。各層にロームブロックを含み、不規則な堆積状況であることから、人為堆積である。

　第 114 号井戸跡（第 180 図　第 104 表　PL24）

位置　調査区 C 区南部の J ３j4 区、標高 23 ｍほどの台地部に位置している。

重複関係　第 1423 号土坑を掘り込んでいる。第 116・169 号溝跡との関係は、不明である。

規模と形状　長径 2.92 ｍ、短径 2.50 ｍの楕円形で、長径方向はＮ－ 38 －゚Ｅである。断面形は漏斗状で、確

認面から 80㎝までは逆円錐状に掘り込み、以下は長径 2.08 ｍ、短径 1.70m の円筒状に掘り込んでいる。湧水

と崩落の恐れがあったため、確認面から 200㎝までの調査とした。

覆土　15 層を確認した。各層にロームブロックや粘土ブロックを含み、不規則な堆積状況から、人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片４点（皿１、内耳鍋３）、陶器片１点（壺ヵ）が出土している。ほかに混入した

土師器片１点（甕）、須恵器片１点（杯）が出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀前半と考えられる。
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 ［7.6］ （1.6） － 長石・雲母 橙 普通 ロクロナデ 覆土 ５％

第 104 表　第 114 号井戸跡出土遺物一覧（第 180 図）

第 180 図　第 114 号井戸跡・出土遺物実測図

　第 121 号井戸跡（第 181 図　第 105 表　PL24）

位置　調査区 C 区南部の K ３e9 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

規模と形状　長径 0.96 ｍ、短径 0.92 ｍの円形である。確認面から円筒状に掘り込んでいる。壁の中部は、崩

落のため北壁が抉れている。重機を使用して断ち割り調査を実施した。確認面からの深さは 210㎝で、底面は

円形を呈し、平坦である。湧水点は底面で、基本層序第ⅩⅢ層の上位まで掘り込んでいる。

覆土　６層を確認した。各層にロームブロックを含み、不規則な堆積状況から、人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片５点（甕）、土製品１点（管状土錘）が出土している。

所見　時期は、出土土器から周辺の遺構の分布状況から室町時代から江戸時代の可能性がある。
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土層解説
１　7.5YR5/3　にぶい褐　ローム中C、白色粘土中C／粘B、締B
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小C、白色粘土小C／粘B、締B
３　10YR5/6　黄褐　　ローム中A、白色粘土中A／粘A、締A
４　10YR6/6　明黄褐　白色粘土小A／粘B、締A
５　10YR4/4　褐　　　ローム中A／粘B、締C
６　10YR4/4　褐　　　ローム大B・中B／粘B、締C
７　10YR4/3　にぶい黄褐　ローム大B・中B、白色粘土小D／粘B、締C
８　10YR4/3　にぶい黄褐　ローム中C／粘B、締C
９　10YR3/3　暗褐　　ローム小C／粘C、締C
10　10YR3/3　暗褐　　ローム中C・小C、白色粘土大B／粘C、締C
11　10YR4/2　灰黄褐　ローム中B／粘A、締A
12　10YR4/4　褐　　　ローム中B／粘B、締B
13　10YR3/4　暗褐　　ローム中A・小D／粘B、締B
14　7.5YR4/3　褐　　　ローム小C・粒C／粘B、締B
15　7.5YR4/4　褐　　　ローム小C・粒C／粘B、締B

SK1423

SD116

SD169



－ 194 －

第 105 表　第 121 号井戸跡出土遺物一覧（第 181 図）

第 181 図　第 121 号井戸跡・出土遺物実測図

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 管状土錘 （3.6） 2.3 2.3 （17.15）長石・石英 橙 全面ナデ　端部平滑　孔径 0.2 ～ 0.5㎝・一方向か
らの穿孔 覆土

　第 124 号井戸跡（第 182 図　第 106 表　PL24・63）

位置　調査区 C 区南部の K ３a8 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 63A 号溝跡との関係は不明である。

規模と形状　長径 2.28 ｍ、短径 2.12 ｍの円形である。断面形は漏斗状で、確認面から 160㎝までは逆円錐状

に掘り込み、以下は長径 1.14 ｍ、短径 1.12m の円筒状に掘り込んでいる。重機を使用して断ち割り調査を実

施した。確認面からの深さは 335㎝で、底面は円形を呈し、平坦である。湧水点は、深さ 170㎝ほどの基本層

序第Ⅻ層と基本層序第ⅩⅢ層の境付近と、深さ 250㎝ほどの基本層序第ⅩⅢ層と基本層序第ⅩⅣ層の境付近の２地

点で、底面は基本層序第ⅩⅤ層上面まで掘り込んでいる。

覆土　９層を確認した。各層にロームブロックや粘土ブロックを含み、不規則な堆積状況から人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片 22 点（皿３、擂鉢４、内耳鍋 14、羽釜１）、陶器片１点（皿）、土製品３点（羽口）、

鉄滓 19 点（253.72g）が出土している。ほかに混入した土師器片２点が出土している。

所見　時期は、出土土器から 15 世紀後半と考えられる。

土層解説
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒B、焼土粒D、炭化粒D／粘B、締A
２　7.5YR4/3　褐　　　ローム中C・粒C、炭化粒D／粘B、締A
３　7.5YR4/4　褐　　　ローム中B・小B・粒B／粘B、締A
４　7.5YR4/4　褐　　　ローム中B・小B・粒C／粘B、締C
５　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小B・粒B／粘B、締C
６　7.5YR4/4　褐　　　ローム大B・中B・小B／粘A、締B
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第 182 図　第 124 号井戸跡・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 ［10.2］ 3.3 ［4.4］ 長石・石英・
赤色粒子 浅黄橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り 覆土 10％

２ 土師質土器 内耳鍋 － （5.5） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 口縁部横ナデ・内面弱い返し・十のヘラ書き　体部
外面横位ナデ・弱い縦位ナデ　内面横位ナデ 覆土 ５％　PL63

煤付着
３ 土師質土器 内耳鍋 － （5.2） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口縁部横ナデ・内面弱い返し・十ヵのヘラ書き　体

部外面横位ナデ・弱い縦位ナデ　内面横位ナデ 覆土 ５％
煤付着

４ 土師質土器 羽釜 － （3.7） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい赤褐 普通 体部外面縦位ナデ・鍔部貼付け 覆土 ５％

第 106 表　第 124 号井戸跡出土遺物一覧（第 182 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

５ 陶器 皿 － （6.0） － 緻密・にぶい褐 直縁大皿ヵ　ロクロ成形　内面ナデ
漬け掛け 灰釉 瀬戸・美濃 覆土 ５％　PL63

１２
３ ４

５
６
７

８

９
土層解説
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム中C・粒C、焼土粒D、白色粘土粒D／粘A、締B
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム大B・粒B、炭化粒D、白色粘土粒D／粘B、締B
３　7.5YR3/3　暗褐　　ローム中D・小C・粒C、白色粘土粒D／粘B、締B
４　10YR3/3　暗褐　　ローム粒C／粘A、締B
５　7.5YR4/3　褐　　　ローム中B・粒A、白色粘土粒D／粘A、締B
６　7.5YR4/3　褐　　　ローム中C・小B・粒B、白色粘土小C／粘A、締B
７　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小C・粒C／粘A、締B
８　7.5YR3/3　暗褐　　ローム中D・小D・粒C／粘A、締B
９　10YR5/2　灰黄褐　白色粘土大A／粘A、締B
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　第 125 号井戸跡（第 183 図　第 107 表　PL24・63）

位置　調査区 C 区南部のＪ３j5 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 38 号ピット群 P16 との関係は、不明である。

第 183 図　第 125 号井戸跡・出土遺物実測図
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土層解説
１　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小D・粒C、焼土粒D、炭化粒D／粘C、締B
２　7.5YR4/4　褐　　　ローム中D・小C・粒B、焼土粒D／粘B、締B
３　10YR5/6　黄褐　　ローム大A'／粘A、締A
４　7.5YR2/2　黒褐　　ローム小C・粒C／粘B、締B
５　7.5YR3/4　暗褐　　ローム小B・粒B、炭化粒D／粘B、締B
６　7.5YR4/4　褐　　　ローム小B・粒A、炭化粒D／粘B、締C
７　7.5YR4/3　褐　　　ローム小C・粒A、炭化粒D／粘A、締C
８　10YR4/6　褐　　　ローム小B・粒B／粘A、締C

A A′
22.6m

A

A′

１

２

３
４ １

２
３

４
B

B
′

22
.6
m

B

B′

１ ２

３

４

０ （1:3） 10cm

０ （1:60） ２ｍ



－ 197 －

遺物出土状況　土師質土器片 16 点（皿２、内耳鍋 14）、陶器片１点（碗）、石器２点（凝灰岩製砥石、雲母片

岩製砥石）が出土している。ほかに混入した土師器片３点、須恵器片１点が出土している。１・４は中央部東

寄り、２は北壁寄り、３西壁寄りの覆土上層から、それぞれ出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀前半と考えられる

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 ［10.2］ 2.6 6.0 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り　内面ナデ 覆土上層 60％　PL63

２ 土師質土器 皿 ［11.8］ 2.8 6.8 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り　内面ナデ 覆土上層 30％

３ 土師質土器 内耳鍋 － （7.1） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口縁部横ナデ・耳部貼付け・指頭痕　体部外面
横位ナデ・弱い縦位ナデ　内面横位ナデ 覆土上層 ５％

煤付着

第 107 表　第 125 号井戸跡出土遺物一覧（第 183 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

４ 砥石 9.0 2.7 2.8 76.34 凝灰岩 砥面４面　多方向の研磨痕 覆土上層 PL63

規模と形状　長径 2.30 ｍ、短径 2.00 ｍの惰円形で、長径方向はＮ－ 33 －゚Ｅである。断面形は漏斗状で、確

認面から 220㎝までは逆円錐状に掘り込み、以下は長径 1.88 ｍ、短径 1.10m の円筒状に掘り込んでいる。重機

を使用して断ち割り調査を実施した。確認面からの深さは 408㎝で、底面は円形を呈し、平坦である。湧水点は、

深さ 240㎝ほどの基本層序第Ⅹ層と基本層序第Ⅺ層の境付近からと、深さ 310㎝ほどの基本層序第Ⅺ層と基本

層序第Ⅻ層の境付近の２地点で、底面は基本層序第Ⅻ層の下位まで掘り込んでいる。

覆土　８層を確認した。各層にロームブロックを含み、不規則な堆積状況から、人為堆積である。

　第 126 号井戸跡（第 184 図　第 108 表　PL24）

位置　調査区 C 区南部のＪ３e6 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 1770 号土坑を掘り込んでいる。第 1631 号土坑との関係は、不明である。

規模と形状　長径 2.90 ｍ、短径 2.76 ｍの円形である。断面形は漏斗状で、確認面から 70㎝までは逆円錐状に

掘り込み、以下は長径1.04ｍ、短径0.80mの円筒状に掘り込んでいる。重機を使用して断ち割り調査を実施した。

確認面からの深さは 270㎝で、底面は円形を呈し、平坦である。崩落の恐れがあったため、湧水点の確認はで

きなかった。

覆土　５層を確認した。各層にロームブロックを含み、不規則な堆積状況から、人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片 25 点（皿５、擂鉢 10、内耳鍋 10）、磁器片１点（染付皿）、石器２点（花崗岩製

宝篋印塔）、雲母片岩片１点が出土している。ほかに混入した土師器片８点、須恵器片４点が出土している。３は、

中央部東寄りの覆土上層から出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀後半と考えられる。
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第 184 図　第 126 号井戸跡・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 ［9.8］ 2.5 ［4.6］ 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り 覆土 20％

２ 土師質土器 擂鉢 － （4.1） － 長石・石英・金雲母・
赤色粒子 橙 普通 口縁部横ナデ　体部外面弱い縦位ナデ　内面串

状工具による３条一単位の擂目 覆土 ５％

３ 土師質土器 内耳鍋 － （9.3） － 長石・石英・金雲母 にぶい褐 普通 口縁部横ナデ・指頭痕　体部外面弱い縦位ナデ
内面横位ナデ 覆土上層 ５％

煤付着

第 108 表　第 126 号井戸跡出土遺物一覧（第 184 図）

土層解説
１　7.5YR4/1　褐灰　　ローム大C・中B・小B・粒C／粘A、締C
２　7.5YR2/1　黒　　　ローム中D／粘A、締C
３　7.5YR2/2　黒褐　　ローム中D／粘A'、締C
４　7.5YR3/3　暗褐　　ローム中D・小C・粒C／粘A、締C
５　7.5YR2/3　極暗褐　ローム大D・小C・粒C／粘A、締C

１
２
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４

５
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３

３ ３

０ （1:3） 10cm

０ （1:60） ２ｍ
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　第 127 号井戸跡　第 127 号井戸跡（第 185 図　第 109 表）（第 185 図　第 109 表）

位置　調査区 C 区南部のＪ３h5 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 1.66 ｍ、短径 1.52 ｍの円形である。断面形は漏斗状で、確認面から 80㎝までは逆円錐状に

掘り込み、以下は長径 1.15 ｍ、短径 1.10m の円筒状に掘り込んでいる。壁の中部は、崩落のため全面が抉れ

ている。重機を使用して断ち割り調査を実施した。確認面からの深さは 408㎝で、底面は円形を呈し、平坦で

ある。湧水点は、深さ 270㎝ほどの基本層序第Ⅻ層と基本層序第ⅩⅢ層の境付近と底面からで、基本層序第ⅩⅤ

層の上面まで掘り込んでいる。

覆土　８層を確認した。第１層はローム粒子を含み、周囲からの流入を示す堆積状況から、自然堆積である。第

２～７層は各層にロームブロックを含み、筒状の堆積状況から、井筒を撤去した後の埋め戻しと考えられる。第

８層はロームブロックを含む締まりの強い堆積状況であることから、井筒設置時の裏込めである。

遺物出土状況　土師質土器片 17 点（皿１、擂鉢２、内耳鍋 14）、瓦質土器片１点（擂鉢）、石器１点（安山岩

製石臼）、雲母片岩片１点が出土している。１は、中央部西寄りの覆土上層から出土している。

所見　時期は、出土土器から 15 世紀後半と考えられる。

第 185 図　第 127 号井戸跡・出土遺物実測図

１

２

３

４

５

７

８８

土層解説
１　10YR3/2　 黒褐　　ローム粒D／粘B、締A
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム小D／粘B、締A
３　10YR3/2　 黒褐　　ローム小D／粘B、締C
４　10YR3/3　 暗褐　　ローム中C・小C／粘B、締B
５　10YR3/2　 黒褐　　ローム小C／粘B、締C
６　10YR5/4　 にぶい黄褐　ローム小B／粘B、締C
７　10YR3/3　 暗褐　　ローム小C／粘B、締C
８　10YR3/2　 黒褐　　ローム中C・小C／粘B、締A

６

基本層序Ⅷ

基本層序Ⅸ

基本層序Ⅹ

基本層序Ⅺ

基本層序Ⅻ
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０ （1:3） 10cm

０ （1:60） ２ｍ

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 － （2.3） 4.6 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り　内面ナデ 覆土上層 30％

２ 瓦質土器 擂鉢 － （8.0） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面弱い縦位ナデ　内面ヘラ状工具による

11 条一単位の擂目 覆土 ５％
被熱痕

第 109 表　第 127 号井戸跡出土遺物一覧（第 185 図）
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第 186 図　第 130 号井戸跡・出土遺物実測図

２
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基本層序Ⅹ

基本層序Ⅺ

基本層序Ⅻ

基本層序ⅩⅢ

基本層序ⅩⅣ

湧水点

湧水点

SE129

土層解説
１ 7.5YR3/1 黒褐 ローム小D／粘B、締Ｃ
２ 7.5YR3/1 黒褐 ローム中Ｃ・小Ｂ、粘土小B／粘B、締B
３ 7.5YR8/1 灰白 砂質粘土主体／粘B、締B
４ 7.5YR3/1 黒褐 ローム中C・小C／粘B、締B
５ 7.5YR8/1 灰白 粘土主体／粘B、締B
６ 7.5YR3/1 黒褐 ローム小D／粘B、締B
７ 7.5YR8/1 灰白 粘土主体／粘Ａ、締B
８ 7.5YR3/2 暗褐 ローム小C／粘B、締B
９ 7.5YR5/4 にぶい褐 ローム小Ｂ・粒Ｂ／粘B、締B
10 7.5YR3/2 黒褐 ローム中D・小Ｃ・粒C／粘B、締B
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位置　調査区 C 区南部のＪ３c7 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

　第 130 号井戸跡（第 186 図　第 110 表　PL24・63）
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遺物出土状況　土師器質土片３点（擂鉢１、内耳鍋２）、木製品１点（部材）が出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀前半と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 内耳鍋 － （8.0） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口縁部横ナデ・浅い返し成形　体部外面弱い縦

位ナデ　内面横位ナデ 覆土 ５％
煤付着

第 110 表　第 130 号井戸跡出土遺物一覧（第 186 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 樹　　種 特　　　　徴 出土位置 備　考

２ 部材 （72.8） 17.0 10.0 － － 芯持ち材　切り出し・削り加工　7.2㎝× 5.2㎝のホゾ穴加工 覆土 PL63
燃焼による煤

　第 131 号井戸跡（第 187 図　第 111 表）

位置　調査区 C 区南部のＪ３b6 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 143 号井戸跡を掘り込み、第 1828・1908・1913 号土坑に掘り込まれている。第 1830・1841・

1894 号土坑との関係は、不明である。

規模と形状　重複していることから、確認できた規模は南北径 2.26 ｍ、東西径 2.28 ｍである。平面形は円形

と推定できる。断面形は緩やかな漏斗状で、確認面から 170㎝までは逆円錐状に掘り込み、以下は長径 2.00 ｍ、

短径1.78mの円筒状に掘り込んでいる。重機を使用して断ち割り調査を実施した。確認面からの深さは326㎝で、

底面は円形を呈し、平坦である。湧水点は、深さ 200㎝ほどの基本層序第Ⅺ層と基本層序第Ⅻ層付近で、底面

は基本層序第ⅩⅢ層の途中まで掘り込んでいる。

覆土　12 層を確認した。各層にロームブロックや粘土ブロックを含み、不規則な堆積状況であることから人為

堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片８点（皿１、擂鉢５、内耳鍋２）、瓦質土器片１点（擂鉢）、陶器片１点（甕）、

花崗岩片３点（1,515.55g）が出土している。１は中央部西寄りの覆土上層から出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀後半と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 瓦質土器 擂鉢 － （6.4） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部外面横位ナデ　内面横位ナデ・板状状工具

による 12 条一単位の擂目 覆土上層 ５％
被熱痕

第 111 表　第 131 号井戸跡出土遺物一覧（第 187 図）

重複関係　第 129 号井戸跡との関係は、不明である。

規模と形状　長径 2.82 ｍ、短径 2.72 の円形である。断面形は逆凸字状で、確認面から 90㎝まではほぼ垂直に

掘り込み、以下は漏斗状に掘り込んでいる。円筒状の掘り込み口は径 0.80m である。重機を使用して断ち割

り調査を実施した。確認面からの深さは 320㎝ほどで、底面は円形を呈し、平坦である。湧水点は、深さ 110

㎝ほどの基本層序第Ⅺ層と基本層序第Ⅻ層の境付近と、深さ 220㎝ほどの基本層序Ⅻ層と基本層序第ⅩⅢ層の境

付近からで、底面は基本層序第ⅩⅣ層の途中まで掘り込んでいる。

覆土　10 層を確認した。各層にロームブロックや粘土ブロックを含み、不規則な堆積状況であることから、

人為堆積である。
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１

土層解説
１ 7.5YR5/6 明褐 ローム大A／粘A、締A
２ 7.5YR7/2 明褐灰 ローム中B、粘土中A／粘A、締B
３ 7.5YR3/2 黒褐 ローム小D、粘土中D／粘B、締B
４ 7.5YR3/2 黒褐 砂質粘土中B／粘A、締B
５ 7.5YR5/2 褐灰 砂質粘土中A／粘A、締A
６ 7.5YR7/1 明褐灰 粘土中A／粘A、締A
７ 7.5YR4/2 灰褐 砂質粘土A／粘A、締A
８ 7.5YR4/4 褐 ローム小A、粘土小C／粘A、締B
９ 7.5YR3/2 黒褐 ローム小D、砂質粘土小A／粘A、締B
10 7.5YR5/3 暗褐 ローム小D、粘土小D／粘A、締C
11 7.5YR3/2 黒褐 ローム小D、粘土小C／粘A、締B
12 7.5YR3/2 黒褐 ローム小D、粘土小D／粘A、締B
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第 187 図　第 131 号井戸跡・出土遺物実測図

位置　調査区 C 区南東部のＪ４g3 区、標高 21 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

　第 132 号井戸跡（第 188 図　第 112 表　PL24・63）
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SK1948 

１

２

４

土層解説
１ 7.5YR3/3 暗褐 ローム粒C、白色粘土大D／粘B、締B
２ 7.5YR2/1 黒 ローム粒D／粘B、締B
３ 7.5YR2/2 黒褐 ローム中D・小Ｃ・粒D、白色粘土小D／粘Ａ、締B
４ 7.5YR2/1 黒 ローム小D・粒D／粘B、締B
５ 7.5YR3/3 暗褐 ローム小D・粒D、白色粘土小D／粘B、締B
６ 7.5YR3/4 暗褐 ローム大D、白色粘土大Ａ・中Ｂ・小Ｂ／粘B、締B
７ 7.5YR2/2 黒褐 ローム小D・粒D、白色粘土小Ｄ／粘B、締B
８ 7.5YR4/1 褐灰 ローム小Ｃ・粒D、白色粘土中Ｂ・小Ｂ／粘Ａ、締Ｂ
９ 7.5YR3/3 暗褐 ローム粒D、白色粘土粒D／粘B、締B
10 7.5YR6/1 灰褐 白色粘土大Ａ／粘Ａ、締B
11 7.5YR3/3 暗褐 ローム小D・粒Ｄ、白色粘土中Ｂ・小Ｃ、砂Ｃ／粘Ａ、締B
12 7.5YR2/1 黒 ローム粒D、白色粘土中Ｂ・小Ｂ／粘Ａ、締Ａ
13 7.5YR3/3 暗褐 ローム小D・粒D、白色粘土中Ｃ／粘Ａ、締Ａ
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第 188 図　第 132 号井戸跡・出土遺物実測図
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重複関係　第 1948 号土坑との関係は、不明である。

規模と形状　長径 2.18 ｍ、短径 2.06 ｍの楕円形で、長径方向はＮ－ 40 －゚Ｅである。断面形は漏斗状で、確

認面から 90㎝まではほぼ垂直に掘り込み、以下は長径 1.40m、短径 1.30m の円筒状に掘り込んでいる。重機

を使用して断ち割り調査を実施した。確認面からの深さは 210㎝で、底面は楕円形を呈し、平坦である。基本

層序第ⅩⅣ層の途中まで掘り込んでいるが、湧水点は不明である。

覆土　13 層を確認した。各層にロームブロックや粘土ブロックを含み、不規則な堆積状況であることから、

人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片 82 点（皿 33、擂鉢 18、鉢 11、内耳鍋 20）、陶器片１点（擂鉢）、磁器片１点（青

磁碗）、石器２点（安山岩製石臼、砂岩製砥石）が出土している。ほかに混入した土師器片６点、須恵器片１点、

磁器片１点、石器１点が出土している。１は中央部西寄り、２は中央部北西寄り、４は東壁際の覆土上層から、

それぞれ出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀後半と考えられる。小片のため図示できなかったが、磁器片は 14 世紀代

の鎬連弁文を施した青磁碗で、伝製品の廃棄や混入と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 5.6 1.6 3.3 長石・石英・雲母・
赤色粒子 明赤褐 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り・一方向のナデ 覆土上層 100％　PL63

２ 土師質土器 皿 6.0 1.8 2.8 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り 覆土上層 100％　PL63

第 112 表　第 132 号井戸跡出土遺物一覧（第 188 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

３ 陶器 片口鉢 － （6.9） － 緻密・橙 口縁部横ナデ　体部外面弱い縦位ナ
デ　内面磨滅 自然釉 常滑 覆土 ５％

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

４ 石臼 （25.0）（19.2） 11.7 （6.12㎏） 安山岩 下臼　上面主溝１条に延びる副溝７条の擂目　下面窪部割砕・削り
痕　上縁部研磨痕　側面研磨痕・削り痕　軸孔両面からの穿孔 覆土上層 PL63

　第 134 号井戸跡（第 189 図　第 113 表）

位置　調査区 C 区南部のＪ３a8 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 1753 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長径 1.68 ｍ、短径 1.56 ｍの円形である。断面形は漏斗状で、確認面から 130㎝までは逆円錐状

に掘り込み、以下は長径 1.34 ｍ、短径 1.24m の円筒状に掘り込んでいる。重機を使用して断ち割り調査を実

施した。確認面からの深さは 298㎝で、底面は円形を呈し、皿状に窪んでいる。湧水点は、深さ 200㎝ほどの

基本層序第ⅩⅢ層と基本層序第ⅩⅣ層付近で、底面は基本層序第ⅩⅣ層の途中まで掘り込んでいる。

覆土　３層を確認した。各層にロームブロックや粘土ブロックを含み、層厚でほぼ平坦な堆積状況であること

から、人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片 33 点（擂鉢１、内耳鍋 32）が出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀前半と考えられる。
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第 189 図　第 134 号井戸跡・出土遺物実測図

０ （1:60） ２ｍ

０ （1:3） 10cm
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土層解説
１ 7.5YR3/3 暗褐 ローム小C、粘土小D／粘B、締Ａ
２ 7.5YR3/3 暗褐 ローム中D・小D、白色粘土小D／粘B、締B
３ 7.5YR3/2 黒褐　   ローム小C・粒Ｂ、粘土粒D／粘Ａ、締B
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 擂鉢 － （3.9） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口縁部横ナデ　体部外面弱い縦位ナデ　内面横
位ナデ・櫛歯状工具による４条の擂目 覆土 ５％

口縁部研磨痕
２ 土師質土器 内耳鍋 － （9.1） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口縁部横ナデ・指頭痕・浅い返し成形　体部外

面弱い縦位ナデ　内面横位ナデ 覆土 ５％
煤付着

第 113 表　第 134 号井戸跡出土遺物一覧（第 189 図）

　第 136 号井戸跡（第 190 図　第 114 表　PL64）

位置　調査区 C 区南部のＪ３b9 区、標高 21 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 1738 号土坑を掘り込んでいる。第 1811 号土坑、第 41 号ピット群Ｐ 59 との関係は、不明である。

規模と形状　長径 2.08 ｍ、短径 1.98 ｍの円形である。断面形は漏斗状で、確認面から 120㎝までは逆円錐状

に掘り込み、以下は径 1.00m の円筒状に掘り込んでいる。重機を使用して断ち割り調査を実施した。確認面

からの深さは 270㎝で、底面は円形を呈し、平坦である。湧水点は、深さ 90㎝ほどの基本層序第Ⅻ層と基本層

序第ⅩⅢ層の境付近と、深さ 150㎝ほどの基本層序第ⅩⅢ層と基本層序第ⅩⅣ層の境付近の２点からで、底面は基本
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第 190 図　第 136 号井戸跡・出土遺物実測図

遺物出土状況　土師質土器片２点（皿１、内耳鍋１）、陶器片１点（腰袴形香炉）が出土している。１は南西

壁寄りの覆土上層から、３は西壁際の覆土中層から、それぞれ出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀前半と考えられる。３は 15 世紀前葉の香炉であることから伝製品と考え

られ、本跡の廃絶に伴って廃棄されたものと考えられる。

層序第ⅩⅤ層の途中まで掘り込んでいる。

覆土　11 層を確認した。各層にロームブロックを含み、不規則な堆積状況であることから、人為堆積である。
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土層解説
１ 10YR5/3 にぶい黄褐 ローム大Ａ／粘Ａ、締B
２ 10YR3/2 黒褐 ローム小Ｃ／粘B、締B
３ 10YR5/3 にぶい黄褐 ローム大Ａ／粘Ａ、締Ａ
４ 10YR3/2 黒褐 ローム中D・小C／粘Ａ、締B
５ 10YR5/3 にぶい黄褐 ローム大Ｂ／粘B、締B
６ 10YR3/2 黒褐 ローム中Ｂ・小C／粘B、締B
７ 10YR3/2 黒褐 ローム中D・小C／粘B、締B
８ 10YR3/2 黒褐 ローム中Ｃ・小Ｃ／粘B、締B
９ 10YR3/2 黒褐 ローム小Ｃ／粘Ａ、締B
10 10YR3/2 黒褐 ローム中Ｂ・小Ｃ／粘Ａ、締B
11 10YR3/1 黒褐 ローム小D・粒Ｄ／粘Ａ、締Ｃ
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 12.1 3.4 6.8 長石・石英・金雲母・
赤色粒子 浅黄橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り　内面ナデ 覆土上層 80％　PL64

２ 土師質土器 内耳鍋 － （10.6） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 赤褐 普通 口縁部横ナデ・浅い返し成形　体部弱い縦位ナ

デ　内面横位ナデ 覆土 ５％
煤付着

第 114 表　第 136 号井戸跡出土遺物一覧（第 190 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

３ 陶器 腰袴形
香炉 ［11.2］ 5.9 ［7.2］ 緻密・灰白 ロクロ成形　底部回転糸切り・脚部

貼付け　漬け掛け 灰釉 瀬戸・美濃 覆土中層 50％　PL64

　第 137 号井戸跡（第 191・192 図　第 115 表　PL25・64）

位置　調査区 C 区南部のＪ３h8 区、標高 21 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

規模と形状　長径 3.12 ｍ、短径 2.88 ｍの楕円形で、長径方向はＮ－ 52 －゚Ｗである。断面形は漏斗状で、確

認面から 120㎝までは逆円錐状に掘り込み、以下は径 0.80m の円筒状に掘り込んでいる。重機を使用して安全

に断ち割り調査を実施したが、確認面から深さ 400㎝までの調査とした。湧水点は、深さ 360㎝ほどの基本層

序第Ⅻ層と基本層序第ⅩⅢ層の境付近からである。

第 191 図　第 137 号井戸跡実測図
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土層解説
１ 7.5YR3/4 暗褐 ローム中Ｃ・小Ｂ／粘B、締Ａ
２ 7.5YR3/4 暗褐 ローム中Ｃ・小Ｃ・粒C、炭化物Ｄ／粘B、締B
３ 7.5YR3/4 暗褐 ローム大Ｄ・中Ｃ・小Ｂ・粒Ｂ／粘B、締Ｃ
４ 7.5YR4/6 褐 ローム大Ｂ・中Ｂ・小Ｂ・粒Ａ／粘Ａ、締Ｃ
５ 7.5YR4/6 褐 ローム大Ｂ・中Ｂ・小Ａ・粒Ａ、炭化粒Ｄ／粘Ａ、締B
６ 7.5YR2/3 極暗褐 ローム中Ｃ・粒Ｃ／粘Ｂ、締Ｃ
７ 7.5YR3/3 暗褐 ローム小Ｃ・粒C、炭化物Ｄ、白色粘土小D／粘Ａ、締B
８ 7.5YR4/2 灰褐 ローム粒C／粘Ａ、締B
９ 7.5YR4/6 褐 ローム中Ｃ・小Ｃ・粒Ａ／粘Ａ、締Ａ
10 7.5YR4/4 褐 ローム小Ｃ・粒Ａ／粘Ａ、締Ｃ
11 7.5YR4/6 褐 ローム小Ｂ・粒Ａ／粘Ａ、締B
12 7.5YR4/4 褐 ローム小Ａ・粒Ａ／粘Ａ、締B



－ 208 －

遺物出土状況　土師質土器片 51 点（皿１、擂鉢６、内耳鍋 43、甕１）、石器５点（安山岩製石臼１、安山岩

製茶臼１、花崗岩製竪臼１、凝灰岩製砥石１、砂岩製砥石１）、雲母片岩片３点（888.50g）、金属製品 1 点（不

明）が出土している。ほかに混入した土師器片 22 点、須恵器片１点が出土している。１・４・５は中央部周辺、

２は北西壁際の覆土上層から、それぞれ出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀後半と考えられる。

第 192 図　第 137 号井戸跡出土遺物実測図
０ （1:4） 10cm

５

０ （1:3） 10cm
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２

３
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覆土　12 層を確認した。各層にロームブロックやローム粒子、粘土ブロックを含み、不規則な堆積状況であ

ることから、人為堆積である。
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 ［9.2］ 2.9 3.7 長石・石英・金
雲母・赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り・内面ナデ 覆土上層 30％　

２ 土師質土器 擂鉢 ［23.8］ 10.8 ［11.6］長石・石英・雲母 橙 普通 口縁部横ナデ　体部外面弱い縦位ナデ　内面櫛
歯状工具による５条 1 単位の擂目 覆土上層 20％　PL64

煤付着
３ 土師質土器 擂鉢 － （7.4） － 長石・石英・雲母

赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口縁部横ナデ　体部外面弱い縦位ナデ　内面櫛
歯状工具による 7 条の擂目 覆土 ５％　PL64

口縁部に研磨痕

第 115 表　第 137 号井戸跡出土遺物一覧（第 192 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

４ 茶臼 （14.5）（14.5）（11.9）（2.450㎏） 安山岩 上臼　上面破損　下面破損のため擂目条数不明　側面２方向の
研磨痕 覆土上層 PL64

被熱痕
５ 竪臼 28.9 16.5 16.8 16.67㎏ 花崗岩 口縁部上面研磨　体部外面削り痕　内面研磨痕・削り痕　底部

研磨痕・削り痕 覆土上層 PL64

　第 138A 号井戸跡（第 193・194 図）　第 116 表　PL25・64）

位置　調査区 C 区南東部のＪ４f3 区、標高 21 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第138B号井戸跡を掘り込み、第1840・1865号土坑、第44号ピット群Ｐ292・293に掘り込まれている。

第 44 号ピット群 P334 との関係は、不明である。

規模と形状　長軸 2.95 ｍ、短軸 2.55 ｍ、深さ 68㎝の隅丸長方形の掘り込み内に、長径 1.72 ｍ、短径 1.35 ｍの

楕円形を呈している。長径方向はＮ－ 90 で゚ある。断面形は漏斗状と推定でき、確認面から 118㎝までは逆円

錐状に掘り込み、以下は長径 1.04 ｍ、短径 0.82m の円筒状に掘り込んでいる。重機を使用して断ち割り調査

を実施した。確認面からの深さは 254㎝で、底面は円形を呈し、平坦である。基本層序第ⅩⅤ層の上面まで掘り

込んでいるが、湧水点は不明である。

第 193 図　第 138A 号井戸跡実測図
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土層解説
１ 7.5YR3/3 暗褐 ローム中C・小C・粒C、白色粘土大C・小D／粘B、締B
２ 7.5YR4/4 褐 ローム大A’、白色粘土中D／粘B、締B
３ 10YR4/3 にぶい黄褐 ローム中D・小B・粒A、白色粘土粒D／粘B、締B
４ 7.5YR4/3 褐 ローム大B・中A・小D・粒D／粘B、締B
５ 7.5YR6/1 褐灰 ローム粒D’、白色粘土／粘A、締C
６ 7.5YR6/1 灰褐 ローム小D・粒D’、白色粘土大D’・中D・小C・粒C／粘A、締B
７ 7.5YR3/2 黒褐 ローム小D・粒D、白色粘土中D’・小D・粒D／粘A、締B
８ 7.5YR5/6 明褐 白色粘土大C・中C・小B・粒B／粘A、締B
９ 7.5YR5/4 にぶい褐 白色粘土大B・中B・小A・粒A／粘A、締C
10 7.5YR5/8 明褐 白色粘土粒B／粘A、締C
11 7.5GY7/1 明緑灰 白色粘土大C・中C／粘A、締C
12 7.5YR5/2 灰褐 白色粘土大C・中C・小C・粒B／粘A、締B
13 7.5YR5/1 褐灰 白色粘土大C・中C・小A・粒A／粘A、締B
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０ （1:4） 10cm

０ （1:3） 10cm
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遺物出土状況　土師質土器片 40 点（皿 15、擂鉢７、内耳鍋 18）、陶器片１点（甕）、石品４点（安山岩製石臼１、

凝灰岩製砥石２、砂岩製砥石１）、凝灰岩片５点（161.81g）、砂岩片１点（882.29g）、鉄滓１点（12.66g）が出

土している。ほかに混入した土師器片２点、須恵器片４点が出土している。２は南西壁際、３は中央部南西寄

り、４・５は中央部南東寄りの覆土中層から、それぞれ出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀前半と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 6.6 1.9 3.3 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り　内面ナデ 覆土 100％　PL64

油煙付着
２ 土師質土器 皿 6.8 2.2 3.0 長石・石英・雲母・

赤色粒子 にぶい黄橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り　内面ナデ 覆土中層 80％

３ 土師質土器 皿 8.9 2.7 3.8 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り　内面ナデ 覆土中層 90％　PL64

被熱痕
４ 土師質土器 内耳鍋 － （2.7） － 長石・石英・雲母・

赤色粒子 明赤褐 普通 口縁部横ナデ・耳部貼付け・指頭痕　体部外面
弱い縦位ナデ　内面横位ナデ 覆土中層 ５％

煤付着

第 116 表　第 138A 号井戸跡出土遺物一覧（第 194 図）

覆土　13 層を確認した。第１～ 11 層は井筒を抜き取った後の堆積土で、粘土ブロックを多く含むことから人

為堆積である。このうち第１～４層は掘り込みの埋め戻しに伴う覆土で、井筒の抜き取りの際に周辺を掘り込

んだ痕跡と考えられる。第 12・13 層は、井筒を設置した際の埋め土である。

第 194 図　第 138A 号井戸跡出土遺物実測図
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番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

５ 石臼 （14.9） （9.5） 7.4 （1.25㎏） 安山岩 上臼　上面上縁部研磨痕・削り痕・窪部削り痕　側面研磨痕・
削り痕　下面磨滅 覆土中層

６ 砥石 （10.2） （5.2） （3.7）（161.81） 凝灰岩 砥面１面　表面多方向の研磨痕　裏面・側面削り痕 覆土

　第 138B 号井戸跡（第 195 図　PL25）

位置　調査区 C 区南東部のＪ４f3 区、標高 21 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 138A 号井戸、第 1840・1865 号土坑に掘り込まれている。第 44 号ピット群 P334 との関係は、

不明である。

規模と形状　重複していることから、確認した規模は長径 2.90 ｍ、短径 1.88 ｍである。平面形は楕円形と推

定でき、長径方向はＮ－ 72 －゚Ｗである。断面形は漏斗状と推定でき、確認面から 95㎝までは逆円錐状に掘

り込み、以下は推定長径 0.86 ｍ、推定短径 0.76m の円筒状に掘り込んでいる。重機を使用して断ち割り調査

を実施した。確認面からの深さは 372㎝で、底面は円形を呈し、平坦である。基本層序第ⅩⅤ層の底面まで掘り

込んでいるが、湧水点は不明である。

第 195 図　第 138B 号井戸跡実測図
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土層解説
１ 7.5YR2/2 黒褐 ローム粒D’、白色粘土小B・粒A／粘A、締B
２ 7.5YR3/2 黒褐 ローム小C・粒D、白色粘土粒D／粘B、締B
３ 10YR4/3 にぶい黄褐 ローム大D・中C・小B・粒B、白色粘土粒D／粘B、締B
４ 7.5YR2/2 黒褐 ローム粒D、白色粘土小B・粒Ｂ／粘Ｂ、締B
５ 7.5YR3/2 黒褐 ローム小Ｃ・粒C、白色粘土小Ｃ／粘B、締B
６ 7.5YR3/2 黒褐 ローム小Ｃ・粒Ｄ、白色粘土小Ｃ／粘B、締B
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所見　時期は、重複関係から 16 世紀前半以前と考えられる。

覆土　６層を確認した。各層にロームブロックや粘土ブロックを含み、不規則な堆積状況であることから人為堆

積である。

　第 140 号井戸跡（第 196・197 図　第 117 表　PL25・64）

位置　調査区 C 区南部のＪ３g7 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 1875・1907 号土坑を掘り込み、第 1848・1849 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　重複しているが、長径 2.54 ｍ、短径 2.52 ｍの円形である。断面形は漏斗状で、確認面から 170

㎝までは逆円錐状に掘り込み、以下は径 0.96 ｍの円筒状に掘り込んでいる。重機を使用して断ち割り調査を

実施した。確認面からの深さは 332㎝で、底面は円形を呈し、平坦である。基本層序第ⅩⅣ層の途中まで掘り込

んでいるが、湧水点は不明である。

覆土　10 層を確認した。各層にはロームブロックや粘土ブロックを含む層位が多く、不規則な堆積状況である

ことから人為堆積である。

第 196 図　第 140 号井戸跡出土遺物実測図
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土層解説
１ 7.5YR3/2 黒褐 ローム小D・粒C／粘C、締B
２ 7.5YR2/3 極暗褐 ローム大C・中C・小C・粒C／粘C、締B
３ 10YR5/4 にぶい黄褐 砂質粘土大A’／粘C、締B
４ 7.5YR2/3 極暗褐 ローム小Ｂ・粒Ｂ、砂質粘土粒／粘C、締B
５ 7.5YR5/4 にぶい褐 砂質粘土大A／粘B、締A
６ 10YR2/2 黒褐 ローム粒D、白色粘土大D／粘B、締C
７ 10YR6/4 にぶい黄橙 白色粘土大A’／粘A、締A
８ 10YR2/2 黒褐 ローム粒D、炭化粒D／粘B、締B
９ 10YR4/4 褐 ローム大C・中C・小B・粒A、白色粘土小D／粘A、締C
10 7.5YR4/6 褐 ローム粒A’／粘A、締C
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遺物出土状況　土師質土器片 10 点（捏鉢１、内耳鍋９）、石製品１点（花崗岩製五輪塔）、雲母片岩片１点

（13,880ℊ）が出土している。ほかに混入した須恵器片１点が出土している。３は、北壁際の覆土上層から出

土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀後半と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 － （1.3） 4.1 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り 覆土 20％
油煙付着

２ 土師質土器 内耳鍋 － （5.9） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 褐 普通 口縁部横ナデ・浅い返し成形　体部外面弱い縦

位ナデ　内面横位ナデ 覆土 ５％
煤付着

第 117 表　第 140 号井戸跡出土遺物一覧（第 197 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

３ 五輪塔 22.6 22.4 9.9 20.97㎏ 花崗岩 火輪　上面一方向の研磨痕　側面多方向の研磨痕・下端部横位
の研磨痕　下面削り痕・多方向の研磨痕　 覆土上層 PL64

第 197 図　第 140 号井戸跡出土遺物実測図

０ （1:3） 10cm

０ （1:4） 10cm
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　第 141 号井戸跡（第 198・199 図　第 118 表　PL25・64・65）

位置　調査区 C 区中央部の J ３a8 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

第 198 図　第 141 号井戸跡・出土遺物実測図
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土層解説
１ 7.5YR5/4 にぶい褐 ローム大中Ａ・小Ａ／粘B、締Ａ
２ 7.5YR3/2 黒褐 ローム中D・小Ｃ、粘土中D／粘B、締B
３ 7.5YR3/2 黒褐 ローム中D・小D／粘B、締B
４ 7.5YR3/4 暗褐 ローム小Ｃ／粘B、締B
５ 7.5YR3/2 黒褐 ローム中Ｃ・小Ｃ／粘B、締B
６ 7.5YR3/2 黒褐 ローム小D／粘B、締Ａ
７ 10YR4/6 褐 ローム小Ｃ・粒Ａ／粘Ａ、締Ｃ
８ 10YR3/2 暗褐 ローム小Ｃ・粒Ｂ／粘Ａ、締Ｃ
９ 10YR5/6 黄褐 ローム粒Ａ／粘Ａ、締Ｃ
10 10YR5/6 黒褐 白色粘土中C・粒Ｂ／粘Ａ、締Ｃ
11 10YR5/6 黄褐 ローム大Ａ／粘Ａ、締B
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遺物出土状況　土師質土器片４点（擂鉢１、内耳鍋３）、石器１点（安山岩製茶臼）、木製品１点（不明）が出

土している。１・３・４は中央部周辺の覆土中層から、それぞれ出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀後半と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 擂鉢 ［27.8］ 11.9 ［12.0］長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口縁部横ナデ・片口成形　体部弱い縦位ナデ　内

面横位ナデ・串状工具による２条一単位の擂目 覆土中層 10%　PL64

２ 土師質土器 内耳鍋 － （6.9） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 口縁部横ナデ・耳部貼付け・指頭痕　体部外面
弱い縦位ナデ　内面縦位ナデ 覆土 ５%

煤付着

第 118 表　第 141 号井戸跡出土遺物一覧（第 198・199 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

３ 茶臼 （27.0）（14.5） 11.2 （4.70㎏） 安山岩 下臼　上面８～ 13 条一単位の擂目　受皿部削り痕・一部に研
磨痕　下面削り・叩き痕　側面削り痕 覆土中層 PL65

被熱痕・煤付着

第 199 図　第 141 号井戸跡出土遺物実測図

重複関係　第 42 号ピット群 P70 に掘り込まれている。第 1874 号土坑、第 161B 号堀跡との関係は、不明である。

規模と形状　長径 2.00 ｍ、短径 1.90 ｍの不整な円形である。断面形は確認面から 86㎝まではほぼ垂直に、以

下は漏斗状に掘り込んでいる。円筒状の掘り込み口は径 0.78m である。重機を使用して断ち割り調査を実施

した。確認面からの深さは 320㎝で、底面は円形を呈し、平坦である。基本層序第ⅩⅣ層まで掘り込んでいるが、

湧水点は不明である。

覆土　11 層を確認した。各層にロームブロックや粘土ブロックを含み、不規則な堆積状況であることから、

人為堆積である。

０ （1:6） 10cm

４

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 樹　　種 特　　　　徴 出土位置 備　考

４ 不明品 59.2 15.0 8.6 － マツ科マツ属
二葉松類 芯持ち材　切り出し・削り加工　 覆土中層 PL65
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　第 142 号井戸跡（第 200 ～ 202 図　第 119 表　PL25・26・65・66）

位置　調査区 C 区南部のＪ３g8 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 203・204 号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径 1.88 ｍ、短径 1.76 ｍの円形である。断面形は漏斗状で、確認面から 130㎝までは逆円錐状

に掘り込み、以下は長径 1.00m、短径 0.76m の円筒状に掘り込んでいる。壁の上部は、崩落のため西側半部が

抉れている。重機を使用して断ち割り調査を実施した。確認面からの深さは 400㎝で、底面は楕円形を呈し、

平坦である。湧水点は、深さ 340㎝ほどの基本層序第ⅩⅣ層と基本層序第ⅩⅤ層の境付近からで、底面は基本層序

第ⅩⅤ層の途中まで掘り込んでいる。

覆土　11 層を確認した。各層にロームブロックや粘土ブロックを含み、不規則な堆積状況であることから、

人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片 12 点（皿２、擂鉢１、内耳鍋９）、木製品４点（曲物２、不明品２）が出土して

いる。ほかに混入した土師器片２点が出土している。２は、中央部西寄りの覆土中層から出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀前半と考えられる。

第 200 図　第 142 号井戸跡・出土遺物実測図
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土層解説
１ 7.5YR3/3 暗褐 ローム中Ｃ・小Ｃ・粒C、焼土粒Ｄ／粘B、締Ａ
２ 7.5YR4/6 褐 ローム中Ｃ・小Ｃ・粒Ａ／粘Ａ、締Ａ
３ 7.5YR4/4 褐 ローム中Ｃ・粒C、白色粘土大Ｂ・粒Ａ／粘Ａ、締B
４ 7.5YR5/2 灰褐 砂質粘土粒Ａ／粘B、締Ａ
５ 7.5YR2/3 極暗褐 ローム中Ｃ・小Ｃ・粒Ｂ／粘B、締Ｃ
６ 7.5YR3/4 暗褐 ローム大C・中Ｂ・小Ｂ・粒Ｂ／粘B、締Ｃ
７ 7.5YR5/3 にぶい褐 砂質粘土中Ａ／粘Ｃ、締Ａ
８ 7.5YR6/2 灰褐 白色粘土中Ａ／粘Ａ、締B
９ 7.5YR5/6 明褐 ローム中Ｃ・小Ｂ・粒Ａ／粘Ａ、締Ｃ
10 7.5YR3/2 黒褐 ローム粒C／粘Ｃ、締Ｃ
11 7.5YR4/4 褐 ローム小Ｂ・粒Ａ／粘Ａ、締Ｃ
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第 201 図　第 142 号井戸跡出土遺物実測図⑴
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０ （1:3） 10cm
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 － （1.9） ［4.2］ 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り・板目痕　内面ナデ 覆土 20％

２ 土師質土器 内耳鍋 ［38.4］（9.7） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部横ナデ・耳部貼付け・深い返し成形　体部

外面弱い縦位ナデ　内面横位ナデ 覆土中層 20％　PL66
煤付着

第 119 表　第 142 号井戸跡出土遺物一覧（第 200 ～ 202 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 樹　　種 特　　　　徴 出土位置 備　考

３ 曲物 19.8 － 1.6 － － 板目　蓋板ヵ　切り出し・削り加工　外面削り痕　 覆土 PL65
漆付着ヵ

４ 曲物 （19.1） － 1.2 － － 板目　底板ヵ　切り出し・削り加工　内外面劣化 覆土

５ 不明品 68.2 18.2 4.8 － － 柾目　切り出し・削り加工　一部腐食 覆土 PL65

６ 不明品 75.0 13.2 9.0 － － 芯持ち材　切り出し・削り加工　一部未加工 覆土 PL65

　第 145 号井戸跡（第 203 図　第 120 表　PL26・66）

位置　調査区 C 区南東部のＪ４j4 区、標高 21 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

０ （1:6） 10cm

６

第 202 図　第 142 号井戸跡出土遺物実測図⑵
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０ （1:60） ２ｍ

０ （1:3） 10cm
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土層解説
１ 10YR3/2 黒褐 ローム大C・中Ｂ・小Ａ・粒Ｄ、白色粘土大Ａ・中Ａ・小Ａ・粒Ｃ／粘Ａ、締Ａ
２ 10YR3/2 黒褐 ローム大C・中Ｂ・小Ａ・粒Ｄ、白色粘土大Ａ・中Ａ・小Ａ・粒Ｃ／粘Ａ、締Ａ
３ 7.5YR3/1 黒褐 ローム大C・中Ｂ・小Ａ・粒Ｄ、白色粘土大Ａ・中Ａ・小Ａ・粒Ｃ／粘Ａ、締Ａ
４ 7.5YR3/2 黒褐 ローム大C・中Ｃ・小Ａ・粒Ｄ、白色粘土大Ａ・中Ａ・小Ａ・粒Ｄ／粘Ａ、締Ａ
５ 7.5YR3/1 黒褐 ローム大C・中Ｂ・小Ａ・粒Ｄ、白色粘土大Ａ・中Ａ・小Ａ・粒Ｃ／粘Ａ、締B
６ 10YR5/4 にぶい黄褐 白色粘土中Ｂ・粒Ａ／粘Ａ、締Ｃ
７ 10YR6/6 明黄褐 黄褐色粘土粒Ａ／粘Ａ、締Ｃ
８ 2.5Y4/1 黄灰 腐食土層、粘土粒Ａ／粘Ａ、締Ｃ

第 203 図　第 145 号井戸跡・出土遺物実測図



－ 220 －

遺物出土状況　土師質土器片 54 点（擂鉢７、内耳鍋 33、甕 14）、陶器片２点（大皿、甕）が出土している。

２は北壁際の覆土中層から、３は中央部東壁寄りの覆土上層からそれぞれ出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀前半と考えられる。４は 15 世紀後葉の古瀬戸の大皿の破片であることか

ら、伝製品の廃棄や混入と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 擂鉢 － （7.7） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口縁部横ナデ　体部外面弱い縦位ナデ　内面横
ナデ・櫛歯状工具による３条の擂目 覆土 ５％

２ 土師質土器 内耳鍋 － （10.0） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 明赤褐 普通 口縁部横ナデ・浅い返し成形　体部外面弱い縦

位ナデ　内面横位ナデ 覆土中層 ５％　PL66
煤付着

３ 土師質土器 内耳鍋 － （17.3） － 長石・石英・金雲母・
赤色粒子 橙 普通 口縁部横ナデ・耳部貼付け・浅い返し成形　体

部外面弱い縦・斜位ナデ　内面横ナデ 覆土上層 10％
煤付着

第 120 表　第 145 号井戸跡出土遺物一覧（第 203 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

４ 陶器 大皿 － （6.0） － 緻密・灰白 ロクロ成形　漬け掛け 灰釉 瀬戸・美濃 覆土 ５％

重複関係　第 193 号井戸跡を掘り込んでいる。第 1421 号土坑との関係は不明である。

規模と形状　長径 2.28 ｍ、短径 2.20 ｍの円形で、断面形は漏斗状である。確認面から 110㎝までは逆円錐状

に掘り込み、以下は長径 1.10m、短径 0.90m の円筒状に掘り込んでいる。重機を使用して断ち割り調査を実施

した。確認面からの深さは 228㎝で、底面は楕円形を呈し、平坦である。湧水点は、深さ 190㎝ほどの基本層

序第ⅩⅣ層中からで、底面は基本層序第ⅩⅤ層の途中まで掘り込んでいる。

覆土　８層を確認した。１〜７層はロームブロックや粘土ブロックを多量に含み、不規則な堆積状況であるこ

とから、人為堆積である。第８層は木片などを含む腐食土層である。

　第 147 号井戸跡（第 204 図　第 121 表　PL26）

位置　調査区 C 区南東部のＪ４f4 区、標高 21 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 1974 号土坑、第 44 号ピット群 P489・P490・P502・P503・P509・P510 に掘り込まれている。

規模と形状　径 2.24 ｍの円形で、断面形は漏斗状である。確認面から 80㎝までは逆円錐状に掘り込み、以下

は径 90m の円筒状に掘り込んでいる。重機を使用して断ち割り調査を実施した。確認面からの深さは 250㎝で、

底面は円形を呈し、平坦である。湧水点は、深さ 140㎝ほどの、基本層序第ⅩⅢ層と基本層序第ⅩⅣ層の境付近と、

深さ 200㎝ほどの基本層序第ⅩⅣ層と基本層序第ⅩⅤ層の境付近の２地点からで、底面は基本層序第ⅩⅤ層まで掘り

込んでいる。

覆土　13 層を確認した。各層にロームブロックや白色粘土ブロックを含み、不規則な堆積状況であることから、

人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片 15 点（内耳鍋）、雲母片岩片１点（85.58g）が出土している。１・３は中央部付近、

２は北壁際の覆土中層から出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀前半と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 内耳鍋 ［34.0］（11.5） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 暗赤褐 普通 口縁部横ナデ　内面に弱い返り成形　体部外面

弱い縦位ナデ　内面横位ナデ 覆土中層 20％
煤付着

２ 土師質土器 内耳鍋 － （10.8） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 暗赤褐 普通 口縁部横ナデ　体部外面弱い縦位ナデ・指頭痕

内面横位ナデ 覆土中層 10％
煤付着

３ 土師質土器 内耳鍋 － （7.0） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部横ナデ・耳部貼付け　体部外面弱い縦位

ナデ・指頭痕　内面横位ナデ 覆土中層 ５％
煤付着

第 121 表　第 147 号井戸跡出土遺物一覧（第 204 図）
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０ （1:60） ２ｍ

０ （1:3） 10cm

J４f4
S１m

１
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３ ４

５６
７

８

９
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11
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１ ２３

基本層序Ⅸ

基本層序Ⅹ

基本層序Ⅺ

基本層序Ⅻ

基本層序ⅩⅢ

基本層序ⅩⅣ

基本層序ⅩⅤ

基本層序ⅩⅥ

湧水点

２

３１

SK1974

A A′
21.4m

B B′
21.4m

A A′

B

B
′

１

２

３

土層解説
１ 10YR3/4 暗褐 ローム小D・粒C、炭化粒Ｄ、白色粘土小Ｃ／粘B、締Ａ
２ 10YR3/4 暗褐 ローム中Ｃ・粒C／粘B、締Ｃ
３ 10YR4/6 褐 ローム中Ｃ・小Ｃ・粒Ａ／粘B、締Ａ
４ 7.5YR4/6 褐 ローム大Ｂ・粒Ａ／粘Ａ、締Ａ
５ 7.5YR4/3 褐 ローム粒C、白色粘土中Ｃ／粘Ａ、締Ａ
６ 7.5YR4/4 褐 ローム中Ｃ・小Ｃ・粒Ｂ、焼土粒C、炭化粒Ｄ／粘Ａ、締Ａ
７ 7.5YR4/6 褐 ローム中Ｂ、炭化粒C、／粘Ａ、締Ａ
８ 10YR3/4 暗褐 ローム中Ｃ・小Ｃ・粒C、炭化粒Ｄ／粘B、締Ａ
９ 7.5YR4/4 褐 ローム中D・小Ｃ・粒Ｂ、白色粘土小D／粘B、締B
10 7.5YR4/6 褐 白色粘土中C、小Ｂ・粒Ａ／粘Ａ、締Ａ
11 7.5YR4/2 灰褐 白色粘土粒Ａ／粘Ａ、締Ｃ
12 7.5YR4/3 褐 白色粘土小Ａ／粘Ａ、締Ｃ
13 7.5YR4/4 褐 白色粘土大Ａ／粘Ａ、締Ａ

第 204 図　第 147 号井戸跡・出土遺物実測図
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位置　調査区 C 区南部のＪ３b7 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 1828 号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径 1.62 ｍ、短径 1.60 ｍの円形である。断面形は漏斗状で、確認面から 210㎝までは逆円錐状

に掘り込み、以下は径 0.62 ｍの円筒状に掘り込んでいる。重機を使用して断ち割り調査を実施した。確認面

からの深さは 322㎝で、底面は円形を呈し、平坦である。湧水点は、深さ 210㎝ほどの基本層序第Ⅻ層と基本

層序第ⅩⅢ層付近で、底面は基本層序第ⅩⅣ層の途中まで掘り込んでいる。

覆土　６層を確認した。各層にロームブロックを含み、不均質な層位であることから人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片７点（皿１、擂鉢２、内耳鍋４）、瓦質土器片１点（擂鉢）、花崗岩片１点（14.08g）

が出土している。ほかに混入した土師器片５点が出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀後半と考えられる。

第 205 図　第 149 号井戸跡・出土遺物実測図

　第 149 号井戸跡（第 205 図　第 122 表　PL26・66）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 ［9.6］ 2.7 ［6.2］ 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り　内面ナデ 覆土 25％　PL66

２ 瓦質土器 擂鉢 － （3.9） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子

にぶい
黄褐 普通 口縁部横ナデ　体部内面横位ナデ・板状工具に

よる 11 条一単位の擂目 覆土 ５％　PL66

第 122 表　第 149 号井戸跡出土遺物一覧（第 205 図）

０ （1:60） ２ｍ

０ （1:3） 10cm
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E１m

１
２

３

４

５

６

基本層序Ⅸ

基本層序Ⅹ

基本層序Ⅺ

基本層序Ⅻ

基本層序ⅩⅢ

基本層序ⅩⅣ

湧水点

SK1828

A A′
22.2m

B B′
22.2m

A
A
′

B B′

１
２

土層解説
１ 7.5YR3/3 暗褐 ローム小D／粘B、締B
２ 7.5YR3/3 暗褐 ローム小C／粘B、締B
３ 7.5YR3/2 黒褐 ローム中D・小C／粘B、締B
４ 7.5YR3/2 黒褐 ローム中D・小D／粘B、締B
５ 7.5YR3/2 暗褐 ローム中C／粘B、締B
６ 7.5YR3/3 黒褐 ローム小D／粘B、締B
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　第 152 号井戸跡（第 206 図　第 123 表　PL26）

位置　調査区 C 区南部のＪ３e8 区、標高 21 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 41 号ピット群 P246・P356 に掘り込まれている。

規模と形状　長径 1.12 ｍ、短径 1.00 ｍの楕円形で、長径方向はＮ－ 42 －゚Ｅである。断面形は円筒状である。

壁の中部は、崩落のため北西部が抉れている。重機を使用して断ち割り調査を実施した。確認面からの深さは

336㎝で、底面は円形を呈し、平坦である。基本層序第ⅩⅢ層まで掘り込んでいるが、湧水点は不明である。

覆土　６層を確認した。各層にロームブロックや粘土ブロックを含み、不規則な堆積状況であることから、人

為堆積である。

０ （1:60） ２ｍ

０ （1:3） 10cm

J３e9

１
２
３

４５

６

基本層序Ⅹ

基本層序Ⅺ

基本層序Ⅻ

基本層序ⅩⅢ

PG41
P356

PG41
P246

A A′
21.8m

B B′
21.8m

A

A′

B

B′

１

２

土層解説
１ 7.5YR3/4 暗褐 ローム粒Ｂ／粘B、締Ａ
２ 7.5YR4/3 褐 ローム中Ｃ・小Ｂ・粒Ｂ、白色粘土中D／粘B、締Ｃ
３ 7.5YR4/4 褐 ローム粒Ｂ、白色粘土粒D／粘B、締Ｃ
４ 7.5YR4/4 褐 ローム小Ｃ・粒C／粘B、締Ｃ
５ 7.5YR4/3 褐 ローム粒Ｂ、白色粘土中Ｃ／粘B、締Ｃ
６ 7.5YR3/3 暗褐 ローム小Ｃ・粒Ｂ／粘B、締Ｃ 

第 206 図　第 152 号井戸跡・出土遺物実測図

遺物出土状況　土師質土器片７点（皿１、擂鉢１、内耳鍋５）が出土している。

所見　時期は、出土土器から 15 世紀後半と考えられる。

第 123 表　第 152 号井戸跡出土遺物一覧（第 206 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 － （2.1） ［5.2］ 長石・石英・赤色
粒子 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り 覆土 ５％

２ 土師質土器 内耳鍋 － （6.5） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口縁部横ナデ・耳部貼付け・内面返り成形　体
部外面縦位ナデ　内面横位ナデ 覆土 ５％

煤付着



－ 224 －

位置　調査区 C 区南東部の K ４c5 区、標高 21 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 2043 号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径 3.10 ｍ、短径 2.41 ｍの楕円形で、長径方向はＮ－ 88 －゚Ｅである。断面形は漏斗状で、確

認面から 50㎝までは逆円錐状に掘り込み、以下は長径 1.78 ｍ、短径 1.20m の円筒状に掘り込んでいる。重機

を使用して断ち割り調査を実施した。確認面からの深さは 395㎝で、底面は楕円形を呈し、平坦である。基本

層序第ⅩⅤ層の途中まで掘り込んでいるが、湧水点は不明である。

覆土　12 層を確認した。各層にロームブロックや粘土ブロックを含み、不規則な堆積状況であることから人為

堆積である。

第 207 図　第 153 号井戸跡・出土遺物実測図

　第 153 号井戸跡（第 207 図　第 124 表　PL26・66）
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１

土層解説　　 　
１　7.5YR4/1 褐灰 ローム中B・小B・粒B、炭化粒D、白色粘土中C・小B・粒B／粘A、締A’
２　7.5YR4/2 灰褐 ローム大D・中C・小B・粒B、炭化粒C、白色粘土大B・中B・小B・粒D／粘A、締A’
３　7.5YR3/1 黒褐 ローム大D・中D・小C・粒D’、白色粘土大C・中C・小D・粒D／粘A、締B
４　7.5YR3/1 黒褐 ローム大D・中C・小C・粒C、白色粘土大C・中C・小D・粒D／粘A、締A
５　５YR2/1 黒褐 ローム大C・中B・小B・粒B、白色粘土大D・中B・小B・粒A／粘A、締A
６　7.5YR3/1 黒褐 ローム大B・中D・小C・粒C、白色粘土大C・中C・小B・粒B／粘A、締B
７　7.5YR4/1 褐灰 ローム大C・中B・小B・粒C、白色粘土大A・中B・小C・粒B／粘A、締B
８　7.5YR2/1 黒 ローム大C・中C・小D・粒D、白色粘土大A・中B・小C・粒C／粘A’、締B
９　7.5YR4/1 褐灰 ローム大D・中C・小D・粒D、白色粘土大A・中B・小B・粒B／粘A、締C’
10　7.5YR1.7/1 黒 ローム小D・粒D、炭化粒D、白色粘土大Ｄ・粒D／粘A’、締B
11　7.5YR5/1 褐灰 ローム粒D、白色粘土大Ｄ・粒D、砂質粘土Ａ’／粘B、締C
12　7.5YR2/1 黒 ローム小D・粒D、白色粘土大Ｄ・粒D／粘B、締C
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遺物出土状況　土師質土器片５点（内耳鍋）が出土している。ほかに混入した土師器片１点が出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀前半と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 内耳鍋 － （7.9） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい褐 普通 口縁部横ナデ・内面返り成形　体部外面縦・斜

位ナデ　内面横位ナデ 覆土 10％　PL66
煤付着

第 124 表　第 153 号井戸跡出土遺物一覧（第 207 図）

位置　調査区 C 区南東部の K ４g6 区、標高 20 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 156 号井戸跡を掘り込み、第 91A・B 号堀、第 208 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　重複していることから、確認した規模は南北径 1.43 ｍ、東西径 1.45 ｍである。平面形は円形と

推定できる。断面形は漏斗状で、確認面から 80㎝までは逆円錐状に掘り込み、以下は径 0.82 ｍの円筒状に掘

り込んでいる。重機を使用して断ち割り調査を実施した。確認面からの深さは 316㎝で、底面は円形を呈し、

平坦である。基本層序第ⅩⅣ層の途中まで掘り込んでいるが、湧水点は不明である。

覆土　単一層を確認した。粘土ブロックを含むことから人為堆積である。

第 208 図　第 154 号井戸跡・出土遺物実測図

　第 154 号井戸跡（第 208 図　第 125 表　PL66）

０ （1:60） ２ｍ

０ （1:3） 10cm
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土層解説
１ 7.5YR4/2 灰褐 粘土中Ｃ／粘A、締B
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第 125 表　第 154 号井戸跡出土遺物一覧（第 208 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 ［7.9］ 2.5 ［4.0］ 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 ロクロナデ　 覆土 ５％

２ 土師質土器 壺 ［16.6］（11.8） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 明赤褐 普通 口縁部横ナデ　体部外面縦・斜位ナデ　内面縦・

横位ナデ 覆土 30％　PL66

遺物出土状況　土師質土器片 21 点（皿１、内耳鍋 17、壺３）、陶器片１点（甕）、土製品１点（羽口）、石器１点（砥

石）、雲母片岩片１点（40.87g）が出土している。

所見　時期は、出土土器や重複関係から 15 世紀後半と考えられる。

位置　調査区 C 区南東部の K ４b9 区、標高 20 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 1627 号土坑を掘り込み、第 221 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　重複していることから、確認した規模は長径 2.39 ｍ、短径 1.92 ｍである。平面形は楕円形と推

定でき、長径方向はＮ－７ －゚Ｗである。断面形は漏斗状で、確認面から 110㎝までは逆円錐状に掘り込み、

以下は長径 1.12 ｍ、短径 0.96m の円筒状に掘り込んでいる。重機を使用して断ち割り調査を実施した。確認

面からの深さは 442㎝で、底面は円形を呈し、平坦である。

覆土　７層を確認した。各層に粘土ブロックを含み、不規則な堆積状況であることから人為堆積である。

第 209 図　第 165 号井戸跡実測図

　第 165 号井戸跡（第 209・210 図　第 126 表　PL27・66）

遺物出土状況　土師質土器片２点（内耳鍋）、磁器片１点（皿）、砂岩片１点（80.00g）が出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀前半と考えられる。

０ （1:60） ２ｍ
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３
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７
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A A′
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A

A
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土層解説
１ ５YR3/1 オリーブ黒 白色粘土大C・中C・小D・粒D／粘A、締A
２ ５YR3/2 オリーブ黒 白色粘土大D・中D・小B・粒C／粘A、締A
３ ５YR2/1 黒 白色粘土中D・小D・粒D／粘A、締B
４ ５YR4/1 灰 白色粘土小D・粒D／粘A、締A
５ ５BR3/1 暗青灰 白色粘土中D・小D／粘A、締A
６ ５BR2/1 青黒 白色粘土粒D／粘A、締B
７ ５BR2/1 青黒 白色粘土粒D／粘A、締C
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 内耳鍋 － （9.5） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部横ナデ・内面返し成形　体部外面弱い縦

位ナデ　内面横位ナデ 覆土 ５％　PL66
煤付着

２ 土師質土器 内耳鍋 － （11.5） － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 口縁部横ナデ・内面返し成形　体部外面弱い縦
位ナデ　内面横位ナデ 覆土 ５％　PL66

煤付着

第 126 表　第 165 号井戸跡出土遺物一覧（第 210 図）

第 210 図　第 165 号井戸跡出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

３ 磁器 皿 － （1.3） ［6.0］ 緻密・灰白 染付　底部削り出し　見込二重圏円・
芭蕉葉文ヵ　外面圏円文・草花文ヵ

呉須
透明釉

中国産
福建省系窯ヵ 覆土 10％　PL66

　第 166 号井戸跡（第 211 図　第 127 表　PL27・67）

位置　調査区 C 区南東部のＪ４a8 区、標高 21 ｍほどの台地傾斜面部に位置している。

重複関係　第 2035 号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径 1.24 ｍ、短径 1.08 ｍの楕円形で、長径方向はＮ－９ －゚Ｗである。確認面から 30 〜 70㎝ま

では崩落のため内湾状に抉れ、以下は円筒状に掘り込んでいる。確認面からの深さは 170㎝である。底面は円

形を呈し、平坦である。湧水点は、深さ 110㎝ほどの基本層序第ⅩⅢ層と基本層序第ⅩⅣ層の境付近からで、底面

は基本層序第ⅩⅣ層の途中まで掘り込んでいる。

覆土　６層を確認した。第１〜５層は、ロームブロックや粘土ブロックを含み、不規則な堆積や厚い堆積がみら

れることから、人為堆積である。第６層は腐食土層である。

遺物出土状況　土師質土器片１点（皿）、銭貨 19 点が出土している。ほかに混入した土師器片８点、須恵器片

１点が出土している。１～４は中央部周辺の覆土中層から癒着した状態で出土している。１については、保存

処理委託の際に可能なものについては分離作業をおこなっている。

０ （1:3） 10cm

１

２

３
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第 211 図　第 166 号井戸跡・出土遺物実測図

０ （1:60） ２ｍ

０ （2:3） ４cm
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１-４・５（２枚溶着）

１-７・８（２枚溶着）

１-６

１-９

溶着線

土層解説
１ 10YR3/2 黒褐 ローム中D・粒D／粘B、締B
２ 10YR2/3 黒褐 ローム大C・中D・小D、炭化粒D／粘B、締B
３ 10YR2/2 黒褐 ローム小C・粒C／粘B、締B
４ 10YR2/1 黒 白色粘土小Ｄ、ローム粒Ｄ／粘B、締Ｃ
５ 10YR4/6 褐 黄褐色粘土大Ａ／粘Ａ、締Ｃ
６ 10YR2/2 黒褐 腐食土層／粘B、締Ｃ
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第 127 表　第 166 号井戸跡出土遺物一覧（第 211 図）

番号 銭　種 径 孔幅 厚さ 重量 材質 初鋳年 特　　　　徴 出土位置 備　考

１－１ 紹聖通寳 2.4 0.7 0.1 2.31 銅 1049 北宋銭　篆書体 覆土中層 PL67

１－２ 元豊通寳 2.3 0.7 0.2 3.83 銅 1078 北宋銭　篆書体 覆土中層 PL67

１－３ 淳熈元寳 2.3 0.7 0.2 2.44 銅 1174 南宋銭　真書体　裏面月星 覆土中層 PL67

１－４ 開元通寳 2.3 0.7 0.1 銅 960 唐銭　隷書体　１－５と癒着 覆土中層 PL67

１－５ 開元通寳 2.3 0.7 0.1 6.42 銅 960 唐銭　隷書体　１－４と癒着 覆土中層 PL67

１－６ 治平元寳 2.4 0.7 0.2 3.60 銅 1064 北宋銭　真書体 覆土中層 PL67

１－７ 不明 2.4 0.7 0.1 銅 － １－８と癒着 覆土中層 PL67

１－８ 聖宋元寳 2.4 0.6 0.1 7.43 銅 1101 北宋銭　行書体　１－７ 覆土中層 PL67

１－９ 政和通寳 2.4 0.6 0.1 2.93 銅 1111 北宋銭　隷書体　裏面に癒着痕 覆土中層 PL67

２－１ 天聖元寳 2.4 0.8 0.1 銅 1023 北宋銭　篆書体　２－２・３と癒着 覆土中層 PL67

２－２ 不明 2.4 － 0.1 銅 － ２－１・３と癒着 覆土中層 PL67

２－３ 元豊通寳 2.4 0.7 0.1 7.62 銅 1078 北宋銭　行書体　２－２・３と癒着 覆土中層 PL67

３－１ 元豊通寳 2.3 0.8 0.1 銅 1078 北宋銭　行書体　３－１・２と癒着 覆土中層 PL67

３－２ 不明 2.4 － 0.1 銅 － ３－１・３と癒着 覆土中層 PL67

３－３ 不明 2.5 0.7 0.1 7.09 銅 － ３－１・２と癒着 覆土中層 PL67

４－１ 景徳元寳 2.5 0.7 0.1 銅 1004 北宋銭　真書体　４－２・３と癒着 覆土中層 PL67

４－２ 不明 2.4 － 0.1 銅 － ４－１・３と癒着 覆土中層 PL67

４－３ 嘉祐通寳 2.3 0.7 0.1 7.43 銅 1056 北宋銭　真書体　４－１・２と癒着 覆土中層 PL67

所見　時期は、出土土器や遺構の分布状況から、16 世紀代と考えられる。多くの銭貨が出土していることから、

本跡を廃絶する際に何らかの儀礼をおこなった可能性がある。

位置　調査区 C 区南東部の K ４b8 区、標高 19 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 169 号井戸跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径 2.12 ｍ、短径 1.87 ｍの楕円形で、長径方向はＮ－ 88 －゚ W である。断面形は漏斗状で、確

認面から 80㎝までは逆円錐状に掘り込み、以下は長径 1.20 ｍ、短径 0.76m の円筒状に掘り込んでいる。重機

を使用して断ち割り調査を実施した。確認面からの深さは 230㎝で、底面は楕円形を呈し、平坦である。基本

層序第ⅩⅧ層の途中まで掘り込んでいるが、湧水点は不明である。

覆土　12 層を確認した。各層に粘土ブロックを含み、不規則な堆積状況であることから人為堆積である。

　第 168 号井戸跡（第 212 図　第 128 表　PL27・67）

遺物出土状況　土師質土器片 14 点（皿３、擂鉢１、内耳鍋 10）、陶器片３点（丸皿２、皿１）、石器３点（凝

灰岩製砥石２、雲母片岩製台石ヵ１）、瑪瑙片１点（8.05g）、雲母片岩片２点（957.03g）、凝灰岩片１点（200.48g）

が出土している。ほかに混入した土師器片１点、須恵器片１点が出土している。２・４は北壁際、３は東壁際

の覆土中層から、それぞれ出土している。３は、破損後に被熱痕を受けている。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀後葉から 17 世紀前葉と考えられる。
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 ［9.1］ 2.3 4.5 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り　内面ナデ 覆土 30％　PL67

煤付着

第 128 表　第 168 号井戸跡出土遺物一覧（第 212 図）

第 212 図　第 168 号井戸跡・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

２ 陶器 丸皿 ［10.8］ 2.2 6.2 緻密・灰オリーブ ロクロ成形　底部削り出し 灰釉 瀬戸・美濃 覆土中層 60％

３ 陶器 丸皿 11.8 2.4 6.8 緻密・灰白 ロクロ成形　底部削り出し 灰釉 瀬戸・美濃 覆土中層 75％　PL67
被熱痕

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

４ 砥石 （8.3） 2.4 1.6 （55.10） 凝灰岩 砥面２面　表裏面多方向の研磨痕　側面削り痕 覆土中層 PL67

０ （1:60） ２ｍ

０ （1:3） 10cm
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土層解説　　 　
１　7.5YR3/3　暗褐 灰白色粘土小D／粘B、締B
２　7.5YR3/3　暗褐 灰白色粘土小C／粘B、締B
３　7.5YR3/3　暗褐 灰白色粘土中C小C／粘B、締B
４　7.5YR3/3　暗褐 灰白色粘土小B／粘B、締B
５　7.5YR4/2　灰褐 灰白色粘土小C／粘A、締B
６　7.5YR4/2　灰褐 灰白色粘土中D・小C／粘A、締B
７　7.5YR4/2　灰褐 灰白色粘土小D／粘B、締B
８　7.5YR4/1　褐灰 褐色粘土小C、灰白色粘土小B／粘B、締B
９　7.5YR6/1　褐灰 砂質粘土／粘A、締A
10　7.5YR4/1　褐灰 灰白色粘土小D／粘A、締B
11　7.5YR5/8　明褐 褐色粘土中C／粘A、締C
12　7.5YR2/2　黒褐 灰褐色粘土主体／粘A、締C



－ 231 －

位置　調査区 C 区南東部の K ４b8 区、標高 19 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

　第 169 号井戸跡（第 213・214 図　第 129 表　PL27・67・68）

第 213 図　第 169 号井戸跡・出土遺物実測図

０ （1:60） ２ｍ

０ （1:3） 10cm
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土層解説　　 　
１　7.5YR3/3　暗褐 ローム小C、灰白色粘土小D／粘B、締A
２　7.5YR3/3　暗褐 灰白色粘土中D／粘B、締A
３　7.5YR2/3　極暗褐 灰白色粘土小D／粘B、締A
４　7.5YR3/2　黒褐 ローム小D、灰白色粘土小D／粘B、締A
５　7.5YR5/6　明褐 褐色粘土小B／粘A、締A
６　7.5YR6/8　橙 明褐色粘土小B／粘A、締B
７　7.5YR3/2　黒褐 褐色粘土小C／粘A、締B
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重複関係　第 217 号溝跡を掘り込み、第 168 号井戸に掘り込まれている。

規模と形状　重複していることから、確認した規模は南北径 1.40 ｍ、東西径 1.30 ｍである。平面形は楕円形

と推定でき、長径方向はＮ－ 70 －゚Ｗである。断面形は漏斗状で、確認面から 60㎝までは逆円錐状に掘り込み、

以下は長径 0.90 ｍ、短径 0.76m の円筒状に掘り込んでいる。重機を使用して断ち割り調査を実施した。確認

面からの深さは 160㎝で、底面は円形で凹凸がある。基本層序第ⅩⅧ層の途中まで掘り込んでいるが、湧水点は

不明である。

覆土　７層を確認した。各層に粘土ブロックを含み、第１～５層が版築のような引き締まった層位であることか

ら人為堆積である。

第 214 図　第 169 号井戸跡出土遺物実測図

遺物出土状況　土師質土器片 23 点（擂鉢２、内耳鍋 21）、陶器片２点（天目茶碗１、片口鉢１）、石器６点（安

山岩製石臼１、雲母片岩製砥石４、砂岩製砥石１）、木製品４点（漆器椀１、鍋蓋ヵ１、栓１、不明品１）、雲

０ （1:3） 10cm
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第 129 表　第 169 号井戸跡出土遺物一覧（第 213・214 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

２ 陶器 天目茶碗 ［11.7］ 5.3 ［6.2］ 緻密・にぶい褐 ロクロ成形　体部下端削り出し 褐釉 瀬戸・美濃 覆土下層 20％　PL67

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

３ 砥石 （146） 8.6 5.0 （673.19） 砂岩 砥面２面　表面二方向の研磨痕　裏面自然面 覆土 PL67
被熱痕

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 内耳鍋 ［33.4］ 9.4 28.8 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部横ナデ・耳部貼付け　体部縦・横位ナデ

外面に指頭痕　底部板目痕 覆土中層 50％　PL67
煤付着

番号 器　種 口径 器高 底径 重量 樹　　種 特　　　　徴 出土位置 備　考

４ 漆器椀 － （3.8） ［6.4］ － － 竪木取り　ロクロ挽き　外面黒漆　内面茶漆　 覆土

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 樹　　種 特　　　　徴 出土位置 備　考

５ 鍋蓋ヵ （19.7） （7.9） 1.4 － スギ科スギ属
スギ 板目　上面中央部穿孔２か所・線条痕 覆土下層 PL68

燃焼による煤
６ 栓 （8.4） 3.2 2.8 － － 木取り不明　両端部切断　側面削り痕　 覆土 PL68

７ 不明品 9.6 径
6.2 － － － 両端部切断　側面ホゾ孔加工痕 覆土

　第 170 号井戸跡（第 215 ～ 217 図　第 130 表　PL27・68・69）

位置　調査区 C 区南東部のＪ４d8 区、標高 20 ｍほどの緩斜面部に位置している。

重複関係　第 217 号溝跡との関係は、不明である。

規模と形状　重複していることから、確認できた規模は南北径 2.28 ｍ、東西径 1.80 ｍである。平面形は円形

と推定できる。断面形は漏斗状で、確認面から 100㎝までは逆円錐状に掘り込み、以下は径 0.80m の円筒状に

掘り込んでいる。重機を使用して断ち割り調査を実施した。確認面からの深さは 240㎝で、底面は円形を呈し、

平坦である。湧水点は、深さ 190㎝ほどの基本層序第Ⅻ層と基本層序第ⅩⅢ層の境付近からで、底面は基本層序

第ⅩⅣ層の途中まで掘り込んでいる。

覆土　10層を確認した。各層にロームブロックや粘土ブロック、粘土粒子を含み、不規則な堆積状況であること

から、人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片 70 点（皿４、擂鉢 14、内耳鍋 49、甕２、風炉ヵ１）、瓦質土器片１点（擂鉢）

陶器片 11 点（天目茶碗３、鉄絵皿１、片口鉢２、甕５）、石器 13 点（花崗岩製石臼１、安山岩製石臼１、雲

母片岩製砥石５、砂岩製砥石３、凝灰岩製砥石３）、石製品３点（花崗岩製五輪塔２、花崗岩製宝篋印塔１）、

雲母片岩片２点（17.24g）、砂岩片１点（73.98g）、凝灰岩片１点（229.72g）、木製品２点（箱物、木材）、鉄滓

２点（244.60g）が出土している。ほかに混入した土師器片１点、須恵器片１点が出土している。１は南壁際

の覆土上層、３～ 10 は中央部周辺の覆土中層、11・13・14 は中央部周辺の底面、15 は中央部周辺の覆土下層

から、それぞれ出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀後葉から 17 世紀前葉と考えられる。

母片岩片１点（2,405.57g）、安山岩片１点（168.20g）、凝灰岩片１点（168.33g）が出土している。ほかに混入

した瓦片１点（丸瓦）が出土している。１は中央部周辺の覆土中層から散在した状態で出土している。２は、

中央部南東壁際の覆土下層、５は南壁際の覆土下層から、それぞれ出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀後半と考えられる。
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第 215 図　第 170 号井戸跡・遺物実測図

０ （1:3） 10cm
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土層解説
１ 7.5YR4/4 褐 ローム小C・粒C、白色粘土中D・小Ｂ、炭化粒C／粘B、締Ａ
２ 7.5YR4/2 灰褐 白色粘土小Ｂ・粒Ｂ／粘Ａ、締Ａ
３ 7.5YR4/3 褐 白色粘土粒Ｄ／粘Ｂ、締Ｂ
４ 7.5YR4/3 灰褐 白色粘土中Ｄ・粒Ｃ／粘Ａ、締B
５ 7.5YR4/2 灰褐 白色粘土中Ｃ・粒Ｃ／粘Ａ、締B

６ 7.5YR4/3 褐 粘土粒子D／粘Ａ、締B
７ 7.5YR5/3 にぶい褐 白色粘土小D・粒Ｃ／粘Ａ、締Ａ
８ 7.5YR5/3 にぶい褐 白色粘土小Ｃ・粒B／粘Ａ、締Ａ
９ 7.5YR5/2 灰褐 粘土粒子主体／粘Ａ、締B
10 7.5YR5/1 褐灰 粘土粒子主体／粘Ａ、締B
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２

３

４

５
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第 216 図　第 170 号井戸跡出土遺物実測図⑴
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第 217 図　第 170 号井戸跡出土遺物実測図⑵

０ （1:4） 10cm

０ （1:3） 10cm０ （1:6） 10cm
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 9.3 2.4 5.3 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り 覆土上層 95％　PL68

油煙付着

２ 土師質土器 擂鉢 － （6.3） － 長石・石英・金
雲母・赤色粒子 橙 普通 口縁部横ナデ・内面からの穿孔　体部外面縦位ナ

デ　内面横位ナデ・櫛歯状工具による５条の擂目 覆土 ５％　PL68

３ 土師質土器 擂鉢 － （7.3） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい褐 普通 口縁部横ナデ　体部内外面弱い縦位ナデ　内面

櫛歯状工具による５条一単位の擂目 覆土中層 ５％　PL68
被熱痕　煤付着

４ 土師質土器 内耳鍋 ［32.0］ 6.9 ［23.8］長石・石英・金
雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部横ナデ　内面耳部貼付け　体部内外面横

位ナデ　底部ナデ 覆土中層 10％
煤付着

５ 土師質土器 甕 ［23.2］（11.0） － 長石・石英・金
雲母・赤色粒子 橙 普通 口縁部横ナデ　体部外面縦・横位ナデ　内面縦・

横位ナデ・指頭痕・輪積痕 覆土中層 20％

６ 土師質土器 甕 － （4.6） 13.4 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面横・斜位ナデ・下端部縦位削り痕　内

面横位ナデ・輪積痕　底部板目痕 覆土中層 ５％
被熱痕

７ 土師質土器 風炉ヵ － （7.0）［32.5］長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部外面下端部ナデ　底部ナデ　脚部貼付け・

横位ナデ・透かし部ヘラ切り 覆土中層 10％　PL68
煤付着

８ 瓦質土器 擂鉢 － （3.8）［15.6］長石・石英・雲母・
赤色粒子 黄灰 普通 体部外面縦・横位ナデ　下端部削り　内面板状

工具による 10 条一単位の擂目 覆土中層 ５％　PL68

第 130 表　第 170 号井戸跡出土遺物一覧（第 215 ～ 217 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

９ 陶器 鉄絵皿 ［11.2］ 2.4 ［5.6］ 緻密・淡黄 ロクロ成形　底部削り出し　長石釉
漬け掛け　内面鉄絵

長石釉
鉄釉 瀬戸・美濃 覆土中層 50％　PL68

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

10 石臼 ［30.8］ － 7.6 （1.67㎏） 花崗岩 上臼　上面上縁部削り痕　窪部・側面劣化　下面擂目残存・磨滅
　供給孔両面方向からの穿孔・研磨痕・削り痕 覆土中層 PL69

被熱痕

11 石臼 ［31.6］ － 9.7 （6.92㎏） 安山岩 上臼　上面上縁部欠損　窪部・側面研磨痕・削り痕　下面 15 ～
20 条の擂目　軸孔・供給孔両側からの削り痕 底面 PL69

12 砥石 （9.6） 5.5 2.9 （121.40） 凝灰岩 砥面２面　表面多方向の研磨痕・削り痕　裏面多方向の研磨痕 覆土 PL68

13 砥石 （23.8） 21.2 6.4 （4.61㎏） 雲母片岩 砥面２面　表面多方向の研磨痕　裏面一方向の研磨痕 底面 PL69

14 宝篋印塔 （17.2） 17.2 16.0 （9.29㎏） 花崗岩 塔身部　上・下面中央部に突起部欠損・研磨痕・削り痕　側面
一重の輪郭・研磨痕・削り痕 底面 PL69

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 樹　　種 特　　　　徴 出土位置 備　考

15 箱物 25.4 8.0 1.1 － － 柾目　内面ホゾ溝２条　穿孔６か所　竹釘３か所残存　線条痕
無数 覆土下層 PL68

　第 172 号井戸跡（第 218 図　第 131 表　PL27・69）

位置　調査区 C 区中央部の 1 ３j9 区、標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 161A・B 号堀に掘り込まれている。

規模と形状　重複していることから、確認できた規模は南北 1.74 ｍ東西径 0.88 ｍである。平面形は円形と推

定できる。断面形は漏斗状で、確認面から 110㎝までは逆円錐状に掘り込み、以下は長径 1.00m、短径 0.88 ｍ

の円筒状に掘り込んでいる。重機を使用して断ち割り調査を実施した。確認面からの深さは 296㎝で、底面は

円形を呈し、皿状である。湧水点は不明瞭で、底面は基本層序第ⅩⅨ層まで掘り込んでいる。

覆土　４層を確認した。各層に白色粘土ブロックを含み、不規則な堆積状況であることから人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片１点（内耳鍋）、陶器片１点（卸目大皿）、石器１点（安山岩製石臼）が出土して

いる。１は中央部の覆土下層から出土している。

所見　時期は、出土土器から 15 世紀後半と考えられる。
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１

土層解説
１ 10YR4/3 にぶい黄褐 白色粘土中B／粘Ａ、締A
２ 10YR4/1 褐灰 白色粘土中C／粘Ａ、締B
３ 10YR4/3 にぶい黄褐 白色粘土小C／粘Ａ、締A
４ 10YR4/2 灰褐 白色粘土中C／粘Ａ、締C

第 218 図　第 172 号井戸跡・出土遺物実測図

第 131 表　第 172 号井戸跡出土遺物一覧（第 218 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

１ 陶器 卸目大皿 － （4.2） 14.6 緻密・淡黄 ロクロ成形　底部削り出し　漬け掛け
内面下端部に交差状の卸目　底部脚部貼付 灰釉 瀬戸・美濃 覆土下層 50％　PL69
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位置　調査区 C 区南東部の K ４h6 区、標高 20 ｍほどの台地緩斜面に位置している。

規模と形状　長径 1.34 ｍ、短径 1.30 ｍの円形で、断面形は円筒状である。重機を使用して断ち割り調査を実

施した。壁の下部は、崩落のため全面が抉れている。確認面からの深さは 280㎝で、底面は円形を呈し、平坦

である。湧水点は不明瞭で、底面は基本層序第ⅩⅤ層の途中まで掘り込んでいる。

覆土　５層を確認した。各層にロームブロックを含み、不規則な堆積状況であることから人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片３点（皿）、陶器片１点（鉢）、土製品１点（羽口）、木製品１点（不明品）、木製

品１点（不明品）が出土している。ほかに混入した須恵器片１点が出土している。２は 15 世紀前半の平碗で

あることから、混入と考えられる。

所見　時期は、出土土器から 15 世紀後半と考えられる。

第 219 図　第 174 号井戸跡・出土遺物実測図

　第 174 号井戸跡（第 219 図　第 132 表　PL28・69）

０ （1:60） ２ｍ

０ （1:3） 10cm
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土層解説
１ 7.5YR3/4 暗褐 ローム中B・小B、焼土小D／粘B、締A
２ 7.5YR3/4 暗褐 ローム中C・小B／粘B、締B
３ 7.5YR3/3 暗褐 ローム小C／粘A、締C
４ 7.5YR3/4 暗褐 ローム中D・小C／粘D、締A
５ 7.5YR3/2 黒褐 ローム小D／粘A、締C
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 11.7 2.6 － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部横ナデ　口縁部外面沈線１条　体部内外

面横位ナデ　底部ナデ 覆土 100％　PL69

第 132 表　第 174 号井戸跡出土遺物一覧（第 219 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

２ 陶器 鉢 ［23.0］（7.7） － 緻密・灰白 ロクロ成形　漬け掛け 灰釉 瀬戸・美濃 覆土 10％　PL69

番号 器　種 長さ 径 孔径 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

３ 羽口 （8.4） 7.6 2.6 （386.94）長石・石英・雲母 にぶい橙 先端部磨滅・欠損　残存部溶解ガラス化　体部ナデ 覆土 PL69

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 樹　　種 特　　　　徴 出土位置 備　考

４ 不明品 （12.5） 7.1 1.1 － － 板目　板状に加工　穿孔７か所 覆土

　第 176 号井戸跡（第 220・221 図　第 133 表　PL29・69）

位置　調査区 C 区南東部のＫ４c1 区、標高 21 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 157 号溝に掘り込まれている。第 1637 号土坑との関係は、不明である。

規模と形状　重複していることから、確認した規模は長径 2.26 ｍ、短径 2.00 ｍである。平面形は円形と推定

できる。断面形は漏斗状で、壁は確認面から 150㎝までは逆円錐状に掘り込み、以下は長径 1.40m、短径 0.88

ｍの円筒状に掘り込んでいる。重機を使用して断ち割り調査を実施した。確認面からの深さは 290㎝で、底面

は円形を呈し、平坦である。湧水点は不明瞭で、底面は基本層序第ⅩⅣ層まで掘り込んでいる。

覆土　３層を確認した。各層にロームブロックを含み、層厚のあるほぼ水平な堆積状況から人為堆積である。

第 220 図　第 176 号井戸跡実測図

０ （1:60） ２ｍ
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S２m

S
D
15
7

１ ２ ３

基本層序Ⅶ
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基本層序ⅩⅣ

１

１
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SD157

A
A
′
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m

B B′
21.6m

A

A′
B

B′

土層解説
１ 7.5YR3/3 暗褐 ローム大D・中D・小C・粒C／粘B、締B
２ 7.5YR3/3 暗褐 ローム大D・中C・小C・粒C／粘B、締B
３ 7.5YR3/3 暗褐 ローム大D・中D・小C・粒C／粘B、締B
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 内耳鍋 36.0 （18.5） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部横ナデ・耳部貼付・内面ヘラ記号　体部

外面縦位ナデ　内面縦・横位ナデ・指頭痕 覆土上層 80％　PL69
煤付着

第 133 表　第 176 号井戸跡出土遺物一覧（第 22 図）

第 221 図　第 176 号井戸跡出土遺物実測図

遺物出土状況　土師質土器片 17 点（内耳鍋）が出土している。１は、中央部南東寄りの覆土上層から出土し

ている。

所見　時期は、出土土器から 15 世紀後半と考えられる。

位置　調査区 C 区南東部のＪ５f1 区、標高 20 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 145 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　重複していることから、確認した規模は南北径 1.90 ｍ、東西径 2.13 ｍである。平面形は円形

と推定できる。断面形は漏斗状で、確認面から 130㎝までは逆円錐状に掘り込み、以下は長径 1.16 ｍ、短径

1.12m の円筒状に掘り込んでいる。重機を使用して断ち割り調査を実施した。確認面からの深さは 381㎝で、

底面は円形を呈し、平坦である。湧水点は不明瞭で、底面は基本層序第ⅩⅨ層の途中まで掘り込んでいる。

覆土　11 層を確認した。各層にロームブロックや粘土ブロック、粘土を含み、不規則な堆積状況であることか

ら人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片１点（皿）が出土している。ほかに混入した須恵器片１点が出土している。１は

中央部北寄りの覆土中層から出土している。

所見　時期は、出土土器から 15 世紀後半と考えられる。

　第 181 号井戸跡（第 222 図　第 134 表　PL28・70）

０ （1:3） 10cm
１
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 ［11.2］ 3.5 － 長石・石英・雲母 橙 普通 口縁部横ナデ　体部ナデ 覆土中層 30％　PL70

第 134 表　第 181 号井戸跡出土遺物一覧（第 222 図）

第 222 図　第 181 号井戸跡・出土遺物実測図

０ （1:60） ２ｍ

０ （1:3） 10cm
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１

１
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A A′
20.4m

B B′
20.4m

A

A′

B

B′

１

土層解説
１　7.5YR3/2　黒褐 ローム中C・小C／粘B、締B
２　7.5YR3/2　黒褐 ローム小C／粘B、締A
３　7.5YR4/2　灰褐 ローム小C／粘B、締A
４　7.5YR4/3　褐 ローム中B、／粘A、締A
５　7.5YR4/1　褐灰 ローム中C、灰白色粘土C／粘A、締B
６　7.5YR6/1　褐灰 粘土主体／粘A、締C
７　7.5YR4/3　褐 ローム中B／粘A、締A
８　7.5YR4/1　褐灰 ローム小D’／粘A、締B
９　7.5YR4/1　褐灰 ローム中C・小C／粘A、締B
10　7.5YR5/1　褐灰 ローム小B／粘A、締C
11　7.5YR4/1　褐灰 ローム中B・小C／粘A、締B

位置　調査区 C 区南東部のＪ４f0 区、標高 20 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

規模と形状　長径 2.80 ｍ、短径 2.16 ｍの楕円形で、長径方向はＮ－ 40 －゚Ｗである。断面形は漏斗状で、確

認面から 120㎝までは逆円錐状に掘り込み、以下は長径 1.86 ｍ、短径 1.06m の円筒状に掘り込んでいる。重機

を使用して断ち割り調査を実施した。底面を確認できなかったため、確認面から 428㎝までの調査とした。

覆土　18 層を確認した。各層にロームブロックや粘土ブロックを含み、不規則な堆積状況であることから人為

堆積である。

　第 182 号井戸跡（第 223 図　第 135 表　PL70）

遺物出土状況　土師質土器片２点（擂鉢、内耳鍋）、石器１点（安山岩製石臼）、雲母片岩片１点（5.77g）、斑

れい岩片１点（9.98g）、木片１点が出土している。２は、北東壁際の覆土上層から出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀後半と考えられる。
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第 223 図　第 182 号井戸跡・出土遺物実測図

０ （1:60） ２ｍ

０ （1:3） 10cm
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土層解説
１ 7.5YR4/2 灰褐 ローム小D、焼土粒D、炭化粒D／粘B、締A
２ 7.5YR4/2 灰褐 ローム小B、灰白色粘土小C／粘B、締A
３ 7.5YR3/3 暗褐 ローム中C・小C／粘B、締A
４ 7.5YR3/2 黒褐 ローム中C・小C、灰白色粘土小D／粘B、締A
５ 7.5YR6/2 灰褐 灰白色粘土大A／粘A、締A
６ 7.5YR4/3 褐 灰白色粘土小D／粘B、締A
７ 7.5YR3/3 暗褐 ローム粒D、炭化粒D／粘B、締A
８ 7.5YR3/2 黒褐 灰白色粘土中D／粘B、締A
９ 7.5YR3/2 黒褐 ローム中D・小C、灰白色粘土中D・小C／粘B、締B
10 7.5YR3/2 黒褐 砂質粘土粒C、灰白色粘土中B／粘A、締A
11 7.5YR3/2 黒褐 ローム小C、灰白色粘土小D、褐色粘土小C／粘B、締A
12 7.5YR3/2 黒褐 灰白色粘土小D、褐色粘土小D／粘B、締B
13 7.5YR4/1 褐灰 褐色粘土小D／粘B、締A
14 7.5YR4/1 褐灰 褐色粘土小C、灰褐色粘土小D／粘A、締B
15 7.5YR4/1 褐灰 褐色粘土中C・小C／粘A、締B
16 7.5YR4/1 褐灰 灰白色粘土小D、褐色粘土小D／粘A、締B
17 7.5YR4/1 褐灰 灰白色粘土中C、褐色粘土中C／粘A、締B
18 7.5YR4/1 褐灰 灰白色粘土大C、褐色粘土大D／粘A、締B
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 擂鉢 － ［11.0］ － 長石・石英・金
雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部横ナデ　内面からの穿孔　体部内外面横・

斜位ナデ　内面板状工具による６条一単位の擂目 覆土 10％　PL70
煤付着

第 135 表　第 182 号井戸跡出土遺物一覧（第 223 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

２ 石臼 ［28.0］ － 6.7 （1.26㎏） 安山岩 上臼　上面上縁部・窪部研磨痕・削り痕　側面研磨痕　下面 10
条の擂目 覆土上層 PL70

被熱痕・煤付着

位置　調査区 C 区南西部のＪ２h4 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 149 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　重複していることから、確認できた規模は長径 1.20 ｍ、短径 1.10 ｍである。平面形は円形と推

定できる。断面形は円筒状である。湧水と崩落の恐れがあったため、確認面から 130㎝までの調査とした。

覆土　６層を確認した。各層にロームブロックを含み、不規則な堆積状況であることから人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片３点（皿２、内耳鍋１）が出土している。

所見　時期は、出土土器から 15 世紀後半と考えられる。掘削底面からボーリングステッキで深さを確認した

ところ、150㎝以上の深さを確認したため、井戸跡と判断した。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 ［11.6］ 3.0 ［6.6］ 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り・ナデ 覆土 30％

被熱痕・煤付着

第 136 表　第 194 号井戸跡出土遺物一覧（第 224 図）

第 224 図　第 194 号井戸跡・出土遺物実測図

　第 194 号井戸跡（第 224 図　第 136 表　PL28）

０ （1:60） ２ｍ

０ （1:3） 10cm
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５
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A A′
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B B′
23.0m

A
A′

B
B
′

１

土層解説
１ 7.5YR3/4 暗褐 ローム小C・粒B、粘土大D／粘B、締C
２ 7.5YR3/3 暗褐 ローム中C・小B・粒B／粘B、締C
３ 7.5YR2/2 極暗褐 ローム大D・中C・小B・粒B／粘A、締C
４ 7.5YR4/4 褐 ローム大C・中C・小B・粒A／粘B、締C
５ 7.5YR4/3 褐 ローム大C・中B・小B・粒A、粘土大C・中C／粘B、締C
６ 7.5YR5/6 明褐 ローム大B・中B・小A・粒A／粘A、締C
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位置　調査区 C 区中央部の I ３b1 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 1.60 ｍ、短径 1.57 ｍの円形である。断面形は漏斗状で、確認面から 70㎝までは逆円錐状に

掘り込み、以下は径 0.92 ｍの円筒状に掘り込んでいる。湧水と崩落の恐れがあったため、確認面から 157㎝ま

での調査とした。

覆土　９層を確認した。各層にロームブロックやローム粒子を含み、不規則な堆積状況であることから人為堆積

である。

遺物出土状況　陶器片１点（直縁大皿ヵ）が中央部の覆土上層から出土している。

所見　時期は、出土土器から 15 世紀後半と考えられる。掘削底面からボーリングステッキで深さを確認した

ところ、150㎝以上の深さを確認したため、井戸跡と判断した。

第 137 表　第 198 号井戸跡出土遺物一覧（第 225 図）

第 225 図　第 198 号井戸跡・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

１ 陶器 直縁大皿ヵ － （6.6） － 緻密・浅黄橙 ロクロ成形　漬け掛け 灰釉 瀬戸・美濃 覆土上層 10％　PL70

　第 198 号井戸跡（第 225 図　第 137 表　PL28・70）

０ （1:60） ２ｍ

０ （1:3） 10cm
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１
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B B′
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A
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B
′

１

土層解説
１ 10YR3/4 暗褐 ローム小D・粒C、焼土粒D／粘B、締B
２ 10YR3/4 暗褐 ローム小D・粒C、焼土粒D／粘B、締B
３ 10YR3/3 暗褐 ローム小C・粒C／粘B、締B
４ 10YR3/2 黒褐 ローム小D・粒D／粘B、締B
５ 10YR3/2 黒褐 ローム小C・粒D／粘B、締C
６ 10YR4/4 褐 ローム小C・粒B／粘B、締C
７ 10YR4/6 褐 ローム小D・粒B／粘B、締C
８ 10YR3/2 黒褐 ローム粒C／粘B、締C
９ 10YR4/4 褐 ローム小C・粒C／粘B、締C
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位置　調査区 D 区東部の J ５a7 区、標高 20 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 2781 号土坑を掘り込み、第 2777 号土坑に掘り込まれている。第 286 号溝との関係は不明である。

規模と形状　重複していることから、確認できた規模は南北径 1.42 ｍ、東西径 1.26 ｍである。平面形は円形

と推定できる。断面形は漏斗状で、確認面から 110㎝までは逆円錐状に掘り込み、以下は長径 0.92 ｍ、短径

0.86m の円筒状に掘り込んでいる。重機を使用して安全に断ち割り調査を実施したが、確認面から 253㎝まで

の調査とした。湧水点は不明である。

覆土　15 層を確認した。各層に粘土ブロックを含み、不規則な堆積状況であることから人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片７点（皿２、擂鉢１、内耳鍋４）、瓦質土器片１点（擂鉢）、陶器片１点（志野丸皿）、

土製品１点（羽口）、椀状滓１点（52.41g）が出土している。２は中央部南西よりの覆土上層から出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀後半と考えられる。

第 226 図　第 210 号井戸跡・出土遺物実測図

　第 210 号井戸跡（第 226 図　第 138 表　PL28・70）

０ （1:60） ２ｍ

０ （1:3） 10cm
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土層解説
１ 2.5Y7/3 浅黄 焼土中D・小C・粒C、炭化物D、浅黄色粘土小B、灰白色粘土小C／粘A、締A
２ 2.5Y6/1 黄灰 焼土小D、炭化物D、浅黄色粘土小B、灰白色粘土小A／粘A、締A
３ 2.5Y2/1 黒 炭化粒B、白色粒子C／粘A、締C
４ 2.5Y5/1 黄灰 焼土粒D、炭化物C、浅黄色粘土中C、灰白色粘土A／粘A、締C
５ 2.5Y6/4 にぶい黄 焼土粒D、炭化物D、浅黄色粘土小C、灰白色粘土小B／粘A、締C
６ 2.5Y5/1 黄灰 焼土粒D、炭化物D、浅黄色粘土大D、灰白色粘土A／粘A、締C
７ 2.5Y5/4 黄褐 焼土粒D、浅黄色粘土小B／粘A、締B
８ 2.5Y5/6 黄褐 炭化物D、浅黄色粘土小B、灰白色粘土小C／粘A、締B
９ 2.5Y4/3 オリーブ褐 炭化物D、灰白色粘土A／粘A、締C
10 2.5Y4/1 黄褐 焼土粒D、炭化物C、浅黄色粘土大D、灰白色粘土A／粘A、締B
11 2.5Y7/1 灰白 焼土粒D、炭化物D、浅黄色粘土中C・小C、灰白色粘土小B／粘A、締B
12 2.5Y7/2 灰黄 焼土粒D、炭化物D、浅黄色粘土中C・小C、灰白色粘土小B／粘A、締C
13 2.5Y5/1 黄灰 炭化物D、浅黄色粘土大D、灰白色粘土B／粘A、締C
14 2.5Y5/3 黄褐 焼土小D、炭化物C、浅黄色粘土中B、灰白色粘土B／粘A、締C
15 2.5Y4/2 暗灰黄 焼土小D、炭化物C、浅黄色粘土大D、灰白色粘土A／粘A、締C
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 9.6 3.0 4.8 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい褐 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り・一方向のナデ 覆土 70％　PL70

２ 土師質土器 擂鉢 ［30.2］ 11.7 ［16.0］長石・石英・金
雲母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口縁部横ナデ　体部外面縦・横位ナデ　内面横

位ナデ・板状工具による９条一単位の擂目 覆土上層 10％　PL70
口縁部研磨痕

第 138 表　第 210 号井戸跡出土遺物一覧（第 226 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

３ 陶器 志野丸皿 ［13.2］（2.2） － 緻密・にぶい橙 ロクロ成形　漬け掛け　体部外面下
端部削り出し　 長石釉 瀬戸・美濃 覆土 ５％　PL70

位置　調査区 D 区東部の I ５h9 区、標高 20 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

規模と形状　調査区域外に延びていることから、確認できた規模は南北径 1.26 ｍ、東西径 0.91 ｍである。平

面形は円形もしくは楕円形と推定できる。断面形は漏斗状で、確認面から 60㎝までは逆円錐状に掘り込み、

以下は径 1.40 ｍの円筒状に掘り込んでいる。湧水と崩落の恐れがあったため、確認面からの深さは 200㎝まで

の調査とした。

覆土　７層を確認した。各層に粘土ブロックや粘土を含み、不規則な堆積状況であることから人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片 14 点（皿 10、鉢４）が出土している。

所見　時期は、出土土器から 16 世紀後半と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 7.4 2.1 4.6 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 ロクロナデ　底部一方向のナデ 覆土 100％　PL70

煤付着
２ 土師質土器 皿 ［8.8］ 2.7 4.6 長石・石英・雲母・

赤色粒子 浅黄橙 普通 ロクロナデ　底部一方向のナデ 覆土 50％　PL70

第 139 表　第 212 号井戸跡出土遺物一覧（第 227 図）

第 227 図　第 212 号井戸跡・出土遺物実測図

　第 212 号井戸跡（第 227 図　第 139 表　PL70）

０ （1:60） ２ｍ

０ （1:3） 10cm

J５h0

調　査
区域外

１
２３４

５

６

７

Ｋ

調　査
区域外

調　査
区域外

A A′
20.0m

B B′
20.0m

B
B
′A

A′

１ ２

土層解説
１ 2.5YR3/1 黒褐 焼土小D、浅黄色粘土中C・小C／粘B、締B
２ 2.5YR4/2 暗灰黄 砂質粘土D、粘土A／粘A、締B
３ 2.5YR3/1 黒褐 焼土小C、炭化物D、浅黄色粘土中C・小C／粘A、締B
４ 2.5YR4/1 黄灰 焼土小C、炭化物D、砂質粘土粒D、灰白色粘土小C／粘A、締B
５ 2.5YR3/2 黒褐 焼土小C、炭化物C、浅黄色粘土中C、灰白色粘土中C／粘A、締C
６ 2.5YR3/1 黒褐 焼土小D、炭化物C、砂質粘土粒D、灰白色粘土中C・小C／粘A、締C
７ 2.5YR4/1 黄灰 炭化物D、灰白色粘土小D、粘土B／粘A、締C
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　第 224 号井戸跡（第 228 図　第 140 表　PL70）

位置　調査区 C 区南西部の J ２d9 区、標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第７号土坑墓に掘り込まれている。

規模と形状　長径 1.84 ｍ、短径 1.62 ｍの円形で、円筒状に掘り込んでいる。湧水と崩落の恐れがあったため、

確認面から 192㎝までの調査とした。

覆土　11 層を確認した。各層にロームブロックを含み、不規則な堆積状況から、人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器片１点（皿）が出土している。

所見　時期は、出土土器から 15 世紀後半と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 － （1.8） 4.9 長石 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り・一方向のナデ　
内面ナデ 覆土 50％　PL70

第 140 表　第 224 号井戸跡出土遺物一覧（第 228 図）

第 228 図　第 224 号井戸跡・出土遺物実測図

１

２

３

４

５

６

７

８９

10

11

土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム小C、焼土小D／粘B、締B
２　10YR3/3　 暗褐　　ローム小C、炭化粒D／粘B、締B
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小D、炭化粒D／粘B、締B
４　10YR3/2　 黒褐　　ローム小D／粘B、締B
５　10YR3/3　 暗褐　　ローム小C・粒B／粘B、締A'
６　10YR3/3　 暗褐　　ローム大D・中C・小C／粘B、締B
７　10YR3/3　 暗褐　　ローム小D／粘B、締B
８　10YR3/1　 黒褐　　ローム中D・小D／粘B、締B
９　10YR3/1　 黒褐　　ローム中D／粘B、締B
10　10YR3/1　 黒褐　　ローム小C／粘B、締B
11　10YR3/1　 黒褐　　ローム小D／粘B、締B

第 7号土坑墓

第７号土坑墓

Ｊ２d9

A A′
23.4m

B B′
23.4m

A
A
′

B B′

１

０ （1:3） 10cm

０ （1:60） ２ｍ
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第 229 図　室町時代から江戸時代その他の井戸実測図 (1)
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第20号井戸跡土層解説
１ 7.5YR2/2 黒褐 ローム中C・粒C／粘B、締B
２ 7.5YR2/2 黒褐 ローム中D・粒C／粘B、締C
３ 7.5YR4/4 褐 ローム大D・中D・粒C／粘B、締C
４ 7.5YR3/2 黒褐 ローム粒C／粘B、締C
５ 7.5YR3/2 黒褐 ローム粒C／粘B、締C
６ 7.5YR3/3 暗褐 ローム小C・粒C／粘B、締C
７ 7.5YR5/4 にぶい褐 ローム中B／粘B、締C

８ 7.5YR3/2 黒褐 ローム小C・粒C／粘B、締C
９ 7.5YR3/2 黒褐 焼土粒C／粘B、締C
10 7.5YR4/6 褐 ローム小C・粒C／粘B、締C
11 7.5YR5/6 明褐 ローム粒B／粘B、締C
12 7.5YR5/6 明褐 ローム中A／粘B、締C
13 7.5YR3/2 黒褐 ローム中C／粘B、締C

第35号井戸跡土層解説
１ 7.5YR4/3 褐 ローム大C・中C・小A・粒A／粘C、締A
２ 7.5YR3/3 暗褐 ローム中C・小A・粒A、灰白色粘土中C
　　　　　　　　　　　／粘C、締B
３ 7.5YR3/1 黒褐 ローム大C・中B・小A・粒A、灰白色粘土中C
　　　　　　　　　　　／粘C、締C
４ 7.5YR3/1 黒褐 ローム大C・中C・小A・粒A、灰白色粘土中C
　　　　　　　　　　　／粘B、締B
５ 7.5YR3/3 暗褐 ローム中C・小A・粒A、灰白色粘土大C・中C
　　　　　　　　　　　／粘C、締C
６ 7.5YR4/3 褐 ローム大B・中A・小A・粒A／粘B、締A

第27号井戸跡土層解説
１ 7.5YR4/2 灰褐 粘土中D・小C・粒B／粘A、締A
２ 7.5YR3/3 暗褐 炭化粒D、粘土小C・粒B
　　　　　　　　　　　／粘A、締B
３ 7.5YR4/2 灰褐 粘土中D・小C・粒C／粘A、締B
４ 7.5YR3/4 暗褐 粘土中D・小C・粒C／粘A、締C
５ 7.5YR5/3 にぶい褐 粘土中B・小B・粒B、
 粘性砂質粘土B／粘A、締C
６ 7.5YR4/3 褐 粘土中B・小B・粒B、
 粘性砂質粘土B／粘A、締C

第25号井戸跡土層解説
１ 7.5YR1/4 褐灰 ローム大C・中B、焼土小D、粘土大D・小C
　　　　　　　　　　　／粘A、締A
２ 7.5YR1/3 黒褐 ローム大C、粘土大D・中C／粘C、締C
３ 7.5YR4/4 褐 ローム大D・小B／粘B、締B
４ 7.5YR4/4 褐 ローム大C・中C・小C／粘B、締B
５ 7.5YR2/4 灰褐 ローム中C、粘土粒B／粘A、締C
６ 7.5YR3/4 褐 ローム大C・中B・小B／粘B、締A
７ 7.5YR3/4 褐 ローム中C・小A／粘B、締C
８ 7.5YR4/3 暗褐 ローム小C、粘土大C／粘B、締C’

第21号井戸跡土層解説
１ 10YR2/3 黒褐 ローム粒D、焼土粒D、粘土粒D／粘A、締B
２ 10YR2/1 黒 ローム粒D、粘土粒D／粘A、締B
３ 10YR2/1 黒 ローム小D・粒D、粘土中D・小C／粘A、締B
４ 10YR2/1 黒 ローム粒D、粘土小D／粘A、締C
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第 230 図　室町時代から江戸時代その他の井戸実測図 (2)
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第43号井戸跡土層解説
１ 10YR3/2 黒褐 ローム小B・粒A、炭化粒C
　　　　　　　　　　　／粘B、締B
２ 10YR3/3 暗褐 ローム中C・小B、炭化粒C
　　　　　　　　　　　／粘B、締B
３ 10YR3/2 黒褐 ローム大C・小B・粒B
　　　　　　　　　　　／粘B、締B
４ 10YR3/2 黒褐 ローム大B・中B・小A・粒A
　　　　　　　　　　　／粘B、締B
５ 10YR3/3 暗褐 ローム小B・粒B／粘B、締B
６ 10YR3/2 黒褐 ローム粒B／粘B、締B
７ 10YR2/1 黒 ローム小D・粒C／粘C、締C

第36号井戸跡土層解説
１ 7.5YR4/3 褐 ローム大B・中A・小A・粒A、灰白色粘土大C・中C・小C／粘A、締A
２ 7.5YR3/1 黒褐 ローム大B・中A・小A・粒A／粘C、締A
３ 7.5YR2/1 黒 ローム大B・中B・小A・粒A／粘A、締A
４ 7.5YR5/6 明褐 ローム大B・中A・小A・粒A／粘A、締A
５ 7.5YR6/3 にぶい褐 ローム大B・中B・小A・粒A／粘A、締A
６ 7.5YR5/1 褐灰 ローム小A・粒A、灰白色粘土小C／粘B、締C
７ 7.5YR4/3 褐 ローム大A・中A・小A・粒A、灰白色粘土小C／粘B、締B

第44号井戸跡土層解説
１ 10YR3/4 暗褐 焼土粒D、炭化粒D、灰白色粘土小D・粒C／粘B、締A
２ 10YR3/4 暗褐 焼土粒D、炭化粒D、灰白色粘土中D・小C・粒C／粘B、締A
３ 10YR2/3 黒褐 灰白色粘土中D・小C・粒C／粘B、締C
４ 10YR3/2 黒褐 灰白色粘土小D・粒D／粘A、締C
５ 10YR3/3 暗褐 炭化粒D、灰白色粘土小D・粒D／粘A、締C

第53号井戸跡土層解説
１ 7.5YR3/1 黒褐 ローム小D・粒D、焼土粒D、炭化粒D、灰白色粘土中C／粘A、締A
２ 7.5YR3/1 黒褐 ローム小C・粒C、焼土粒D、炭化粒D、灰白色粘土小C／粘A、締A
３ 7.5YR4/3 褐 ローム中A・小A・粒A、焼土粒D、炭化物C、灰白色粘土大C・中A・小A／粘A、締A
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０ （1:60） ２ｍ
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第56号井戸跡土層解説
１ 10YR3/3 暗褐 ローム小C・粒B／粘B、締A
２ 10YR3/3 暗褐 ローム小B／粘B、締A
３ 10YR3/4 暗褐 ローム中B／粘B、締A
４ 10YR4/4 褐 粘土中B／粘B、締A
５ 10YR4/3 にぶい黄褐 ローム粒B／粘B、締A
６ 10YR4/3 にぶい黄褐 ローム中C、粘土中C／粘B、締A
７ 10YR3/2 黒褐 ローム小B／粘B、締A

８ 10YR4/3 にぶい黄褐 ローム中A／粘B、締A
９ 10YR3/3 暗褐 ローム小B、粘土小C／粘B、締A
10 10YR4/2 灰黄褐 ローム中B、粘土大B／粘B、締A
11 10YR4/2 灰黄褐 ローム小C、粘土大C・中B／粘B、締A
12 10YR4/4 褐 ローム小B／粘B、締A
13 10YR4/3 にぶい黄褐 ローム中B・小A・粒A／粘B、締A
14 10YR4/4 褐 ローム小B・粒A／粘B、締A

１
２

３

４ ５
６

７
８
９

10

1112

13

SE50

SE50 SD92

A A′
21.8m

A

A′

B B′
21.8m

B

B′

第49号井戸跡土層解説
１ 10YR3/2 黒褐 黄褐色粘土小A／粘B、締B
２ 10YR2/1 黒 黄褐色粘土小B／粘B、締B
３ 10YR2/1 黒 黄褐色粘土中C／粘B、締B
４ 10YR2/2 黒褐 黄褐色粘土大A／粘B、締B
５ 10YR2/1 黒 黄褐色粘土大A／粘B、締B
６ 10YR2/2 黒褐 黄褐色粘土小B／粘B、締C
７ 10YR3/3 暗褐 黄褐色粘土小A／粘B、締C

８ 10YR3/2 黒褐 灰黄色粘土大A／粘B、締C
９ 10YR2/2 黒褐 黄褐色粘土中B／粘B、締C
10 10YR3/3 暗褐 黄褐色粘土小D／粘B、締C
11 10YR3/3 暗褐 黄褐色粘土小C／粘B、締C
12 10YR2/1 黒 灰黄色粘土小D／粘B、締C
13 10YR4/1 褐灰 灰黄色シルトA／粘C、締C
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第60号井戸跡土層解説
１ 10YR5/6 黄褐 ローム大A・中A・小A・粒A／粘C、締A
２ 7.5YR3/3 暗褐 ローム小C・粒C、焼土粒D、炭化粒D／粘C、締A
３ 7.5YR3/3 暗褐 ローム中C・小A・粒A、焼土粒D、炭化粒D、黒色土大C・
　　　　　　　　　　　中C／粘C、締A
４ 7.5YR3/1 黒褐 ローム小C・粒A、焼土小C・粒D、炭化粒D／粘A、締A
５ 7.5YR5/6 明褐 ローム大A・中A・小A・粒A、灰白色粘土小C／粘A、締A
６ 7.5YR4/3 褐 ローム大C・中A・小A・粒A、灰白色粘土小C／粘A、締A

第59号井戸跡土層解説
１ 10YR3/3 暗褐 ローム大C・中B・小B・粒B、炭化粒C／粘B、締B
２ 10YR3/4 暗褐 ローム中B・小A・粒B、焼土小D、炭化物C／粘B、締B
３ 10YR3/3 暗褐 ローム中D・小C・粒C／粘B、締C
４ 10YR3/2 黒褐 ローム中C・小C・粒C、焼土粒D、炭化粒D／粘B、締C
５ 10YR3/2 黒褐 ローム小C・粒C／粘B、締C

６ 10YR3/2 黒褐 ローム小C・粒B／粘B、締C
７ 10YR5/2 灰黄褐 ローム小C・粒C、白色粘土中A・小A／粘A、締B
８ 2.5YR4/1 黄灰 ローム小D・粒D／粘B、締B
９ 2.5YR3/3 暗褐 ローム中D・小C・粒C／粘B、締C
10 2.5YR4/4 褐 ローム大C・中B・小B・粒B／粘B、締C
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第61号井戸跡土層解説
１ 10YR4/3 にぶい黄褐 ローム小B・粒B／粘C、締C
２ 10YR3/2 黒褐 ローム小C・粒C／粘C、締C
３ 10YR3/3 暗褐 ローム中C・小B・粒B／粘C、締C
４ 10YR3/2 黒褐 ローム中B・小C／粘C、締C
５ 10YR3/3 暗褐 ローム中D・小D・粒D／粘C、締C
６ 10YR2/2 黒褐 ローム中B／粘C、締C
７ 10YR4/4 褐 ローム中A、灰白色粘土大C／粘B、締B
８ 10YR3/3 暗褐 ローム中B／粘C、締C
９ 10YR3/2 黒褐 ローム粒C、粘土中C／粘C、締C
10 10YR3/3 暗褐 ローム小B／粘C、締C
11 10YR3/2 黒褐 ローム中B／粘B、締B
12 10YR3/2 黒褐 ローム大A・中A／粘B、締B
13 10YR3/2 黒褐 ローム粒B／粘B、締B
14 10YR3/2 黒褐 ローム中C・小C／粘B、締B
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第70号井戸跡土層解説
１ 7.5YR4/3 褐 ローム大C・中A・小A・粒A、
　　　　　　　　　　　灰白色粘土中C・小C／粘B、締A
２ 10YR5/6 黄褐 ローム大C・中C・小A・粒A／
   粘B、締A
３ 7.5YR3/1 黒褐 ローム大C・中C・小A・粒A／
   粘B、締A
４ 7.5YR5/6 明褐 ローム小C、灰白色粘土大A・
   中A・小A／粘B、締A
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第72号井戸跡土層解説
１ 10YR5/4 にぶい黄褐 ローム中B／粘B、締C
２ 10YR5/4 にぶい黄褐 ローム大A／粘B、締B
３ 10YR5/4 にぶい黄褐 ローム大B／粘B、締B
４ 10YR4/4 褐 ローム中C、灰色粘土小C／粘B、締B
５ 10YR4/4 褐 ローム中B／粘B、締B
６ 10YR4/4 褐 ローム大B・中B／粘A、締B
７ 10YR3/4 暗褐 ローム中B／粘B、締B
８ 10YR3/4 暗褐 ローム中B、灰色粘土小C／粘A、締B
９ 10YR5/2 灰黄褐 ローム大A／粘B、締B
10 10YR4/4 褐 ローム中B、灰色粘土中C／粘B、締A
11 10YR4/4 褐 ローム大B、灰色粘土小C／粘B、締A
12 10YR5/2 灰黄褐 ローム中C、灰色粘土粒C／粘B、締B
13 10YR3/4 暗褐 ローム大B／粘B、締A
14 10YR3/4 暗褐 ローム大C／粘B、締B
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第73号井戸跡土層解説
１　10YR3/3　 暗褐　　ローム中D・小B・粒B、
    焼土粒Ｄ／粘B、締B
２　10YR3/4　 暗褐　　ローム中D・小B・粒B、
    焼土粒Ｄ／粘B、締B
３　10YR2/2　 黒褐　　ローム中D・小C・粒C／粘A、締C
４　10YR3/1　 黒褐　　ローム中D・粒C／粘A、締C
５　10YR3/2　 黒褐　　ローム小C・粒C、焼土粒Ｄ／粘B、締C
６　10YR4/4　 褐　　　ローム中Ｂ・小A・粒A、
    焼土粒Ｄ／粘B、締A
７　10YR3/3　 暗褐　　ローム中D・小B・粒B、
    焼土粒Ｄ／粘B、締B
８　10YR3/1　 黒褐　　ローム小D・粒C／粘A、締C
９　10YR4/1　 褐灰　　ローム粒C／粘A、締C
10　10YR2/3　 黒褐　　ローム小D・粒C／粘A、締C
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第75号井戸跡土層解説
１ 10YR5/4 にぶい黄褐 ローム小C・粒A、白色粘土小D・粒D／粘B、締B
２ 10YR4/4 褐 ローム大D・中C・小C・粒A、白色粘土小D／粘B、締B
３ 10YR5/3 にぶい黄褐 ローム大C・中B・小B・粒B、白色粘土小D／粘B、締C
４ 10YR3/1 黒褐 ローム中C・小C・粒B、白色粘土小C／粘B、締C
５ 10YR2/1 黒 ローム粒D／粘B、締B
６ 10YR3/1 黒褐 ローム小C・粒C／粘A、締C
７ 10YR4/4 褐 ローム大B・中B・小A・粒A／粘B、締C
８ 10YR5/4 にぶい黄褐 ローム大B・中A・小A・粒B／粘A、締C
９ 10YR4/3 にぶい黄褐 ローム大C・中B・小B・粒B、白色粘土小C／粘A、締C
10 10YR4/1 褐灰 ローム中C・小C／粘B、締C
11 10YR5/2 灰黄褐 ローム中C・小B・粒B、白色粘土小B・粒A／粘A、締B
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第106号井戸跡土層解説
１ 10YR3/3 暗褐 ローム中C・小D・粒D／粘B、締C
２ 10YR3/2 黒褐 ローム中D・小C・粒D／粘B、締B
３ 10YR2/3 黒褐 ローム小B・粒D／粘C、締C
４ 10YR3/4 暗褐 ローム中C・小D・粒D／粘A、締B
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第115号井戸跡土層解説　　 　
１　10YR3/2　黒褐　　ローム大D・中D・小D・粒C、焼土粒D、粘土小C／粘C、締B
２　10YR3/3　暗褐　　ローム中C・小C・粒B／粘C、締C
３　10YR2/3　黒褐　　ローム中D・小C・粒C、粘土粒C／粘C、締C
４　10YR2/2　黒褐　　ローム粒D／粘C、締C
５　10YR3/2　黒褐　　ローム小D・粒C／粘B、締B
６　10YR4/4　褐　　　ローム小B・粒A／粘B、締C

第117号井戸跡土層解説　　 　
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒C、焼土粒D／粘B、締C
２　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒B、炭化物D・粒D／粘B、締B
３　7.5YR2/3　極暗褐　ローム小D・粒C、炭化粒D、白色粘土粒C／粘B、締B
４　7.5YR2/2　黒褐　　ローム小D・粒C／粘B、締B
５　7.5YR2/2　黒褐　　ローム中C・小C・粒D、炭化物D、白色粘土小C
　　　　　　　　　　　／粘B、締B
６　7.5YR2/3　極暗褐　ローム小D・粒C、炭化粒D／粘A、締B
７　7.5YR2/3　極暗褐　ローム中C・小B、炭化粒D、白色粘土粒D／粘A、締A
８　7.5YR2/3　極暗褐　ローム小B／粘A、締A
９　7.5YR2/3　極暗褐　ローム中B・小B／粘A、締A
10　7.5YR2/2　黒褐　　ローム小B／粘A、締A
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第112号井戸跡土層解説
１　10YR4/6　 褐　　　ローム小B・粒A'／粘B、締C
２　10YR3/2　 黒褐　　ローム小C・粒C／粘C、締C
３　10YR3/3　 暗褐　　ローム小D・粒D／粘C、締C
４　10YR3/2　 黒褐　　ローム中D・小C・粒C／粘C、締C
５　10YR3/4　 暗褐　　ローム小C・粒B／粘C、締C
６　10YR4/3　 にぶい黄褐　ローム小B・粒A'／粘B、締C
７　10YR4/6　 褐　　　ローム小A・粒A'／粘B、締C
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第119号井戸跡土層解説
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム小D・粒B／粘C、締A
２　7.5YR4/4　褐　　　ローム小B・粒B／粘B、締A
３　7.5YR4/4　褐　　　ローム中C・小B・粒A／粘A、締A
４　7.5YR3/3　暗褐　　ローム中C・小C・粒B／粘B、締A
５　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒C、炭化粒D、白色粘土小D／粘B、締B
６　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小C・粒B／粘B、締C
７　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小D・粒C／粘B、締C
８　7.5YR4/4　褐　　　ローム大B・中A・小A・粒A、炭化粒B／粘A、締B
９　7.5YR3/3　暗褐　　ローム中C・小B・粒B／粘B、締B
10　7.5YR3/3　暗褐　　ローム中B・粒C／粘A、締B
11　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小C／粘A、締B

第120号井戸跡土層解説
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム小C・粒B、焼土粒D、炭化粒D／粘B、締B
２　7.5YR3/3　暗褐　　ローム中C・小B・粒B／粘C、締A
３　7.5YR4/3　褐　　　ローム中B・小C・粒C／粘B、締B
４　7.5YR2/3　極暗褐　ローム小C・粒B／粘B、締B
５　7.5YR2/2　黒褐　　ローム小B・粒C／粘B、締B
６　7.5YR3/4　暗褐　　ローム中A・小A・粒A／粘C、締B
７　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒A／粘C、締C
８　7.5YR4/3　褐　　　ローム小B・粒A／粘A、締B
９　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小C・粒B／粘A、締B
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第118号井戸跡土層解説　　 　
１　7.5YR3/2　黒褐　　ローム粒C、炭化粒D／粘C、締B
２　7.5YR4/3　褐　　　ローム小B・粒B、炭化物D、
　　　　　　　　　　　白色粘土粒C／粘B、締B
３　7.5YR6/3　にぶい褐　炭化粒D、白色粘土中C
　　　　　　　　　　　／粘A、締A
４　7.5YR3/3　暗褐　　ローム小C・粒D／粘C、締C
５　7.5YR3/4　暗褐　　ローム大D・小B・粒B／粘C、締C
６　7.5YR3/2　黒褐　　ローム小C・粒B、白色粘土小D
　　　　　　　　　　　／粘B、締C
７　7.5YR5/4　にぶい褐　ローム大C・中C、白色粘土小B
　　　　　　　　　　　／粘B、締B
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６ 7.5YR3/3 暗褐 ローム小C・粒A／粘A、締C
７ 7.5YR4/3 褐 ローム粒A／粘A、締C
８ 7.5YR2/3 極暗褐 ローム小B・粒C／粘A、締B
９ 7.5YR4/3 褐 ローム小C・粒A／粘A、締B

第122号井戸跡土層解説
１ 7.5YR3/2 黒褐 ローム粒C／粘B、締B
２ 7.5YR3/2 黒褐 ローム小D・粒C、炭化粒D／粘C、締B
３ 7.5YR4/4 褐 ローム大C・中B・粒B／粘A、締A
４ 7.5YR2/3 極暗褐 ローム粒C、白色粘土粒C’／粘A、締C
５ 7.5YR3/3 暗褐 ローム粒A／粘B、締C
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第123号井戸跡土層解説　　 　
１ 7.5YR2/2　黒褐 ローム小C・粒C／粘A、締A
２ 7.5YR3/1　黒褐 ローム大B・中A・小A・粒A／粘B、締B
３ 7.5YR3/3　暗褐 ローム大B・中B・小B・粒A／粘B、締B
４ 7.5YR3/2　黒褐 ローム大A・中B・小B・粒B／粘B、締B
５ 7.5YR3/1　黒褐 ローム中D・小C・粒C／粘B、締B
６ 7.5YR3/4　暗褐 ローム小A・粒A’／粘B、締B
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第129号井戸跡土層解説
１ 7.5YR3/4 暗褐 ローム小D・粒Ｄ／粘B、締B
２ 7.5YR3/4 暗褐 ローム中D・小Ｃ／粘B、締Ａ
３ 7.5YR3/4 暗褐 ローム小D・粒Ｄ／粘B、締B
４ 7.5YR3/3 暗褐 ローム中D・小Ｃ／粘B、締Ｃ
５ 7.5YR3/4 暗褐 ローム小D・粒Ｄ／粘B、締Ｃ
６ 7.5YR3/4 暗褐 ローム大Ｄ・小D、粘土中D／粘B、締Ｃ
７ 7.5YR4/5 褐 ローム中D・小D／粘B、締Ｃ
８ 7.5YR3/2 黒褐 ローム粒Ｄ／粘B、締Ｃ
９ 7.5YR3/3 暗褐 ローム粒D／粘B、締Ｃ
10 7.5YR3/2 黒褐 ローム小D・粒Ｄ／粘B、締B
11 7.5YR3/2 黒褐 ローム粒Ｄ／粘B、締Ｃ
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第133号井戸跡土層解説　　 　
１ 10YR3/3 暗褐 ローム大C・中A・小A・粒B、白色粘土中D・小C／粘B、締A
２ 7.5YR3/2 黒褐 ローム粒D’／粘Ｂ、締Ｃ’
３ 7.5YR2/2 黒褐 ローム粒D’／粘Ｂ、締Ｃ’
４ 7.5YR4/1 褐灰 白色粘土大A’／粘A、締A

５ 7.5YR5/1 褐灰 白色粘土大A’・粒C’／粘A、締A
６ 7.5YR7/1 明褐灰 白色粘土大A’／粘A、締A
７ 7.5YR8/1 灰白 白色粘土／粘A、締A
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第135号井戸跡土層解説
１ 7.5YR3/4 暗褐 ローム小C・粒B／粘A、締B
２ 7.5YR3/3 暗褐 ローム中D・小C／粘A、締B
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第139号井戸跡土層解説　　 　
１ 7.5YR4/3　褐 ローム中D・小C、粘土小C／粘B、締B
２ 7.5YR4/3　褐 ローム小B、粘土中B／粘A、締B
３ 7.5YR4/3　褐 粘土小C／粘A、締B
４ 7.5YR4/3　褐 粘土中D・小C／粘A、締A
５ 7.5YR4/4　褐 ローム小C／粘A、締B
６ 7.5YR7/1　明褐灰 粘土中A／粘A、締B
７ 7.5YR3/4　暗褐 ローム小D、粘土小C／粘A、締B
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第144号井戸跡土層解説　　 　
１ 7.5YR3/3 暗褐 ローム中C・小B・粒C、炭化粒C、白色粘土小D・粒C／粘B、締A
２ 10YR4/2 灰黄褐 ローム大A・中A／粘B、締A
３ 7.5YR2/2 黒褐 ローム小C・粒D、白色粘土粒D’／粘B、締C’
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第146号井戸跡土層解説　　 　
１　10YR5/4　 にぶい黄褐 白色粘土大A／粘A、締A
２　10YR4/4　 褐 ローム小C、白色粘土小C／粘A、締A
３　10YR5/2　 灰黄褐 ローム小C、白色粘土粒A／粘A、締A
４　10YR5/6　 黄褐 黄褐色粘土大A’／粘A、締A
５　10YR4/6　 褐 ローム中C・小C・粒A’、白色粘土小C
   ／粘A、締B
６　10YR4/4　 褐 ローム粒A’／粘A、締C
７　10YR4/2　 灰黄褐 白色粘土大B・粒B／粘A、締C
８　10YR4/4　 褐 ローム粒A、白色粘土粒B／粘A、締C
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第148号井戸跡土層解説
１ 7.5YR3/2 黒褐 ローム中D・小D・粒Ｂ、白色粘土大Ｄ・中Ｄ・小D・粒Ｂ／粘B、締B
２ 7.5YR3/3 暗褐 ローム中Ｂ・小D・粒C／粘B、締B
３ 7.5YR2/1 黒 ローム大C・中Ｃ・小Ｂ・粒Ａ、白色粘土粒C／粘B、締B
４ 10YR4/2 灰黄褐 ローム大Ｂ・中Ｂ・小Ａ・粒Ａ、白色粘土小D・粒C／粘B、締B
５ 7.5YR2/1 黒褐 ローム大Ｂ・中Ｂ・小Ａ・粒Ａ、白色粘土中D・小D・粒Ｄ／粘B、締B
６ 10YR4/2 灰黄褐 ローム大A・中A・小A・粒A、白色粘土中D・小D・粒D／粘B、締B

７ 10YR5/2 灰黄褐 ローム大Ｂ・中Ａ・小Ａ・粒Ａ、白色粘土粒D
   ／粘B、締B
８ 10YR4/4 褐 ローム中Ｂ・小Ｃ・粒C、白色粘土小Ｃ・粒C
   ／粘Ａ、締Ａ
９ 7.5YR3/1 黒褐 ローム中Ｃ・小Ｃ・粒Ｂ／粘B、締B
10 7.5YR4/1 褐灰 ローム粒Ａ／粘B、締Ｃ
11 7.5YR4/2 灰褐 ローム中Ｃ・小Ｃ・粒Ｂ、白色粘土粒D／粘B、締Ｃ
12 7.5YR3/1 黒褐 ローム大Ｄ・中Ｂ・小Ｂ・粒Ｂ、
   白色粘土大D・中D・小Ｃ・粒Ａ／粘B、締Ｃ
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第155号井戸跡土層解説　　 　
１　7.5YR4/3 褐 ローム中D・小C、粘土中C／粘Ｂ、締Ｂ
２　7.5YR5/3 にぶい褐 ローム小D、粘土中Ｄ・小Ｄ／粘Ｂ、締Ｂ

３　7.5YR6/1 褐灰 粘土大Ａ／粘Ａ、締Ｂ
４　10YR5/4 にぶい黄褐 白色粘土大Ａ’／粘Ａ、締Ｂ

５　10YR4/1 褐灰 腐食土層／粘B、締C

PG45
P９

PG45
P10

第 239 図　室町時代から江戸時代その他の井戸実測図 (11)



－ 260 －

０ （1:60） ２ｍ

A
A′

B
B
′

A A′
22.0m

１
２ ３

４

５

６
PG41
P358

７

８

９ 10

B B′
22.0mSE150

PG41
Ｐ359

SE151
PG41
Ｐ410

J３e8
E１m

第150号井戸跡土層解説
１ 7.5YR4/3 褐 ローム大Ｄ、中Ｄ、小Ｂ／粘B、締B
２ 7.5YR3/3 暗褐 ローム小C、粘土小D／粘B、締Ａ
３ 7.5YR3/4 暗褐 ローム小D、粘土小D／粘B、締B
４ 7.5YR3/3 暗褐 ローム中D・小C、粘土中D／粘B、締B
５ 7.5YR3/3 暗褐 ローム中D・小D・粒C、焼土小D・粒C、炭化粒C、粘土粒D／粘B、締B
６ 7.5YR3/2 黒褐 ローム小D・粒D／粘Ａ、締Ｃ
７ 7.5YR3/2 黒褐 ローム中D・粒C／粘B、締B
８ 7.5YR3/4 暗褐 ローム中D・小C／粘Ａ、締B
９ 7.5YR2/2 黒褐 ローム粒Ｄ／粘Ａ、締Ｂ
10 7.5YR3/4 明褐 砂質粘土大Ａ／粘Ａ、締Ａ
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第151号井戸跡土層解説
１ 7.5YR7/3 にぶい橙　 ローム小Ｃ、粘土中Ｂ／粘B、締B
２ 7.5YR5/3 にぶい褐 砂質土主体／粘Ａ、締Ａ
３ 7.5YR3/3 暗褐 ローム小D、粘土大C・中Ｃ／粘B、締Ａ
４ 7.5YR7/1 明褐灰 粘土主体／粘Ａ、締Ａ
５ 7.5YR5/3 にぶい褐 ローム主体／粘Ａ、締Ａ
６ 7.5YR3/4 明褐 ローム主体／粘Ａ、締Ａ
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第156号井戸跡土層解説
１ 7.5YR3/2 黒褐 粘土小Ｃ／粘Ａ、締Ａ
２ 7.5YR4/2 灰褐 粘土大Ｄ・中Ｃ／粘Ａ、締Ｃ
３ 7.5YR4/2 灰褐 粘土小Ｃ／粘Ａ、締Ｃ
４ 7.5YR4/1 褐灰 粘土主体／粘Ａ、締Ｃ
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第157号井戸跡土層解説　　 　
１　7.5YR3/3　暗褐 ローム中Ｄ・小Ｃ・粒Ｂ
   ／粘Ｂ、締Ｂ
２　7.5YR3/3　暗褐 ローム小Ｃ・粒Ｃ／粘Ｂ、
   締Ａ
３　7.5YR3/3　暗褐 ローム中Ｄ・小Ｄ・粒Ｂ
   ／粘Ｂ、締Ｂ
４　7.5YR3/1　黒褐 ローム小Ｄ・粒Ｄ／粘Ｂ、
   締Ｂ
５　7.5YR3/3　暗褐 ローム小Ｄ・粒Ｂ／粘Ａ、
   締Ｂ
６　7.5YR3/2　黒褐 ローム小Ｄ・粒Ｂ／粘Ａ、
   締Ａ

A

A′

B

B′

A A′
21.4m

１
２ ３

４

５

６

B B′
21.4m

SE158

SD161B

J４a3
S１m

第158号井戸跡土層解説
１ 7.5YR3/2 黒褐 ローム小D、焼土粒D、粘土小Ｄ／粘B、締B
２ 7.5YR3/2 黒褐 ローム中Ｃ・小Ｃ／粘B、締B
３ 7.5YR3/4 暗褐 ローム小Ｂ、焼土小D／粘B、締B
４ 7.5YR3/2 黒褐 ローム小Ｃ／粘B、締Ｃ
５ 7.5YR3/4 暗褐 ローム小Ｃ／粘Ａ、締B
６ 7.5YR3/2 黒褐 ローム小Ｃ／粘Ａ、締Ｃ
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第159号井戸跡土層解説
１ 7.5YR5/6 明褐 ローム大Ａ／粘Ａ、締Ａ
２ 7.5YR5/6 明褐 ローム大C・中Ｂ・小Ｂ・粒Ａ／粘Ａ、締B
３ 7.5YR5/4 にぶい褐 ローム中D・小Ｃ・粒Ａ／粘Ａ、締Ｃ
４ 7.5YR5/4 にぶい褐 ローム小Ｃ・粒Ａ／粘B、締Ｃ
５ 7.5YR4/4 褐 ローム粒Ａ／粘B、締Ｃ
６ 7.5YR4/6 褐 ローム中D・小Ｃ・粒Ａ／粘B、締Ｃ
７ 7.5YR5/4 にぶい褐 ローム中Ｂ・小Ｂ・粒Ａ／粘Ａ、締Ａ
８ 7.5YR3/4 暗褐 ローム中Ｃ・小Ｃ・粒Ｂ／粘B、締Ｃ
９ 7.5YR4/3 褐 ローム大Ｂ・中Ｂ・小Ｂ・粒Ａ／粘Ａ、締B
10 7.5YR5/4 にぶい褐 ローム大Ａ／粘Ａ、締Ａ
11 7.5YR4/4 褐 ローム中Ｃ・小Ｂ・粒Ａ／粘B、締Ｃ
12 7.5YR4/6 褐 ローム大Ｂ・粒Ａ／粘Ａ、締Ａ
13 7.5YR4/3 褐 ローム粒Ａ／粘B、締Ｃ
14 7.5YR4/4 褐 ローム中Ｂ・小Ｂ・粒Ａ／粘Ａ、締Ａ
15 7.5YR4/3 褐 ローム大Ｂ・中Ｂ・小Ｂ・粒Ａ／粘Ａ、締B
16 7.5YR4/4 褐 ローム大Ａ・中Ｂ／粘Ａ、締Ａ
17 7.5YR4/6 褐 ローム大Ａ／粘Ａ、締Ａ
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第160号井戸跡土層解説
１ 2.5Y4/1 黄灰 ローム中D’、白色粘土粒C
   ／粘A、締Ｂ
２ 2.5Y3/1 黒褐 白色粘土大A粒C／粘A、締Ｂ
３ 2.5Y2/1 黒 白色粘土小C粒D／粘A、締Ｂ
４ 2.5Y2/1 黒 白色粘土小D粒D／粘A、締C

A
A′

B

B
′

A

A′

B

B′

A A′
20.6m

１

２

３

４

A A′
20.0m

２

１

３ ４
５
６

７

B
B
′

20
.6
m

B
B
′

20
.0
m

P
G
47

P
58
3

SE161
SE163

PG47
P583

K４f8
S３m
E２m

K４a8
E１m

第161号井戸跡土層解説
１ 7.5YR5/3 にぶい褐 ローム中B、灰白色粘土小C／粘A、締A
２ 7.5YR5/3 にぶい褐 明褐色粘土中A／粘A、締B
３ 7.5YR3/1 黒褐 灰白色粘土中C／粘A、締B
４ 7.5YR3/2 黒褐 明褐色粘土中C／粘A、締B
５ 7.5YR3/1 黒褐 明褐色粘土中D／粘A、締B
６ 7.5YR3/1 黒褐 明褐色粘土中C／粘A、締B
７ 7.5YR3/1 黒褐 明褐色粘土小C／粘A、締C

第163号井戸跡土層解説
１ 7.5YR3/3 暗褐 ローム大D・中D・小D・粒C、炭化粒D、白色粘土中D・小D・粒D
   ／粘A、締A
２ 7.5YR3/1 黒褐 ローム小D・粒D、炭化粒D、白色粘土中D・小D・粒D／粘A、締A
３ 7.5YR3/1 黒褐 ローム小D・粒D、炭化粒D、白色粘土中C・小D・粒D／粘A、締A
４ 7.5YR2/1 黒 ローム小D・粒D、炭化粒D、白色粘土小D・粒D／粘A、締B
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第164号井戸跡土層解説
１ 7.5YR3/1 黒褐 灰白色粘土小C／粘Ａ、締Ａ
２ 7.5YR3/1 黒褐 灰白色粘土小D／粘Ａ、締Ａ
３ 7.5YR3/1 黒褐 灰白色粘土中D・小C／粘Ａ、締Ａ
４ 7.5YR4/3 褐 灰白色粘土小D、褐色粘土小C／粘Ａ、締Ａ
５ 7.5YR4/2 灰褐 灰白色粘土小D／粘Ａ、締B
６ 7.5YR4/1 褐灰 灰白色粘土小D／粘Ａ、締B
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第171号井戸跡土層解説
１ 10YR4/4 褐 ローム中C・小C・粒Ｂ、白色粘土小Ｃ・粒Ｃ／
   粘Ｂ、締Ａ
２ 10YR2/3 黒褐 白色粘土中Ｄ・粒C／粘B、締Ｃ
３ 10YR3/1 黒褐 ローム中C・小C・粒C／粘Ａ、締Ｃ
４ 10YR3/4 暗褐 ローム小C・粒Ｂ、白色粘土粒C／
   粘Ａ、締Ｃ
５ 10YR3/1 黒褐 ローム粒C、白色粘土中C・小C・粒C／
   粘Ａ、締Ｃ
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第173号井戸跡土層解説　　 　
１ 10YR3/3   暗褐 ローム小C・粒C、
   白色粘土粒D’／
   粘A、締A
２ 10YR4/1　褐灰 ローム粒D、白色粘土小D・
   粒C／粘A、締A
３ 10YR4/2　灰黄褐 白色粘土小C・粒D／
   粘A、締C
４ 10YR5/2　灰黄褐 白色粘土中C・小B／
   粘A、締B
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第175号井戸跡土層解説
１ 10YR4/4 褐 ローム中D’・小D・粒D、白色粘土中D・小D’・粒D／粘B、締A
２ 7.5YR3/2 黒褐 ローム粒D、白色粘土大D’・中C・小B・粒B／粘B、締A
３ 7.5Y4/1 黄灰色 白色粘土粒D’／粘A、締B
４ 7.5Y4/1 黄灰色 白色粘土小C・粒B／粘A、締B
５ 7.5Y4/1 黄灰色 白色粘土大C・中C・小C・粒B／粘A、締B
６ 7.5Y4/1 黄灰色 白色粘土中D’・小C・粒B／粘A、締B

第177号井戸跡土層解説
１　7.5YR4/4　褐 ローム大A・中A・小B・粒B／粘Ｂ、締Ｂ
２　7.5YR4/3　褐 ローム大A・中B・小B・粒B／粘Ｂ、締Ｂ
３　7.5YR3/3　暗褐 ローム中D・小C・粒C／粘Ｂ、締Ｂ
４　7.5YR3/3　暗褐 ローム大D・中B・小B・粒C／粘Ｂ、締Ｂ
５　7.5YR3/3　暗褐 ローム中C・小C・粒B／粘Ｂ、締Ｂ
６　7.5YR3/3　暗褐 ローム大D・中C・小C・粒C／粘Ｂ、締Ｂ
７　7.5YR3/3　暗褐 ローム中D・小C・粒B／粘Ｂ、締Ｂ
８　7.5YR3/3　暗褐 ローム大D・中C・小B・粒B／粘Ｂ、締Ｂ
９　7.5YR4/3　褐 ローム小D・粒D、白色粘土粒D／粘Ａ、締Ｃ
10　7.5YR4/4　褐 ローム大C・中D・小D・粒D、白色粘土粒D／粘Ａ、締Ｃ

第179号井戸跡土層解説
１　7.5YR3/4　暗褐 ローム粒C、白色粘土粒B／粘、締
２　7.5YR3/2　黒褐 ローム中C・粒C／粘B、締A
３　7.5YR2/3　極暗褐 ローム粒C、焼土粒D’、白色粘土中D／粘B、締A
４　7.5YR3/3　暗褐 ローム小C・粒C、白色粘土粒D／粘B、締B
５　7.5YR4/6　褐 ローム中B・小A・粒A、白色粘土粒C／粘B、締A
６　7.5YR3/2　黒褐 ローム粒D／粘A、締A
７　7.5YR4/4　褐 ローム小C・粒B／粘B、締A
８　7.5YR3/2　黒褐 ローム小D’・粒D’／粘B、締A
９　7.5YR3/3　暗褐 ローム粒B／粘B、締A
10　7.5YR3/4　暗褐 ローム小D’・粒C／粘B、締A
11　7.5YR2/3　極暗褐 ローム粒D’／粘A、締A
12　7.5YR2/3　極暗褐 ローム粒D’／粘A、締A
13　7.5YR2/2　黒褐 ローム粒C／粘A、締A
14　7.5YR3/2　黒褐 ローム中D’・小D’・粒D’／粘A、締A
15　7.5YR4/4　褐 ローム小C・粒B／粘A、締B
16　7.5YR2/1　黒 ローム粒D／粘A、締B
17　7.5YR3/3　暗褐 ローム中C・小C・粒C／粘A、締A
18　7.5YR2/3　極暗褐 ローム小C・粒C／粘A、締B
19　7.5YR2/3　極暗褐 ローム小D’・粒D’／粘A、締A

20　7.5YR5/2　灰褐 白色粘土粒A’
   ／粘A、締B
21　7.5YR2/2　黒褐 白色粘土粒D’
   ／粘A、締B
22　7.5YR3/1　黒褐 白色粘土小C
   ／粘A、締B
23　7.5YR3/4　暗褐 ローム小D’・粒C
   ／粘B、締A
24　7.5YR2/2　黒褐 白色粘土粒D’
   ／粘A、締A

SD91A・B

SD91A・B
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第178号井戸跡土層解説
１　7.5YR5/4　にぶい褐 白色粘土中Ｃ／粘A、締A
２　7.5YR6/2　灰褐 砂質粘土大A’／粘B、締B
３　7.5YR5/3　にぶい褐 砂質粘土大A’／粘B、締C
４　7.5YR5/2　灰褐 砂質粘土中B・粒A／粘B、締C
５　7.5YR5/1　褐灰 砂質粘土中B粒A／粘A、締C
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第180号井戸跡土層解説
１　7.5YR4/1　褐灰 ローム小C・粒C、白色粘土大C・中B・小C・粒C／粘B、締B
２　7.5YR3/2　黒褐 ローム粒Ｄ、白色粘土大D・中C・小C・粒C／粘B、締B
３　7.5YR2/1　黒 ローム粒D’、白色粘土大D・中D・小D・粒D／粘B、締B
４　7.5YR7/1　黒 ローム粒D、白色粘土大C・中C／粘A、締C

第183号井戸跡土層解説
１　7.5YR3/2　黒褐 ローム粒D’、白色粘土大D’・中D’・小D・粒C／粘A、締C
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第184号井戸跡土層解説
1  2.5Y6/2 灰黄 白色粘土大A・中A・小A・粒A／粘A、締A
2  2.5Y4/1 黄灰 白色粘土小C・粒B／粘A、締B
3 2.5Y3/1 黒褐 白色粘土粒D／粘A、締C
4 2.5Y2/1 黒 白色粘土粒D’／粘A、締C

第186号井戸跡土層解説
1 2.5Y4/1 黄灰 白色粘土中D’・小D・粒D／粘A、締Ｃ
2 2.5Y3/1 黒褐 白色粘土粒Ｄ／粘A、締Ｃ
3 2.5Y2/1 黒 白色粘土小Ｄ・粒D’／粘A、締C
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第185号井戸跡土層解説
１ 7.5YR3/3 暗褐 ローム小C・粒C、炭化粒D／粘B、締B
２ 10YR6/3 にぶい黄橙 ローム小D・粒D、白色粘土大B・中A・小A・粒A／粘A、締B
３ 10YR3/1 黒褐 ローム小D’・粒D’、白色粘土中D’・小D・粒D／粘A、締B
４ 10YR8/1 灰白 炭化物D・粒C、白色粘土大A・中A・小A・粒A／粘A、締B
５ 10YR4/3 にぶい黄褐 ローム大C・中C・小D’・粒C、白色粘土小C・粒C／粘A、締B
６ 10YR4/2 灰黄褐 ローム中D’・小C・粒C、炭化物C・粒C、白色粘土大C・中C・小B・粒B／粘A、締C
７ 5Y4/1 灰 白色粘土粒D／粘A、締C
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第187号井戸跡土層解説
１　7.5YR3/3　暗褐 ローム中D・小C／粘B、締A
２　7.5YR3/2　黒褐 ローム大D・小D／粘B、締B
３　7.5YR5/3　にぶい褐 ローム小B、粘土中C・小C／
   粘A、締B
４　7.5YR4/2　灰褐 ローム小C、粘土小D／
   粘A、締B
５　7.5YR4/2　灰褐 ローム小C、粘土中D・小D／
   粘A、締B
６　7.5YR3/3　暗褐 白色粘土大C・中C・小A・粒A
   ／粘A、締C
７　7.5YR4/2　灰褐 白色粘土大B・中B・小A・粒A’
   ／粘A’、締C
８　7.5YR3/3　暗褐 白色粘土大C・中C・小B・粒A
   ／粘A’、締C

第 246 図　室町時代から江戸時代その他の井戸実測図 (18)



－ 267 －

０ （1:60） ２ｍ

A A′

B
B
′ A A′

19.4m

SD145１

３

２

B B′
19.4mSE188

SD145

K５h1
S２m
E３m

第188号井戸跡土層解説
1 7.5YR3/2 黒褐 灰白色粘土小D／粘B、締Ｃ
2 7.5YR3/3 暗褐 灰白色粘土中C／粘A、締B
3 7.5YR3/3 暗褐 灰白色粘土中C・小B、黒色土中D／粘A、締C

A

A′

B

B′

A A′
21.2m

SD91A

１

３

５

９

４６
７
８

２

B B′
21.2m

SD91A

SE189

SD91A 

J４g5

第189号井戸跡土層解説
１　7.5YR4/3　褐 ローム中D・小C、粘土中D・小D／粘B、締B
２　7.5YR4/3　褐 ローム小C、粘土小C／粘B、締C
３　7.5YR3/4　暗褐 粘土小D／粘B、締B
４　7.5YR3/2　黒褐 粘土小C／粘A、締B
５　7.5YR3/2　黒褐 粘土小D／粘B、締C 

６　7.5YR5/3　にぶい褐 粘土小B／粘A、締C
７　7.5YR3/2　黒褐 粘土小C／粘A、締C
８　7.5YR7/2　明褐灰 粘土小B／粘A、締C
９　7.5YR3/3　暗褐 粘土小D／粘B、締C
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第190号井戸跡土層解説
１　7.5YR3/2　黒褐 粘土中C小C／粘B、締C
２　7.5YR3/1　黒褐 粘土小D／粘B、締C
３　7.5YR4/1　褐灰 粘土小C／粘A、締C
４　7.5YR3/1　黒褐 粘土中C・小C／粘A、締C
５　7.5YR7/3　にぶい橙 粘土大A／粘A、締B

６　7.5YR3/2　黒褐 粘土小C／粘B、締A
７　7.5YR5/4　にぶい褐 粘土中B／粘A、締A
８　7.5YR3/2　黒褐 粘土小D／粘B、締A
９　7.5YR5/4　にぶい褐 粘土中B／粘A、締A
10　7.5YR3/2　黒褐 粘土小D／粘B、締A

11　7.5YR8/3　浅黄橙 粘土大A／粘A、締B
12　7.5YR3/1　黒褐 粘土小D／粘B、締A
13　7.5YR8/3　浅黄橙 粘土大A／粘A、締B
14　7.5YR3/1　黒褐 粘土小D／粘B、締A
15　7.5YR8/3　浅黄橙 粘土大A／粘A、締B

16　7.5YR3/1　黒褐 
 粘土小D／粘B、締A
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第191号井戸跡土層解説
１　7.5YR4/1　褐灰　　ローム小C・粒D、白色粘土大C・中B・小B・粒B／粘A、締B
２　7.5YR4/1　褐灰　　ローム小D・粒D、炭化粒D、白色粘土大D・中D・小B・粒B／粘A、締B
３　7.5YR3/3　暗褐　　ローム粒D’、白色粘土大B・中B・小C・粒B／粘A、締B
４　7.5YR2/1　黒　　　白色粘土粒D／粘A、締C
５　7.5YR3/2　黒褐　　白色粘土中D・小C・粒C／粘A、締C
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第193号井戸跡土層解説
１ 7.5YR4/3 褐 灰白色粘土中B・小A／粘A、締A
２ 7.5YR4/1 褐灰 褐白色粘土中D・小D／粘A、締A
３ 7.5YR4/1 褐灰 灰白色粘土小D／粘A、締A

４ 7.5YR4/3 褐 ローム中D／粘A、締A
５ 7.5YR3/3 暗褐 灰白色粘土小C／粘A、締A
６ 7.5YR3/3 暗褐 灰白色粘土小C／粘A、締B
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第195号井戸跡土層解説
１ 10YR5/4 にぶい黄褐 ローム大C・中C・小B・粒B、粘土大B／
   粘B、締B
２ 10YR4/3 にぶい黄褐 ローム大C・中B・小B・粒A／粘B、締C
３ 10YR3/2 黒褐 ローム小C・粒B／粘B、締B
４ 10YR3/3 暗褐 ローム小B・粒B／粘B、締B
５ 10YR3/4 暗褐 ローム中C・小B・粒B／粘B、締B
６ 10YR3/4 暗褐 ローム大D・中C・小B・粒B／粘B、締B
７ 10YR4/4 褐 ローム小C・粒B／粘B、締B

８ 10YR5/6 黄褐 ローム中D・小C・粒B／
   粘B、締C
９ 10YR4/6 褐 ローム中C・小C・粒B
   ／粘B、締B
10 10YR5/8 黄褐 ローム小C・粒B／粘B、締B
11 10YR3/3 暗褐 ローム中C・小B・粒B
   ／粘B、締B
12 10YR4/6 褐 ローム小B・粒B／粘B、締B
13 10YR5/6 黄褐 ローム中C・小B・粒B
   ／粘B、締B
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第199号井戸跡土層解説
１ 10YR3/4 暗褐 ローム中D・小C・粒D／粘B、締B
２ 10YR3/3 暗褐 ローム中D・小D・粒D／粘B、締B
３ 10YR3/2 黒褐 ローム粒D／粘B、締B
４ 10YR2/3 黒褐 ローム小C・粒D／粘B、締B
５ 10YR3/4 暗褐 ローム小C・粒D／粘B、締B
６ 10YR3/3 暗褐 ローム中D・粒D／粘B、締B
７ 10YR3/3 暗褐 ローム小C・粒C／粘A、締C
８ 10YR3/2 黒褐 ローム粒D／粘A、締C
９ 10YR2/3 黒褐 ローム小D・粒D／粘A、締C
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第197号井戸跡土層解説
１ 10YR3/3 暗褐 ローム小D・粒D／粘B、締B
２ 10YR3/3 黒褐 ローム中C・小C・粒B、
   粘土中C・小B／粘A、締C
３ 10YR3/2 黒褐 ローム中D・小C・粒C、
   粘土中D／粘B、締C
４ 10YR3/3 暗褐 ローム小B・粒B／粘B、締C
５ 10YR3/4 暗褐 ローム小C・粒B、粘土小C／
   粘B、締B
６ 10YR4/2 灰黄褐 ローム中C・小B・粒B／
   粘B、締B
７ 10YR4/3 にぶい黄褐 ローム小B・粒B／粘B、締B
８ 10YR4/4 褐 ローム中D・小C・粒C／
   粘B、締B
９ 10YR5/3 灰黄褐 ローム小D・粒D／粘B、締B
10 10YR3/4 暗褐 ローム中D・小C・粒B、
   粘土大B・中B／粘B、締B
11 10YR5/6 黄褐 ローム中C・小C・粒B／
   粘B、締B
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第200号井戸跡土層解説
１ 10YR3/2 黒褐 ローム中D・小D・粒D、焼土粒C、粘土中C
   ／粘B、締B
２ 10YR2/3 黒褐 ローム小D・粒D、焼土粒D／粘B、締B
３ 10YR3/2 黒褐 ローム中D・粒D／粘B、締C
４ 10YR4/4 褐 ローム小D・粒C／粘B、締B

５ 10YR4/6 褐 ローム小C・粒B／粘B、締B
６ 10YR4/4 褐 ローム小B・粒B／粘B、締C
７ 10YR3/2 黒褐 ローム中D・小D・粒D／粘B、締C
８ 10YR3/3 暗褐 ローム小D・粒C／粘B、締C
９ 10YR3/4 暗褐 ローム小C・粒C／粘B、締C
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第202号井戸跡土層解説
１　10YR4/4　 褐　　　ローム小D・粒B／粘B、締B
２ 10YR4/4 黒褐 ローム中B・小C・粒C／粘B、締B
３ 10YR3/4 黒 ローム中D・小C・粒D／粘B、締B
４ 10YR3/2 黒褐 ローム小C・粒C／粘B、締B
５ 10YR3/4 黒 ローム小B・粒C／粘B、締C
６ 10YR3/4 暗褐 ローム中D・小C・粒C／粘B、締B
７ 10YR4/4 黒褐 ローム中D・小A・粒B／粘B、締C

８ 10YR3/3 黒褐 ローム小D・粒D／粘B、締C
９ 10YR3/3 黒褐 ローム中C・小C・粒B／粘B、締C
10 10YR3/3 黒 ローム小C・粒C／粘B、締C
11 10YR3/2 黒褐 ローム小C・粒D／粘B、締C
12 10YR2/3 黒 ローム粒D／粘B、締C
13 10YR2/3 暗褐 ローム中D・粒D／粘B、締C
14 10YR4/4 黒褐 ローム中D・小C・粒B／粘B、締C
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第203号井戸跡土層解説
１ 10YR2/3 黒褐 ローム小C・粒D／粘B、締B
２ 10YR3/3 暗褐 ローム中D・小C・粒C／粘B、締B
３ 10YR2/3 黒褐 ローム中D・小D・粒C／粘B、締B
４ 10YR2/2 黒褐 ローム小D・粒D／粘B、締B
５ 10YR2/2 黒褐 ローム小C・粒D／粘B、締B
６ 10YR3/2 黒褐 ローム小D／粘B、締C
７ 10YR3/1 黒褐 ローム粒D／粘B、締B
８ 10YR2/2 黒褐 ローム粒D／粘B、締B

第 249 図　室町時代から江戸時代その他の井戸実測図 (21)
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第204号井戸跡土層解説
１ 10YR3/2 黒褐 ローム中D・小D・粒D／粘B、締B
２ 10YR4/4 褐 ローム小B・粒B／粘B、締B
３ 10YR2/3 黒褐 ローム小C・粒D／粘B、締B
４ 10YR3/4 暗褐 ローム小C・粒C／粘B、締B
５ 10YR3/4 暗褐 ローム小D・粒C／粘B、締B

６ 10YR3/3 暗褐 ローム小C・粒C／粘B、締B
７ 10YR3/4 暗褐 ローム小C・粒B／粘B、締B
８ 10YR2/3 黒褐 ローム小D・粒D／粘B、締B
９ 10YR3/4 暗褐 ローム小B・粒C／粘B、締B
10 10YR3/3 暗褐 ローム小D・粒C／粘B、締B
11 10YR3/2 黒褐 ローム小D・粒D／粘B、締B
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第205号井戸跡土層解説
１ 10YR3/4 暗褐 ローム小C・粒C／粘B、締B
２ 10YR3/4 暗褐 ローム小D・粒C／粘B、締B
３ 10YR3/3 暗褐 ローム小D・粒C／粘B、締B
４ 10YR3/3 暗褐 ローム粒C／粘B、締B
５ 10YR2/3 黒褐 ローム中D・粒D／粘B、締B
６ 10YR3/2 黒褐 ローム中D・小D・粒D／粘A、締B
７ 10YR3/4 暗褐 ローム小C・粒C／粘A、締C
８ 10YR4/4 褐 ローム中D・小B・粒B／粘B、締B
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第206号井戸跡土層解説
１ 10YR3/2 黒褐 ローム小D・粒C、焼土粒D／粘B、締B
２ 10YR3/2 黒褐 ローム粒C／粘B、締B
３ 10YR3/4 暗褐 ローム小C・粒C／粘B、締B
４ 10YR4/6 褐 ローム小C・粒B／粘B、締C
５ 10YR2/3 黒褐 ローム小D・粒C／粘B、締B
６ 10YR2/3 黒褐 ローム小C・粒C／粘B、締B
７ 10YR3/4 暗褐 ローム小C・粒D／粘B、締B
８ 10YR2/2 黒褐 ローム小D・粒D／粘B、締C
９ 10YR4/6 褐 ローム小C・粒C／粘B、締B
10 10YR3/3 暗褐 ローム小C・粒D／粘A、締C
11 10YR4/4 褐 ローム小D・粒B／粘A、締C

第 250 図　室町時代から江戸時代その他の井戸実測図 (22)
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第213井戸跡土層解説
１ 2.5Y3/2 黒褐 焼土小D、炭化物D、浅黄色粘土小D／粘A、締B
２ 2.5Y3/1 黒褐 焼土小D、炭化物D、浅黄色粘土中C・小D／粘A、締C
３ 2.5Y4/1 黄灰 焼土小D、炭化物D、砂質粘土C・粒D／粘A、締B
４ 2.5Y4/2 暗黄灰 焼土小D、炭化物D、砂質粘土粒D、浅黄色粘土小C、灰白色粘土中C／粘A、締B
５ 2.5Y2/1 黒 焼土小D、炭化物D、砂質粘土粒D／粘A、締C
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第211号井戸跡土層解説
１ 2.5YR3/2 黒褐 焼土小D、炭化物C、浅黄色粘土大D・小C／粘B、締B
２ 2.5YR7/3 浅黄 焼土小D、炭化物D、浅黄色粘土大A・中A・小A、砂質粘土D／粘A、締A
３ 2.5YR4/2 暗灰黄 焼土小C、炭化物D、灰白色粘土中D、砂質粘土C／粘B、締A
４ 2.5YR3/2 黒褐 焼土中C、炭化物D、浅黄色粘土小C／粘B、締A
５ 2.5YR3/1 黒褐 焼土小C、浅黄色粘土中D、灰白色粘土中D／粘B、締A
６ 2.5YR2/1 黒 焼土小C、炭化物C、灰白色粘土小D／粘A、締A
７ 2.5YR2/1 黒 焼土小C、炭化物D、灰白色粘土中C／粘B、締A
８ 2.5YR3/1 黒褐 焼土小D、炭化物C、灰白色粘土小C／粘B、締B
９ 2.5YR4/1 黄灰 浅黄色粘土小C／粘A、締C
10 2.5YR2/1 黒 焼土粒D、炭化物D、灰白色粘土小D／粘A、締B

第214号井戸跡土層解説
１ 2.5YR3/3 暗オリーブ褐 焼土小D、炭化物D、灰白色粘土小D／粘B、締A
２ 2.5YR4/3 オリーブ褐 焼土小D、炭化物C、灰白色粘土小D／粘B、締A
３ 2.5YR4/2 暗灰黄 焼土小D、炭化物C、浅黄色粘土小C、灰白色粘土中D／粘B、締A
４ 2.5YR4/1 黄灰 炭化物A・粒C、灰白色粘土小D／粘B、締A
５ 2.5YR6/2 灰黄 炭化物C、灰白色粘土大B・中B・小B／粘B、締B
６ 2.5YR6/3 にぶい黄 炭化物C、灰白色粘土小C、浅黄色粘土中C・小C／粘B、締A
７ 2.5YR8/2 灰白 灰白色粘土大B・中B・小B／粘A、締A
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第215号井戸跡土層解説
１ 10YR3/1 黒褐 粘土中D・粒C／粘B、締C
２ 10YR5/1 褐灰 粘土小C・粒A／粘B、締C
３ 10YR6/1 褐灰 粘土粒A／粘B、締C
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０ （1:60） ２ｍ

A A′
19.8m

B B′
19.8m

A
A′

B

B′

A A′
23.6m

B B′
23.6m

A

A′

B

B′

SD289 １

２

３
４

６

７

８ ９ 10

１

２
３ ４

５

６
７
８
９

５ SD289

SE216

SE217

SD289

G２j7
S１m

I５h6
S１m
E３m

第216号井戸跡土層解説
１ 2.5Y6/4 にぶい黄 浅黄色粘土大A、灰白色粘土大C／粘B、締A
２ 2.5Y3/2 黒褐 浅黄色粘土大C、灰白色粘土大C／粘B、締A
３ 2.5Y3/1 黒褐 浅黄色粘土大C、灰白色粘土大C、粘土C／粘A、締B
４ 2.5Y4/1 黄灰 浅黄色粘土大C、灰白色粘土大C、粘土C／粘A、締C
５ 2.5Y5/1 黄灰 浅黄色粘土小D、灰白色粘土小D、粘土A／粘A、締B
６ 2.5Y6/4 にぶい黄 浅黄色粘土中B・小B、灰白色粘土小C、粘土C／粘B、締B
７ 2.5Y4/2 暗灰黄 浅黄色粘土中D・小D、灰白色粘土中D、粘土C／粘A、締C
８ 2.5Y4/1 黄灰 浅黄色粘土小C、灰白色粘土中C、粘土A／粘A、締C
９ 2.5Y3/1 黒褐 浅黄色粘土中D、灰白色粘土中D、粘土A／粘A、締B
10 2.5Y3/1  浅黄色粘土小B、灰白色粘土小B、砂粒C／粘B、締C

第217号井戸跡土層解説
１ 10YR3/3 暗褐 ローム中C・小C・粒D、炭化物D／粘B、締B
２ 10YR5/4 にぶい黄褐 ローム大C・中B・小B・粒B／粘B、締B
３ 10YR3/4 暗褐 ローム中C・小B・粒B／粘B、締C
４ 10YR6/4 にぶい黄橙 ローム中A・粒B／粘B、締B
５ 10YR2/2 黒褐 ローム小D・粒D、焼土小D、炭化物D／粘B、締C
６ 10YR2/1 黒褐 ローム中D・小C・粒C／粘B、締C
７ 10YR3/2 黒褐 ローム中D・小B・粒C／粘B、締C
８ 10YR3/3 暗褐 ローム中C・小B・粒C／粘B、締C
９ 10YR4/4 褐 ローム中B・小A・粒B／粘B、締C
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第 253 図　室町時代から江戸時代その他の井戸遺物実測図⑴
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第 254 図　室町時代から江戸時代その他の井戸遺物実測図⑵
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第 255 図　室町時代から江戸時代その他の井戸遺物実測図⑶
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第 141 表　第 55 号井戸跡出土遺物一覧第 253 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

１ 陶器 甕 － （10.5） － 緻密・褐灰 体部外面縦位ナデ　内面指頭痕 自然釉 常滑 覆土 ５％

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

２ 砥石 （7.5） （9.0） 3.3 （324.63） 砂岩 砥面３面　多方向の研磨痕 覆土 PL61

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 火鉢ヵ － （9.1） － 長石・雲母 橙 普通 体部外面下端部斜位ナデ　底部砂目痕 覆土 ５％

２ 土師質土器 羽釜ヵ － （3.4） － 長石・雲母・赤色
粒子 にぶい橙 普通 体部外面横位ナデ・弱い縦位ナデ・鍔部か耳部

貼付け 覆土 ５％

第 142 表　第 106 号井戸跡出土遺物一覧（第 254 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 ［8.4］ 2.9 ［2.2］ 長石・石英・赤
色粒子 にぶい橙 普通 ロクロナデ 覆土 10％

煤付着
２ 土師質土器 皿 － （1.4） 4.2 長石・雲母 橙 普通 ロクロナデ　底部回転糸切り 覆土 10％

第 144 表　第 122 号井戸跡出土遺物一覧（第 253 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

３ 陶器 天目茶碗 ［11.2］ 4.6 － 緻密・黄橙 ロクロナデ　体部下端削り出し　漬
け掛け 褐釉 瀬戸・美濃 覆土 30％

第 147 表　第 156 号井戸跡出土遺物一覧（第 254 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 宝篋印塔 26.8 26.2 18.5 （21.7㎏） 花崗岩 笠部　上・下面中央部受け穴・研磨痕・削り痕　側面研磨痕・隅飾
突起部上部欠損・路盤・蓋部削り痕 底面

第 145 表　第 129 号井戸跡出土遺物一覧（第 254 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 内耳鍋 － （4.5） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口縁部横ナデ　体部外面弱い縦位ナデ 覆土 ５％

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 樹　　種 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 曲物 （21.6） （4.6） 1.0 － － 板目　内面縁辺部圧痕　蓋ヵ 覆土

第 146 表　第 144 号井戸跡出土遺物一覧（第 254 図）

番号 器　種 径 器高 厚さ 重量 樹　　種 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 曲物 22.9 5.6 0.1 ～
0.25 － － 柾目　側板　削り・曲げ加工　樹皮を用いた編み止め 底面 PL63

２ 曲物 23.1 － 1.0 － － 柾目　底板　切り出し・削り加工　外面塗着物　側面釘穴７か
所 底面 PL63

第 143 表　第 120 号井戸跡出土遺物一覧（第 253 図）
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第 148 表　第 167 号井戸跡出土遺物一覧（第 255 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 樹　　種 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 板材ヵ 57.6 15.2 7.4 － － 板目　切り出し・削り加工　端部切断痕 覆土

第 150 表　第 189 号井戸跡出土遺物一覧（第 255 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

２ 砥石 （6.9） 3.4 1.8 （51.84） 凝灰岩 砥面４面　表裏面二方向の研磨痕　側面一方向の研磨痕 覆土

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

１ 陶器 端反皿 ［11.8］（2.2） － 緻密・にぶい黄橙 ロクロ成形　漬け掛け　体部下端削
り出し 灰釉 瀬戸・美濃 覆土 10％

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 ［11.4］（2.4） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 非ロクロ成形　口縁部横ナデ・外面横位沈線状

のナデ　体部下端ナデ 覆土 10％

第 152 表　第 200 号井戸跡出土遺物一覧（第 255 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 内耳鍋 － （8.6） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 灰褐 普通 口縁部横ナデ　耳部貼付け　体部外面縦・横位

ナデ　内面横位ナデ 覆土 10％
煤付着

第 153 表　第 213 号井戸跡出土遺物一覧（第 255 図）

第 151 表　第 190 号井戸跡出土遺物一覧（第 255 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 樹　　種 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 板材 （35.4） 3.8 1.4 － － 柾目　切り出し・削り加工・樹皮編込み　内面圧痕　側面鉄釘
打ち込み 覆土下層　

第 149 表　第 185 号井戸跡出土遺物一覧（第 254 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 樹　　種 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 曲物 径
19.5 － 1.0 － － 柾目　底板　切り出し・削り加工　外面砥塗着物　側面釘穴３

か所　 覆土

２ 曲物 （16.5） （4.8） 0.7 － － 柾目　底板　切り出し・削り加工　側面釘穴３か所　内１か所
に竹釘残存 覆土
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第 154 表  室町時代から江戸時代井戸跡一覧

番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

壁　面 底　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

５ Ｇ４g0 Ｎ －37 °－ Ｅ 楕円形 2.34 × 2.18 （90） 円筒状 － 人為 土師質土器　陶器　

７ Ｇ４e7 － ［円形］ 1.54 ×（1.44） （90） 漏斗状 － 人為 － 本跡→ SD17

20 G ３i0  －  円形 1.50 × 1.40 （186） 漏斗状 － 人為 土師質土器 SD63A・B →本
跡

21 Ｉ４e0 － 円形 1.10 ×［1.10］ 152 円筒状 平坦 自然 土師質土器 本跡→ SK745
溜井戸ヵ

22 Ｉ５c1 － 円形 ［1.40］× 1.38 （140） 漏斗状 － － 土師質土器　砥石 SD77 と重複

23 Ｉ４b9  －  円形 2.02 × 1.98 （180） 漏斗状 － 人為 土師質土器　瓦質土器　茶臼
砥石　五輪塔

24 Ｉ４d9 Ｎ －８ °－ W 楕円形 2.84 × 2.40 （200） 漏斗状 － 人為 土師質土器　砥石

25 Ｉ４a7 － 円形 1.02 ×［0.96］ 194 円筒状 平坦 人為 土師質土器 溜井戸ヵ

26 H ４g9  －  ［円形］ ［1.18］×［1.18］ （124） 漏斗状 － 人為 土師質土器 SE27 →本跡
→ SD73

27 H ４g9 Ｎ －１ °－ Ｅ 楕円形 1.04 × 0.92 （130） 円筒状 － 人為 － 本跡→ SE26・
SD73

28 H ４i9  －  円形 1.32 × 1.30 （110） 漏斗状 － 人為 土師質土器

29 H ４d1 － 円形 3.10 × 2.92 （80） 円筒状 － 人為 土師質土器　鉄滓
本跡→ SK831・835・
880・881・883
PG19P140 と重複

31 H ４e1  －  円形 2.30 × 2.28 210 漏斗状 ほぼ平坦 人為 土師質土器　陶器 SE60、SK911 →本跡
→ SK831　溜井戸ヵ

32 H ４a6  － 　 円形 1.72 × 1.70 （144） 漏斗状 － 人為 土師質土器　瓦質土器

33 H ３i9  －  円形 2.72 × 2.54 （200） 漏斗状 － 人為 土師質土器　陶器　鉄滓 SE37・38 →本跡

34 H ４e2  － 　 円形 2.44 × 2.22 （200） 漏斗状 － 人為 土師質土器　陶器　石器　
椀状滓

SE36、SK911 →
本跡

35 H ４a3  －  円形 0.80 × 0.74 （186） 円筒状 － 人為 － SK761 →本跡

36 H ４e2  － 　 ［円形］ 2.40 ×［2.40］ （196） 漏斗状 － 人為 土師質土器 本跡→ SE34

37 H ３i9  － 　 ［円形］ 3.32 ×［3.32］ （200） 漏斗状 － 自然
人為 土師質土器　石片 本跡→ SE33

38 H ３i0  － 　 ［円形］ 3.38 ×（2.96） （142） 漏斗状 － 人為 土師質土器　陶器　磁器　砥石 本跡→ SE33

40 H ４i5 Ｎ －20 °－ Ｅ 不整楕円形 1.90 × 1.58 （140） 漏斗状 － 人為 土師質土器

41 I ４i5 － 円形 0.80 × 0.76 （140） （円筒状） － 人為 土師質土器 SD91B →本跡

42 Ｉ４b7  － 　 円形 1.92 × 1.90 （140） 漏斗状 － 自然 土師質土器

43 H ３i8 － 円形 1.34 × 1.30 （200） 円筒状 － 人為 土師質土器 本跡→ SK933

44 H ４d0 － ［円形］ 1.96 ×［1.94］ （108） 漏斗状 － 自然 － 本跡→ SD73

46 H ４e7  － 　 円形 1.18 × 1.12 （134） 円筒状 － 人為 土師質土器　陶器

47 H ５b1 － 円形 1.34 × 1.26 （110） 漏斗状 － 人為
不明 土師質土器

48 Ｉ３a0 － 円形 2.18 × 2.18 （170） 漏斗状 － 人為
自然 土師質土器　陶器 SE57 →本跡

49 Ｉ３d9 Ｎ －36 °－ Ｅ 楕円形 2.54 × 2.30 （200） 漏斗状 － 人為 土師質土器 本跡→ SE50
SD92 と重複

50 Ｉ３d9  － 　 円形 3.40 × 3.30 （200） 漏斗状 － 人為 土師質土器　陶器 SE49 →本跡
SD92 と重複

51 Ｉ３d8 Ｎ －83 °－ W 楕円形 2.90 × 2.42 （164） 逆凸字状 － 人為 土師質土器　陶器　石片

52 Ｉ４b1  －  円形 2.40 × 2.28 （180） 漏斗状 － 人為 土師質土器　石片

53 H ４c0  －  円形 1.80 × 1.64 （120） 漏斗状 － 人為 － SD81A →本跡

54 Ｉ４h7  －  ［円形］ （1.04）×（0.92） （125） （円筒状） － － －

55 Ｉ４h6  －  ［円形］ （1.28）×（0.86） （110） （円筒状） － － 土師質土器　陶器　砥石 本跡→ SD91A・B

56 H ４i2  － 　 円形 1.88 × 1.74 （140） 漏斗状 － 人為 土師質土器 SD86A →本跡
SK1073 と重複

57 Ｉ３b0 Ｎ －78 °－ Ｅ ［楕円形］ 2.14 ×［1.78］ （170） 漏斗状 － 人為 土師質土器　陶器 本跡→ SE48
PG22 と重複

58 Ｉ４b1 Ｎ －59 °－ W 楕円形 0.98 × 0.82 （144） 円筒状 － 自然 土師質土器　陶器　砥石

59 Ｉ３d8  － 　 円形 1.54 × 1.42 （144） 円筒状 － 人為 陶器 SK953 →本跡

60 H ４e2 Ｎ －８ °－ W ［楕円形］ 1.58 ×（1.36） （150） 漏斗状 － 人為 土師質土器 本跡→ SE31、SK874・
882・894・911

61 Ｈ３j0  －  円形 1.44 × 1.36 （144） 漏斗状 － 人為 土師質土器

62 Ｉ３a0  －  円形 2.34 × 2.28 （120） 漏斗状 － 人為 土師質土器　陶器　砥石

63 Ｉ３a9 Ｎ －70 °－ W 楕円形 3.20 × 2.86 （110） 漏斗状 － 人為 土師質土器　陶器 SE71、SK1046 →
本跡
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番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

壁　面 底　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

64 Ｉ３g8  － 　 円形 3.36 × 3.20 （90） 漏斗状 － 人為 土師質土器 SK1028 →本跡

65 Ｉ４d4 Ｎ －45 °－ W 楕円形 1.64 × 1.46 （60） 漏斗状 － － 土師質土器　陶器 SD97 と重複

66 Ｉ４e5  －  円形 1.48 × 1.48 （142） 漏斗状 － － －

67 Ｉ３e9 － 円形 3.20 × 2.96 （110） 漏斗状 － 自然
人為 土師質土器　陶器 本跡→ PG23P22

～ P24
68 Ｉ４e8 Ｎ －15 °－ W ［楕円形］ （1.02）×（0.86） （90） （円筒状） 平坦 － － SD73 と重複

69 Ｉ３g0 Ｎ －33 °－ Ｅ 楕円形 1.62 × 1.22 （126） 漏斗状 － 人為 土師質土器　砥石 本跡→ SD95

70 Ｉ４h3  －  円形 1.98 × 1.90 （113） 漏斗状 － 人為 土師質土器 SD108 →本跡

71 Ｉ３a9 Ｎ －10 °－ W ［楕円形］ ［2.14］×［1.96］ （94） 漏斗状 － － － 本跡→ SE63、
SK1046

72 Ｉ４h1 Ｎ －35 °－ Ｅ 楕円形 1.28 × 1.04 （132） 円筒形 － 人為 － 本跡→ SK1062

73 Ｉ４i1  －  円形 0.84 × 0.80 （90） 円筒状 － 人為 土師質土器

74 Ｉ３c0 Ｎ －35 °－ W 楕円形 2.56 × 2.32 （90） 漏斗状 － 人為 土師質土器 本跡→ PG22 P140・
143 ～ 145・149

75 Ｉ４c1  －  円形 1.70 × 1.34 （120） 円筒状 － － － PG22 P151 ～
P153 と重複

76 Ｉ４a6 Ｎ －７ °－ E 楕円形 2.40 × 2.18 （120） 漏斗状 － － 土師質土器

77 Ｉ４j6 Ｎ －45 °－ W 楕円形 1.08 × 0.90 （155） 円筒状 － － 土師質土器　砥石

78 Ｉ４a8 Ｎ －25 °－ Ｅ 楕円形 1.16 × 0.86 （156） 円筒状 － － － 本跡→第４号整
地遺構

79 Ｉ４f8  －  円形 1.16 × 1.14 （52） 円筒状 － 自然
人為 磁器 SK1003、SD106 →

本跡
80 Ｉ４h8 Ｎ －80 °－ W 楕円形 0.76 × 0.62 （48） 円筒状 － － 土師質土器　砥石 SD72 →本跡

81 H ４j8 Ｎ －44 °－ W 楕円形 1.00 × 0.84 （136） 円筒状 － － －

82 H ４g8 Ｎ －62 °－ W 楕円形 1.60 × 1.40 （128） 円筒状 － － －

106 Ｋ１c0  － 　 ［円形］ ［1.60］× 1.48 440 円筒状 平坦 人為 土師質土器 SD142 と重複

107 Ｋ２a7  － 　 ［円形］ 2.16 ×（2.06） 326 漏斗状 平坦 人為 土師質土器　羽口 本跡→ SD149

110 Ｊ２d6 Ｎ －34 °－ Ｅ 楕円形 2.02 × 1.70 （428） 漏斗状 － 自然
人為 土師質土器　台石

111 Ｊ２d2  － 　 円形 1.40 × 1.36 316 漏斗状 平坦 自然
人為 土師質土器

112 Ｋ２c9  － 　 ［円形］ ［2.10］×［2.10］ 370 漏斗状 平坦 人為 土師質土器　陶器　砥石 本跡→ SK1480、
SD151

113 J ２b4 Ｎ －50 °－ Ｅ ［楕円形］ 2.56 ×（2.28） （200） 漏斗状 － 人為 土師質土器　陶器　鉄鏃　馬
歯

SD300 →本跡
→ SD149
SK1476 と重複

114 J ３j4 Ｎ －38 °－ Ｅ 楕円形 2.92 × 2.50 （200） 漏斗状 － 人為 土師質土器　陶器 SK1423 →本跡　
SD116・169 と重複

115 J ３j3 Ｎ －80 °－ W 楕円形 1.73 × 1.54 3.28 漏斗状 平坦 人為 土師質土器　羽口

117 K ３f7 － 円形 1.14 × 1.12 320 漏斗状 平坦 自然
人為 土師質土器 SD158 →本跡

118 K ３e8 Ｎ －20 °－ W 楕円形 0.94 × 0.78 （368） 円筒状 － 自然
人為 土師質土器　砥石

119 K ３d8 Ｎ －15 °－ Ｅ 楕円形 1.70 × 1.42 330 漏斗状 平坦 自然
人為 土師質土器　羽口

120 K ３c7 Ｎ －27 °－ Ｅ 楕円形 1.50 × 1.22 360 漏斗状 平坦 人為 －

121 K ３e9 － 円形 0.96 × 0.92 210 円筒状 平坦 人為 土師質土器　管状土錘

122 K ３c8 Ｎ －10 °－ W 楕円形 1.60 × 1.48 226 漏斗状 平坦 人為 土師質土器　陶器　石臼　五
輪塔 SK1534 →本跡

123 K ３b8 － ［円形］ ［2.12］×［2.10］ 3.46 円筒状 平坦 人為 土師質土器　鉄滓 SD174 →本跡
→ SD160

124 Ｋ３a8 － 円形 2.28 × 2.12 335 漏斗状 平坦 人為 土師質土器　陶器　羽口 SD63A と重複

125 Ｊ３j5 Ｎ －33 °－ Ｅ 楕円形 2.30 × 2.00 220 漏斗状 平坦 人為 土師質土器　陶器　砥石 PG38P16 と重複

126 Ｊ３e6  －  円形 2.90 × 2.76 270 漏斗状 平坦 人為 土師質土器　陶器　宝篋印塔 SK1770 →本跡
SK1631 と重複

127 Ｊ３h5  － 　 円形 1.66 × 1.52 408 漏斗状 － 自然
人為 土師質土器　石臼　

129 Ｊ３e6 － ［円形］ 2.04 ×［2.04］ 330 漏斗状 平坦 自然 土師質土器　五輪塔
SK1824 →本跡
→ SK1771
SE130 と重複

130 Ｊ３c7 － 円形 2.82 × 2.72 320 逆凸字状 平坦 人為 土師質土器 SE129 と重複

131 Ｊ３b6  － 　 ［円形］ （2.28）× 2.26 326 漏斗状 平坦 人為 土師質土器　瓦質土器　陶器

SE143 →本跡
→ SK1828・
1908・1913
 SK1830・1841・
1894 と重複

132 Ｊ４g3 Ｎ －40 °－ Ｅ 楕円形 2.18 × 2.06 210 漏斗状 平坦 人為 土師質土器　石臼 SK1948 と重複
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番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

壁　面 底　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

133 Ｊ４a3 Ｎ －20 °－ E 楕円形 1.58 × 1.42 2.40 漏斗状 平坦 自然
人為 － SD192 →本跡

134 Ｊ３a8  － 　 円形 1.68 × 1.56 298 漏斗状 皿状 人為 土師質土器 本跡→ SK1753

135 Ｊ３a0 － ［円形］ 2.22 ×（2.16） 342 漏斗状 平坦 人為 － 本跡→ SK1750・
1751

136 Ｊ３b9 － 円形 2.08 × 1.98 270 漏斗状 平坦 人為 土師質土器　陶器 本跡→ SK1738　
SK1811、PG41 と重複

137 Ｊ３h8 Ｎ －52 °－ W 楕円形 3.12 × 2.88 （400） 漏斗状 － 人為 土師質土器　茶臼　手水鉢　
砥石

138A Ｊ４f3 Ｎ －90 ° ［隅丸長方形］（2.95）× 2.55 254 ［漏斗状］ 平坦 人為 土師質土器　石臼　砥石　鉄
滓

SE138B →本跡
→ SK1840・1865
PG44P292・P293・
PG44P334 と重複

138B Ｊ４f3 Ｎ －72 °－ W ［楕円形］ （2.90）×（1.88） 372 ［漏斗状］ 平坦 人為 －
本跡→ SE138A、
SK1840・1865
PG44 と重複

139 Ｊ３a8 Ｎ －80 °－ Ｅ 円形 1.18 × 0.98 204 漏斗状 皿状 人為 － 溜井戸ヵ

140 Ｊ３g7  － 　 円形 2.54 × 2.52 332 漏斗状 平坦 人為 土師質土器　五輪塔 SK1875・1907 →本
跡→ SK1848・1849

141 Ｊ３a8 － 不整円形 2.00 × 1.90 320 漏斗状 平坦 人為 土師質土器　茶臼 本跡→ PG42P70
SK1874、SD161B と重複

142 Ｊ３g8  －  円形 1.88 × 1.76 400 漏斗状 平坦 人為 土師質土器 SD203・204 →本跡

143 Ｊ３b7  － 　 ［円形］ 1.26 ×（1.32） 300 円筒状 － 人為 － 本跡→ SE131、
SK1908

144 K ４a3 － 円形 1.12 × 1.10 238 ［円筒状］ 平坦 人為 鉄滓 SK1861 →本跡
→ PG44P431

145 Ｊ４j4  －  円形 2.28 × 2.20 228 漏斗状 平坦 人為 土師質土器　陶器 SE193 →本跡
SK1421 と重複

146 Ｊ４f2 － 円形 1.38 × 1.32 264 漏斗状 平坦 人為 －

147 Ｊ４f4  －  円形 2.24 × 2.24 250 漏斗状 平坦 人為 土師質土器
本跡→ SK1974、
PG44P489・490・
502・503・509・510

148 Ｊ４j2 Ｎ －52 °－ W 楕円形 2.20 × 2.06 224 漏斗状 平坦 人為 土師質土器 本跡→ PG44P493・
528

149 Ｊ３b7 － 円形 1.62 × 1.60 322 漏斗状 平坦 人為 土師質土器　瓦質土器 SK1828 →本跡

150 Ｊ３d7 Ｎ －87 °－ Ｅ ［楕円形］ ［2.18］× 1.48 288 漏斗状 平坦 人為 土師質土器 SE151 →本跡→ PG41
P351・359・410

151 Ｊ３d8 Ｎ －42 °－ Ｅ ［楕円形］ ［1.62］× 1.48 318 漏斗状 平坦 人為 土師質土器
本跡→ SE150、
PG41P345・
349・359・368・369・410

152 Ｊ３e8 Ｎ －42 °－ Ｅ 楕円形 1.12 × 1.00 336 円筒形 平坦 人為 土師質土器 本跡→ PG41P246・
356

153 K ４c5 Ｎ －88 °－ Ｅ 楕円形 3.10 × 2.41 395 漏斗状 平坦 人為 土師質土器 SK2043 →本跡

154 K ４g6 － ［円形］ （1.43）×（1.45） 316 漏斗状 平坦 人為 土師質土器　陶器　羽口　砥
石

SE156 →本跡
→ SD91A・B・208

155 K ４g4 － ［円形］ 1.39 ×［1.30］ 140 円筒状 平坦 人為 － 本跡→ SK1968、PG45P8・9・
10　溜井戸ヵ　

156 K ４g6 － ［円形］ （1.80）×（1.68） 370 漏斗状 平坦 人為 土師質土器　宝篋印塔 本跡→ SE154、
SD91A・B

157 K ４g7 － 円形 1.50 × 1.48 221 漏斗状 平坦 人為 － SD209 →本跡

158 J ４a3 － 円形 0.88 × 0.82 108 円筒状 平坦 人為 土師質土器 SD161B →本跡
溜井戸ヵ

159 J ３e9 Ｎ －85 °－ W ［楕円形］ （2.22）× 1.82 308 漏斗状 平坦 人為 － 本跡→ SK1993、SD196、
PG38P316・P311

160 K ４e9 － 円形 0.91 × 0.87 304 円筒状 平坦 人為 － SD228 →本跡

161 K ４f8 － 円形 1.26 × 1.22 182 円筒状 平坦 人為 － PG47P583 と重
複

163 J ４j8 Ｎ －40 °－ Ｅ 楕円形 1.31 × 1.18 187 漏斗状 平坦 人為 土師質土器

164 K ４e9 Ｎ －５ °－ W［不整楕円形］ 1.38 ×［1.24］ 160 円筒形 平坦 人為 土師質土器　銭貨
本跡→ SD217
PG47P72・P239・
P283・P284 と重複
溜井戸ヵ　

165 K ４b9 Ｎ －７ °－ W ［楕円形］ 2.39 ×（1.92） 442 漏斗状 平坦 人為 土師質土器　磁器 SK1627 →本跡
→ SD221

166 J ４a8 Ｎ －９ °－ W 楕円形 1.24 × 1.08 170 円筒形 平坦 人為 土師質土器　銭貨 SK2035 →本跡

167 J ４a8 Ｎ －８ °－ E 楕円形 1.52 × 1.28 328 漏斗状 平坦 － 土師質土器 UP26、SK2035 →
本跡

168 K ４b8 Ｎ －88 °－ W 楕円形 2.12 × 1.87 230 漏斗状 平坦 人為 土師質土器　陶器　砥石　台
石ヵ SE169 →本跡

169 K ４b8 Ｎ －70 °－ W ［楕円形］ （1.40）×［1.30］ 160 漏斗状 凹凸 人為 土師質土器　陶器　石臼　砥
石

SD217 →本跡
→ SE168

170 J ４d8 － ［円形］ 2.28 ×（1.80） 240 漏斗状 平坦 人為 土師質土器　瓦質土器　陶器　石臼　砥石
五輪塔　宝篋印塔　鉄滓　木製品 SD217 と重複

171 I ３j0 － ［円形］ 2.80 ×［2.62］ 380 漏斗状 平坦 人為 土師質土器 本跡→ SD162A
PG42 と重複

172 I ３j9 － ［円形］ （1.74）×（0.88） 296 漏斗状 皿状 人為 土師質土器　陶器　石臼 本跡→ SD161A・B

173 J ４a3 Ｎ －５ °－ E ［楕円形］ （0.90）×（0.86） （116） 円筒状 平坦 人為 － 本跡→ SD161A・B

174 K ４h6 － 円形 1.34 × 1.30 280 円筒状 平坦 人為 土師質土器　陶器　羽口　石
臼

175 J ４g4 Ｎ －78 °－ E ［楕円形］ （2.12）×（1.38） 184 円筒状 皿状 人為 土師質土器　石臼 本跡→ SD91A・B
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番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

壁　面 底　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

176 K ４c1 － ［円形］ 2.26 ×（2.00） 290 漏斗状 平坦 人為 土師質土器 本跡→ SD157
SK1637 と重複

177 J ４d5 Ｎ －57 °－ E 楕円形 2.34 × 1.98 220 漏斗状 平坦 人為 土師質土器　陶器　砥石 本跡→ SD91A、
SK2076

178 Ｊ４h8 Ｎ －42 °－ W ［楕円形］ （1.27）×（1.06） （170） （円筒状） 平坦 人為 － 本跡→ SD213・
217

179 J ４d9 Ｎ －89 °－ W 楕円形 1.48 × 1.21 258 円筒状 平坦 人為 土師質土器
SK1757 →本跡→
第５号整地遺構　
PG48P82 と重複

180 Ｊ４i7 － 円形 1.50 × 1.42 217 漏斗状 平坦 人為 － SK1503 →本跡

181 Ｊ５f1 － ［円形］ 2.13 ×（1.90） 381 漏斗状 平坦 人為 土師質土器 本跡→ SD145

182 Ｊ４f0 Ｎ －40 °－ W 楕円形 2.80 × 2.16 （428） 漏斗状 － 人為 土師質土器　石臼

183 K ４e3 － （円形） （1.04）×（0.92） （150） （円筒状） 平坦 人為 － 本跡→ SD156

184 K ４g3 Ｎ －68 °－ W ［楕円形］ （1.10）× 0.90 （122） （円筒状） － 自然
人為 － 本跡→ SD156

SE186 と重複
185 K ４f3 － ［円形］ （0.98）×（0.82） 166 （円筒状） 平坦 人為 鍋蓋 本跡→ SD156

186 K ４g3 － ［円形］ （1.06）×（0.98） （132） （円筒状） 平坦 自然
人為 － 本跡→ SD156

SE184 と重複
187 K ４a7 － 円形 1.28 × 1.20 170 漏斗状 平坦 人為 － SD225 →本跡

188 K ５h1 － ［円形］ （1.08）× 1.02 （127） 漏斗状 － 人為 陶器 本跡→ SD145

189 Ｊ４g5 Ｎ －71 °－ E ［楕円形］ ［1.98］×［1.88］ 253 漏斗状 平坦 人為 土師質土器　陶器　石臼　砥
石 本跡→ SD91A

190 K ４f4  － 　 ［円形］ ［1.60］×［1.60］ 177 漏斗状 平坦 人為 土師質土器　砥石　木材 本跡→ SD91B
SE191 と重複

191 Ｊ４f4  － 　 ［円形］ ［1.56］×［1.51］ 206 漏斗状 平坦 人為 － 本跡→ SD91A・B
SE190 と重複

192 Ｊ４c4 Ｎ －85 °－ E ［楕円形］ ［1.18］×［1.05］ （298） 円筒状 － － － 本跡→ SD91A

193 Ｊ４j4  － 　 ［円形］ 2.10 ×［2.10］ 224 漏斗状 平坦 人為 － 本跡→ SE145、
SD91A・B

194 Ｊ２h4  － 　 ［円形］ （1.20）×（1.10） （150） （円筒状） － 人為 土師質土器 本跡→ SD149

195 I ３c2  － 　 円形 2.30 × 2.27 （166） 漏斗状 － 人為 土師質土器 SD252 →本跡

197 H ３h2 Ｎ －61 °－ E 楕円形 1.65 × 1.48 （183） 漏斗状 － 人為 －

198 I ３b1  － 　 円形 1.60 × 1.57 （157） 漏斗状 － 人為 陶器

199 I ３d0  － 　 円形 1.30 × 1.20 （154） 円筒状 － 人為 －

200 G ３g3 Ｎ －32 °－ W 楕円形 2.40 × 2.24 （164） 漏斗状 － 人為 土師質土器　陶器

202 H ２h7 Ｎ －50 °－ W ［楕円形］ （1.84）×（1.46） （180） 漏斗状 － 人為 土師質土器 SK2419 →本跡→
SD166

203 I ２i6  － 　 円形 1.28 × 1.23 （175） 円筒形 － 人為 土師質土器　鉄滓

204 I ２f0 Ｎ －５ °－ W 楕円形 1.62 × 1.22 （170） 円筒形 平坦 人為 － SI124 →本跡
SB36 と重複

205 H ２g5 Ｎ －31 °－ E ［楕円形］ 2.62 ×（2.38） （120） 漏斗状 － 人為 陶器 本跡→ SD267・275
UP37 と重複

206 I ２a4  － 　 円形 2.60 × 2.57 （129） 漏斗状 － 人為 土師質土器

210 J ５a7  － 　 ［円形］ （1.42）×（1.26） （253） 漏斗状 － 人為 土師質土器　瓦質土器　陶器
羽口　椀状滓

SK2781 →本跡
→ SK2777
SD286 と重複

211 J ５a8  － 　 ［円形］ ［1.60］× 1.52 （242） 漏斗状 － 人為 － 本跡→ PG62P1・
P12

212 I ５h9  不 明 ［円形］
［楕円形 ] （1.26）×（0.91） （200） 漏斗状 － 人為 土師質土器

213 I ５i9 Ｎ －２ °－ E ［楕円形］ （0.64）×（0.58） （213） 円筒状 皿状 人為 土師質土器 本跡→ SD72

214 J ５a3 Ｎ －５ °－ E 楕円形 0.86 × 0.71 182 円筒状 平坦 人為 －

215 I ５j3 Ｎ －74 °－ W 楕円形 0.51 × 0.44 155 円筒状 平坦 自然
人為 － SD293 →本跡

216 I ５h7  － 　 ［円形］ ［1.96］×［1.87］ （272） 漏斗状 － 人為 － 本跡→ SD289

217 G ２j7 Ｎ －12 °－ E 楕円形 1.30 × 1.25 （220） 円筒状 － 人為 －

224 J ２d9  － 　 円形 1.84 × 1.62 192 円筒状 － 人為 土師質土器 本跡→第７号土
坑墓
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　⑺　道路跡

　第 1 号道路跡（第 256・257 図　第 155 表　PL71）

位置　調査区Ａ区北部のＥ３c0 ～Ｅ５j3 区、標高 22 ～ 23 ｍの台地平坦部に位置している。

第 256 図　第１号道路跡実測図

土層解説（A-A’）
１ 7.5YR4/6 褐 ローム中Ｄ・小Ｂ・粒Ｃ、炭化粒Ｄ／粘Ｂ、締Ａ
２ 7.5YR3/3 暗褐 ローム小C・粒Ｄ、炭化粒Ｃ／粘Ｂ、締Ａ
３ 7.5YR4/6 褐 ローム小Ｂ・粒Ｄ／粘Ｂ、締Ａ　
４ 7.5YR3/3 暗褐 ローム小Ｃ・粒Ｄ、焼土粒Ｄ、炭化粒Ｄ／粘Ｂ、締Ａ
５ 7.5YR3/2 黒褐 ローム小Ｄ・粒Ｂ、炭化粒Ｄ／粘Ｂ、締Ａ

土層解説（Ｄ-Ｄ’）
１ 7.5YR3/3 暗褐 ローム小Ｄ・粒Ｂ、焼土粒Ｄ、炭化粒Ｄ／粘Ｂ、締Ａ
２ 7.5YR3/2 黒褐 ローム小C・粒Ｃ、焼土粒Ｄ、炭化粒Ｄ／粘Ｂ、締Ａ
３ 7.5YR4/6 暗褐 ローム粒Ｄ、炭化粒Ｄ／粘Ｂ、締Ｂ　
４ 7.5YR3/3 黒褐 ローム小Ｃ・粒Ｃ／粘Ｂ、締Ｂ

土層解説（Ｅ-Ｅ’）
１ 7.5YR3/1 黒褐 ローム粒Ｄ、焼土粒Ｄ／粘Ｂ、締Ｂ
２ 7.5YR3/3 暗褐 ローム小Ｄ・粒Ｃ、焼土粒Ｃ、炭化粒Ｄ／粘Ｂ、締Ａ
３ 7.5YR3/1 黒褐 ローム粒Ｃ、焼土粒Ｃ／粘Ｂ、締Ｂ

土層解説（Ｂ-Ｂ’）
１ 7.5YR3/3 暗褐 ローム粒Ｄ／粘Ｂ、締Ａ
２ 7.5YR3/3 暗褐 ローム粒Ｃ、炭化粒Ｄ／粘Ｂ、締Ａ
３ 7.5YR3/3 暗褐 ローム粒Ｃ／粘Ａ、締Ｂ　
４ 7.5YR4/3 褐 ローム中Ｄ・小Ｂ・粒Ｂ、炭化粒Ｃ／粘Ｂ、締Ａ
５ 7.5YR5/6 明褐 ローム中Ｃ・小Ｃ・粒Ｂ／粘Ｂ、締Ｂ

土層解説（Ｃ-Ｃ’）
１ 7.5YR3/3 暗褐 ローム小Ｄ・粒Ｂ、焼土粒Ｄ／粘Ｂ、締Ａ
２ 7.5YR3/3 暗褐 ローム小Ｄ・粒Ｂ、焼土粒Ｄ、炭化粒Ｄ／粘Ｂ、締Ａ
３ 7.5YR3/3 暗褐 ローム粒Ｂ／粘Ｂ、締Ｂ　
４ 7.5YR3/3 暗褐 ローム小Ｃ・粒Ｃ／粘Ｂ、締Ａ
５ 7.5YR4/3 褐 ローム小Ｄ・粒Ｃ、炭化粒Ｄ／粘Ｂ、締Ａ
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第 257 図　第１号道路跡・出土遺物実測図
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重複関係　第１・２・４・５号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状　確認できた範囲では、切り土によりハードローム層まで掘り込み、断面形は浅いＵ字状である。東・

西側が調査区域外のため、確認できた長さは 29.72 ｍ、幅は 0.64 ～ 2.12 ｍで、平均 1.38 ｍである。Ｅ３c0 か

らＥ４e3 区まで直線状に延び、その先は緩やかに湾曲して東側へ直線状に延びている。北西側から南東側に

向かって緩やかに下っている。

構築土　５層に分層できる。各層にロームブロックを含んだ褐色系の土を充填しており、硬く締まっている。

路面は蒲鉾状であるが、壁から中心に向かって堆積している状況から、路側は削平されている。路面には轍状

の硬化面が顕著にみられた。

遺物出土状況　陶器片 27 点（碗）、磁器片 25 点（碗）、瓦片６点（平瓦）が構築土内から出土している。

所見　構築時期は、出土陶磁器から 18 世紀後葉～ 19 世紀前葉と考えられる。

第 155 表　第１号道路跡出土遺物一覧（第 257 図）　

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　徴 釉　薬 産　地 出土位置 備　考

１ 磁器 碗 － （2.3） － 緻密・
明オリーブ灰

染付　体部梅花文　下端圏線　高台部二重
圏線　高台内記号 透明釉 肥前 構築土第２層 30％　PL71
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